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序文

熊本市内外に複数ある熊本大学のキャンパスの土地はいずれも埋蔵文化財包蔵地、つまり辿跡であ

る。本荘キャンパスは本庄辿跡として知られ、県下でも有数の大江辿跡群に隣あう。黒髪キャンパス

は、弥生時代の土器である黒髪式の桃識追跡として学史上知られる馬婆町・辿跡群のなかにある。黒髪
あきたぐんぐんじたけるぺのさみ

キャンパスは、延喜式に益場する「蚕冦絨」および旧飽田郡家 （飽田郡郡司建部公の居所）の候袖地

でもあり、肥後国府の所在とともに古代史研究上の要所とされる。幸いなことにこの一帯は学校敷地

の故に近代化および戦後復典の開発から免れ、地下の歴史がほぼ保存されてきた。ただこれも本学の

聞発に伴って年々破壊を余儀なくされている。せめてその姿を学術的に記録しようというのが本学の

発掘調査であり 、報告響を刊行して調査終了となる。

本書は2005年、2007年、2009年、2010年に実施した2地区計4件の発掘調査 （黒髪北地区1件、 本

荘北地区2件、京町地区1件）の成果を収めたものである。

黒嬰北地区では、20年来の調壺で竪穴住居のある古代梨落の様子が明らかになってきた。人びとは、

立田山の麗に広がる楳落で、白）1|を遠眺しながら生活していたことだろう 。調査を通して、黙髪北

キャ ンパスがいくつもの河岸段丘を整地した土地に広がっていることも改めて確認された。

本荘北地区では、敷地南側で古墳時代中期から古代にかけての集落の移り変わりが明らかになって

きた。律令の時代、本荘一帯でも宮都にならってほぼ南北 ・東西方向の溝が通され、公的施設と一般

的な住居を分けた街づくりがおこなわれたようである。その姿が大型建物の有無などによって少しず

つ具体化し始めている。

京町地区では、1994年と、2000年以来の本格的な発掘調査で、これまで知られた弥生人に加えて、

古代人の姿も見え始めた。いっぽう弥生人の生活の痕跡の範囲は、予想を越えて広がりつつある。果

たして環濠をめぐらせた弥生時代の集落が台地に残っているだろうか。今後の調査成呆に期待しよう。

構内追跡の発掘調査を開始して22年目の春を迎える。モザイク状だった調査成果が、それぞれの

キャンパスで徐々に形をなし始めた。開発事業と適切に調整をとりながら、地域の歴史を復元する努

力を今後も地道に継続してゆきたい。

本四の刊行物にあたり 、ご尽力くださった学長をはじめ、センター迎堂委貝会委員各位、施設担当

各位に厚く御礼申しあげる。

平成28年2月25日

国立大学法人熊本大学埋蔵文化財調査センター

センター長 木下尚子



例 言

1.本報告翌は、熊本大学再開発計画によって熊本大学敷地内において実施された各種建築工事に伴

い、熊本大学迎蔵文化財調査室 （平成23年10月1日より「熊本大学埋蔵文化財調査センター」に

改組）が2005~2010年度に実施した発掘調査の一部に関するものである。

2 本四に収録した報告は、 2005~2010年度に埋蔵文化財調査室が実施した発掘調査報告とそれに関

連する立会調査などの成果のうち、4件の発掘調査に関する成果である。

3.上記調査地点の報告にあたっては、下記のように地区ごとに分けて報告する。

II章 ：黒髪北地区 1006調査地点

皿痒： ．本荘北地区 0509調査地点 ．0923・ 0924 ・ 0925調査地点

w章 ：京町地区 0719調査地点
4 以上の調査を実施した2005~2010年度の埋蔵文化財調査室の組織と調査体制は以下のとおりであ

る。

室 長 ・甲元屈之（文学部教授） （03~05年度）・木下尚子（文学部教授） （05~10年度）

調 査員 ：小畑弘己（当時 文学部助教授） （05~07 ・ 10年度） ・大坪志子（当時文学部助手）

(05~10年度） ・江頭俊介（当時技術補佐員） （07年度）

事務補佐貝 ・前田（村田）知堂 (2005・ 2009~2010年度） ・中）ll木綿子 (2007年）

5.追物番号は地区ごとに1から番号を付けている。写真図版中の番号はこれに一致する。

6.本文は、 I章を小女III弘己 ・大坪志子が、他は大坪が執節した。

7 本患に使用した辿構実測図に捌しては、小畑弘己、大坪志子をはじめとする調査に参加した熊本

大学考古学研究室学生、株式会社埋蔵文化財サポートシステムによるものである。

8.本柑に使用した辿物実測艮l．拓本は、井上裕美、入江由真、小山正子、柴田況、首藤似子、宮崎

大和、山帝早苗、小畑が製作した。

9.本杏に使用した図版の製l忍lは大坪、増井、鬼塚美枝が行った。

10.辿構実測及び製図には手描による記録とともに、株式会社CUBICの遺跡実測支援システム「追

構くん」及び製図システム「トレース 3Dくん」を使用した。

11.本書に使用した現場写真は小畑 ・大坪が、辿物写真は江口路、末吉美紀がこれを撮影した。

12.本店で使用した追物観察表は、首藤、大坪が作成した。

13．本害に掲載した出土辿物および記録類は、すべて熊本大学埋蔵文化財センターで保管している。

14.本店の編梨は大坪が行った。
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I 構内遺跡と調査の概要





I 構内辿跡と調介の概災

1. 熊本大学敷地と構内遺跡の概要

熊本大学が保有する敷地は、熊本市内の黒髪地区 ・本荘地区 ・九品寺地区 ・大江地区 ・小碩地区 ・

京町地区 ・城東地区及び下南部地区の8区、市外の合津地1凶・阿蘇地区の2地区に分散しており 、そ

れぞれ埋蔵文化財の包蔵地となっている（表1)。

法 ・文 ・教育 ・工学 ・理学部の校舎が設tE1:されている黒髪地区は黒製町遺跡群 （熊本市埋蔵文化財

地固No8-88)に含まれる。本辿跡群は熊本利中心部のほぼ北東端に位慨する立1flll_1（標高151.6m)

の南西部の緩斜而が、西を坪井Jllの作るi巾梢面と南を白川河岸の低位段丘によって囲まれる東洒900

m、南北1000mの追跡群であり 、縄文時代から歴史時代に至る辿梢 ．辿物を包蔵している。追跡発見

の経緯は昭和11年に遡り 、大学に憐接する熊本県立中学済々痰（現済々焚高校）の校庭から甕柁2基

が発見されたことに始まる。また昭和40年には憐接する九州女学院（現ルーテル学院中学校 ・高等学

校）敷地においてやはり弥生時代中期の甕柁や古瑣時代の須恵器源などが発見され、その重要性が認

識されるに至った。黒嬰式土器の標式辿跡である。このように弥生時代を中心とした辿跡としての認

識が邸いが、1983年に実施された済々痰高校内における新たな調査によって古代の竪穴住居と土師

器 ・須恵器 ・黒色土器などの関連追物が出：Lし、その中には「寺l"l」銘の墨害土器が含まれているな

ど古代飽田郡における拠点的な性格をもった辿跡であることが予想された（「新熊本市史料編第1巻

考古賢料」新熊本市史編邸室1996)。古代官道や駅伝伯llの研究上、文献で1彫定されていた延喜式にみ

る「投蚕駅」、IE!飽田郡家の推定地としても注目を梨めてきた（木下1975・ 1995)が、近年ではこれ

までの周辺辿跡での発掘成果および文献府料の検討、そして本調究室（現センター）による発掘成果

を受けて、済々緑高校から本学黒髪地区周辺が飽田郡司郡建部公の1号所であり 、飽田郡家として比定

するなどの梢極的な意見が展開されている（鶴饒1997)。このように、本辿跡群は先史時代のみなら

ず、古代律令制下の駅伝制を考える上できわめて重要なものである。本報告においては黒髪北地区 1

表1 熊本大学敷地埋蔵文化財包蔵地指定一質表 （アミ部分は本年度調在した地区を示す）

No.. 地区名（学部名） 所在地 逍跡名称 迫跡の種類

l 黒髪北地区（法・文・教・大教センター）熊本市中央区黒嬰2T月40-1黒嬰町辿跡集落址
馬髪東地区（教存学祁附属特別支援学校）熊本市中央区盟嬰5Tl=ll7-l群

2.＇.I・＼嬰jfi地区 （エ .JII!) 熊本・11i小央区’J.！．厖2TEl39-1.'H髪町辿跡集落力I:
群

迎跡の時代

縄文 ・弥生 ・
奈良 ・ilC安

縄文 ・弥生 ・
奈良 • •I;•安

備考

3 京町地区（教脊学部附属lヽ・巾学校）熊本市中央区京町本丁5-12 京町台辿跡集落址 弥生 ・近世

4 JJ戊束地区 （教脊学部附属幼稚園） 熊本市中央枢城東5-9 熊本城址 城舟'ih1:• 熊本城近Ill:
関連逍構

熊本市東Ii.新南，礼；6J"ll5-8新I炉祁辿跡散布地5 教宥学部新什濯り此場

6 沿洋域巧｝立科学教ff研究センター 上天・!,l.iIi松島lllf大字合ilt6沿l ，前島！！塚 船落JJI:

縄文 ・弥生

縄文 ・弥1t 1995年l!'.tのふげi:
によ って貝塚で
ないことが判明

7本荘中地区 （発生医学研究所、エイ熊本rli巾央l和料r2n12-1本11：追跡 散布地 ・集落址縄文 ・弥1.1,..
ズ学研究七ンター等） 余良 ・ギ安 ・

I I I I II.. 

8 本荘北地区（医学部附属病院 ・医学熊本市中央区本荘lTEI 1 -1本1:I.：追跡 散布地 ・集落址縄文 ・弥生 ・
部等） （熊）＜病院 ・硲地 古瑣 ・奈良 ・

敷地遣跡） 平安 ・近代

9 4:荘南地1メ （保健学科等）

10大江地区 （柴学部等）

熊本IIPII央1メ）Li.1,,1和1丁112'1-I本1じ辿跡 散布地 ・集落.Ill:縄文 ・弥4：． ・周辺追跡
奈良 ・ 1;•安 ，

I I, I I t 

熊本1li1l1央区大i」・・,1>:lllf5-I 大i」；迎跡l詐fiiifhl： 奈良 ・平安 周辺辿跡

11 i度鹿地区 （課外泊動施設） 熊本市中央lX渡脱4Tlll -I大ii,．迅跡 船落111:

12宇留毛地lメ （学生寮術舎 ・駿具術含熊4'ili中央IX:黒嬰7「II 宇留モ神社散布地

等） 周辺追跡群

仮良 ・ 1i•安

弥ll:．．奈良 ・
平安

ー



l.熊本大学敷地と構l)、j迫跡の慨災
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I fi'lfl}、］追跡と渕介の概要

地点の発掘調査記録を収録している。

医学部附屈病院 ・ 医学部が所在する本荘北地区および研究 • |ifl発施設が所在する本荘中地区、医学

部保健学科が所在する本荘南地区は、 本庄追跡 （熊本大学病院敷地追跡） （熊本市坤蔵文化財地図No.

8 -95)を包括する。本辿跡は黒髪IllI辿跡群と同じく熊本平野を形成する扇状地形の中央を流れる白

川の河岸堤防上に位慨する追跡であり、標蒻は13~12mである。附屈病院の所在する白川寄りの地点

は標高が悩く、南東部 （中地区）へと緩やかに傾斜する地勢である。敷地l勾を白）IIより分岐した小河

川（三の井手）が暗渠として流れており、古米この一常は流迫を変えながら幾本もの小河川が流れて

いた可能性が高い。「熊本市中央北地区文化財調杏報告柑j（熊本市教育委且会1980)によれば、1963

年ごろ本学医学部附屈病院の敷地内から須恵器、土師器、布目瓦片類が採秘されており、辿跡の存在

が確実であるとされ、辿跡としての認定を受けている。しかし、その後本敷地内において学術的な発

掘調査は一度も実施されておらず、辿跡の詳細な内容に関しては本調査室における調壺が実施される

まで不明であった。しかし、先の報告の中では、東側に隣接する仙崇寺小松原墓地 （現在の小松原公

園）内においても須恵器）iが採集され、追跡の包蔵地がより広いことが想定されていた。この地区で

最初に本格的な埋蔵文化財の調杏が行われたのは、 1995年に迎路を挟んで隣接するl芙学部敷地内にお

いて計画されたRI総合センター辿伝子実験施設の建築に先立つ発掘調究である。この調資によって

より南側の地区まで良好な状態で追跡の広がりを確認することができた。よって、逍跡の範囲は東西

500m、南北500mを越えるものと椎定される。本報告では本荘北地区 （本学附属病院内）で実施した

発掘調査の記録2件を収録した。なお、医学部保健学科の位附する本荘南地区は、この遺跡の範囲に

入る。本格的な発掘調査が実施されていなかったため、 2008年度に保育位1新築のための発掘調杏を実

施した。 しかし、本地区より西側の地域では立会調究において古代の逍物包含陪が確認されていたが、

明確な辿梢は検出されていない。

薬学部が所在する大汀地区は、大江辿跡群 （熊本市埋蔵文化財地図No.8-93)の南西端に位骰する。

また、本学大江総合運動場は本辿跡群の北東端に位附している。地形は本庄辿跡とほぽ同じで、白川

河岸に隣接し、標高は13~20rnである。本追跡群は詫間郡家および渡鹿廃寺などの1it定地を含む熊本

市内でも有数の大規模 （東西1.8km、南北1.7km)かつ貨煎な古代を中心とした辿跡群であり 、これ

まで100次を越える調杏が実施され、各種辿物を伴って、8.9世紀代を中心とした古代竪穴住居群、

掘立柱建物、迫路、溝などが検出されている （新熊本市史編蘇至1996)。本学が実施した調査におい

ては、大江総合運動公園整備に伴う調査によって古代l:lkl辿の辿物 ・追構群が発見された他は、薬学部

敷地の北西部において古代包含層の一部を確認しているにすぎない。薬学部敷地内においては大規模

な建替えが最近実施されたが、この際の試掘によって、梢内の東側では追構や包含！曽は存在せず、北

西部に絞られる様相が明らかになってきた。

教育学部附属中学校 ・小学校が所在する京II「［地区は京Il「I台辿跡群 （熊本布埋蔵文化財地図油8-

45)（東西400m、南北350m)に他括され、同辿跡群内には熊本市立京陵中学校と九州森林管理局も

含まれる。本台地は熊本平野の北部にある阿麻4火砕流 （凝灰岩）が形成した標高30~40mの平坦な

台地であり 、東西両側はそれぞれ坪井川と井芹川が流れて急峻な崖地を形成している。この天然の要

害ともいうべき地の利を活かして台地の南端には熊本城が築かれており、 J剖辺の台地上には武家屋敷

が築かれていた。本迫跡における発掘調査の感矢は、 1966年、森林管理局の宿舎改染工事の際、辿梢

は検出されなかったが、 重弧文をもつ弥生式土器、 土師器、 瓦悩片が少州•出土したことであり 、 現在

では弥生時代辿跡として認定されている （熊本市文化財調査会1971)。これまでの発掘成果によると、

構内の西側を中心として弥生時代～近世の辿梢 ・追物が確認されている。
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2.,`凋竹にポる経緯

沿岸域環境科学教育研究センター附屈合津マリンステーションは、熊本県上天草市松島町合津に所

在する。追跡は前島の南西部端、標高12mの丘陵端部に位岡する。この前島を含めた一帯は有明海か

ら不知火海へ抜ける海上交通の要衝にあたり、天草で唯一の形象埴輪を出土したカミノハナ古瑣群や

長沙辿古墳、大戸綽古墳群など重要な古墳が密北しているように、古来より重要な拠点として意識さ

れていたところでもある。また、縄文時代にはカルワ島辿跡や柳辿跡のように湘岸部や洵底に位1Zi:す

る辿跡群が数多く発見されている。沿岸域環境科学教育研究センター附屈合津マリンステーションは、

1956年に天草で初めて発見された純文時代辿跡として著名な前島貝塚（熊本県辿跡地図57-013)と

その東部にある梅殿古瑣（同014)の隣接地にあたり 、同貝塚の広がりが合津マリンステーション敷

地内に残存する可能性も大きく 、古瑣関連の辿構の存在も予想されるような位間にある（熊本県教育

委員会1968)。実際、1996年に合泣ドマリンステーションの北部丘陵斜i面にある宿舎が建設された際、

建設業者によって7本の石斧が発見されており、合津マリンステーションの船焙場南側の悔岸では本

学考古学研究室の学生諸氏によって縄文時代早期～前期を中心とした土器や石器が採梨されている。

このようなことから合津マリンステーションl)、]とその周辺は縄文時代の辿跡 ・辿梢が存在する可能性

がきわめて泊jいところとして周知されていたところであった。本地区においては、1995年に合津マリ

ンステーション改築工事に伴う発掘調査によって、前島貝塚が貝塚ではなく 、本丘陵上には縄文時代

早期の追物包含／苦や追梢群が存在することが明らかになった（熊本大学埋蔵文化財調査室1996・小畑

2001)。

2.調査に至る経緯

熊本大学の校地は先に示したように8地区に分散しており 、どの校地も狭監化してきているため、

かねてから校地の移拡などが議論されてきた。II靡1]60年に当時の熊本県知事から校地移転を検討する

旨の中し出があり 、その件について学内で議論され、本荘地区の医学部 ・附屈病院を除き他の地区は

現地再開発が決定された。本荘地区も平成5年に現地再開発することが決定され、全学が現地再開発

で取り組むこととなった。その後それぞれの地区での再淵発梢想が検討され、基本的な計画が出来上

がった地区から文教施設費を概鉢要求し、それらが認められたところから再1m発事業が始まった。一

方、黒髪地区などにおいては、従来から建設工事などによって古代や先史時代の辿物が発見されてい

たにもかかわらず、埋蔵文化財包蔵地としては周知されていなかった。

平成5年10月から黒髪南地区において総合梢報統括センターの建設工事が始まったところ、熊本市

文化振興課から工事前に地蔵文化財の発掘調査が必要である旨の連絡があり 、同課へ出向き確認した

ところ、平成5年4月11::1から熊本市文化財保護審議会において黒嬰地区などが埋蔵文化財の包蔵地

として追加指定されていることが判明した。そこで大学が計画している建設工事の予定地に係わる試

掘調査の届を同課に提出して、調査を依頼した。試掘調査の結果では、ほとんどの建設工事に先立ち

発掘調究が必要であるということになった。

今後の発掘調査について同課に相談したところ、以下のような回答があった。

①国の機関（大学等）は考古学研究室などがあって卑1"lのスタッフを擁していることでもあり 、熊

本大学においてもそのような機関を設け、そこが実施機関として発掘調森を担当願いたい。

②熊本市が平成6年度発掘調査の依頼を受けたとしても、それを実施する場合、既に他の発掘調査

予定が半年分はあるので、怠いでも 9月または10月頃から調査を始めることとなる。

以上のことから、熊本大学の再閲発事業には事前の試掘および発掘調査を行うことが必須条件であ
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1 構内辿跡と閣査の概要

り、そのためには大学独自の調査組織を早急に設けることが必要となった。まずは発掘調査組織の中

心となってもらうべく 、文学部考古学研究室に協力を依頼し、このことについて承諾を得た後、急ぎ

委員会などの組織作りを行い、 1梵任体制を確立するための作業が始められた。本学の状況および他大

学に既に設岡されているI司種組織の内容を勘案しながら検討した結果、熊本大学埋蔵文化財調究委員

会（以下「調査委員会」と略する）を設けることとなった。また、この調究委員会の下に熊本大学埋

蔵文化財劉査室（以下「調査室」と略する）を置き、発掘調査の実務を担当することとした。

平成6年4月713をもって熊本大学埋蔵文化財委員会規則が定められ、調査委員会が設骰され、委

員会杓に調査室が骰かれ、平成6年5月16日、委貝会委員の委庫、調査室長および調査貝 ・事務補佐

員が就任し、正式に調査室業務が始動した。調査室発足後は、文学部考古学研究室の甲元箕之教授を

はじめとしたスタッフの多大なる協力のもと平成6年度建設予定地の調査を中心に発掘調査が実施さ

れた。以降の経緯については 「熊本大学埋蔵文化財調壺室年報』を参照されたい。

平成23年10月1日には、熊本大学埋蔵文化財調査室から、熊本大学埋蔵文化財調査センターとして

発足した。

3.これまでの調査と本書収録の遺跡

以後平成25年3月末日現在まで、可開発計画に則り行われた事業の事前調査として、表2のような

調査が実施されてきた。本書はこの中から2005（一部） ・2007（一部） ・2009（一部） ・2010年度に実

施した発掘調査の成果を報告する。試掘 ・立会と小規校な調査などについては年報において既報告で

あるので、本杏からは除外した。

黒髪北地区における（黒髪北）文法学部本館1II期改修外梢工事に伴う発掘調査 (1006調査地点）、

本荘北地区における（医病）基幹 ・環榜整備（曳き家 ・移動先）に伴う発掘調壺 (0509調査地点）、

（医病）束病棟新営機械設備（衛生）工事（変更）に伴う発掘調査 (0923謂査地点）、（医病）東病棟

新営機械設備（衛生）工事（追加その2)に伴う発掘調1-f(0924調査地点）、（医病）東病新営機械設

備（衛生）工事（追加その 1)(0925調査地点）に伴う発掘調査、京町地区における（京町）教育学

部附属小中学校校舎等改修工事に伴う発掘調査 (0719調森地点）について報告する。

なお、0923・ 0924 ・ 0925は、手続き上調査地点名が分けられているが、 一つのエ半であり調査区も

混在するため一括して報告する。また、0719調査地、1知．I:名で 「熊本大学構内追跡発掘調査報告Vj (2009 

年）に既報告があるが、本習掲載は同一事梨であるが地点は別である。
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3 これまでの,J,~査と本井収録の辿跡

表2 既往調査地点と本書収録調査地点一院表

199-1年度

田•4 ·15~17

9,1・4・21 

9-1•4•25 

9-101 (：.＼＼北） 遵動場整債 （照Iりl塔建~) 」ンl' 発掘汎企 lお,rl 占 代 古代上的器・須忠器

9-10'2 （瓜北 ・南）甚幹笠｛9（教ff学部エレペーター衣l[｛設）．． ［事 発拇晟1i 47.5，i 現代 ガラス ・磁岱片

釘03 （・’!\北• IIj)地区甚幹笠｛畠 （工学部エレペークー空取は）．I: 発掘只査 48Id a含層確必 • 土岱9t
11 

91 ・5・ 13-M 9•101 "＼北）濯和）施改追孜予定地の樹木移植

9'1 · 5· 17-6•お 9405 （点町） 附属巾学校舎名・建設•T→,fl

9-1・5・20⑳ 24 9-106 (!I＼北） 武夫駁迅動場整伯 （松水枡雌~) エ1t

田 •5·23-7·28 ~07 （開北）福和）施設ii!没工事

9-1 ・8・ I ~8・ 10 9-108 （渡腹）グランド集水枡梵俯J'.‘lt

91•8・ II 9-109 (!l,＼北）武夫原ど具H（新営工9It・外灯＆岱工ilt

引•8・ 12 針10 （京町）附駈巾学校砲気引さ込み配線工，＂

94 ・8・22 9-111 （懇北）基粋笠憐（附属1・11苔館スロープJt{は） T.1t 

9-1・9・12-10・31 9-112 （懇IM)工学部実験棟新営工9lt

9-1・11・14-12・22 9-113 （渡腹）グランド笠fa工’lt

95・1・17~2I

95・1・9~11 
1・26~2・1 

95・2・27 

95・3・ 15~23 

1995年度

9IM （黙北）福利施姦故fa工9lt

9-115 （想Ill)工学部共同溝工｝！i

9416 （城A！）ifi属幼稚Gl排水行敷はエ事｛ト工'It

9117 （黙Jt/)福利施設設f日工9lt

立会汎．介

発掘昂ft

30,Ti 古代

400,rl 弥生 ・ 近世縄文土器 ・ 弥生土辟 ・ l[i忠荏 ・ 上本報t;•I 
tサ器 ・近i財松磁岱 ．砥石・鉗銭 ・
瓦・ガラス瓶

発掘.i:l1i. 100,rl ，り代

発掘;ilj:fi I.290，n ，り代

兌掘凸査 40.4ni 8 代 上師符
V．会ぶ北

V．会調1, 169,rl 

立会具ft 50“ 

立会潟．1, 129.7m 

年紐I
年般 l

年1f11

q:IIil 

年報 l

本針l;\•I 

本廿U‘;1

;l会潟企 23.41f 包含約1こ這せず遺構なし． •I：師岱 年報I
片

り．会~1i. 13,rl 逍構 ・辺物なし 年報I

；1．会潟充 255Iィ 包含府1こ這せず．遺構 ・逍物なし 年!Ill

兌掘潟1f. 743.6,rl ，り ft 古代竪穴住1,'）址．，1iit.t閾器・須人報告 I
恵笞 ・瓦 ・上製印 ・鉄岱 ・縄文七
岱

発掘A:li. 200111 縄文 ・古代古代竪穴住居址・辺翔址．古代土本廊＇；. I 
師舒 ・1fi！ぷ岱 ・{ril:l瓦 ・砥石・鉄
岱 ・ 縄文土岱 • 石已

遺構 ・遺物なし

遺構・遺物なし

遣溝・遺物なし

年報I

年報I

年恨I

95・4・25-5・2 9501 ()(¥Jtj) C学部研究実験棟新岱1期共同溝仕はエ1t

95・5・9-IO 9502 C:!¥1行）＿r.学部附属工学隈器センター新符工’JI 試掘腐f¢

95·5 •15-16 9迦 (!μ,Ii)工学郎Rl研究実験棟埠迂及び＆況掘削 よ掘閾丘

95・5・29130 950-1~06 C:!.1111)工学部研究実験棟新営雀夕（は情 （その2)に伴う応 立会』介
6・21 圧ケープル埋設

95・8・21 （聞111)工学祁通信設伯埋は 立会洞査

95・8・22 9508 (！!.＼市）1t務局)iり外tr配線改修 t会凸介
959・8-!0・12 9509 （介iIr)FI！学部附属臨海災験所実験棟改格工／l[ 発掘ぶ北

95・11・2 9510 (：1.IIIi)工学綿研究実験棟餅営1期に伴うガス配行 立会潟介

95・ II ・6~8 9511 <*fE1tl) 医学部 RI 総合七ンクー遺伝—f実験誨よ埠よ及び 試拙凸仕
外i鼻切り秤え

95・11・13~16 9512 (/).¥ltj)工学部研究実験棟新営1期に伴う徘水1月立憫

95・ II・17 9513 (/1.¥ftj),:学部研究実験棟新1,；1期に伴う外溝 立会丑査

95・11・17 9514 (！！！南）工学部研究実験棟新¢t1期に伴う外j青 ：1．会濶代

95・11・21-22 9503 (:1.¥111)工学部RI研究実験棟述設に伴う店悦拙削 立会，月企

95・11・22 9515 （品Iii)工学部研究実験棟新岱1期に伴う外i胃 iL会閃介

95・11・2・1 9511 （本荘Ill)医学部RI総合七ンクー遺伝ート実験施は注はエ'It tL会、月企

95・ 1 l ・ 28-29 9516 （忠rti)工学部研究実験棟新営1期に伴う外溝 発掲A企

％・12・I 

95・12・4 

％・12・5

95・12・12~14 

95・12・18

95・ 12・25~ 
96・2・2'2 

96・3・1 

96・3・8 

96・3・2I 

96・3・25~26 

1996年度

96-4-19 

96・5・10 

96・5・ 10-6・24 

96・5・13

9511 （本荘111)医学部RI総合七ンター遺伝+実験格設注よに伴 ，I.会，団査
う外i青切抒

951i (）ぷ荘1ti)医学部RI総合七ンター遺伝-{_実験籍設に伴う樹 立会，.¥11i
木移椒

9518 C:,!,＼lり）工学部RI研究実験I桑追よに伴う外溝工市

9519 （滋市）工学部研究実験棟罰営1期に伴うガス配行

9520 (:I,i北）教貸部前道路改修

9511 （本荘rfi) 医学部 RI 総合•L・ ンター遺伝子・実験紬よ述ば

9521 (/.I.i南）工学部校令新俗 よ掘潟．ft

9522 (：.I.¥lt)文怯学部・第五窃等学校記念館！廷I§"“JtJ?It 、1．会潟f¢

9523 （城東）教ff学部附駈幼稚ltl水遊び鳩派足洗い場設傾寄附受 ，1．会1J11f¢
入

9524 (Jrl町）教了f学部附駈小学校船排水行lu仕 I?lt

発掘調1¢

発掲ぶ北

立会，謁企

立会，渇企

90州 ，Ii代～近世，＇「代竪穴住 1廿址 ．l主穴 ・溝．縄文本報告 I
餃舅l上笞）t．ii代土師岱 ・須恵辟

20,'rl ，り代 包含駁硫認 • 山’代上師器 ・ Jii恵硲 年恨2

20パ，Ji 代 染石． A'代土師郎 ・須恵岱 年報2

:J8,'rl 遣構 ・遠物なし 年報2

M,rl 遺構 ，遺物なし 年恨2

)0m 遺構 ・遺物なし 年紐2

298,rl縄文 集石．縄文'11期上笞 ，石岱 年報2

古代 古代包含府確ol!・古代上答）i' 年報2

200In ,9i it ，午代包含紛滋品・竪9tfEJ片址， 95 年報2
代七師答 ・1ii屯器

60nf ，り代 占代竪穴住J,'}址．柱穴・包含駁， 木様告）

縄文後期t器片 ・,1ift土師器 ・t[l
忠器

9601 （本荘北）医学祁校令述芯

9602 （懇北）法文学部記念横樹

9603 (/.し¥!II)工学部校令娃註

鎚 1 （黒北）孜廿学部ATMネットワーク1むェr.‘lt

遺構 ・遺物なし 年骰2

古代 古代：I:師器 ・須恵器）t 年9ii2

占代 古代土的器・須忠器 If.報2

古代 包含ki確認・古代土師答 年lf!2

一部包含府確認・遺構・遺物なし 、ド糾2

72川 縄文～占代包含凶．柱穴， 縄文土岱片• liit 水掛告I
土師苔

包含培確払． il'!惰・遺物なL 年1112

遺情・遺物なし 年l!l2

IOni 遺情・遺物なし 年糾2

占代 古代柱穴・溝，古代土輝硲・須忠 年fli2
路

立会，．叫＿1i. IOnf 遺構・遺物なし 年骰2

発湿"!Hi. 976.9m 縄文・古代古代竪穴住居址．湿立It注物・溝本雑告I
・道路 ・方形竪穴遺!JI..L讃縄
文」；沿 • 石悩・占9t土面器・須恵
器・鉄溢

弥生 弥生土墟・ビット．弥生91澗 J：器 年tii2

古代 祉含層確認・古代土閾器 年骰2

逍構・迅物なし 年IIし2

.il.ft』1t 27.6,r! 

試掘汎1t

"．会潟在

発掘調企

-~-会潟査

迅構・遣物なし 年報2

33,rl 古代 古代包含層 ・溝．古代土師硲 ・須本報告IV
忠沿

I対 遺191・遺物なし 年報3

1.000,r! 縄文 ・弥生縄文後期包含凶・古代竪'A1主9；；；址本骰告IV
・占代 ・溝．掘立仕述物・土城 ・柱穴．

縄文後期土路 ・弥生中期土器 ・，lj
代上師器・須恵器・鉄器 ・瓦

40バ近代 遺構・遺物なし 年報3
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I 構杓追跡と調査の概要

96・5・1'1 9605 (；；償•町）教f/学部附属小学校Anl ネットワーク付よじlt “．会具虻 IヽIId 近代磁器 年骰3

96 5・15 9606 （大江）渓学部ATMネ9 トワーク1-J，よ l＇.＇It ＇`［会品ft 遺構逍物なし 年報3

96•6• 17 9607 （頂北）法文学部外灯ば沢工‘" と会昂it 41rl,1, ft 一祁包含層確ヽ2.1iit須’i,・t；； 年報3

96・6・19 9608 (.'!Il1Jl工学部RI尖験棟配線 r:・J( り＿会潟1C 2)If 遺構 ．ii't物なし 年骰3

96・8・5 9609 WI北）入試保行庫述はT.1t（よ湿） 梵掘潟ft 4n1 遺構 ・遺物なし 年報3

96 8・6~9 9601 （本荘北）保学部校令迂没に伴う樹4<！MH．貯水1,氾よl:‘It 発掘ぶ1i. 45.7,rl ，りJ/1 ，lift ,1iin時代1i1期竪穴(i'I,•:·址 ，Irft翌本報笛w
(I・ 2 ・ 3区） 穴ft),.;Jtl:．古in且｝it」••師器 ・ 占 it

l．．閥器・ ii秘．（芯

96・8・22-27 9601 （＊荘北）医学部校令述，よに伴うり）1）1わえ道蹄迅，＆ （,1[,() 兌掘ぶ北 37.4,rl,1i ft 咆穴ilCIぶ1t.it9t ,Iift上閾器・本Ili告IV
須懸窃

96・8・29-30 9601 （本荘北）医学部校合辻設に伴うり）’’｛わえ迅蹄追，占 (51".) 梵掘ぶ仕 282m,Ii it 頑J•1t 古(tl:trli器 .1[（忠器 ぷt1i店IV

96・9・6 96IO （黒北）孜養部襄H漱1i像ill:il． 試掘武k 9,rl 遺Ill 遺物なし 年報3

％・10・1-9 9601 （本荘北）保学部校令也ほに伴う排水守りが）杵え上’Ji(6[£) 兌掘凸．t 1().1.3rrl 占 9t ,Jift辺路 ・登穴fl：屈址．古代 1：師本骰告IV
踏 ．牙i.'［硲

96・ I0・ 11 ~ 9601 （本荘北）朕学船校令勾がI?lt（本』1CI4) 兌掲嘉介 1.6S61寸縄文・古Jn縄文包含附． ，り1(tl：墳 ．，1iftilJ路本報；＂ v
97・ I・ 17 ．，り代 ・翌穴仕9；；址 ．掘，ZItil!物 ・土墳

・近代俗地．縄文後期j．岱 ，り1/1
古ttl：的路須屯器 ，鉄硲 ，6
諾

96・!0・21-29 9601 （本it北）医学部校含述よに伴う排水；？りJり打・え I.1i 発掲p叫査 62.5ポ，1， it `Iift翌,';(ti,•;址 ・ 寵， ,'ift I•箇器本報；9；.IV
i 7. 8 9区） 須恵沿

96・11・12-13 9601 （本社北）医学部校合述設に伴う！非水惰り）I)｛：え i:'ll(IO区） 発氾．叫査 21.Sボ｝， ft 占代竪穴9E9ぷ址，古代tt力答 ，須 本報告l’
・9;:19.',9心‘’ 

96・11・12 9611 (/!¥ii!)工学邪外灯付よT.'）t •I.会，団仕 0.4 ni 遺構 ・遺物なし 年限3

96・12・18 9612 （黙南） £学部露線埋設l:’Ji "．会．刃ft i4,8ni 遺構・遺物なし 年限3

97・3・3-31 9613 (J.！南）工学部研究実験棟II翫営R械心f匂Lilt 屯会瀾介 175111 遠構・遠物なL 年様3

97・3・7 9614 (!)!肖）工学邪衝笠エネルギー実験1祈火籾（取よじIt t会＆社 109ni 遺惰 ・遺物なし 年報3

1997年度

97 • 4 • 8 9701 （本荘南）医学部情報＇）テラシー教 f誨記じi(，没f需その他の ：1．会，渇在 2lIli 弔t包含Kjを確↓・遺情なし，占 年様4
改しぽT-'ll 代j・・益／ヤ

97・5・7 9i02 （黒iii) 理学部ヘリウム44[ln生 ・ ヘ ’J,,IIぶ迎設」; •I• i令潤介 126.6ni 迅構 ・遺物なし 、ド報ヽ I

97・5・28 9703 （本荘北）低学部外来臨床研究棟IUl液製芹l竹汽9,{，取，ばJ:•11 試阻湖介 4rr/ 迅I胄．迅物なL 年骰ヽ

97・7・28~1I 4 9704 （黒UI）工学邸校令新営T.1t 梵iu潤企 l.783.3ni弥生 古代弥生時代売棺以 i'iit竪穴住9,，JII: 年報4
・近世 ・i昇・掘iit述物・仕六 ・近世は．

弥生,1,Jl/l史ifi.•H迂謁 ・ 鉄路 ・ L1,•
代須恵路 ・近tIt凶磁踏

9i・ 10・29 9i05 （）知町）教{f'F部附属中学校女性屯像迅•I. :L会ぶft 2,6d 遺情・遺物なし 年恨4

97・ 10•22 9i06 （黒北）法文学部罷i♦i徒児像紐i i会渇1t 1.2面 遺惰 ．逍物なし 年報，1

9i・ll・II~ 9i0i （本荘北）医学部甚廷研究棟W．外配緑 l."I' il令母査 3i0ni 古it・近代近代g地・、'；{tl渇員• It穴．史 ・ 年殺ヽI
98・3・31 人竹 ． g•6 ：り ，Iiit i・沿

98 I ・30-2 12 9i08 （黒北）法 文 — 教介学部クはT設tfe)l'I立 1:111 、1会逍企 6 1.9ni,し. i t 溝 年紐4

98・2・3-2 13 9709 (!.（¥ill)管財係！1，¥'!.¥6サ裕令取り墳L1.'I' •/.会邁査 116m古代 一沼包；；；層を硫＆． /Ill屑なし 1/l 年報4
托した，1，ittt; 

1998年度

98・4 14 980-1 （烈11!) 工学部校合述改に伴う排水汗撤火 I→••9t 'z会戊査 !On/ 揺削により遺情なし 年報5

98・6・26-7 2 9801 （木杜市）医学部エイズ学研究七ンター ，動物沢；§開発七ン t会出代 24ポ古代 遺構・遺物＆められず 年報5
クー罰営文閃配管lH'Iヽ

98・7・6 9801 （本荘南）同出木伐採エ‘Ji 9．会凸企 迅構 ・迅物なし 年骰5

98・7・13 9809 （黒南）工学邸3り館屯気，よ営Plt 、•L会A1i 3ni,B it 迅物包含Mを確比 年雑5

98・7・28-9 10 9801 （本ttlり）医学部エイズ学研究七ンター ，動物f拉’i.開発七ン 発拇凸介： 972m 縄文 ・1B9し竪穴(1カ1、サ址 ・堀:!.,m物 ・溝 ．I:本報告v
ター新営工mt ・近世 坑

98 9・21-22 9S03 (AUt) 文化部送取設 J:•J(Jこ伴う樹木IJMJ'.•JI 、t会潟介 9面 遺物 ・遺情なし 年報5

98・9・25-11 ・6 9802 （洪北） 文化邪室取1t改その他のエ'1[ 梵撮ぶ企 575ポ縄文 ．，；和1；縄文I：器 ・弥’KI：器 ィ．i岱等十．本打!i'iV
・近IU 墟 溝 ・縄文 ・弥'k」l1物a含府確

泌

98・9 28 9S05 （本社北））（学納院紺棟新岱工’It よ掘調f¢ 10,TI,1,ll't -,1i(t占Jfl,1,(tI••忍9 年報5

98 9 29 9806 （本壮北）大学病院中央診ik棟新貸上’lt よiuぶ北 5ni 河成砂亮憎を検Ill.i11情遺物な 年報5
し

98 9 30 9807 （本荘北））ご；9：9紺院・渓剤部注吋'J.,・行紺七ットよ給布等取設r ぶ掲,;j1i. 2面古代 遺物包含k1.！t穴検出． ，';ft上沿 年報5
JJl 片

9S・106 9S08 （煤南）エiや部l・ 9サ館箪気埋社じlt v．会具丘 友l11 illlll面に達せず．遺物なし 年報5

98・ 10・28-11 ・20 9S07 （本荘北）大学病院渫芹1部沖射息I:;,19い七ットよ給寮咋取は1： 発掘具社 li5111 占代 縄文上答 ，6且＼吟 本報告＼’

'JI 占代堅9tfL1&ht,K墟 ，溝 ，近代
溝

98・11 ・2 9SOl 保学泌エイズ学研究七ンクー ・動物fti原1開発碩究七ンター11/l 発掘滉ft 139m 削平のため付：化せず 本HK'；v
速図1’げ館解体工9Ji

98・12、14-1218 98IO （黒rtl)理学部日然科学等総介実験棟新営文隕配芍：杯1.’lt ；［会3査• ぉm 古代 遺物包含Ki jt9て検Ill.Ilift t答 年報5
)¥・ 

9S・12・16 寧 （患北）文化部寇新営排水竹敷改I..1t •. l会具査 ぉnl ,1i ft 遺構面確必 ，遺構 ，遺物はなし 年報5
98・ 12・ 17- 細 （本荘北）大学病院刹棟新営1こffぅ上・閃配行!ト-r.,lt 屯会占査 ぬ I汁 II; (t 竪六仕）廿址． 9’iitt岱｝r 年報5
99 I JO 

99 I 12 9811 （焦Jti)工学部実験室新設£’lt ，式掘』f¢ IヽI州 縄文後期 i：岱 年報5
99 I 21 ~3・25 9810 （島市）理学部l3然科学守総介＇必験棟新背[?)[ 分抹！埠ft 1.098,rl 縄文 ，古代 縄文 1．．器 ，石鏃守．古代竪‘;＜iIカ屈本Hi告V

近代 址 ．ij：穴 ・清 ・近fl¥i昇

99・2・2 9S02 （黒北）巧境整備’JI哭に It う文化部~1"休 、'[．会』．牡 拗 ,rl 遺構 ，遺物なし 年報5
99 2 10 9802 （焦北）閃境笠情｝It業に伴う遠格I.＇It ：L会に日究 •IOId 遺1鼻面に1.l達せず．遺物なし 年報5

99・2・18 9802 （黒北）閃境笠tfl事業に作・）机樹1こ’It 、1令潟究 12.3n! 地kt2mで弥生時代遺物a含N 年報5
逍惰IMを確泌．．遺構遺物なし

7 



3. これまでの潤企と本•，I~収録の辿跡

99・2・9-3・9 

99・3・11-12 

99・3・ I0-31 

9802 W.1-lt)環悦翌｛脅、JI業に伴う紐気配線l:，JI

9812 （大il:l 涙廂r:II地り（側プUック塀改修 1:•JI

（（．会潟ft

:1．会潟査

4n{ 

70面

地I{F90cmで水IU上を検出．遺 、日恨5
構 ・遺物なし

包含M・ 遣情面確比．遺構 ・遺物 Jf.tt!5 
なし

980L ()社£III）医学部エイズ学研究七ンター ・動物沢i!llll兌研究力．会調査 57.5出古代 一部包含陪 ・遺構自j砿認（ビッ 年紐6
七ンター箭営に係る記行りJサ L:’li 卜） ・遺物なし

1999年度

99-4-5~8・31 

99 ・ i ・ 29-i ・ 30 

切97,2~8•7

9901 (）ト4t」と）刹棟（輪） ff貨 I2JI

99・6・14-7・14 9902 （本如9i)医学部エイズ学研究センター ・勁物7/i原開梵研究 ff．会選企
七ンクー所営屯よT.’l““?

99・6・ 17 9903 (!).¥Jti) T.．学部研究実験棟ll-2-2新貨工＇ドに伴う航樹 ,'f.会 立会』査

99・7・ 19 26 99().1 （本荘iIi)朕学部エイズ学研究七ンクー ・動物沢源開発研究 ［`会具査
七ンター¥'!i'/,;甚伍・ r.’lt立会

蜘 5 (：.1.¥llil I]然w;：：研究料 ・門！学部稔合研究実験棟粁営ガスよ ，L会』ft
営ぷ＇）し

9906 (；1¥ih) 11然什学研究科 ．J理学部稔合研究実験棟粁営地気ょ ，［会潟査
1；1:9/I立会

99・9・22-!0・5 9907 c:.,.¥,li)工'i部実験911プレハプ祈格］：’It

兌掘潟1i 2．ヽl05ni 縄文 ・占m 縄文9与代石器 ・王 ・古項時代tt1,，;， If!?t4}X 
・占代・近址 ．i鼻・上giii器 ・占代住居址 ・1.t
代 穴溝 • 土凛g ， 上邸苔 ・ 須忠器·

鉄岱胞衣函 ．ti見・近代溝

40日、li ft ，廿代柱穴．溝遣物を少貸検出 年1ll6

99・ 1 1·2•1- 11· 25 9908 (！).'•東） ril属炎，反学校給氏衣附改格Ilt よ掘Aft

00· 2・ 14-3• 2•1 9909 (．＇）Mi) I’1：t；；衝竺 ・快限環境研究センクー サナライト ・ 試拙，り査
ペンチャー ・ビジネス・ラポラト')-i点新営工’lt

00・1・25 9910 （本9t.It）血液照り打打門屯培改格よ柑 よ栂』ft

00・3・6~14 9911 (:!¥11/) *'',•動物糾ff令l.1!格 1?lt 発揺潟在

00・314 9912 C:!.1111 ・ ~!)外灯取.:,;1:,11,z会 屯会瀾1t

00・3・2 9913 医＇や部液化で！ぷ供船は協 1li、&l:1位会 i（会，り在

00・3・ 16-17 9914 （本荘rll)さくjl;，ぶ仇じ凡［会 くば氾紐

2000年度

10,rt 遺揖 、遺物なし 年報6

2,rt 古 9t 遠構 ・遺物なし 年恨6

50,rl 

200,rl 占 it

迅物 ・遺構なし 年恨6

古代溝6条 • Itf(2個，＂u：硲 年1116
片少址を検Ill

発掘潟1f. 136.Snl 縄文1i,1期～ピット群．縄文」→沿片／il-t．
晩期

本作；’t11

42川近世以砕 トレン1•2本設定して潟f¢したが． 年骰6
遺情なし近世磁器片

l茄3m 近世・近代畑址．窄地．近世淘磁硲．性管 本fli;';\~

鉗・鉄殺

2川 揖＆吝しく ．遺情 ・遺物とも13f ittii6 
＆できず

70.9,rl 縄文土器 ・古代土師沿 ・須恵岱 柑告i,IX

3,rl 遺物 ・遺情ともに雑品でさず ~l'tll6 

7.84nl 遺情 ・遺物なし 年tfi6

25川 遺渭・遺物なし 年報6

00・4・7 

00-4-11 

00•4 • 17 

00・ 10・23 

00・ 10・30 

00・ I I ・6-22 

00・11 ・22 

00・ I I ・27~29 

00・12-4~13 

00・12・8-
01・I・10 

00・ 12・ 19-20 

01 ・2・ 16-19 

01 ・2・22 

Ol ・3・5-6 

01・3・6 

01・3・22 

2001年度

01 • 4 •9~ 7 • 3 

0001 (!I¥111) 4せ1,•動物Hff令箭存給水行設営」7It

0002 (:•1,IlII）水4；動物Hft令新営屯ク（設t,； I:’It 

0003 (),,,£」t)附属紺院格納IHI多，ょl?It

立．会、謁査

立会潟在

よ揺i謁1i;

0001 C.l.¥IIi) 1.：学部衝院 ・柘llllil汝碩究・しンクー サテライト ・ \~会，』．f¢
ペン・fャー・ピジネス・ラポラ トリー44［新岱俎気m:tl?It

000.5 ('..1，＼111) I：学部iいい：‘It 、.l会，』ft

0006 （本荘北）附K甜院）t怜 ，環JII.整情松3It-い人水情よ貨 r.1i 兌湿，渇在
(I IX.） 

0006 （本北It)附属紺院甚幹 ・miぇ位・り31 1b i入水ll'f.:l:常 1'・‘li 試堀潟ft

0006 （本9t.It)HI伍射院ぶりや ・閃境整情給水行配行Elt 、'［会凸．1.i:

0006 （本il:Jt)Hi伍射院店幹 ・閃挽黙1i'i排水i打配行 l:’lt(ll区） 発掘』在
9,l会Aft

0006 (木札：北）附属紡院店幹 ・閃境椛情磁ら（，ぷ岱I;’It(JV区） 立会潟査

0006 （本荘北）附属刹院店幹 ．m壌笠i日排水ii配i1工'JI(mlズ．） 兌掘渇f¢
屯会汎在

6.lnl 

~. lnl 

5.8“ 

18nl 

0010 (:.I＼北） ｛夕ff系部屯鮒体・符営T.'J> 立会J!:fc 372,rl 

0011 kil:) IIlft咲鮒体撤1:r.’Jt. If1ポイラー屯91体撤1:＿じlt i会洞介 132対

0012 聞北）外tr取tn:•It ,t会潟1c 3nl 

0013 }<ir.) h｛内運動Iし('；'；1武館）取り頃し1―.'JI /J.会潟1c 500,rl 

001・i (；!•1北） 111生活1品fill絹1合’JL務所柑f柑汲1:［＇JL 立会潟査 66nl 

遺i/11．遺物なし

造惰 ・遺物なし

遺情 ・遺物なし

遺情 ・遺物なし

年報7

年1117

年骰7

年糾7

63,rl 遺jJ.辺物なし 年骰7

119Ani 縄文・古項縄文時代行：岱 ・古inl1.｝itIt穴 ．il;）←Ifi;-F¥II
・古代 居址． J:.閾器・須忠硲

41rl 近 ・現代硲近 ・現代硲石 ・俗l¥li・迅行 、1;1117
地

85.5,rl 迫1/11・遣物なし 年報7

32,rl 縄文 ．，5代」燎状遺構 ・縄文時代石岱 ・1.：邸本龍'rVI
器 ・ガラス玉 ・鉄岱 ・須忠器

31.5,rl古代 迅渭なし団訟数．，．5. 輝 7

20.4日古代 住1,,l址 • 土閾器 ）卜殺苫11

()()・12・26-28 0006 （本荘北）附属射院），~幹 ・ 閃没整伯給水行配管ー['lt ;1．会.i:11c 100.7nl 近 ・現代g 近代g城 ．g石・遺竹 年報7
地

01・1・29 0006 （本北It)Riiヽ刹院J，~幹 ， 1.il墳整伯排水行配行1?lt (VI4） 寸．会.i:l:ff. 7rrl 逍物 ・遺情なし 年恨7

01 ・I・ 22-30 0007 ()~•町）附約1巧校1ト•ff岱！！・!I<新営 I?Ii 発掘具．1i. 119.4出弥‘K，古代弥生 ，古代上師岱・鉄む ，．i：関紡 年報7
籍JI[

01 •2·5 ooos c.r.＼北） 4項['f:,f/jfl.絨研究七ンクースtJープ取よ I?lt i会潟'1t 28，ィ 投乱のため遣物 ，遺構なし 年報7

01,2•6~9 0009 (！！,¥rti）珂＇；9:部 I・ 2サ館身t引知'，mrlよ情．竪{Iiil?It i会潟査 70出占代 包含培を確認．占代上師沿・1/i恵 年報7
器

遺物 ・遺構なし

遣物 ・遺構なし

遺物 ・遺情なし

遺物 ・逍構なし

迅物・遣情なし

年報7

年報7

年骰7

年報7

年報7

0101 (),<,if北）附属射院医学祁総介碩究I東新常工’11

01・5・14 

01・5・14 

01 ・i-9~26 

0102 懇IIi)）grf．内Jだ笠fa

0103 );（町111地府庄ケープル改修T、11

0102 (!!¥Ill)）ぷ幹 ・内I迂笈fa

01・7・4-10-29 01(J.1 （本i［北） H＂‘甜佐店仰・ J111Jl.整情（共Mi~はVi)

01 ・7・ 13 0105 (）田町） 正1'I取，921?lt 

Ol・i・30~11・14 0106 （黒北）人;'~教行研究七ンクー等改IB1••’II 

01 ・i・3I OIOi （大江），≫y各部北I991実験棟改9灰J.?It

Ol ・8・ 1/13 0100 (.)；（町）キャンパス1,"!！ネットワークその他L‘lt

01 •8 •2/21 0109 (9,1北）キャンパス1,"i！ネットワークその他·1:•11

発掘綱企 1.733.75In ,Jim.，り(tiEld址・溝 ・畑址．硲鉄級． J：師木報店11
・近 IIt・近岱 ・須忠岱
代

よ擢渕企

てl会況4t

梵掲ぶ在

4.8rrl 

59.5rrl 

418.5ポ縄文

、［会共査 7.12nt 

、t会濶在 3.907ボ

立会，閑査 97.&lrrl 

!f.会温．代 25rrl 

、t会，渇1f. 58rrl 

本報；’i11

遺構 ・遺物なし 年恨8

縄文J.:笞 ．・ん水通宝 ・風例水狽 ・ 年恨8
防空濠

発拙関介 1.1)?..3.8d 縄文 ・弥生住居址 ・溝 ・縄文J:器・弥生J:器ノ←報；';・¥]
・古9n.,Ij • 土師器 ・ 須•'ぶ硲 • 6岱 ・鉄銭 ・
代 ,'i銅岱

遺構 ・遺物なし

遺構 ・遺物なし

遺構 ・遺物なし

遵構 ・遺物なし

心構 ・辺物なし

、t骰8
年紐8

年t1i8

年報8

年報8

8
 



構r}、J逍跡と，淵杏の概要

01 ・8・27 

01・9・4 

01・8・22 
9・4 

01 ・9・1'1 
10・1 

01 ・!1・!7 

01・!0・19

01 ・!0・22-
02・2・19

01・12・8-
02・2・9 

01・12・!2-
02•2••1 

02・2・25-3・20 

()'2・3・18 

02・3・18 

02・3・22 

2002年度

02 •4•3~4 

02•4·15-16 

02-4-17 

02・4・17

02 • 1•2 

()'2・5・20-29 

02・5・30-8・2 

02・6・3 

02・6・ 12-8• 1,I 

0110 

0111 

0112 

0113 

0114 

0115 

0116 

0117 

0118 

0119 

0120 

0121 

0122 

(KiI）必学部キャンパスtr,iitt.9 トワークその他J.‘Jt

（本il;，り）t父学部キャンパスh'iiiiネット’1ークその他 1・・’Jt

l!!.¥Jt)代な,111111テラス整hil?lt

( )~itIti) 1父燎技ihtJ.JUJ大＇＂キャンバス !,'/ft!ネットワークそ
の他l→.1t

（｝社£北）附属刹院キャンバス1,'i恨ネットワークその他Iいlt

(!！．し出）珂浮祁2り館,11憫徘水1？ド

（イ'iE北）附“刹佐芯幹・ mJ兒整（日 ( A ~D地1,(• ・ ポイラ ー
;2(9更新等）

）~荘北 IX,;：，祁総合研究1屯祈営隈棧設ii]:11

`•9.I.\1tl l Jt.幹・環Jr,笞（臼 （特ぷ変雀は(a等 植t~その他1

幻 E北.I知k)IIガス供¥;,J:1甘径取は1?Jt

( 4叶［北稔合研究棟j,'，9辺JllJJ/.笠侃I••’It

（木荘北）附属松飲l町射棟 （U：LII)新貨T.1t

（本荘北）附属柄rえl`糾船記(,よ伯J?Jt(U..Lu) 

02・,・2 

02・8・29 

02・10・1~10・3 
11・18 

02・ !0・7 

02・ 12・3 5 ・11 

J．会，りfr

,r.会，』ft
，r．会,.lllff.

'205.8111 縄文 ・占内住1凸址 ・i鼻．祉ヽ IIl辻物址・縄文本tt岱 11
・占代 土甚 • 土邸巴 ・ ifi恵岱 ・ 鉄級

迅1昇．il'I物なし

溝？ ・迫物なし

遺構 ・遺物なし

1.492.7111 

1.076．ヽlnl

5IIrl 

、じ骰8

年料iS

年料iS

00・2・7 

03・2・18 

()3•2·21 

03・3・7 

03・3・ IO 

03・3・11 

00· 3•お

0201 

0202 

0203 

姻 I

螂

0206 

0203 

0207 

⑱ I 

碑

0209 

0210 

0211 

0-212 

0213 

021,1 

0215 

0216 

0217 

0218 

0219 

0220 

(、'!，1.It）大学教f／研究七ンクーC棟布凸1茂l[(.J:エ‘lt船排水及
ぴ衣外IR屈は l: •It

(n.I.It)外ff,J:llil:'11

間Ii) インキュペーシコン施よ新営］•9,"

(!!.¥11])総合5II究H！舒ゃt1?It 

(!!.¥11il ft咲夷エコクリーン・ノイル 1:1i
1!.l.¥111 総合研究棟新社に伴う樹木移植じJt

(.'.l.\1♦1 インキュペーシコン格よ新営I―.’II

(．9ihti）柁合碩究棟研；,;；・次阻削にi’i：ぅ紅気」ユ・’It

".I.htjl稔合研究飩粁件J:1i

!Iut) I94,l}煎1lilll'汐i済ばか1,・J(lj史ilu:＂It

（求町） 附属Iヽ学佼スロープ取よエ‘It

（即 lil I：学部樹A9移MI?It 

(）,.:iut) 1廷学部総合研究1屯新営 l?l卜（渡’)恥守祁分）

(！iIIIj)辿JIii"(拡桜 1:・11

(l,,,Ut) I?.合[9究棟新付俎気よ伯」’.1i

（）,.:北北 Jぶ印;!ll,_t'<r,/外灯l-.1l

)JI）必学祁実験動物烈と許迅・‘f.I―.・JI 

忠北9外trよ19[＇It 

本1EIIl (}fi邸吃 （プレハプ）祈はT→‘Ji

(!]¥it りはTはi日」:•It

jが仕iii 塀対.J:l?lt

約`ti部J孜ff学部節9i祁R沿竹坂 ・灯II地屯界堀り

:f．会潟ft

＇，f．会』ft

;L会凸忙

;L会凸牡

；l会、悶1i:

;“ 
;l• 会，．uft

“．会nりft

“．会，．りii:

兌柑』｝¢

．`1.会，謁f¢

：（会凸ft

，次柑！潟f9

試掘呂社

:1.．会潟ft

兌掘』．K

兌拙潟ft

•11t,.Illft 

梵堀潟f¢

、r.会,Illft
；1．会潟fr

兌札II』1¢

、・［会』f¢

・［会.Jilft

・［会品ft

．． f．会潟，.t
.、［会具1c

9.“む』fト
：［会ぶft

.. “む閾ft

；f.会渇，.t

、.“'呂{t

20n1 

2.78111 

（>62111 

1(1.'ini 

沼IIi

8A lli 

426.4nl 

133、Ini 古代

111.7,rl 

遺構 ・迅物なし

遺構 ・迅物なし

遺構 ，逍物なし

遺情 ・遺物なし

遺構・遺物なし

遺情 ・遺物なし

遺情 ・遺物なし

住1,9:ht.It)＆硲
I•，師岱 ・ 須恵岱

遺楕・遺物なし

公）．3出 迂構 ，遺物なし

199111 

3n1 

•lni 

0.73,rl 遺構・遺物なし

28出 吏棺

8l0ni 近世 氾址

32,rl 遺構 ・遺物なし

2.803出縄文 ・占tJ'tit店址 ．i鼻・火仔店 ・縄文J:29.
・古代 上r.~:翌 ・ ;[I恵店

遺Ill・道物なし

逍構 ・俎物なし

a含射縄文 1••岱 ・ イi猷

2 1111’ 

13,rl 

61.19ni 

：況ni

•ISC)nl 

216nJ 

216ni 

3.、lni

1&5n1 

3m 

打,rl ，り代

36ni 

10出 ，1i ft 

迅9鼻，姐物なし

姐構 ・迅物なし

迅構逍物なし

迅情 ・逗物なし

遵！鼻逍物なし

遺構 ・逍物なし

遺構・辺物なし

遺情・遺物なし

tE)廿址 1:tiii岱 ・in.'じ岱 ．砥{,

遺揖・遺物なし

住屈址 ．tt穴 ．iお． 9，ifti：証岱・
iii恵芥

年骰8

年報8

年骰8

年tt8

年恨8

年tii8

年報8

年報8

年報8

年般9

年骰9

年報9

年報9

年1119
殺；’f,IFX 

年"19

年報9

報告J}X

年報9

年汲9

骰告，JFX

年1119

年骰9

年報9

年tfl9

年1札9

年報9

年骰9

年1119

年報9

年lfl9

2003年度

03-4-10 

03-4・10 

03・5・20 

03・6・2-i-2 

03・7・18 

03・8・19 

03・8・6-9・12

03・9・4-9・8 

03・9・5 

03・9・29 

03・10・2 

03・IO・l-10・ 10 

03・ 10・27 

03・ 11・6 

03・11・17-28 

03・ II ・26 

0.3・ 12・9 

03・ 12・ IO 

O-l・l・l3 

0-1・1・14

0-1・1・15-19

0-1・I・23-27 

Ol-1・30 

0-1・2・9 

01・2・16 

邸

碑

g
卿

0302 

03お

0302 

0306 

0307 

0308 

0309 

0302 

0310 

0302 

0311 

0312 

O:lOi 

0313 

0314 

0315 

0016 

(.'!.¥iii) r:学部・必、i{，トl什新設 [')t
( .~\,II ) 稔合研究l-l!J1,1,~i/II立情「·‘It

(!.（¥III)＇）t務k,i排水ft修l'l'1:’li

（ぷiE北））g作 ・閃境整Ia_1:'）t

(！！、＼Iti)稔合碩究棟Jtl,1溝ふ;1:•J• 

()；（町）附“小， 919’f:I27ェンス取設£’Jt

l .'.~1ti) 経合研究！点Jt"'1i昂よ1" [lt'1 14) 

（人荘9H 駐IKI雑r紺Iりlk•'沿届北側駐屯J~r.!Jfl.整{IU'II

（必）大fl：稔合研究棟給排水行および1記(1?lt

（字fl［ 小6illi1令1棟掲水i釘泣水修兜l:1i

（本荘,ti)動物仕！霊碑祈立．l．．＇It

1,9'，1Iり）総合研究棟・Jt1991溝,:ti位「．1t

(！II北） 教＊新格I••’9i

（浜）必念館辻よI..’9i

（本社rij)兌生lべ＇や研究・ヒンタ ー施設整I{I‘It叉

(：tIIIi) 総合研究t屯JH•li1/ ,J:ffir」?lt （ガス'i:.')

（本社:111)兌'l,IX学研究七ンター笠燐’lげぎ本ikl?li

（本il;．It)III央ぶIlti県（輪）よ営 I?lt

岱；対り1取は1?lt

（必）Kir．総介研究棟給排水行及び1屈(1:flt

un.It)教り什印tl?J9 

（本社1IIll矢学部B棟 • E棟 •RI· Ill動物令取壊J:’Jt

水社北 束謂9EII(Jり笠情 1:•11

ー、!,¥iii I'!'学部 1サ館周辺プレハプ：釦XR[1t

r`．会，謁fc
，北し1，揖牡

，r．令，品ft
梵柑！，揖fc

と会占ft

J．会，渇介

兌枇，.11牡

；f．会，』fc

;(会,．日1t

:!.会,，貫ft

.. f．会ぃufi: 
発湿＂叫 ft

よ掲凸1t

よ柑！湖介

：f．会ぶ査

V．会ぶ1i.

よ掘ぶ1i.

；1．会ぶ介

；I.会ぶ代

：1,会潟<'i.
，，1,会均ft

た柑渇l忙

，ヽf．会具ft

'［会具{t

2nf 逍構 ・遺物なし

9.6nl i:師岱

16.8州 迅構 ・逍物なし

333.5nl縄文 ・弥住居紺； ．i青・純え:ii岱 ．I．．帥芯．
91,・ ',1,1(I． 1fi必2，？ ・近代囚磁芯
弥’t，古代

函出 辺構 ・逍物なし

44.3"ィ 迅構．ill物なし

1岱2,ri 縄文 曹ijiti昇・ビ ッ ト． j；坑・遺物a含~>/ .
縄文 1•蕊

逍構・迅物なし 年報10

遺構・迅物なし 年報IO

迅惰．ill物なし 年骰IO

遺梢．迅物なし 年報10

縄文・占it 溝 ・ ビ・／ ト ・ 囚磁悩 • J:師路・須 本Nt:f19
！ぶ器 ・ 縄文j•店 ・ {i悩

迅情・遺物なし

j・・話岱

遺構 ・迅物なし

遺構 ・遺物なし

539.2n1 

7.511n 

:l.61ni 

4.02n1 

253.5111 

13.75nl 

7.411/,r; 

557nl 

3.6nl 

26.58,rl 

•1 r" 
112川

4.i5rri 

398.8，n 
1.000,Ti ，り代

匁）．7,Ti

83,rl 

t
 

・
ー

遺情 ・遺物なし

遣情 ・遺物なし

遺情・遺物なし

遺情 ・遺物なし

溝 ．I::ット．i：邸硲

辺！鼻• in物なし

年骰10

年hi10

年骰IO

本利；’；.IX

年報10

年様10

4渭！告＼日

年Hi10

年骰10

年報10

年報10

II寸RIO

年悧10

年恨10

年tt!10

年i!！10

）.,;報；Ji¥n

年報10

年報10

，
 



3.これまでの調査と本料収録の追跡

い・223 0317 （本荘北）倍樹の木移椒 立会,.1:1査 l6ni 年報IO
い•3·4 0318 （黙北）附属没ぷ学校,.,横iii辺水辺9釦理］：）＂ 立会洞介 2rr! 遺情 ・遺物なし

0-1・3・5-9 0314 （本荘ill) 医学部B棟 • E棟 • RI Iii動物令取J負l?lt 梵揺占企 l.000m ,191止・占ft 沿 ・ ビット • Fl.J磁岱•土師浩 本恨作＼冒
0-t,39 0319 （煤北） 1FH改修工’" 立会凸企 2.3rrl 遺情遺物なし

(}¥ 3・9 0320 （閲北）福利施殴窄』はi印取よ工')t v．会汎立 13.19rrl 遺情遺物なし

0.1 3・ 10 0321 （開南）外灯は協工＇＂ :l会具企 3.4rrl 遺構 ill物なし
0-1 3・ IO 0322 (！R）ij)総合研究棟外クr，没協じJI 立会3査 4,rl 遺1骨・遺物なし
04・3・10 0313 （焦北）教立新築r:'）［ •L会潤1¢ IOnl 退構 ，遺物なし

O.1 •3 10 03..芍 （！l¥北）教室新築工1t（空.llll護lf{,ci) .y．会綱北 4ヽIIrl 遺9情遺物なし
仇•3•I I 0324 （本荘,11)外灯没{III.）lt ・:,.会,J1J査 IヽIrl 遺構遺物なし

0.1・3・ ll 0325 （本荘市）外灯改{Iiil:iII 立会潟在 I l.2nl 述1/II・逍物なし
0-1 3 15 03..芍 (!!．＼北）外灯設fa工’Ji 立会，謁f¢ 3・シIni 縄文上硲片

0-1 3 16 oom （必）外灯設債エ‘It ;［会，謁企 11.Snl 遠惰 ・遺物なし

0-1・3・ 17 0323 （黒北）教寇箭岱工事 （植枝） 立会潟牡 8.92,rl古代 七緬岱 · 須·'↓'•岱Jヤ
~1 ·3·22 0328 （原町）教f学部附属小中学校街路灯設iはI’It J．会潟査 7rr! 遺情 ・遺物なし

().t 3 19 0329 (:ll北）消火栓応忍処閃 立会潟究 l.08nl 遺t/Ii．遺物なし

2004年度

(}1 4・7 ().101 頂促団地北地区教寇新格1?li（渡廊卜tmri) fL会渇企 33.Snl 遺構遺物なし 年Hill 
04 4 9 ＊壮団地北地区中央る1れ棟（輸）よ背工’9i 試掲共査 10.44,rl 古 (t: 溝？ ．t団硲 年報II
侶4・13-5 31 ()'102 ,t;:荘団地Itj地区発生医学研究七ンター建設工1t 兌掲共査 1.241.Sポ古代 I：閾器 ・Ui.'し（器縄文上器 年報11
Ol 5・26 開裟団地北地区熊本大学大学佐社会文化｛f学研究1収研究窄新 試湿濶査 7.76m古代 ピット ・上閲器 年報II

庄工’1i

01・5・14 ().103 本社1サ地北地区中央診根!JI[（輪）よ岱I;．,' 立会関企 150ni 8 ft 上面路 年恨II
10 14 

().1・5・21 °''い 深学部地区植物1引憫文ftはか改沢I:'Ji 立会、月企 ⑬ Irl 遺Ill・遺物なし 年親II

01 6・25 糾お 榮学部地区宮本，氾念館新符横械改情及びその他t9Jt 屯会潤査 68.48ni 遺情 ，遺物なし 年報11
().1 6-28 本荘団地北地区（医病） I,~幹日填整紺T'lヽ ぶ湿詞査 IOd 古代 ・縄文七師岱縄文 1’．岱 ．上濱 年報］］

0-1・5・24 ().106 薬学祁地1ス宮本記念節（仮称）俎よ1?It(l「I建物11a)；•樹木 立会濶査 1.3324“ 遺構遺物なし 年報II
5・26 漱去 ・lit気配線・給水符配行 ガス行配行 樹木移植）
6・4 
10 26~28 
11 ・ 12 
11 ・29 

01・7・26 0408 宇留毛H1地小耐ilti令揚水管漏水卍~1れ改修T.’It 立会品介 262ポ 遺Ill 遺物なし 年報II

04 ・7 29 “09 渇在団地北地区品念碑よft工’9t ：［会出介 72,Tl 遺構遺物なし 年報II
8 6 
8 20 

().l 8 23 :.(＼な団地由地区糧学部駐は渇II<故 l?It よ掘均ft 11,n ，り代 I.lo穴須！ぶ苔 • 土師器 年報11
().1 89  0410 忠嬰団地北地区熊本大学）ぐや佐社会文化朴学研究f卜研究翌新 ,L会潟社 370n1 遺構 ，遺物なし 年報II
8 10-11 岱工9It
II 5 
11・11 

01 ・8・ 17-19 ・ Z3 ().Ill 本荘団地北地f,{（灰刹）庄幹環境整i0（ポンプ3i・ RI尖立会関介 4汲1,tl 上師答須屯器 ・縄文L器竪9,（ 年報ll
9・3 験棟取壊 ・ガス切荘 水近プラグIl. l,\I辺よ嬬OO述） 1:~ 発掘詞査 ＂某址 ，溝 ，ピ9 ト
9・14-22
05・1・勿～

0-1・9・16 ~112 本社団地北地区附属刹院都Iliガ入漏配行作刑工’It ~I.．会潤介 5.7,rl 遺構遺物なし 年報II

04・9 16 ().113 京町地区附属中学校台展被名による財＊起し i会凸介 8ポ 遺11' 遺物なし 年報II

0.1・9 IG 0414 .'ii嬰団地t打地区t学部台風被・,9fによる聞木起し 立会関査 4,rl 遺9鼻遺物なし 年報II

().1・9・21 ().115 渕学部地区；；i本記念館新岱閃械設伯及びその他：じ）t ．t[会凸介 10,Tl 遺構 ・遺物なし 年報II

().4・9 21 0416-1 本荘団地北地区附属射院台風按方による倒木起し 立会ぶ企 8州 遺構逍物なし 年報II

().1・9・21 Q.ll6-2 本社団地南地区医学部台風被',りによる針木起し ；t．会関査 1.5“ 遺構遺物なし 年"!II
O,i・IO・12 OIli 淋嬰団地北地区jf（姿文化IIt案内板，ぶfu:’It 立会泊査 0.5，1 遺構遺物なし 年報II

~1 ·10・ 19 IJ.118 黒嬰団地北地区夏1:1漱石記念碑Iml咄"’t:［9lt v．会凸企 0.3ボ 遺構 ・遺物なし 年報II

い IO泣 0419 本荘団地北地区附属紺院福れ191生誨窃l込配線1:1Jt v．会,Jll充 2.23,rl 遺構 ・遺物なし 年報11

().1-11 1~28 0411 本荘団地北地区 （医射）店枠日iII.整協 発揺＄査 551,rl 縄文・古項竪穴住居址 ．掘姐t建物ht・i昇 年報II
・占代 畑 • ..tt峠器 ・ 1/i忠器 ・ 縄文上器 ・

以鏃勾玉 • 石岱

Ol-11 26 0420 浜学部地区テニスコート整情工'ft 立会み企 6%n1 遺構 ，遺物なし 年報II

<>1-11-29 0-121 焦髭団地南地区さく井故憐工ni 立会ヨ査 43rrl 遺情・遺物なし 年報II

04-12 6 ().122 本荘団地北地区中央＄療棟 （軸）エ'lt ，1．会3企 a澤“ 遺情遺物なし 年報））

04・12・15 瓜だ北地区情様ネットワーク館1111連工'fl 試掲．q査 18ポ古代 住居址 ，1お穴 ，1／i忠器 ，上師答 年報II

Ol 12 24 O.J23 黒な団地北地区記念館（木造）取J長1?II 立会苫1t 754nl 遺構 ・遺物なし 年報II

05・ l ・ ll ().124 本荘団地北地区ポンペMl取没工9It 立会閥査 14.5ポ 遺情遺物なし 年門！II

05・2・1~2,7~9 ().125 黙髪北地区情雑ネットワーク釦'llii，lエ平（配行工？II) 屯会溝査 160.0Snt,'; 代 上師岱 ¢i（必笞 本報告皿

05・2・21~3 30 04お ！！．I嬰北地［引WI骰ネットワーク館建ょ rnt 癸批，.¥11i. 1,170.4 nt ~. ft 土師諾 ・1iI恵器 本報告III

5・9~6 JO 

05・2・4 8-9 ().126 本荘団地北地区防火水情IRばエ111 よ湿 • 発堀 別nl近世 溝七師沿須．也岱 ・,ふ竹銅銭本計l¥'ill
潟1.i.

05・2・4 0-1切 1.I嬰団地北地区fi料館前水辺i1漏水修月！1.. ”" 立会瀾査 l.5Id 遺情・遺物なし 年報II

お 221~22 0<128 隕製団地南地区樹木移!i..c:')t 立会，謁究 I9m 遺情 ・遺物なし 年報11

05・2 21 0-129 !≫!学部地区紺水設伯］フli ．`f．会，謁1i: 4.25ni 遺情遺物なし 年報II

05・2・28 0130 4'荘団地WI地区駐JI（場環没整im:,It ¥.l会i』査 1,846n1 
3・ 14 
4・ I 

05・3 I 0-131 .n嬰｝り地区9It務k；；~I、ド新符工9Jt 立会濶1f. l.2nl 逍携遺物なし

05・3 I 0-132 教打学邪附属中学校卒業口し念机枝等エ）)( 立会潟介 0.9-15nt 遺19 遺物なし

お•3I 0-133 教f学部附属幼惟怜1掲示板設11'1」:’It 立会潟在 OSl ni 遺構遺物なし

10 



1 梢内辿跡と調査の概要

05・3・2 0-13'1 り．\~J/j地10:．学部／凶陰必品I(,：改1苫 ["JI (fl.i祢） 、.l会』1'f̂ 1 92. 5 n 1 遺構 ・迅物なし

05・3・9 0-135 :!．l'lllf地区さ</t9ぽ偽J:’Jt（追1月1分） 、'r．会占ft 5,6m’ 遺情なし • I・閏i沿

お•310・ 15・ 16・ 18 1}136 :.1"＼店Iti地区'fl務ki倉II｛改修[’lt ：（会』f¢ 認.14Id 遺構なし

05 3 14 16 0137 大江地区・も学部外ょr.:z偏じIヽ '［会』企 8.I111 遺構 ・遺物なし

お•3·22 ().138 教fi学部ff/W幼椎1対遊)\•取設 I?lt ．̀“｀掲ft 91. 1 4“ 遺構・遺物なし

05・3・23 0-1:)(J ．9.1•＼~Ill地区樹木梢桟T_1t ．r＿会潟ft 6nl ill情・遺物なし

05・3・24 ().140 教fr学祁[Ij属中学校洗i/At畏償さ J~祈，gL’lt .iL会,Illft 遺19，遺物なし

05・3・24 Ol41 教f’1ボ証付属小学校追JしJf（設I？It “．会潟ft 2,rl 遺1肩直物なし

05・3・24 0142 （）ド；；；」t)附属耐院福f1)／9iII:．ガス行 I..'）t 、［会-'!,i 9.18,rl 遺構 ，遺物なし

お•3・凶 釘43 （木荘北）中央ぶ蜆棟連絡棟11行I‘J[ ，．f．会Aft 0.8,rl 遺構 ，遺物なし

05·3•お ().144 .').＼だ東地区教f','：部附属沢長学校船水i行泊水改i;FII 立会ぶ丘 l.7•11rl 遺1鼻遺物なし

05・3・28 0.115 !!\~iii地区’It務屈1りI樹水移植．J？It 、［会況ft 33お,rl 遺1青・遺物なし

2005年度

お•4 ・ 19-1 ·20 ⑮ I ）-'ijIt1地,Ii地区駐り(Jぃ環境?t日1:'9i（追加） i会品ft 28“ 占 it 上閾器 ・iii恵器 年報12

05・4・勿 0502 灰学部附属利院排水貯留槽ポンプTップ排水管補修 、．1．会ぶ社 4nf 遺情遺物なし 年報12

05・2・4~6 10 ().125 （黒',/)情骰ネットワークf.ij，，＇休1？It 兌揖p団代 1065.2ni 縄文 ．，1ift竪穴住1心址 ．趾立往注物 ・縄文土ギ報告団
路 .:t：緬路 ・ 須恵．器 • !.I.I色七器

05 ·5•、'lO 0503 (）,'任）発生仄学研究七ンター施よ整I日'lt窯 （外I員） e、.l会濁ft 2337,2ni 還携 ・遺物なし 年報l2
6・4-6 5 
6・ 1-1 

お•6· 7 蜘 ，lヽ績窟合地はガス配脊油il紺修 ・新或I:’lt 、t会凸企 7ni 遺11'・遺物なし 年lll12
6・10 

お•6·9-610 0505 1朕射） I,~幹 ・ 1;11え笠f日 (,&tiii ． 曳さ家1肖） v．会凸た ぉ．96nl 遺1鼻遺物な し 年恨12
6・12

お•6·20 0506 (kiI)・恥学邸テニスコート7ェンス取，＇i 、［会凸ft 228出 遺溝 ・遺物なし 年報12

05・6・21 0507 （本荘中＼ 敷地坑界―fu ッ ク改修I• ’It 、？．会汎介 IO.54 遺惰遺物な し 年紐12
05・7 S 050S (＇.I,1生）情掛・i、'Iトワーク館仮丘迅人til..＇It 、•I.会ぶ忙 409m,1，'it J:閾器 ・須忠器 年報12
05 7・ 13-7・ 14 0509 （医名）基幹 ・環境整偏 （曳き家 ・移動先） 発掘詞査 1147rrf 縄文 ・ 弥生住居址 ・ 溝 • 土師器 ・ 須恵器 本書
7 19~9・30 古墳 ・古代

05 7・19 0511 木壮団地北地区μj水配符！肴修 、1会凸ft 7.6rIt,Ii it ＆含10・ I：師器須思器 年報12

05・8 I 0512 教ff学部附属幼椎B1物l'l,迂代 、1会武究 0.96rrl 遺情遺物なし 年報12
お•8· 2-8· 3 0513r.94 (:I.l"ol南）I学部他佼令改修施よ整fir令lば← I 、t会潟f¢ 9.7,rl 古代 上閲器 ，3ii恵若 年報12
お•8· 2-8•お 0513児、2 （黒~ill) ［学部他校令改修施よ笞fiii寮li哀ー 2 9．会ぶt 198.i51l1 8 代 L閲笞 ・須忠器 年恨12
お•S • 5 0514 I足学妬,11地Ii•テニスコー ト内約水設付心’It 、［会凸代 19.9-lni 遺情遺物なし 年報12
お•8 · 5-8·IO 05131:5 (！J＼閉IJ) ：［学部他校令改條施よ吃f信冴• •F業一 l 、［会allIt 17.8" illllt 遺物なし 年報12
05 8・8~8・ 18 0513T I (!.I.I梵Wi)1．．学部他校令改修施よ整t付守‘It哀ー2 発掘』ft 80.8SIt ,1i it 化屈址 土師器 ・須忠器 年報12
05・8・18 0515 ；,,:荘団地 (iii地区）鳥t叩 り環9Ji.整i「ir.’ll （その 2)．追加•変 rヽ．会』｛¢ 怨．偲Irl 占代 住l,'}hr・上鉦諾 ・須恵．器 年報12

更

05 8 18~8 23 0515.I.6'(！!．＼梵IIi)l：学部他校令改t料釦刃花は”'［窯ー 2 、'r．会占社 14.i,rl 遠構 ・逍物なし 年糾12
お 819-8・29 0513工J3 (．1,＼'l111J) T.．学邪他校令改9針藩設ヮ燐亨'9”t-4 :r.会』ft 259 n! 遺構遺物なし 年報12
05 8・2'1 0516 ),,:if団地9卜地区外灯i引ar.‘I[ 、7．令，謁fr I I A ni 遠構 ．ill物なし 年贅i12
05 8・23~8 29 0513 r.］2 (：!．I忙Iti)「．学郎他校令改作論よ．唸は苓＇l(業ー 2 ,r．会』ft 17,2Id 遺惰遺物なし 年報12
05 8•お お13_[1 (！.I.＼髭IIi)1-．学泌他12令改修地はワは亨’It繁ー 1 i会潤ft 14 7ni 迅構 ・迅物なし 年報12
05 8•お 0513I'• (！"嬰91/）T．学祁他12令改修施；9笠は字'It業-2 、．1．会渇介 861d 選構・ 遺物なL 年骰12
05・8・25 0513珂3 (：',＂匂Ii)I.，各祁他Iえ令改修施ほ笠協等'It烹 I V．会凸ft 岱．“ 遺情 ・遺物なし 年棟12
05・8・25 0513理 ，1 （:J,"れ行） 上＇各部他佼令改修施よ笠fa:'~’li茫ー 1 、．1．会A介 120.25nl 遺構 ・遺物なし 年報12
05・8・29-8 ~ 05]3 [、If(.'胆！嬰IH)＿I：学部他佼令改修施~t'ifii分― 'lt采ー 2 v．会ぶft 2・1.6ni 遺情 ・遺物なし 年祁12
05 8・30-9・ I 0513工H)9(！胆!Mi)l．．学部他佼令改修施＆整f~浮lt哀 ー 2 、t会ぶ介 20.4ni 遺構遺物なし 年報12
05・9・ J-9・13 0.513閉（l（黒梵Iti)J'.学部他校令改i§施よ整f,1等’J(業ー 1 ク雑I！潟忙 67.6,rl 縄文 ，',ft竪穴ft1ふ址 ・縄文l:答 ・ヒ師岱 年報12

須必岱

お•9・ 1 0517 (IX9H) ］“幹 • l;!l/!整伯 ( 'J/. さ‘ぶ ・ 現釦也）
9・20 

，'L会,JIIft 1337,rl 逍構遺物なし 年船12

お• 9·4-9·5 0513月95 (:li忙Ih）工学部他校令改t糾為，史枚伯'：Ji'’”← l '［会＂日介 、l8.75nl 遺構 ・造物なし 年報12
05・9・ 12~9・2i 0513.l’.9 (！！し戻11/)T．学祁他校令改修誨，没整伯守'/1棠ー2 ‘t会，りft 43.9nl 逍構・ 逍物なし 年報12
05・9・13 0518 附属紺院都,1,ガス改償改修 l-．1t ：1．会，凸1; 29n/ 遺情 ・迅物なし 年報12
05・9・1ヽI 0519 ('.!,¥な北）学務祁fni{IR、よ・1.,11 •f.会洪介 157.76,ri 遺情 ・遺物なし 年報12
05・9 15 0513T,9h (.'J,¥,.!rIi）立況部他校令改修施汝笠f3窃`It業＿ 5 .y．会Jll1i. 0.79,rl 包含Ki・ビット 年報12
05・9・15 0513-T.IS (！l¥,Jrll) 1浮部他佼令改修施よ笠Iii亨It兄ー1 り．会ぶ1i. 40.5ni 遺情 ・遺物なし 年紐12
お•915 052() 本iI：団地北地1,:人iJ.l院！如j;，スロープ取，ばJ:’It ．＇1．会』fi 17.18,rl 遺Ill 遺物なし 年"112
お 915 0521 本荘1ガ地 （北地区）介嵐倒,1<11起し ；［会具ft 平 nf 遺構遺物なし 年骰12
05・9・16-10 2 05131: 2 (l!,＼IJ.!itl).r．学部他校令改9刃ふよ埜伯苓J(哭ー2 i:むりft 97.3<12出 占 代 J.:tiii岱 ・1fi必芯 年報12
05 9 16 お泣 仮学部tf9紙病院管珪棟射外給水パルプl[U;、 l:•It ‘r.i芍謁fc 225n1 遺構遺物なし 年報12
05 9・打 0523 （医科）中央，，令租棟 (II:」・・） ，7．会,.¥iJft 5 7. 6 n1 迅構 ・迅物なし 年紐12
05・ 10・ 11 ~ 11 ・ 7 0513T, CA¥'.!r行）」？沼叫也佼合改iH箱ば整漏字'It繁-2, 3 屯令＂り fi 150面，lj it 住店址 ．i青 I：師蕊 ・須！ぶ諾 年報12
お・10・11 0524 本荘団地 （北地1,(_）駐）1(ゲー ト笠f日[1t v．会．廿忙 26!.33ni 遺構 ・遺物なし 年報12
05・ IO 13~IO・14 0525 (!.I.\'~) 1/iftlネットワー ク ，•1:仇I’It
10 17~ 10• 18 

：1．会bd社 i3.6ni ，り代 !t穴 ． I:緬器 • lii恵器 年烈12

お・10・14 0526 隕文調ft屯内部改9H讚伐迂頃 I?It と会均1¢ 2.0,n 遺Ill 遺物なし 年報12
05・ IO・19-10・20 0.527 (RI閉北l文法学部本館7.Uープ整柚J..1t ＇［会3ft 、llnJ 遺1鼻・遺物なし 年報12
お・10・21 0528 l？沼祁ものづくり実や／・，il1i1';I,'It .l．会息ft 810,rl 遺構 ・遺物なし 年報12
お IOあ 幽 （医松）外火臨rt研究棟玄閲1iiJJ¥1/Q笠偏I?li t［会，謁f¢ 381,12111 逍惰 ・遺物なし 年骰12
05 10 26 お30 必＇た部温 fl<¥,((fj9]；溢衣）補9Sl?J[ ・`（会，聞＿ft 5.5ni 遺構 ・遺物なL 年報12
05 11 •4 0531 IrIVihi処列七ンターKi外隋段Jfし21?I[ i会瀾ft 9nJ 遺情 ・遺物なし 年報12
05 11 ・i 細 教{f学部附属贅、足学佼給水り1 き込み油水I~修 ，1．会．り1f. 3.5m 遺情 ・遺物なし 年悧12
お II ・7 姻 (．9し＼北）ポイラー衣給水行樋修I?99 り会悶1i. 1.1,li 遺情 ・遺物な し 年報12

11 



3.これまでの調査と本杏収緑の辿跡

05 11-16 お34 !!＼嬰市地区1l11防．改修工，＂ 立会,.1'1介 124.3rrl 遺情 ・遺物なし 年骰12
11・21 

05・ 11・29 おl3LJ6W.¥髪南）工学茄他佼令改修紺改整i付冷’’”,-2 立会高企 48nl,1i ft {J:Iぷ址 •I~六 年報12
12・15

05・ II ・29~ 12・5 0513月ぽ （懇戻ItI)工学部他佼令改修施よ性i佃寮JI業ー2 兌掘A允 24n1 ,5 代 t1：屈址． i/II・ビット・ 1：師岱須 年様12
忠芯

05-12 4 0513エJ9(，’l"請f)工学部他校令改修施よ笠紺咋’Ji棠ー2 v．会A1f. I 17.4nl ,,; 代 上師t:; 年恨12

05・12 7 0513f.J9 （煤戻市）ーr．学部他校令改修施よ梵伯等‘Jげ,-2 -:1.会』仕 87,rl古代 ピット・ l:CCi:i:1．須恵岱 年ffil2
お 129 0513:l加 （！n髪iti）工学部他校令改修施設整WU苓'It業ー 2 ・［会』介 ぉ，1 ，1i ft 包含~'I . I•面沿 ・ 行（1iぱ； 年報12
05 12 12 0613I迅） （烈嬰III)T．学部他佼令改修施，よ切19邪It菜ー 25 立会潟1¢ nf 遺IIt 遺物なし 年報12

お，12・12 0535 教行学部新9Ii部R)"It藪抜恨 、と会具忙 455.7,rl 柱穴 年報12

お・12・13 05131:2~ (/.¥¥稔ltr)T．学部他校令改修鳥．悧省，＆愁 Iii•)(業ー 1 り．会潟在 0.5nf 逍l肯遺物なし 年報12

05・1213 お13上⑫ （黒髭南）工学部他校令改修悔，没整は等')”!-2 ｛f．会』翌¢ 3ni 迅構 ，逍物なし 年報12

05 12 13 0513エ~(.'1\'1.'111) 工学部他校令改修箱，a黙協等')t克一 l 立会』1t Si.Snl 迫惜 ・道物なし 年報12

缶・1213 お13J:8(：.I．＼嬰南）工学部他校令改修施設笠は亨’J(深ー 2 立会潟介 18nl 逍情 ・遺物なし 年報12

お・12・14 0513理7‘ （黒髭南）工学部他校令改修誨は笠協字｀lt累ー 2 tf．会潟t 866日 逍情 ・遺物なし 年恨12

05 12・ 14 紐 医学部弓辺場設憤工’lt t．会』ft 82.73ni 迅Ill・遺物なし 年紐12

お 12-15 0513理名 （！！けと1打）工学部他校令改修施よ笠9日雰JI烹ーI.2 ;L会具ft 286.5,tl 遣惰 ・遺物なし 年報12

05・12・ 16 臨 7 珪が：部プレハプれ1，I（新岱 r.,It と会潟査 167nl 迅情 ・遠物なし 年報12

お 1219-12・21 0538 (！).i酪｝情報ネットワーク館よ！Rl:’lt （追加） y．会潟介 70年 ,ti 古代 tt耐岱 l(i必岱 年恨12
12・26 
06 I 6~1・11 
2 27-3・2 

お 1222 0539 本北団地（中地区）ゴミ訳Jij取，ょ i会呂査 4&Inf 遺構遺物なし 、ttIi12
05 12・26 お13理＆ （黒杞市）工学部他校令改修胞よ整伯等‘)11;-2 .1．会潟．ft IOnf 遣1情・遠物なし 年報12

06 1-4-1 19 0513珂品 (/阻と南） T．学部他校令改修胞，よ整ir,下＇）［烹ー 2 兌約1潟企 89n!,,, ft it1i;..hl; 1'.紬硲 ・須忠器 年報12

06・1 ・5 05l3理lj,（開嬰Ill)工学部他校令改修施立唸伯容’l”!-2 と会凸fi 70,rl 遺構逍物なし 年報12

06・ l ・ IO お40 )ん任団地 (lllltl.l.)児，没ガス行改修工’II 立会潟1t 61.8州 遺構遺物なし 年報12
1 ・25 

06・I17 0513・1・怠(,＇I.I嬰l11)工学祁他校令改修施設整備守‘It業-7 i会ぷ査 lnl 遺1鼻逍物なし 年報12

06・1・20 0513エ⑳ (li＼嬰l打） 1．．学祁他校令改修柚よ整IIi守‘lt業ー 7 v．会苫査 708nl 姐11'1 遺物なし 年報12

06・1 26 知 1 (,9.I.＼嬰,Ir)理学祁駐輪楊貌LLII」?lt（追）~I· 11ii01JII含む） 、t会渕介 1110.6,rl 占代 上師2;;.／il,＇ぶ岱 年汁し12

2・2 
2 IO 
2・'!1 

06 I 23 0513 rご（黒嬰IIr)J．学邪他校令改ll施，ば竪瀾等'9”t-7 立会，謁牡 45,4 nf 遺情 ・遺物なし 年報12

06・! ・24 0513工蕊（熱髭南） t学部他校令改t日施'J:mlii等’It業ー 2 立会濶在 12,rl 遺情 ・遺物なし lヽ'tf112

06・1・26 0513t店（！胆を111)工学部他校合改修誨ば笠偏等'It菜ー 1 立会凸北 40Il{ 遺情 ・遺物なし 年鉗12

06・1-'n 0542 （医刹）甚幹 ・閃壌整慎（曳き家 移動経路） 立会潟究 14&1,rl 遺惰 ・遺物なし 年報12

06 I ~ お13JB)（！!I緊lり）工学部他校令改If雄、ば笠燐苓’lt窯-3 立会品仕 656.IIrl 選措．迅物なし 年報12

06・2 13 ぼ13 附属刹；；；駁ur,J.lt誨は1¢]庭笠fl< ;f.会.1111i. 3389m 迅情 ，遺物なし 年骰12

06・2・16 岱 191 （医病））出幹 ・閃境笠佃（は燐 曳さ家後） 立会具it 泊1d 遺情 ・遺物なし 年恨12

3・13 

06-2-17 低 15 教行学部附駈幼推I~プランコJIiゴムマット布は 立会3社 12“ 遺情 ・遺物なし 年柑12

06・2・24 知 6 （烈嬰） 梢報ネットワーク館新貨「・’lLに伴う外情l:‘It 立会潟査 !83i1rl 占代 住1、9)址 • •I：緬器 ・ 須忠器 年報12

3・7-3 8 
3-13 
3・ 16-3・ 17 

06・3・ IO 0547 ())_¥だ） 北地区学生会館西憫パイク沢Jルは17tl→.1t t．会潟介 18m 遺情 ・遺物なし 年Hi1 2 

06・3・13 0548 本荘1廿地（中地区）浜1"BF,ift 立会』1¢ 5.5,rl 迅情 ・迅物なし ‘’;Hil2 

06・3 24 0549 (I哭病）外来化学Ill法七ンターh｛外汚水配i1J?It 立会具ft 192m 逍構迅物なし 年報12

06・3・30 0550 ぎ木刊IItT.，lt V．会潟1t 0.91nl 遺構逍物なし 年恨12

2006年度

06・4 11 0601 教介学部附駈,1埒：校テニスコート移，ば t会ぶ企 5.%rl 俎情・遺物なし 年報13

()(i•4•II 0602 (，9!I髪北）接地工‘lt 屯会渭充 61rl 遅情 ・遺物なし 年骰13

06•4• I I 0603 (；＼1嬰北）沢科館改修工‘lt 免湿潤査 32. I ni ,'i (t 溝状遺1,．ビ9ト 本fli;itIX
上面器・行l忠硲

06 4 11-4 12 ⑳ 1 (:!げを北）ft料館改修工'II(k’．外I非水） 兌湿潟花 25 12“’•，代 住9,,；址？・溝状渭！青・ピット 本骰；’/IX
＿1．邸硲 ・打（忠路

06-4-12 0606 ［学部研究実験JII_llij9ド取よL'lt "．会潟ft 19.05nl 逍i/11．遺物なし 年報13

06・4・ !3 0605 放送大学案内板取よ1?lt v．会A1¢ 15nf il'l構遺物なし 年報13

06・4-18-4・19 0607 （黒梵lll)工学茄他佼令改修施設笠9付＇がJぼ,-9 立会潟査 52面 遺構 ・遺物なし 年報13

06•4 •21 0608 （黒髭北）前面歩辺配行袖修I:‘It ：t．会潤．1¢ 1.3，f 遺情遺物なし 年恨13

06•424 0609 理学部虹輪l!lガス洩れ補ll ff、 I 7111 遺lit 遺物なし 年報13

06・5・2 0610 教f学茄附属小学校遊Jt翫J: i会』1i. 098nf ill情遺物なし 年報13

06 5・ 11 0611 l （忠稔Tll)工学部他校令改修施ば釦町や11哀-1 立会潟査 32日 遣情・遺物なし 年報13

06・5・22 061 l 2 (:!，ぼ南）工学部他校令改修施設竪憐等'JI業一 l 立会潤査 32日 迅構 ・遺物な し 年報13

5・25 

06・5・22 0612l (9旧渾｝工学部他校令改修槌よ整伯亨li笈ー 2 梵掘31¢ l.lnJ 古 ft 住穴 1：師芥 年Hil3

06 5・22~5 2-1 0612J ( .＇l.\~ltl) 工学祁他佼令改修扁よ然if心’It烹ー 6 発拙A1i. 24,rl古代 仕穴 1：師岱 1/i．屯茄 年糾13

06・6・12 0614 （焦嬰） n!Jfi.安全七ンター給A,n召輝1iIS 立会潟査 0.57ni it構 ，遅物なし 年報13

06 6 19 0613 附属栴院中央ぶ級棟前w,じ気，出協 l9.1L tl会濶介． 72,4 nt 遺9青，遺物なし 年恨13

06・6 22 0615 附属病院巾央面姐4！祈営lit!屯，ば協（術11'.) i:,11 ；［会，』社 153ni i'i it t・.師諮須忠岱 年IU13

6 28 
7・3 

06・6・t7 0612 3 （焦髪Ill)工学祁他校令改If施よ整伯ざlt窯ー 1 立会潟査 21冒98,rl 古代 J:!CI器 ・ ¾l!~,·岱 年報13

7・i 

12 



梢内・辿跡と湛l査の概裳・

06・8・7 

06・8・ II 

06・8・ II 

06・8・21 

06・8・24~8・25 

06・8・31 -9・1

06・9・7 

06・9・1 I 

06・9・12

06・9・ 14 -9・15

06・9・20-9・21 

06・ 10・2 

06・ 10・2 

06・ 10・2 
IO・16
l0・27 
l0・30 
11 ・ 13 

06・ IO・ IO 
10・ 12 

06・10・13 

06・10・16 

06・ IO・19

06・ IO•お

06・ 11・2 

06・ 11・17 
11・27 
12・ヽI

06・ 11・20 

06・ II ・30 

06・ 12・1 

06・12・15 
12・ 18~ 12・25 
12・27~ 12・28 
07・ 1 ・4~1 ・9 

06・12・ 19 

06・ 12・25 
07-4-2 

07・1・10~1・11
I・ 19 

07・1・18 
1 ・22~ 1 ・23 

07・ 1 ・30 
07・2・ I 

07・2・20 

07・2・26 

07・3・1 

07・3・6 

07・3・8 

07・3・8 

07・3・ 12 

07・3・20 

07・3・22 

07・3・26 

2007年度

07-4・10 

07・4・12 

07・4・ 13 

07-4-16 
4・20 

07・5・7~5・8 

07・6・7 

07・6・13 

07・6・ 19 
6・21 
6・27 

07・6・20 

07・6・20 

07 · 6•お

07・6・26 
6・29 
7・ 10 
7・ 18~7・ 19 

07・6・28 

07・6・29 

07-7・3 

0616 

061i 

0618 

0619 

06113 

06111 

0620 

06115 

0611 6‘ 

0611 7 

0611(6 

061119 

0621 

0622 

0623 

0624 

0625 

0626 
06切~

062S 

0629 

0630 

0631 

0632 

0612< 

0633 

0634 

0635 

0636 

0637 

0638 

0639 

()6.10 

06-11 

06-12 

知 3

知 4

知 5

()(j.16 

06-17 

知 S

0701 

0702 

07031 

070 

0705 

07032 

Oi06 

0703 3 

0707 

Oi08 

Oi09 

Oi031 

教ff学部附属中学校給水行紬修['JI

(：！，1嬰）プール附“玄：釘lll/1.配峨改修 （アスペスト処坪）1: 
’Jt 

I父学部H・I属刹院駐11[Jル鰐i119り開

教fi学邪附属炎品学校柑外人 1：乏り）出：その他 1:・・1,

(!.I.＼梵lt/）r：学部他佼令改修論よ松flil冷’,,笈-3
(.,！1梵1/）r．学部他校令改IH始，よ窃i情裕’9”g-2 
教fl学部川“'lヽ学校フ ール示統給水漏水補修r.’It

(/.I．＼梵Iti)1;9各部f也佼令改t糾泊立笠岱．＂”しー IO

(!！.！嬰Iti)r．学部f也校令改修施，よ位伯芥’ft業ー10

（！l＼な11/)T’．学部f也校合改修給，＇”~tr,亨li笈ー 10

（：！．i吃Iti)r．学部他校令改修論、凸笠協等’fl棠ー10

(！.I.＼嬰III)r．学祁他佼令改tHa,＆松紺令‘It棠ー2

(.9.I．＼な）プール附“家Wi.!JII.紀湛改修 （アスベスト処m 1: 
‘liその2

（医硲）mlII.笠Iii（西測駐lf(ll,ll)じIt

:，I．＂~I-II地外灯JC{;!):その他 l’. 19

附属刹たよ債管理棟アキュームレータードレン行油ilt5)9!

ぽ刹） ）占幹• mig笠fiil（外tr)I:‘Jt 

（朕1か）＆幹竪f((/（ポイラーよは他出行）1？I9 

（）＜i[地l{)I；行水，没伯ぷ’JI

灰学部~,~紺院管珂！棟It閲外fr撤）；r．‘It 

（本荘）I)(学部保建学科校令改籾じ気、＇？は 1:’Ji

9,nだIIi地[1.I：学祁通）IIFIL'，1辺ff!I~

渡梶09地防火!II水徴1:I?It 

’li務K,HEI'’1樹木植汗え

('.In訓i)」：学活他校令改tち藷，；刃序燐等‘lt業-6

ぷ荘北地1-'.Wi側駐）l［J恥歩辺J;!l/l,協I?It

（本荘）釈学祁保紐学科佼令改修費械..:::i日T.’lt

附は資兵学校ガス泊れ昧．也；［会

坪学部,1サ負・；}け砕路l「(..:::l:1i 

（本{l:)1区学祁保健学科佼令改修I?lt

('j堺If) ゴミ償さJり）f（..:::1:•Jf

（本北）保学邪保・他学科佼令CTJII接Jer.’lt 

!.1．\~HI地北地1-'.IJI命棠ガス油れA忙

（）メ社中）仄学部l"I衛i9t取りlえLI?lt 

i，留←tiり地災，I，：復lfI-[＇l[
(.'I.Will)珂学部溢:i,Jf（りlえし 1―.’lt

(iii地区） l̀ 開囲灼改修J.'.'l•

）叫Eli／地I~テニスコート），t，凸給水nil,水 r:·J(

似納）閃境整（a (救．急棟改修）憤械9.:::I面 1:•11

（教）附属幼推Ill囲閃改修」..1t

（灰病）環IJI.吃{aulI崎迅念館外祁改修）I’lt 

（教）附は沢占'f:Iえ東l"I守改修 l?It

（本荘） ll<学邪l•IJ,溝汲t東新脅 l••’It

教f学部附属幼椎M，，，げf小ll{JI'{ぷl1i

(．9.1＼嬰Iti) 1...9芥部他校令改1り雄は~Ii字＇！り!- 6 

(.9.1.¥1'.'11/)祈ij・_[1tに伴う樹Aヽ移9れ1?li

灰刹）束病棟新営工’li

（医納） 東Iiii礼汗営に伴うよ閃配線：：• I:4t (1U夕（設i日）

（．＇）．＼粘Iti)l．．学祁他佼令改i9抱，，Z笠紬’令'li繁ー13

本ii淋i地1,(1吊徒学科辿IrII'’l悦iti

.11焚北地区総合研究棟祈1tl:'lt 

（：i＼11.lil!l I？斧邪他校合改9笈捻，よ繁は：が’fヽ哭ー13

(4:jE）朕学部131ヽ＇し青姦 t噸折営 l..1t

(.','，＼'¥'.It)大教七ンター1ti’"tl,JA<itつまりr§理

（木it.It)｛反よ渡り応ドIR，よ ［いli

!:!.\'•?1tf) I．．学部他校令改If純，；2笠は亨'li哭-6, 1-1 

,'［会哀兌

＇［会苫仕

，．f.会具ft

，．f.会潟t

.t．会潟1c
,'/.iむ閾が

“．会』it
，．f.会凸査

，．f．会』1’t

,.r.会』1¢

、［会，謁査

、．f.令；謁？t

、．f．会,,¥:11t

兌趾pりft

、．1．会，凸社

．，1．会』社

••I.会具査

v．会潟ft
•'［会ぶ佐

．r.会』1t
・［会凸t

“1％月ft
：f．会』ft

，1:~~.渇 f¢

た掘Af¢

、．f.会，刈社

、［会凸企

、.f.会凸社

兌揺』査

、・［会，．Uft

、.l会，渇介

“公渇ft

‘‘r．会必企

、1会具ft
、•L 会，悶？t

、．f．会，謁社

if．会，渇代

、．i．会，以ft

、1会凸査

v．会，渇1t
、•I.1か謁介

、＇｛．会占 fi.

よ掲，M牡

、［会，』ft

v. 1? •日？t

＇ヽ（4％日1¢

よ拙』ft

，．f.会A丘

v．会潟1t

'ヽ(.会＂り牡

試堀占1t

！r．会渇社
v.f?,.l'lft 

;I.会』ft

,＇（．会凸ft

；f.会逍ft

1.7,rl 

0.59nJ 

8.75ni 

,120.51111 

20.7,rl 

&I.IIn ,1i 代

2.8,rl 

、19.6-1川

l40ni 

32.96nl 

55, I ni 

10.Sni 

•1 4 11i 

s,075ni,1，. it 
150,68ni) 

26.i9ni 

2.161'1 

痴．4111 

106.71'1 

02-1,,1 

21lni 

239．ヽIn1 占代

15nl 

56.93nl 

3.36nl 

162.ini 古代

29,J:l.79nl 

113.36nl 

13.、1511/

30.35ni,I; it: 

311.2ni 

35nl 

•1.35m 
1.52ni 

52A2ni 

131.82IIi 

101.ini,,, 

55.28“ 

7631Ii 

5.iini 

25,7Iti 

l.15ni 

t
 

9
,
 

2ni 

古代

1S.21ni 

61n! 

446ni 古代

17.，In1 

3 1.,I n i 

I額 ,rl

遺情

遺情

遺物なし

遺物なし

辺Ill・俎物なし
遺情 ・遺物なし

滋・上鉦と

迅111・逍物なし

遺情 ・逍物なし

遺構 ・遺物なし

逍構 ・迅物なし

迅情 ・迅物なし

上師器・ iit忠硲・縄文 l：沿

辺1/11．遺物なし

選情 ・遺物なし

遺構 ・遺物なし

遺情 ・遺物なし

ill情 ・遺物なし

J．．師器

遺構 ・逍物なし

心情 ・遺物なし

俎！鼻 ・遺物なし

t師笞 ・ 須必岱·動物fi•

i1.l情 ・逍物なし
il'll褐．迅物なし

遺情 ・辺物なし

j-．師益・須it,・溢・閃

迅構 ・迅物なし

迅1肖．逍物なL

逍情・迅物なし

遺構 ・遺物なし

遺構 ・迅物なし

迅構・遺物なし

1•9師器

逍構・遺物なし

造情・辺物なし

迅構 ・遺物なし

迅構・迅物なし

逍情・沼物なし

迅構 ．il'l物なし
溝 ． 柁•K . J：器

逍構 ・迅物なし

迅構 ・迫物なし

J.:師四・，，il!L,・凸'

7ni 

,169.2rrl 

il'tl/11．逍物なし

逍構 ・迅物なし

迅1,1・辿物なし
柱穴 • Iぶ

迅構・迅物な し

”.＆物徴},. •次拙削

年t1i13 

年fIi13 

年椒13

、I:t1i 1 3 
年11!13

年骰13

年1li13

、ド報13

Iヽ:Hi1 3 

年骰13

年棟13

年t1i1 3 

年骰1:i

本報；’；＂’

年!H13

年!!!13

年恨13

年恨13

年報13

年骰13

年11113

年報13

年骰13

年11i13

年1fi13

年骰13

り：tii13

、FHi1 3 
年恨13

、t骰13
年骰13

年糾13

年11i13

年柑13

、thl1 3 
年報13

年代13

年楳13

年報13

年代13

年恨13

年骰14

i1,t!H4 

年糾14

年骰1,1

年報14

年報14

り消ilヽI

年骰14

fI: t1i 1 4 

年骰l •I

年代14

、ドtii1 4 

1.5nf 

'13.Snl 

36n1 

遺t柑．逍物なし

遺情 ・遺物なし

遺構 ・迅物なし

年報14

年tiIIヽI

ft it1 1 4 

13 
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これまでの潤査と本；I｝収録の辿跡

07・7・4 

07'7・9~7・!0 

07'7・17 

07, 7・17

07 • 7 • 19 

07・7・30~9・3 

07・8・7 

07・S・IO 

07・8・22 

(r,•8·23 

Cfi・8・27-IO ・ 25 

07・9・3 

07・9・ 14 
l0・3 

07・9・25-9・Z
l0・2 

07・9・カ
IO・l~l0・2 

07・ 10・4 
10・ 15-10・ 16 
l0・22 
IO•お

OS・1・30-1・31
2・ 13 

07・10・19 

07・10・26-11 ・28 

07・12・3-12・ヽI
12・6-12・7 
OS・1・18

07・12・5 

07・12・5 
12・ ll 

07・12・7 
12-10 
12・ 12 

07・ 12・7 

07・ 12・ IO 
12・17-12・18
OS・1・16-1・17

07・12・14-12・27 

Oi・l2・19 

08・1・16-1・17

08・ I ・22 

08・1 ・22 

08・1・23 

08・ I ・25 

08・ l ・29-l ・30 

08・2・1 
2・4 

08・2・ 14 

08・2・25 

08・2・'li 

08・2・29 

08・3・11 
3•お

08・3・17 

08・3・21 

08・3・21 

08·3•お

08・3・'li 

08・3・3I 

2008年度

08•4 •2 

08・5・7 

08・5・20 

08・5・26 

08・6・5 

（京町）教打学部附属,1ヽ 中学校仮孜校令取迂:rllt（変更）

（黒嬰l1/) 工学師他校含改,~施奴笠憐等’II繁ー6

（医病）基幹 ・ 環坑整は (ll191•央ぷ税棟取り墳しにft• う霞ク［
設憤）工9Jt

0703 6 -I（黒'J.llll)工学邸他校合改修施は笠f曇等ボ業ー13

0703 6'-2（煤だiIj) L学部他校令改I~施設整偏等事業ー 13

0707 （本荘）医学部臣IVド鼻孜t姐枡営tnt

07!0 

0703'5' 

0711 

0712 

0713 

0714 

0715 

0712 

Oil6 

0717 

0703:f' 

0718 

0719 

蟷

0719 

0721 

0722 

0723 

0724 

Oi21 

0729 

0730 

Oi3! 

0732 

Oi33 

073'1 

0735 

0736 

0737 

0738 

0739 

（医病）東刹棟11i,i年工’lt
茂玲学部屈外給水行漏水9籾!Ult

（黒髭南）珂学部l・ 2り・館掲示板取設t事
（閉斐出）工学部他佼令改修施，よ笈憤亨’It業ー19

（医病）束枯棟新営工’lt

本荘Jtl地区駐車場出人II整憤

（医納）甚幹 ．m境整漏 (IFI中央ふ／だ棟取り壊しに11'う問械
立情） ］：，＂ 

（黒製111).［学部1也校令改修施必整ilii等事業一6,16 

（大江）岳＇や部本館耐災改修 t'II

（京町）教行学部附属小中学校校令等改修工9It

'II務局）り飼等屈外給水管綸t瓦r.lJt
（京町）敦育学部附属小中学校校舎等改修工事

(J；し＇町附駈小 9い）校令等閃械設憐改修

（黙髪）工学部8り館内部改修その他工'Jl

(lt1髪）工学邪8サ館内部改修詑気＆はエZ)1

（本荘中）医学部必岱59究棟（C棟取り頃L)J:1 

07お （i（町）教fi学邪閉属9lヽ • 中学校校令や改修霞ら（よ11i11?fi

"00(8-l （熱嬰11!)工学邪l11l校令改9り施設塁!,I等nt業ー6.18 

（点BrHi“'lヽ9卜）校令字I霞械は燐改修

0726 医学部基悦碩究棟北1111吹煙所

0703⑨ （黒髭南）工学部fll!校合改9H施設竪情等’lt亮ー20

0727 （黙だ）工学部8り館耐震改修機快立情エ1t

0728 （出嬰）工学部85}館内部改修閃械設情工‘lt

07038）-2 （黙髪）II)工学部i也校令改修施設整情事窯ー6.18 

07Q3i<l, （忠戻!II)工学部他校令改9針施設整flii1JI深ー10

0703'~)-3 （忠栓1Ij） ←C学部他校令改修施設笠似JI業 ＿6.18 

07038)-4 (/J.＼製）II)工学部他校令改9多施ば整僻It茨ー6.18 

（黒嬰ill)ポイラー等撤去工9It

（訊嬰東）孜f学部附属特別支援学校防火Ill水lnIll1Ci?It

(.'!.i葵WI)IE9情報処珂七ンクー改t9

（本荘）特別窃圧受紺棟増岱t1t

（医病） lfl中央、＄級帷取り壊しX1i

（黙戻北）排水路間l::J部フェンス改iru:1/t

医学祁保他学科ポイラー）11地下JKiibクンク撤去工’I'

（大江北）梵学部梢防i11水楕ほ去工’It

（訊髪IIi)，ドイラー煙突撤去l:1I

（本任Wi)医学部保健i{：it,4念碑取迂工‘II

（出栓北） It1kk注f.k「取設J.?I[

立会渇査

，t会渕在
.，・1．会，渇介

立会濁:Ii:

ff．会瀾1r.

兌湿』丘

:iL会凸允

立会潟査

;［会潟社

立会,i11査

兌掘潟査

寸ー会潤f¢

ャ＿会具仕

悦批、項企

発姐，凸企

立会濶在

屯会』丘

発掘調査

；f．会』査

v．会洞企
立会潟充

立会具査

立会凸査

'̀t会渭査

発掲湖企

立会瀾企

立会,Jlj査

り会悶企

、•L会製企

立会潤査

立会潟企

立会i迅査

、,t会，真査

立会苫査

立会河森

-.-,.会A企

立会苫査

吃会閥企

--/．会紺丘

v．会頌企
立会ぶ査

、t会潤査
v．会潤企
、t会潤企

10,rl 

58.75ボ

8.31rrl 

1.5i6.6nl 

30008d 

1.590nl 

24nl 

lnl 

15.7nl 

2.09nl 

祁9.29In

刃5.5！d 占 9t

264.32,rl 古代

遺情 ・遺物なし

遺情・遺物なし

遺情・遺物なし

遺情・遺物なし

遺清． il!物なし

縄文 ・ 古代竪穴lll;ii址 • 水田遺構 ピ•J Iヽ
縄文時代石器・縄文上笞・ • K閾i
岱 ・須忠若 ・鉄若

一次掘削 本報作v
迅1/II・遺物なし 年恨14

遣構 ・遠物なし 年報14

遺携遺物なし 年報14

縄文 ・ 占縄文土器 ・ 土師笞 ， iii懸器•石本報告V
l{t • 占代 ・ 埒・古代鉄苔 ・鉗製悦笞 ．）.しif}
近tit 宋銭

29-i.8ポ 遺構 ・遺物なし

,19.4rrl 遺情 ・遺物なし

ft1i;＿ト ・ビット ・上師器 ・須忠器

溝 ．I;師岱

308、68,rl 弥生 ・古代ピット・弥生土器
土閾器

2.5出 逍情 ・遺物なし 年骰14

23o.3ni 弥生・古代竪穴住居 ・ビット ・溝 ・弥生土本報告v
器・ 土師器 ・須恵器 ・打製石鰈 本書

l珈．05ni 弥生 ． ，片 坐穴111,'}・ピッ ト・弥生土器 ・土木紐告V
代 ・近IIt．師笞 ・須恵岱 ・近ilt.i.!i:代困磁岱
近代

97nt 

14.I Id 

I.OOOni占代

90,rl 

148.75nJ ~i It ? 

lrrl 

94.5rrl 

12rrl 

2ni 

89rrl 

204rrl 

96.7ni 

53,02rrl 
t

t

 

9

f

 

り
ャ
LI

ー

遺情 ，遺物なし

遺構 ，遺物なし

土抗 ・ビット 士．師苔

遺構 ・遺物なし

ピット

112.65ni 弥生 ・ 占竪穴化9ふ ・ピット ・近代土坑 ・弥
代 ・近III:• 生＋．器 ・ 上師器 ・ 須．恵器 ・ 近世．
近代 近代囚磁笞

遺情 ・遺物なし

遺構 ・遺物なし

遺構 ・遺物なし

遺情 ・遺物なし

遺構 ・遺物なし

遺情 ・遺物なし

上西器

:I:.面器

年報14

年報14

年報14

年報14

年報14

本1fl告Ill

年報14

年報14

年報14

年報14

本報告v

年報14

年報14

年報14

年殴14

年雑14

本様告

卿

碑

細

卿

細

（医紡） I［I中央．＄根棟とりこわし：［'If（追加）

附属中学校散水復IIU?Jf

薬学部渠Ji1り1行理令ガス行改修T.！Jl

（）ん社北）駐給9り取）えし 1:’ll

（黙製IIj)：I（イラー3打lilltl給水行漏水修児

t会潤企
tL会凸企

立会冥査

y．会潟介

立会A北

38.8ni 

4nf 

l l.25ni 

12m 

糾ni

50.3,rl 

40,rl 

7&3d 

208m 

1.8“ 
I0.135ni 

遺情 ・遺物なし

遺情 ・遺物なし

遺情 ・遺物なし

土師笞

遺情 ・遺物なし

遺情 ・遺物なし

遺構 ，遺物なし

遺情 ・遺物なし

遺構 ，遺物なし

遺19，遺物なし

年報14

年報14

年穀14

年報14

年哨14

年報14

年fli14

年棟14

年毅14

年報14

年糾14

年報14

年報14

年報14

年報14

年親14

年報14

年報14

年報14

201,l 

2rrl 

l.8叶

ll.11rl 

211( 

遺111．遺物なし

遺Ill・遺物なし

遺1/11・遺物なし

遺情 ・遺物なし

遺1骨・遺物なし

年穀15

年穀15

年報15

年鉗l5

年毅15

14 



構l勾迎跡と調在の概要

08・6・6 
6・ 19 
6・23 
6・26 
7・4 
7・ 10 
7・18 
7・28 
8・25 
12・1 
l 2 • 8 

08・6・20 
6・25-7・ l 
7・28-7・30 
12・4 
12・ 18-12・ 19 

08・6・9-6・ IO 

08・6・18 

08・6・23 
7・ l 
7・3-7・4 
7・ 15-7・ 16 

08・7・ 10 

08・7・ II 

08・7・ 14 

08・7・ 15 

08・8・ 18 

08·8· 20-8•泣

08・8・21 

08・8・21 

08・$・29 

08・9・1

08・9・9-9・ IO 

08・9・9 

08・10・6 

08・ 10・9 
IO・IO~ll・28 

08・ 10・ 10 

08・ 10・ 15 

08・ 10・28 

08・ 10・29 

08·11 ・•I

08・11・6 

08・ ll ・10 

08・11・18 
11・19-11・21 
11 ・25 

08・11・18 
ll・20 
12・24 

08・ 12・1 

08・12・3 

08・ 12・ 10 

08・ 12・11 
12・ 15-12・ 19 
09・1・13-2・19

08・12・22 
12·24- 12•お

09・ 1 ・5~l・27 
3・ 10 

08・ 12・24 

08・ 12・26 

09・l・20 

09・1・22

09・2・2 

09・2・4 

09・2・5 

09・2・12

09・2・12

09・2・13

09・2・13 
2・19

09・2・23-24 
2・カ
3・4-3・5 
3・13 

09・2・ 16 

0806 

0806 

卿

碑

呻

0810 

OSII 

0812 

0813 

0814 

OS14 

0815 

0816 

0817 

0818 

08.?Q 

0821 

0822 

0819 

g
知

呻

g

g

g

g
⑬

0831 

知

細

盛

姻

0836 

竺
H
g
畑

姻

0842 

0843 

0844 

0849 

(．9・,・1伐） 111地区福和1抱ば文閃配汗秤工')t

（黒ゼ） IIj地区渇利誨設支閃配管り1?It

（木荘）医学部図芥講義棟新宮慣械，；；；情工’JI

（！）．＼嬰北） ／i慣系廃液処珂施＆束飼給水f1濯水修厚

(!)]嬰IM）濯利施設樹木移梢 I;1t（追加）

字留毛団地給水行補9§―£、Jl

(!,I＼~,11) 共111棟 n ,1 階改修窪ク（ははr: ＇lt

（i旧市）掲示板移改_['li
（本北中）灰学部甚荘情内固Jiガス配行油れ修罪

（医病）東病棟新貨工'li

（仄病）東病棟新営工’lt

（本iilM）こばと保fl91―よ閃Lt佐等撤KIフlt
（本社中）医学部墓裟1鼻IAhli水追陀1'li阻l修l'l!

字留t団地泊タンク警報線禎修工‘lt
(/,IIそ北）ポンプ空西開給水管泊水修理

（息だ北）文法学部本館改9和Ii憫支閃物！政去工'lt

本荘団地（北地区） f品師祐令J11設ガス行修雌

本荘lり地区保健学科東側(l)II衣笠fa

（桜鹿）（よ介節耐震改修その他l:'JI

枚fr学部附属特別支援学校漏水呂介袖修」:’JI

（本荘lり）医学部保健学i`け喫i'l!I計取はエ’lt

（医利）電）J工ilth担金

（出梵,Ii)共用棟1Mと3H*it採・移植l:ilt

it店1悶校120周年，え念植樹

（本it)こばと保frl駈改格電気よ1臼I;’lt

（黙梨北）学務部プレハプれH化KI5慣彼設償エ）lt

（本4£）こばと保fl9l新営濃使故faElt（変更2)

（渡脱） i仁(f館耐裟改修横佼設偏工')t

文法学部具，代冦北閉給水if漏水，謁牡

(/).¥髭北）教行学部本館ll!IIII汚水枡補I§[9lt

（本オ［中）共用研究棟新背］：‘It(＇変更）

（灰病）東病棟新営慣械ぷ日（伶r'i'.)工’It('変更）

0848-1-5 W"さ北）文法学邪本館改修（変更．変更その2)

9.＼庄団地（北地区）外灯培，没その他上＇＂

立会調仕

梵掲潟企

立会a1£

立会調丘

v．会潟企
兌柑！品佐

立会瀾査

t会占査
立会逍牡

立会濶査

：1．会""l11i:
梵掲渇査

立会潟査

,l会潤介

t会，団丑
立会凸企

立会渇査

り．会調査

;［会潟丘

一次掘削／

発掘屍北

立会潤査

立会渇丘

て［会為社

り．会湖査

J．会潟査

立会品ft

：f.会潟丘

一次掘削／

兌掲汎査

立会況査

発掘調北

立会具虻

i会昂査

と会綱査

一次掘削

発掘詞査

(/.I¥髪．It)教ft学部本館・文法学部本館改修慣I占は1付J:1i一次掘削
（変巫その I.その2) 発掘滉査

五店r，I校120周年記念植樹（追加） 立会＆査

(/).＼髪北）教ff学部本館改修ILL側紺裳補強工'l［ り．会潟5t

(：i"}•,Ii) 頃祐な月ぼ，ょr·J, 、.£会凸査

(：，I¥',.!内）Wj地区ポイラー屯改修1?li 立会逍1:i

（開製111) ものづくり実i，1"{， II 簡営にff• う支陳樹木伐採 ・ 移 立会詞査
横T.1t

（本北） 1只学部図1り』花tAiil'l格腹械改情工’lt t会瀾先
（黒店北）ポイラー煙突徽よ，J_．．1[ ff．会凶社

（黒嬰北）教ff分，：部本館・文法学部本館改修雀公設ilill?lt 立会逍査
（安更）

促 5 (：l1梵）1/)福祉施設新榮1こilt

0846 （城東町）附属幼椎団北門改修l:’9t

⑱ 7ー1~2(：l1な北）教ff学祁本館改作（変更）

V．会共査

立会，鴻査

立会．日1i.

立会＂日査

灰ふ46,rl 占 (-t 

125.2ni古代

29.7,rl 

0.3,rl 

23,5日占代

211f 

36ni 

4]、lni

2.42ni 

8rrl 

21211! 

Iボ

1.77,rl 

096州

2l rrl 

80.2,rl 

7.4,rl 

30Irl 

栂 1.95,rl

91.8，d 
0.8バ
120.5,rl 

4ヽIお,rl

0必1d

10.7nl 

25n1’ 

20rrl 近代

113.3バ

I.0I』rl

l.'11rl 

H.13川

580,,1 

456.5-1rrl ,l; （t 

土侃i答

溝・ピ •I ト ・ ヒ師答 ・ 須•'L湛 ・ 近
代凶磁答・石苔

遺揖 ・遺物なし

遺構 ・遺物なし

溝 ▲ 住居址 ~ 七師路 ・ 石器

遺構 ・迅物なし

遺構・遺物なし

遺構・遺物なし

遺情 ・遺物なし

弥生 溝発μ

弥生 ・近世弥生時代溝 ・近世溝

弥生1:器 ・石器 ・近世淘磁器

遺情 ・遺物なし

遺1,．遺物なし
遺構 ・遺物なし

遺情 ・遺物なし

遺構 ・遺物なし

遺揖 ・遺物なし

遺構遺物なし

縄文 ・古縄文土蹄 ・石器古1ft9を代玉． i：
In．占代 師岱 ・石器 ・人fl・

遺揖 ・遠物なし

遺構 ・遺物なし

遺構 ・遺物なし

遺構 • J1'1物なし

逍揖 ・遺物なし

i/1/ 
古代上師答 ・1fi忠答 、石器

遺構 ・遺物なし

遺1鼻・遺物なし

遺構 ・遺物なし

:A＼躍石
ビット・（t屈址 ・上師器・須1,・
器 ・弥生上笞 ・縄文土岱 ・石お

鉄岱

溝 ・化Is址 ・ビット ・七帥岱 ・須
恵器 ・石岱

年報15

年報15

年報15

年骰15

年骰15

年報15

年報15

年粁l15

年報15

年報15

本"K'i111

年根15

年祁15

年報15

年報15

年報15

年紐15

年11!15

年報15

年報15

年報15

年糾15

年f!15

年報15

年骰15

年報15

本報店Ill

年報15

年紐15

年報15

年骰15

年仰15

年報15

0.3nl 

60ni 

43.5面

5m 

8ボ

7.2ボ

5m 

9.6ni 

l.6ni 

I ni 

130.8,n 

138.lini 

遺1骨・遺物なし

遭情 ・遺物なし

遺19．遺物なし

遺情 ・遺物なし

遺情 ・遺物なし

遺惰・遺物なし

遺Ill・遺物なし

遺情 ・遺物なし

遺情・遺物なし

遺情 ・遺物なし

遺情 ・遺物なし

遺情 ・遺物なし

年報15

年報15

年報15

年報15

年料15

年報15

年報15

年報15

年報15

年恨15

年報15

年報15

立会潟＿介 3nl 遺情・遺物なし 年報15

15 



3. これまでの乱抒介と本，1F収録の辿跡

09 2 16 0850 （渡鹿）9本介館酎；；；改9引機械改it]？It(ill/J11) 発掘潟4t 13.32出 遺構 ＇遺物なし 年報l5
(it.会潟佐）

09 2 17 0851 (t),;病）水路五改修工平 ，y．会呂介 8,11 遺1角遺物なし 年報15

oo2 18 臨 2 (!J.¥',もII)排水ポンプ埴源l?II .y．会凸1C 1,rl 遺構 ，遺物なし 年Hi15

び）・2・18 0853 (/.I.'，嬰!Ii)ものづくり尖習3il11Ji,i,・:u夕（ぷ罰l...," ；1．会凸虻 0.5111 直構，遺物なし 年報15

09・2・23 0847-3 W.¥嬰．It)教行学部本飢改修（＇焚吏その 2) 、［会ぶ企 冴4.6Id 直携逍物なし 年報15

09・2・24 OS54 (，'.(¥戻北）北地I;{ボイラー空改修 I?lt 'z会湛介 12nl k師岱須必岱 年報15

09 2 26~3・ 12 卿 (！！.＼嬰北）北地区ポイラー充改修 I:’lt 兌掲，謁1t 106r11,1; it ピット ・整穴住9；；"址・辺状迅惰 本報も＼11
上堀硲 • 土閾岱 ・ 須忠岱 ・ 石製紡
錘•1£

09 2 26 0855 ( :!.\~ iii) l[I情戟処捏七ンター改修1じ気立fa-T.’lt 、7．会潟1¢ 2085nf 選情・還物なし 年報15

09・2 27 磁 (!!.＼髭111)ものづくり実判屯II祈：.;;:r．‘li `•L会，．1:1ft 60.99nl 迅構 ・遺物なし 年報15

09・3・3 偲57 (!.I.＼嬰ill)Int//骰処兜七ンクースロープ取は：［llt 、'L会，一渇介 33.11,1,rl 遺構 ．ll'l物なし 年紐15
（内I12nl) 

OO 3 4~3 6 寧 (！.I.＼戌北）教ff学部本館改修東闘航枝I?It 立会』．ft 117nl 迅／骨迅物なし 年報15
3 11 

09 3 6 0859 （隕栓lfi)共119棟．9.I．1位3耐裟改IJ機械設1¢印It ，L会潟ft 3.6,rl 遺1/II．遺物なし 年報15
(0.32，rl) 

09・3 6 碑 ('?.I嬰IIi）ものづくり‘K'l'I衣ll新1序桟検ぷimt ；1．会潟ft 115ふ9d 遺構 ・遺物なし 年報15
3 13 07.74,rl} 

09・3 9~3・11 0861 (!!．＼栓北）文法学部本館改修東捐机枝J?lt .y．会具丘 336叶 遺構遺物なし 年骰15
3 17 

09・3・9 0862 (!-'，＼戻l11)Jし911棟'n嬰3耐紺改9§堪ク（よIa1;!Jt :l会凸先 2lnt 遺構逍物なし 年報15

09・3・ 10-3・ 11 0863 （謀和II)ポイラー寇他改9針茂械，よ1iil?II v．会具代 98,Snt 遺揖 ・遺物なし 年報15
(4.86nl> 

09・3・ 16 卿 W.\~Jt) m撓笈tiii（排水芥） 1？It t会，悶介 119.99rrl 住!,i址ビット ヒ師岱 年報15
3・23 

09・3・17 0865 (/!.`h11)、打地区ポイラー衣J.¥l辺外構J;>JI ：1．会渕企 393.78d 遺情 ・遺物なし 年報15
(1,12rrl) 

09・3・23 OS66 (！!.＼梵北）学生会館北1111排水寺 I?II t／ー会，叫1i. ISnl 遺情 ・遺物なし 年報15
09.3.r, OS67 (!).＼嬰北）北地区ポイラー屯馬辺外1鼻エhlt で1．会，汎光 37.24,u 遺情・遺物なし 年報15

(16 I n{) 

09・3・31 0868 （仮枯）カープミラー取設工9li 立会，』1t 2nl 逍構・遺物なし 年般15

2009年度

09+15 0901 C:!.l'l.!1tl)洒1'’1改修植栽移梢工'，11 v．会場介 ISni 遺情・遺物なL 年骰16
4 17 

09 4 20 0902 （：l＼なWi) ~l"I改修工'lt eif．会，刈企 122ni 内扉．塀新迂に関し！，I・1褐色の住屈 年紐16
4 22 址らしき遺情検III
,¥・24 それ以外遺構・遺物なL
、1・訂
4-30 
5 I 
5・25 
5・'1:l 
5・28 

09・4 ・23 0903 （本社919)、I’地区1昇内カープミラー取，2工‘J[ t．会，逍企 I 19ni 遺情・遺物なし 年報l6
09・5 8 ()9().1 け 学生iが宿令駐輪Ill新貸L’lt 立会渇査 !6rrl 遺情 ・遺物なし 年報16
09・5・8 0905 (！l＼嬰rti)klクkH水行改tt工’lt ウ＿会，a介 5.8ni 遺構・遺物なし 年骰16
09・5・'!1 0906 （大ir.)浜学部ffりi70ンティアセンター新岱その他工’It tf．会，渇1i. 0,8Ii 遺情 ・遺物なし 年報16

09・5 28 0907 （医崩） 18怜笠1罰 （屯話交換改は虹新） ］:'l' その1（変直） 立会凸査 ll.48n/ 遺情 ・遺物なし 年骰16
09・6・5 0908 (l'.il術））＆仰整伯 (1E，よ交換はi8虻新） E)［ その2 、［会、月介 1 6ni 遺構・遵物なし 年報16
09・6・4 O!l09 (）＜i[）北学部樹木伐採移械T'Iヽ “．会ぶ企 10.48nl 遺情 ・遺物なし 年報16
09・6・11 0910 (●，I,¥戻北）ガス配管修理 :L会ぶ介 3In 遺情 ・遺物なし 年報16
09・7・3 091 I (Ki［）拓学部f渫フロンティア・しンター新営その他雀夕（よ i会潟9を 3.24m 遺情 ・遺物なし 年報16

7•泣 憤；I？J[

09 7-6 0912 熊）1-k学忠在団地 （東地区）インフラ竪f胄 ；L会潟ft 12Ir{ 遺情遺物なし 年flll6
09 7 8 0913 （：，I．＼嬰北）非常勤濤師岱泊施よ松外給水行油水tt埋 立会詞1i. 0.6rrl 遺19，遺物なし 年骰16
09•7•8 0913 (:.I.＼栓北）特別支援学校展外船水i竹油水修珂 ：f．会』社 0.8,rl 遺構 ・遺物なし 年報16
09・7 13 0914 (~\＼在北）文法学部本館耐震プレース絡佐よわり T.，It i会説忙 3.5“ 遺構遺物なし 年報16
09・7・28 0915 (19(tit)猜学生術令新営'，Eら（よ佃l?I[（追加その5) -，y土会Jli1i. 2ni 遺構 ・遺物なし 年椋16
09・8・7 0916 （本荘叩動物ft源開発研究胞，改棟iii測~.;外配行油水修理 ;［会ぶ牡 3,li 遺情遺物なし 年報16
09 S JO 0917 （）ん荘中）1昇内通路民根取没上'lt 立会潟1t 0.44ni 遺1鼻遺物なし 年報16
09 9 4 0918 (/!•1嬰北） 教ff学部本館 文法学部本節II期改作機械迂Ii[ !/．会潟ft

,It 
5037“ 遺構 ，ill物なし 年恨16

09・9・4 0919 （隕駐北）文法学部本館11IUI改1拐外t言I?It(＇変更 ） 立会潟f¢ 1ヽ6-1.8Irl 遺構 ，遺物なし 年紐16
09・9・4 09'20 ( !•1.I嬰北） 文法学部本館illり1改9知kll1l外構_[9li '［会』1f. 3.56,rl 遺構 ・遺物なし 年紐16
10・2・24 

09 9-29 0921 (!.I．I嬰．It)教ff学部本館 ・文法学部本館II期改修俎ク（改(a」: ，'（会，りf¢ 8硲ni 逍構 ・逍物なし 年根16
‘Jt 

09・10・6 0922 (!).\~11/) 上学部研究実験棟北iQ3り A 種接地T.,It 屯会ぷ忙 3.6,rl 迅惜遺物なし 年報16
09・ 10・ 13 0923 （医病）東病棟新営撓械餃漏（衛生） 工事（変更） 立会謂査 工区①Oni 古代 ビット ・住居 ＊書
10・27-10・30 発掘1111査 ⑨15.9ni 土師器坪 ・須恵器蓋
11・12 (0925含）
11 ・ 13 憂 部

50,rl 
⑪5.3ni 

09・10・19 0924 （医病） 東病棟新営機械験偏（衛生）工事 追加その2 立会謂査／ エ区Q)(l9ni 古代 ピット 本書
10・23 発掘調査 ④54oi 
10 27-30 ②25 Soi 

⑨15.9ni 
(0923 ・ 
0925含）

16 



l 構内辿跡と濶4tの概9災

09・10・27-10・30 0925 （医病）棗内棟新営機械餃慌（衛生）工事 追加その1 立会講査 工区9)15.9古代 ピット ・住居址 ・溝 本書

11 12 発掘調査 n!(0923含） 土師甕 ・高坪

11 •13 67、2m 土師器 ・須恵器

11・19 87,2d 
11 ・24-11 26 10237d 
12・1-12・3 

09・10・13 09'.26 （医病）枯怜烙は (fl女・兌・,u，ぷ羅更餅） I．1i 屯会，．日1t &1ni 1．閾岱 年恨16
10・28 

09・10・20 ぼ5 (.＇！内請i)ゴミ集釈渇l「(，,11いlt 立会，謁1t 9,19ni J.:閾ば 年恨16

09・10・21 ()l.l28 （9l¥',l．It)教fr学部49館 ・文法学部本館II期改修I”itよfBl.. ，・［会，渇ft 33IIi 迅1,i．濱物なし 年糾16
1t 

09 10・29 0929 ，・医病 I 筍69姐直スロープ）fl.J:エ •ff ’'．会，川ft 2ni 逍情・沼物なL 年滋16

09 II・1 0930 (/~荘北）店紐研究l東北謂プレハプ小射改i;r’It 立会，Hfc (）9ni 磁硲 q・.報16

09・ l l ・ IO 0931 （医耐）出柄棟北測排水1代刃取よI:'9i ,•L会，．1'1ft 1 4 ni A Cil'I情 ．il'I物なし り渭ll6
II・18 BltJ,,；-JJI-.・椛文後期l・沿 ，1iit 1•• 

邸益・須忠；！；

09・11 10 0932 (!.I＼唸巾）IIII9J.1}節1．学部分咲改修 I・・JI ;[．会，具牡地919屎，父lll.,1, ft 溝 4叶札；片II
11 30~ 12・3 兌柑，＂ft ・ピット，式 ,1ift I・閾芯・須俎沿
12 14 掘0.98ni

外溝 [・・')i
230.ini 

09・12 9 0933 （京町）附属小'?:t2-1ール他改修l護RよfIiil..1i 、．“？渇ft I.Sm 遺i/1i．遺物なし 年骰16

09・ 12 9 0934 （黒嬰IIl)111[d9’f館1こ学部分衣他改If,じ公，；刃情l?It 、'L会，謁ff. 11.&lnl 遺構・遺物なし 年tii16 

10・1 ・i 0935 （！！．し唸北）i＊ff館改t5,1囮（，よ伯T.1t 9,（全凸1t 423.2lni,';ft・近代ヒI 卜 4叶札；’；11
I 12 兌枇，．りif I1oi.:; •須忠匹．磁t；；

I 19 
I 28 
2・2 

10・1 12 0936 （朕病） 111.:ばと1ばiif悧I店 liJり整t; i会、り1t 12nJ 刑央 年報16

IO・ I・13 093i （忠吃1lfl11.11>1、'f館I：学部分立f也改修1̀i屯よ伯1?It ，f．会，り1t お,11 迅構・遺物なし 年恨16
2 • 23 

10・1・14 0938 (49,＇＼~Iii) エコ U ジーシスナム')i験を接地 r.1l ~I..会』1¢ IO,"縄文 溝・辺含N }←骰；片II
2・1i-2・19 兌柑，渇ft 縄文1蕊弥’1,1-i；；

JO・ I 15 0939 (.＇じ梵北）教ffヴ：祁ノト節1111/l改修西閉外t91-•It 屯会潟ft 12ni 述構・選物なし 年恨16

10・1 26 0910 (').＼栓市）＇阻が 1,..Q.Jlll//.f;・'I',鮒折空新貨r.'）i 、`［会，．りft lnl 近構 ・迅物なし 年恨16

10・1 29 09.11 (!.I,＼嬰北） ｛灼＇浪1h｛外附段改修じ’Ji 立会凸ft lnJ 逍構逍物なし 年恨16

IO・1・29 09-12 (!.I.i唸北）体ff栢i屋外化水行改作 ,z．会凸介 1,rl 遺構逍物なし 年恨16

10・2・2 09・13 (.').¥嬰Wi)IIII9I,1rhll？各部分寇外構上'9i ｛ゞ，会埠ft 7ni ¥"i刃追構 （溝？） 年報16

!0・2・8 094•1 ( .9.!\'.'北）教fl＇料•'~館 IIIUl改修東側外tB1.＇lt り．会品ft lni 追情迅物なし 年報16

10・2・8 09.15 (.'.Ii嬰北）穀ff学祁木貸i・文法学部4寸館改修｛讚｛屯よ協工‘lt tf．会Aft 3,'rl 遺構成物なし 年報16
(li期）

10・2・8 @16 （．n嬰北1教ffダ：祁本館 ・文法学部4̀il]改修1貰械＂文 l>i,[ •ft ~L会3ff 72In 遣惰遺物なし 年報16

u期）追加

10 2・12 OOI7 （大江）渓学部』代柚,i;I外trl:’It .y．会凸1¢ 2,n 遺1鼻 in物なし 年汲16

10・2・15 (l9.IS （想嬰北）教fi学部l（教4i既改駐佐J附撤｝：・汁，占1也I.，" し会凸ft •15ば 遺i/Ii 遺物なし 年tlll6

10・2・15 1)9.19 (：i＼梵北）致ff学部'lt教'{,外情工‘l' 立会ぶ忙 O'，111 逍構 ・姐物なし 年11116

10 2-15 0950 （黙梵北）教ff学部束教9i耐姦改作慣械は（白 l.'lt .y．会ぶ牡 4,11 逍情遺物なし 年IU16

10・2・ 15 0951 （患髭北）教ff学部！li教1｛耐9&改t夕堪ク（よ（;i.'I' ：t．会at: 0.5，" 遺I青・遺物なし 年i!！16

10•2, 22 0952 (!！.I度III)4,•物’k.u、内境打響角1折屯祈符限Iふ没flii 1:·1, 屯会Aュt 1.5111 辺情遺物なし 年報16

10•2 22 蜘 （!.\\ゼWi) 生物'I追．m境；1•寄柑析社新'it'，じな（設19 1’.’lt 立会n可牡 Jni 遺情 ・遺物なし 年報16

10・3 I 09ふI 憔＼嬰rli)Ji!）丸笠{Iii{§Eは1い杏） ［1t 寸．会，．りft 2ni 遺情・遺物なし 年11!16

l0・3・ 1 碑 (!).I梵・1t/)I~境笈faItは楊外trよはじli ;I.会，』社 2nl 遭情・遺物なし q：社t16

10・3・2 0956 （本社中）ポイラー4{’変'，E，よ9伯改修その他J9.1t 立会，謁牡 2nl 遣情・遺物なし 年恨16

10・3・3 0957 （大江北）,≫!';:'部射外通路凩根取よ1?It il会，謁1t 3n1 遺情・辺物なし 年恨16

10・3・4 0958 ('..I，＼癸東）教介＇料部~,11.行矧J.:C:I笈';::Iえ小学部遊具よi1i l— •It t．会，』ft 2Iti 迅情 ・逍物なし 年tt16

10・3・ Iヽ 0959 ('..1，＼戻北）教ff'r祁本館B棟卍水'i'i・ 連＆’，送水ifl.,＂ {［会，』1¢ 2 m 迅情 ・遺物なし 年恨16

10 3-5 0960 （本荘北） 1尺＇戸祁9t,1ら場l[（よエ’li 、・（会,.111¢ 17ni 遺情頂I.I全Ill.、,1再姿更により1呆 年骰16
／r： ・迅物なし

10 3-8 0961 ＇！！lだIII)｛日ふ{til(2lkょr.’Jt ;l会』ft 0ぶlm 迅情 ・迅物なし 年報16

IO 3 8 0962 （：胆g，Ii¥火＇i：院1・1然｛｝学研究什実験棟地I糾l'li'/r.1．仔：＇）渇食名{ ,'J.会呂ft O.i,n 逍構・追物なし 年恨16
改修地ら（よ{Ii「.1t

10・3・ IO 096.3 （点町） if仕が19学校校令1lill!llli水;・,改修1―’JI :/＿会渇1t 0.6m 弥生 ピット ii<い介み 年t1!16
弥’l,．的代炎棺11,Mi

10・3・ I I 媒 I (/!¥製北）9トff釦改修紺ら（品f(iI.')'(¥tilt撒）：） ，1．会ぶfi. 12IIf il'll昂遺物なし 年it16

10・3・ l I 0965 (;!.¥焚北）文法‘わ囁；本虹！駐輪J~撤la:’lt ；L会ぶft 0.18111 遺構・遺物なし 年1!!16

10 3 12 0966 (．1.i嬰北 保健・ヒンクー,iり松外泊火栓取{:;1:’Il 立会占社 （お111 遺構・遺物なし 年報16

IO 3 15 0967 （忠梵iii) •JI務L.i火吝JII駐）J!場取没 r.’lt 立会況1t 2ふlni 遺19 遺物なし 年Hi16

10・3 16 0968 (！）．＼唸北＼共JII！屯．9.I＼•，，， 6掲水よ頃撤よ他給A;;2旧改修 I.tIt /f．会』月1t 3.76111 遺llt．遺物なし 年11116

10・3 19 0969 （黒~ ,!(） ・ノフトテニスコー ト船水 Ì．’Iヽ fL会，，4介 0.24 11i 遺1青遺物なし Iヽ.tii 1 6 

10・3 23 0970 (）［町）佑属919学校教fi'芦祁I•'1窓会ヽじ魂碑案11·11、?Ituxrt 1:'）i 立会，謁代 0.12nl 辺！青・迅物なし 年骰16

10・3 23 0971 (.'.I.¥'，，．It) 必．，呂‘・バ祁，ti鋲れボは霞］：‘It :L会，謁1t l.8 ni 直情 ・遺物なし q: t1i 1 6 

10・3 26 0972 （本荘Wi）保他り’'itl；棟船水配管」？lt 立会，謁1f. 8.inl 遺！B.心物なし q •. IIi 1 6 

10・3・26 0973 （火iT.北）必学邪将滋館岨外給水配ti;1.’It ・,y．会凸介 0.3・1nl 遺情 ．il'I物なし 年Hil(；

2010年度

1 0 • ・I • 6 1001 （本荘9Plガスメータ付近ガス埋改行漏洩，渇1t ;L会，uft 3.9nJ 遺構 ・逍物なし 年恨17

10・6・25 1002 (,'.1，1だ北 文法学祁本館耐；；rプレースよ沢他 L'l> ，l.会渇ft ねni 逍構 ・迅物なし 年恨17 
91 0.18ni 

10・6 30 1003 9 ,＂~11/) 生物’r.,Q.iRIRiそ響鮒折窄 1l板よin I, •It “．会』ff 0.18111 追1髯．姐物なし 年報17

10・8 4 IOO1 (．’印g.It)べi惰J｛｛シャワー屯改修 r.,＂ ［`会埠1t 1 1.01 111― 遺構 ・選物なし 年報17

17 



3. これまでの調査と本；’卜収録の辿跡

10・8・9 1005 (）；（町）附属小学校給排水仕燐工事 立会関介 17ば 遺情 ・遺物なし 年報17

10・8・ 10 1006 （屈髪北）文法学部本館皿期改修外携工事 立会謂査 1,21168nl 古代 ピット ・住居址 ・竃粘土 本欝

9・3 発掘謂査 土師器 ・須恵器

9・6-10 
11 3-4 

10 8・10 1007 (！1＼だ北）教ff'}祁本館 ・文法学部本館lulり1改9t1覆1＆ぷ佃 I: y．会丑1i: 482ni 遺構 ・遺物なし 年報17
9・3 1t 

10・8・11 1008 （島咬北） ，名圧配雀線` 、泊改'm:’II f．会湖介 13rri 逍情遺物なし 年報17

10・9・1 1009 (!).¥吃北）教介＇｛：邪本飢 ・文法学部本館llll月改修紅気故佃 I：立会.,1/jft. 16ボ，り代 ピット 遺物なし 年報17
9・3 ,It 発掲霜企

10・9・15 1010 （坂屯l[(j属幼椛団運動場ガス漏It修理 v．会場允 2m 遺t青・遺物なし 年報17

10 9 24 1011 (！II嬰lIi)理＇や部 I-2 l}t,1中庭帷祓 v．会具ft 2.3m 遺渭・遺物なし 年報17

10・ 10·•1-10·5 1012 い！，1嬰北）教ff学部本館 ・文法学邪本館lll期改修機快故fiエ ｛L会潟允 67.7,ti 遺情なし 年tf!17
10・7 市（追Im) 土鯰器）ヤ

l 0 • l 0 • 4 ~ l 0 • 5 1013 (！，I，¥,"?」じ）教f学部本館周辺移植:ク.T.1I ク会，謁ft 82n! 遺情・遺物なし 年骰Ii
10・7 

10 II JO 1014 (！）、＼Q.It)教介学邸本館耐震咽奴硲等工1t ：1．会，潤査 91.63m 遺情・遺物なし 年骰17
11・11 

10・10・26 l015 (!.I＼嬰．It)教介学部本餡ml!II改修外19工'It 立会渇fi. 2,IOI.011" 遺惰 ・遺物なし 年骰17
11・2・1 
2, IO 
2・ 15 
2 22 
2 25 
3・2 
3・3 

IO・l0・7 1016 (.9じ伐北）教ff学部浄化用さ撤去エ1t 、t会潟ft 偲46,rl 遺惰 ・遺物なし 年報17
10 12・6 1017 （本北liI)テニスコート笠{a[IIt 屯会潟1¢ 025,rl 遣渭・遺物なし 年報17
10・ 12 20 1018 (/.I、\~北）五店記念館樹木移消 l?li ：f.会，月f¢ Iヽn1 遺情なし 年骰17

須恵器•土鯰ど片

10・ 12・20 1019 （焦忙北） ／i店、と念館便所新t口？lt t．会』企 5Irl 遺情・遺物なし 年報17
10・ 12・',i 1020 （本荘1行）テニスコート笠（日工'JI（追加） {［会,.llft 0.5,rl 逍構 ・遺物なし 年鉗Ii

11・1・17 1021 (!.1．＼嬰北）五応必念館便祈新営磁ク（奴憐工りt v．会占1t 2,rl 逍1鼻遺物なし 年報17
11 ・ I 17 1022 （開戻北） TL岱迅念館便所新岱機械孜儒J...1t J．会』企 20.2,rl 遺構 ・遺物なし 年報17
II I・17 1023 ('.).\~rli) 1!111:1i改9}J:1t 立会潟究 6.95,rl 遺構遺物なし 年報17
11 ・2・ I 1024 （本北北）カープミラー取ぷElI ，r．会潟fi. 025nl 遺構 ・遺物なし 年糾Ii
11 ·2·2•1 1025 （本荘199)1知学部甚岱研究棟とりこわし丈m陀符1日工’JI ．`f．会』牡 175.5，rl 遺t/II→遺物なし 年報17
2・25 

11・3・2 1026 (/.I，＼戻北）教ff牛部本館北隅排水設協作Fln:）It b'{．会，月．ft I0.3州 迅構 ・逍物なし 年報17
II 3 9 l四 (!'1，1央北）．ltJ應l~l"I貧j所太閤光発紺ほ{II設fu:‘lt ;［会』査 9.6,rl 逍情 ・迅物なし 年報17
II 3・ 10 1028 （忠だ北）教ff学部本館J]涌i入rlii0泊火行修理 、［会凸~忙 2.7ni 迅1肖．迅物なし 年lfll7
II 3 16 1029 （本社北）学生部tiとりこわしT邪 ＼．f.会潤介 3nl 逍溝．逍物なし 年似17
11 ・3・22 0.75出
1 1, 3, 1 7 1030 (,'.II戻1t1) 内境笠｛日（駐輪Jり'.·~) I'll 立会』ft IIrl 遺構遺物なし 年1!117
II 3 23 1001 ([!・＼で北）教ff学部本館西憫 ・文法学部本飢北側排水よ偏改 立会具ft,~:r• 9Jf 

205.7,rl 逍構・遺物なし 年報17

2011年度

11-4-18 1101 (．,n嬰li/),1[II代、わ水・；1込行改修t’’i
4・ 19 

＇［会潟企 12n1 遺構遺物なし 年報18

11・5・30 I 102 （本北中）灰学部店it研究棟A棟とりこわしよ類虻行(fL・’Jt 、.（会Jl1f. 62,rl 遺構 ．遺物なし 年報18
(8.2nl) 

11 ・6・ li 1103 (/.I.＼尖IIi)倒木抜恨酪念．ー1?lt ~l会，謁ft 6.6,r! 逍構 ・迅物なし 年骰18
11--1・6 110-1 (49iEJt)臨床l哭学教ffli}f究七ンター (9反称）梵燐’It業 ~l会凸．ft 試掲31.2,rl 古代 ・ 近代 [El、•濯： ・ g墟・ビット 本骰；片仄
6・21-9・22 梵iu潤ft 梵樹ぶ3.9,rl 土却益 ・須忠益 ・人，，-t.銭It・ii~ 

ilii―(•・吏tfi

ll ・6・22 1105 （黒梵Iり） J’19蔵文化l"凸先衣排水行取，没J、:’JI '!．会、.¥11i: 3.5ni 遺構 ・逍物なし 年報18
11 ·6·2•1 1106 （本il中）医学部屈悦研究棟 (A棟）とりこわし工JIt 、t会，渇11:'1.556.().1111 古 J!1．古溝・ビット 本tflttIX
IO・ li-l0・ 19 兌掲』査 代・近世 上閾路）ヤ ・須恵は
11・1 
11 ・4 
II IO 
11・2I 
11-2,1-11•お

11 ・28 
12・9 
12• 1 2~ 1 2 • IヽI
II ・i・5 1107 （灰利），h庭揺削工’li “．会占た 8.9対 遺構，遺物なし 年報18
11 ・7・1 I 1108 W.I髪北）粋も11-1,rn1格，ぷ改9年I?)i ：1．会A1i. 71.3rrl ill揖遺物なし 年報18

(3,rl) 

11・7・11 1109 (/!1嬰北） ri:i1r-r.扇l11 箱，＆改1坪慣械.~Iiエ‘It ,1．会具先
8・1 

50.7,rl 遺情遺物なし 年報18

8 5 

11 ・7 26 1110 (ll.＼Q.It) ］ilr必念館1柑樹木シロアリ被抒文柱努急取｛：え［ り．会潟1i.
’It 

均面 遺構 ・遅物なし 年報IS

11・8・18 1111 (1.I.旧尼IH他） fl然朴学研究icf研究棟 ・珂学部研究棟Ii;9通路陥 り会潟社 0.46,rl 遺構 ・遺物なし 年報18
没亨ltlit§ 図t 152rr! 

11 ・9・21 1112 （仄刹） 9g怜環／位整fi（が6射棟等文隕配線配Bむえ） ．． “む胃ft、’ 500面 1i ln ,I・；竪穴m0:・Jt1:・i貴状遺構・ビット 本報；与IX
9・22 ！覆伐設{ar.'lI 発掘,.Illft 代 ・近世 上証店 ・須恵お
9・26-9・29 
10・4 
IO・ I I 
!0・26-10・28 
!0・31 

18 



［ 構I}、J逍跡と，凋査の概要

11 ・9・21 lll3 （医病） l£幹 ・1¥1境笠fl,(；；；6刹1屯亨よ閃配線 ・配if{：・え） t会潟f¢ %1幻1rl 1112，臼 fi地点と l••l様 本般；’clX
r.’It 梵掘潟ft

11・10・11-IO・13 1114 （医病）碁幹 ・閑境笠伯 ¥116約1屯＄え＇閃配線 ・配行｛｝え） ・t会凶ft 1841!1』d ,1i代 ・近Illttl,•,hf. 1 ・ j/lj．ピット 本廊';•IX
I0・ 17 恨快設(tiJ:'JIその2 1雑掘,Illft 遺物なし

I0・ 18 
11・1 
ll・ll 

11 ・9・20 1115 （黒梵：It)ラグピーII.）l＆給水竹補ogr]）t ；［会週ft

・［会凸ft
兌掘』t
，`1．会』牡

11・10・24-IO・'li 1116 !:.I.I~北）文法学部ぷ北棟便J計附央等改修じ）t

II・10・2・1-!0・25 1117 （本北I•) I'.>£'；勾 ，1.:わしに作うりガ代を1"
12・ 12 
12・1 27 

II・II・15 1118 （大江）屯柱文線徴去及び女住新，＆ ・`f．会』J+¢

；［会凸ft11・11・2'1 1119 （保術）・店竹 ・哀填笠伯 (Ill中央，．紐噴吝と 11.:わしに伴う
12・H 文閲樹木移植等） J.：’9t 
12・1・17-1・18 

II ・ 1 1·24- 11•お 1120 （医病） J£幹 ・棗境笠協（筍61/i棟．Iじ開・I1射部と i1.:』）し）
1:1I 

，．f.会』丘

11 ・ 11 ·28-12•6-.I 

11 ・12・5 

11 ・ 12・5 
12・2・3 

11 ・ 12・9 

II・12・19
12・20 

II・12・19

12・ I・ 12 

12・ I・ 16 

12・1・17-1・18 
I ・20 
2・3 
2・6-7 
2・ 16~2・ Ii 
2・20-2・2I 
2・27 

1121 Cl．＂を南）甚幹 ・ 1;111!~償 (M．外徘＊よ｛日方） 1？It ;［会凸社

兌柑』fr

I 122 I医病）甚幹 ・環境笈f日（血液照り・t;fJll'屯とりこわし） I？lt t気渇ft

1123 収紺）苓幹 ・環境整f符 (II追よ閃樹屈位1.a) 1?lt ,'f．会，．り企

1121 （黒嬰北）北地区兵党k｛外給水配行 r.’lt :［会，刈査

11お （大江It)北1'1k¥1辺環填整iii(M栽 ・外tr)1:’It {f.：：t,9りft
兌湿，J:J1i.

1126 （大iLlt)北l"I周辺哀洟整ffil（近路等） I：＂It ヤ．会，．り1i.

1127 < IX病）芯燐行埋棟ポイラー咲ドレンt;ff也改,~,:,1, ,1．会＂!11i.

"28 (.,!•1嬰北） 北地区ft伐 ・ 1別飽七ンター西闘ガス卍if9引罪 立会凸査

1129 （医病）甚幹 •閲境整袖 ( Ill中央，＄根棟とりこわし） J？It 、.!.i?9,¥'j1¢
兌掘湖1c

2.3川 遺構 ・追物なL

20出 古 代 登9尺仕／，•;址？ ・ ヒ・1 ト
I’ift 1 •-t面広； ． i/i！ぶ公；

49l.7nJ 逍1鼻なし

0.42,rl 

、107,rl

728ni 

J -．師硲I¥

逍構 ・遺物なし

il'l構 ．il'l物なし

迅情 ・迅物なし

年報18

本針li,;•IX

年骰18

年報18

年報18

年依18

7748.6m 縄文 ・弥生仕1，り址？ ・上9)t.i鼻・溝ik退惰・ 本雑告LX
中期 ・古 ビ・ノト ．1：坑状迅惰・畑址（畝＼
代 ・91J IIt売棺 ・縄文j・沿）¥・ ・J:．師お）¥・ ・須

期 ・ 近現代必岱片 • l'li'I!・ !•I"‘'{jチ 1 -/ • !！＼ 
期 砧Hi片・閉塊6は (EHi9) 

165.5ni 遺情 ．i1'1物なし 年骰IS

21.6ni 遺情・遺物なし 年報IS

l.54ni 遺情 ・遺物なし 年HilS

S.3ini,'i ft i髯 4;斜i告IX
l・緬溢片・Al<i・JO:・

4.iini 迅t屑．迅物なし 年骰18

8.ln/ 遠構なし 年11ilS
上臨路）t

5.22,rl 逍t,．逍物なし ・年報18

716.0ni,•,in ·，り代溝 ． I·..t;'（ ・ ピ •I 卜 本報告IX

,'ift I:師器 ・ 須•，L(？:; ． ii製品

II・12・9 1130 （本社111)医学部基に研究H!（B • D棟）とりこわし 1―9•It 、•I. 会.111i. l.169.61l'1 中世以降 溝． t．jii・ピット 本If!;wx
12・ 13~ 12・ 14 兌掘み代 七師器片 ・動物fì
12・1 ·2•1 
1 ・26-I ・27 
2・8.15 

12・ I ・25 1131 (r,（町団地）閃境翌t日（法10i保長） l'・’lt 1．会潟査 •l.31l'1 illll! ・遺物なし 年骰18

12・1・31 1132 （保病）碁幹 ・内境笠i9（渡り"JFCとりこわし） 1？lt 9．会.,:i;; 14.6ポ 遺情・遺物なL 年骰18
2・1 
2・6 

12・2・8 1133 （本i£中）医学部l□ポイラー3糾it引讚械よ伯1?lt ；f．会，．~1i. 465ポ

12・2・ 16-2・ 17 113'1 <:.I.i嬰南）用学部岡JI}咬備その他」:'JI（その I) i会Jl1i. i4int 
2・21 

12・2・ 16 1135 （黙焚lIj)理学部謂Jり笠伯その他1―・’It（そのn •"l今凶企 lni 
(1248nll 

12・2・16 1136 (!.t＼吃南）預学部隕JI,¥整怖その他1?li（その3) •'.11．叫り 1i. 60.8ボ

2・20-2・21 

12・2・20 I 137 C.tl',.l市）理学部3i；・館スロープ取よ 1:1i .L会，．叫1i. I 15.60rrl 

12・2・27 I 138 （宇留む建物名此l;.{t似は償 t会濁1f. 0A9ni 

12・2・27 1139 (!,I.\梵北他）胞設名祢サインよ訳1:•Jl ,;／ー会，刈1i. 0.63ポ

12・2・28 I 140 0;｛町）閑境如日（法面整ilil?｝） 1?lヽ .. 1．会，沿1i. l.Snl 

12・2・28 1141 （点町）環境笠憧（卜出側囲閃）工'It 屯会瀾査 2.0nl 

12・3・7 1142 （大江） ，JilムUIIれ物［~I松外掲ぷ板設霞T_’lt :L会湛1t l.6rrl 

12・3・12 1143 （ぶ荘中）ガス供船き品取I', 立会，．りft 248rrl 

12・3・14 IJ.14 （本荘中1エイズ学研究七ンター．生命沢源研究 ・よ使七ン ：L会，．u1i. 7.5面
クー．動窃行1原開発研究施よ新館
実験排水槽配行盛り ：｝えt・.lt

遺1,．遺物なし 年報18

9II,i址も しくは溝と思われる遺Ill 年報18
プラン

遺物なし

直構 ・遺物なし

ft1,｛址か溝？
1：閾器片 ・須氾器片

遺111．遺物なし

遺情 ・遺物なし

遺構 ・遺物なし

遺情 ・遺物なし

遺情・遺物なし

遺情・還物なし

遺情 ・遺物なし

遺構 ・逍物なし

年報18

年報18

年紐18

年報IS

年紐18

年報18

年Hi18

年糾18

年報18

年骰18

12・3・26-3・27 1145 I医科）店幹 ・環境整fli(',16甜棟と i)：：わし） 1？li '［会逍1; 427.30m 、';ft.,,,世溝 ・1:lit・ビI 卜 水糾告IX

4・2 
4 ·•1 
8・21-8・23 

2012年度

12 ・ •1 ·IO 

12・6・13 

12・6・ 14.15 
6・18
7・9. 10 
I0・ 15. IG 

12・6・20.29 
7・3.26 
7・31 
8・6.17 

発柑にU代 以に 上紬器片 ・瓶のIi( 「• . iii恵溢／ヤ

1201 (：J,1尼lり））It務局lti憫寄附樹木偵桟I?ft ,.f.会、J:11.i: 0.9ni 

1202 (J;！町）附属小学校給紅七ンター耐筏 ー．次ぶ計ぷ／c業務 、1．会，渇fr i.lni 

1203 （本荘北）本社北地14駐！ILJ切titl?It(1!i,9文） ，r.会，.life 159.ini 

I邸 (A9壮北）出木移梢：Fr.‘)［ 、［会，り社 1360ni 

逍惰 ・迅物なし

逍構 ・沼物なし

磁芯

磁岱

年報19

年報19

年報19

年恨19

19 



3. これまでの場1tと本将収録の辿跡

12 6 19-7・19 I碑 (4こ4［中） 1父学部店税研究棟 (Bl彙東開）とりこわし1?it ：l.会凸北，／ 756111 ,lift i!i:IIt i/1/ ピット． j；認岱・社i忠器・はjHt;5』5x
梵柑はU¢ 磁岱 ・獣竹

12 6公 1206 (!.1-¥,.1．It) ］iぷ，．と念館IIi開H外給水管袖修他「．‘1, ~L会』北 1.8,rl 遺情 ・遺物なし 年報19

12 6・29 120i （）ん荘北）水銀指定｝El仇超過［心Al:壌掘削除よに伴う立会潟立会潟査 ／ 1()()，rl 古代 ・近代堅穴住l,'l址 ．It.i鼻 （保存） 年報19
7・3-5 介 • 発拙昂忙 発掘潟充 ピット 2・ 土鯰器・須忠岱

12 7 9. IO 1208 (本ii：北）、・1.l糾庄101,)え隙配線Iトr.’9t 立会潟在 73.7可 遺情 ・遺物なし 年骰19

12・i-6.9 1209 （ぷ4E中）医’沼部基岱研究棟B棟漏水処閥に伴う i会渇佐 i会凸社 9.7面 遺情遺物なし 年骰19
i・13 

12・7・ 17 1210 （京町）柑属小学校給水木行補itr..,t 立会潤を 3.3,11 遺情・遺物なし 年報19

12•7•23.24 1211 (J;（町）教rr'沢部MIば19学校西側7.Lンス改修工3lt 立会潟1t 32,11 俎構 ，遺物なし 年報19

12・i 31 1212 （灰紺）内枯棟西憫辺路ti1没復IIIT.＇Jt .y．会渇企 6.9rrl 遺情遺物なし 年骰19

12 8 17.20 1213 （木北北））ん社北地1く駐lI屯場1既よ配",l:9lt ，'/．会凸企 468m 遺構遺物なし 年杓19

12・8・ 16.li 121,1 （木荘北｝ v．9本駐）ド鳩新名•その他 l:•It ;L会潟査 2M.3，n 磁辟 t師悶 年恨19
8・20 
9・5 

12・8・21 1215 （城東）教｛f.. や祁~/14幼稚l~lh!外J’t，よガス配行改itr.’II i会A丘 お面 遺111・ 遺物なし 年報19

12・8・28 1216 ，点町）111駈小学校t約ff館系税排水行改修J.1t i会ゑ査 瑯．In 遺情 ・遺物なし 年鉗19

12・8・30 1217 (I)注ij)駐'1(Iし芍はU控衣改修1護1屯，，刃帽工')t 立会調査 4.lnl 遺情・遭物なL 年紐19
12・9・3 4 121s rn.＼梵北）i)j災i1頂システムJr伍た I.')¥ 立会苫査 1()()3d ピット• J:器・困磁器 年報19
12・9 12 13 1219 (k.;r.J射外給水，ii：tぃl'I' 立会．日査 39、9111 遺情． ill物なし 年紐19
12・9 14 1泣0 (,'.1、＼梵北）プール憤械さ冠水対泊 I・・'）し 立会凸査 l.2ni 遺情 ・遺物なし 年骰19
12・9・19 1221 (J;（町）プロック場改修1?lt ヤ．会共企 171 ni 迅情 ・遺物なし 年恨19
12・9 20.21 1222 灰病） 外米，mutu新背1｀!~.?:ほ←['lt f1会，月1i: 40n1 遺t月9 年恨19

12・9・26-28 1223 l49iが19)191際先濡灰学碩究拠点施は新営S.')I ,r,会,.1111f. 1059ni古代 近tit溝 ・緊穴住屈址 ．撥立tt建物/ti:・ 骰；り、lfX
10・1- 梵湿潤査 ·I：坑 ・ ビット ・ 石製品• K師笞 ．

須恵岱 ・切磁器・上閲品 鉄製

品・獣41”

12 I0・ 15 122-1 (．9.1．I',.lti）用学部iは衣AとりこわLI:＇Iヽ 立会，．渇1t 14.6ni 迅構・遺物なし 年l!H9
10・23.2-1 

12・11・9 1225 （l天紺） 1!i射棟西剛地盤改I•↓ 1:,11 く1会潟1t 3L6出 近構 ・逍物なし 年紐19

12・11 13 1226 （本北北）外米，冷1kl東新貨1彫心刃a-［＇It ；f．会』丘 2.2nl 逍構？ 年骰19
兌舟，謁ft

l2・ I I ・19.20 12"li （ノ←北北） 、‘li糾駐ll(J↓}新営その他1?It（追加） 立会，Jil仕 切．6,rl 遺1/II．遣物なし 年報19
11.21 

12・11・26.27 1228 (,'),¥梵fi）門学部川島(¥"IIげ釈：tl?li ＇［会』 1i. 勿．6,rl ，り代 溝スは(E9廿址？ 年報19
12 20 

12・ 12・ !0 1229 (：lI吃．It) 教fl学部49館植I~梢I卜 1: ＇9t 立会潟在 2.5,rl 遺構追物なし 年汁！19

12・ 12・18.19 1230 （！1¥唸．It)教fl'松部北闘撞9和改修I:’9[ :f．会潟1¢ 52Ii,1i 代 ピット 1；師悩 ・iii忠辟 年報19

13・ l ・28.29 1公ll (Kir.)』玲＇f：部／＼棟1H餅池糸航H外給水行改9§ I.’It ;L会凸虻 ぬ ,rl 遺構 ，俎物なし 年恨19

13 I 30 1232 (J-.i[).kil．地I,(RI施よ松外給水1flr{{¥・T'II 立会潟ft 12111 遣構 ，i1't物なし 年恨19

13・2・7,8 1233 （本荘9P)IX学部IrIポイラー＇-i；耗突1位1:r:・11 立会裏忙 93面古代 ビット K師苔 年報19
2 12, 13 発掘潟ft

13・2 21 22 1ね1 （本荘北）IX’'f，.ttlt輪沿取はー[1t 立会呂充 ， 2'1.1,rl 占代 ・近世上Ji(、..I:t02,9 須ぷ器磁諮 年恨19
発掘凸充 以降

13・2 21 1235 (1区刹）1111勺ガス行酪．g,・袖修I:11 •l．会』介： 11,Ti 遺構遺物なし 年報19

13・2・27 1お6 (!.r，嬰北）教ff'沿部吹罰所設rtt‘lt v．会凸企 0.6,'rl 遺構 ・逍物なし 年報19

13・2 27 123i (．＇，I,＼焚9ti)旺学祁3\;•館1ij躙）渇験1/f.~物in場 r..,1 立会均≪: 9.0rr/ 遺情遺物なし 年報19

13 2 28 1238 (,'!，＼交9ti)1E気1・11}J）間(I91{f斤営 l;’JI ヤ．会鼻介t I l.2nt 遺情遺物なし 年骰19

13 3 5 1239 (I応刹）情I人1ガス符緊'.2.14il紅，＂ “．会凸i &Oni 遺構 ・遺物なし 年骰19

13・3・6 1241) （！n柁Iki)］．．学祁駐輪場7:1t ；L会潟ft• 2.7ボ 遺情遺物なし 年報19
1 3 • 3 • 7 12-11 （点町）教fi学部附属,Jヽ'?校校令J¥.B棟空気，`引Illはirllf“: り．会出．ft 27.2rr/ 遺情遺物なし 年報19

•I’Ii 
13 3 11.l•I 1242 （本it919)動物fif碩研究1111兌研究権よ本館i((illl地下タンクlit .if．会渇ft 29.8rr/ 遺！II・遺物なし 年紐19

1,1こ if• う：f．会具介

13 :1 21．ぉ 1243 （本iilIi)保紐学l・}E棟，1（開地919児よ物撤よI:19i ，1．会潟f¢ 公ni 遺情・遺物なし 年Hi19

13・3・26 12•11 （水北北）8＆閾iii令IFir院内保ffRI改I}慣検立f何工’It :L会潟i 1.8バ 遺情・遺物なし 年報19

2013年度

13 5 21 -7-27 1301 （焦嬰北）附属Id9年館中央飢樹木伐採r.1i ：f．会洞ft 298.00ボ 遺情 ・遺物なし 年刊ao
13・5・21-i・IO 130'2 (.`1，＼そ北）附属図、，｝館999央館改If費1も没{Iil:’9t ,＿会Aft 源5.00ni,,, ft tE9ん，往穴，上師答 ，9［i忍器 年殴む0

発揺戯ft

13・5・21 -6・ 12 1303 , :，I＼梵北）附属図，1｝館巾央館改修屯ら（設情工）It り．会占丘 97.00nl 遺情．in物なし 年骰20

13 5 25.31 1301 し'I＼そ北） 五窃，心念館Ii~泊水補95Tク’It ；9．会具北 0.451ll 遺構遺物なし 年汁む0
13 6・17 21 25 1305 (9.I琵Iij)19In渭i新技術碩究拠．9.≫!.柑よ析営にff.うよ閃樹木移 ；l会』ft IZ'i.60rrl 遺携 ・遺物なし 弁朴il20

植咋 I?Jヽ

13・6・ 18-7・ 12 1306 CI."と北）附属rォ盲'}節巾央煎外tit「・’It 、.“5月佐，』 1368.00ni 占代 沿 年！il20
発掘潟ft

13 7 19 1307 ( !•I.I嬰9り） ＇It務屈本俯西開ll!li鼻補15r.，It ；1．会調ft 4.!0ni 遺構 ，遺物なし 年1fi20

13・i・!9 1308 (kil：北）・恥学部h)［1とりこわし r.）Ii 屯会潟ft ,17.0Jm 遺揖遺物なし 年11!20

13・8・8-IO・i 1309 (:.1，＼r,Ii) 1`隣¥活技術研究舟点施は新貨その他］：・11 If..会ぶ在 632.00ITI 近現代 を現代遺物 年l!l20
発掘.J111i:.

13・8・6~ l5・3-20 1310 (!.1，＼べIり） ライ ー／ライン 11i1I,• （船水よ償等）．．I？It ,t会3充 5275.(i()n{ 近世 ・ 占住店・ it穴 • i/IIFOL磁芯 • K問 ffflt20
代・縄文 器 ，1／i．也吝 ・欽器 ，縄文l：岱 ，“

岱

13・9・2-I-IO・ I 1311 (．’l"と1ii)1•lii;，革紆技術研究拠．t!.施設析1:tに ff. う上・閃配行fF .7．会綱1i. 101.00nl 遺構 ，遺物なし 年報20
I ・ •’l i 

13・!0・11 1312 C.I.＼梵北）lll命↑t船水，，・(油水補IB1'•’ll ＂．会潟 ft 0.8l5ITI 逍構遺物なし 年打！20

13・9・13 1313 （忠梵北）テニスコート改修I?It i会漏ft 6.48n1 逍構 ・逍物なし 年報20

13・9・2 1314 （！．I.\嬰北） 月1命党改修 l;•Ji り．会潟1¢ 41.45rrl 逍措 ・追物なし 年様20

13・9・12- 1315 ( !.I！嬰北 ・ ．9·'.＼~Iii) 都,Ii，巾鍼'Jt烹 919i，1；及び東部処坪1~1り水 ；f．会潟ft 5.60,ti 近lit 近代囚磁硲 年報20
14 ・3・ 14 吐貯f，'1'"'(C-3.E-4)格辿L'Ji

20 



1 構内辿跡と調究の概要

13, 10,28 1316 (l'>il,りl91I央，，切姐屯’1(1111汚水桝必取，とl?lt ；1．会J:Ift 0珀Il1 迅溝 ，造物なし 年報20

13・11・1-12・18 1317 (l;iE中））＆怜整位1(11衣発屯，よIiii)1?lt （地下クンク） ，ヽ1．会説ft,• 
発掘凸介．

100.IOni 古 代 住Ji:-，i昇 ，it．穴． I；師岱-%t忠硲 年報20

13・11 1~12・18 1318 (,j,,/［中）店怜咬i；； （＂・i：兌俎よIm)l.‘lt （兌・,tcL1設f誓） 、.1．会占ft 2.16.40,n ,'; ft 仕居・溝 仕穴 I：師岱・須忠益 II;•ltl20 
梵掘ぶ化

13・11 1-12 18 1319 （本ilり19)},'幹笞旧 （l．1凍代紺よ｛,llT'll (J梢設配行） 、.l会，月1i. 1,'5．90In ,'i ft 住居 、i/1/.・I」公． 1：師店須忠器 、l'ltl20
発拙，月忙

13・11 ・20 1320 （医刹）巧境笠償 （東1119Eli(1がや） 1？lt （舗梵 構造物関係） 、Y．会μq1t 3、3(J9,80ni 遺情 ・遺物なし 年恨20

13・ 11・15- 1321 （［内HI環祝整｛日 （東開且I(Jが守）［1i （人礼・拝iA(関係） i’I．会，謁ff. 9油．50ni,9i ft 住屈 ・ 溝 ． tt穴 • KJA; 年報20
14 12・9 梵湿，団ft

13・ ll・15- 1322 ＇灰射 閑境笠は （屯憫駐ll(Jり等）1？II （樹木関係I tI.会，．u,•¢ 7300n{ 遺渭 ・遺物なし 年報加

1-1・ 12・2 

13・ II ・23 1323 1医病）i乍叉双改I§Ì！ふ21位J.4・'It 、［会，渇ft 3i5nl 逍1肖・遺物なし 年報20

13・ I I・ 19 132・1 1医紺）よは行用使9!：イラー設伯等工’ド（配itじII) J．会遇忙 1770m 迅情 ・遠物なし 年骰20

13 11-20-1113 13お （医刹11糾幹うtj;1iじら（.:!!Iii)T.1i ク．f石月ft 468,1On{ 、9, ft !1穴．1：tm; 年甘t20
兌掘逍ft

13・ I I ・21-22 1326 （医刹）Irl'，じ、，紀欠換§改悧Ri屯ぷfi]？lt ＇［会JIIft 1398ni 追構遺物なし 年殺20

13 11・21-22 13切 （医病）1「l',11,;f;父快{;改t§T.‘ll ，．9.会渇ft 36.40,i 遺1鼻遺物なし 年報20

13 11 ・25~26 1328 （阪病).(1，，憂師rti令凩外ガス配符改Itl?It ；f．会』1t .101ionf 遺情 ，遅物なし 年l!l20

13・ II ・29 1329 （本北北）駐叫りゲー トイ ンターホン移設 r.’li ;“石月1t 22.OOnf 俎揖遺物なし 年報20

13・11・28- 1330 （城東町）教fr学部侑属幼1位1心1行理棟等改t§その他工')t •J．会凸 ft 碑 49n1 遺1骨遺物なし 年報20
14・2・i 

13 12・9- 1331 （木it中11引梨先沿11;学研究拠点折’屈tt気よfaT.’lI ：（会凸f¢ 83,,1,rl il'!I鼻．il'l物なし 年恨20
1,1, I・ 14 

13 12・9 13.32 494t:I9) ［99際先端9埓学研究拠点惰咄'，C気よ燐l?lt ;I.会，屑氏 i5.26,r/ 遺情・遺物なし 年報20
14・2・25 

IH 17-2・12 1333 （俣刹；設は管珂棟ポイラーよ置等['JI(if(i由地下クンク出す会；．叫介 101.56111 i'; ft ft9t 上的器 ii迅9答 年報20
餅 ．汚染I：填保よ） だ掲湛1

1 •I ・ I・21 133-! （忠だ北 ・ り．1•~11-/ 欠通安全施よ更計1?lt :“ゎ卯t 1．公r" 近現代 困磁器 年1!!20

M・I・31 I邸 （）＜i［北lPIIS更改I:．Jl ：f．会占た 0.&1rr1 遺情・遺物なし 年報20

14 2 5 1336 (b如k)教ff'；弩＄附駈幼樅悧39珂棟守改9§その他 I:119(I剛屯 i会逍社 529.IOn( 遺情 ・遺物なし 年報公）

設t01.’It) 

11・2 10 1337 （仄病）外来ふ根棟新1:tt1代設はー1.1t ‘・1.会出外 10.G2nl 遺t青・遺物なし 年1f松0

14 2 17 1338 （黒だ北）全学教介棟 (C棟）スnープ取ばI'I' J．会，悶介 5768l" 遺情・遺物なし 年11120

M•2, 17~26 1339 (！).I"J北 111) kl外サイン，ati1―’lt ff．会，』允 196.00ni 遺t，'，・道物なし 年報20

M・2 28 1310 (ngut) ：!.＼梵北!?Mc,¥(Ill外「l)、tii令）改修 I:’li 、．i，会，謁1t 汲1,30n1 遺情・遺物なし 年廿し20

14 2 21 13<11 （ぶ町）教fI'沿部MI駈小学校l"lb1I改修r.］It v．会，．り化 加，OOnl 遺t青・遺物なし 年"120

1'I 2 25 1342 （出•町） 教 ff’紐I；附属小学佼ii; ff餡改1多その他工‘Jt 、'L会，,111f. •18,70ni 遺t,1-il'I物なし 年恨20
3 13~17 

M・3 12-2.; 1343 (）~:町） 教f学部附祇小学校ikff館改修その他＿［‘It （恨伐は t会、閲1t 霙 ()()n, 遺惰・遺物なし 1f.ll120 
情I.1t) 

1-1・2・24 1344 1)打町）数（f学部附属小学校iド(ffr.ii改作その他I?lt t，会，．り牡 i02.90ni 遺惰・遺物なし 年報20
3・10-13 

H ・2・23-3・ 12 13-15 （）ん荘91,ll!!)）.52然Ill（粘水よ｛甘祁I「li 本荘中地1く分） 、.1会，．＂介． 90900ni近 {Il: 困磁器・1り銭 年報20

1.1 •3·6- 3 l'i 1316 1.9.1.¥な南l総合研究棟 (_['i'：系）改修£’Jt 、.1会渇1t 29.-15nl 遺情・遺物なし 年1!l20

J.1・3 6 IJ17 [!l.＼'l.:1111総介研究棟 {l？ゃ，系）改修工’It J会渇介 13290rd 還情・遺物なし 年ll!20

H・2・'n 1348 l'.,I¥,"')り）総合研究1県(T.9各系）改tB1彫ふ2taT’lt 、［会，,iij』t 48 76ni 選構 ・遺物なし 年報20

14・2・27-3・17 1319 （黒唸rll)松合研究棟 （I．．学系）改修慣伐設はじJI 、［会逍1t 365,00m 近tit ・ 近代 F俎磁品 ・ 瓦． il~1ai (・ 年粁i20

14・2 28 1350 1ぶ町）よ閃樹木撤k t．会，．uft 57 10川 lll構 ．lll物なし 年桜20

14・3・ IO 1351 （点町）伯11ifrill祈よ t．会，．りft J,JJ.OOnl 造構 ・這物なし 年報20

ll · 2•お 1352 （城東町）教ft学祁附抵幼lIt1点IプUック叫改修I.’lt 、．1．会，．りft 刀2.00nl 迅惰逍物なし 年11120

11・3・6 135'1 （黒交北） 月”ut（礼l(A改9引限！戎~(;;I・ ‘lヽ ‘'（会，，ij1t (）．(j()ni 迅構 ・迅物なし fl冷ii20

14・3・6 1355 (．9.t＼尼北）伯ぶi(t卜［新，ょ 、・（会、晶ft 52.50ni 沼構・選物なし 年lll20

14・3・7 1356 （火i]：北），必学部北l"I人11,!.¥i像．口fu:," 、・［会，．り1t 1.00ni 迅情・遺物なL 年報20

14・3・7 135; （大i]：北）t日祐介tl濱よ il会，』．ft 24.50ni 迅惰・遺物なし 年報20

1,1 •3-i 1358 (Jc.ii：北）1:1液樹木撤）： セ会、'uft 18.SOnl 磁情・遺物なし 年報l20

11・3・2"2 1359 (9.I＼嬰北｝仮設駐91(J引取ょ r.’lt 9．会，謁介 992700111 遺情・遺物なし 年lll20

14 3・19 1360 ,,！＼嬰北），K要文化財1i邸．し念館財姦ふ閲烹務 ．`1．会，謁介 20.40nl 近代 囚磁岱．瓦 "，hi20 

M•3・ 1920 1361 1 :.1.\>J,tt • ;f（要文化財 I．学部研兌rt料館耐坂診断窯務 7`.会，．11111. 4.（JOni近代 切磁器 年船20

14・3・Z7 1362 （J刃町！教ft'，'，茄附“'v;::12木哭記念時、it台よ償エ’J( •l~t,謁1t ,1.00111 迅溝．這物なし 年lf,20

I 1・3・28 1363 (！！ばな南他l茄,tiガスメークー）ri{FI2It ;1会潟化 2200n1 遺構・遺物なし 年lt120
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II 黒髪北地区の調査





u 黒髪北地区の乱，1介

1. （黒髪北）文法学部本館III期改修外構工事に伴う発掘調査
(1006調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

（黒髪北）文法学部本館m期改修外構工事は、文法学部本館の北側周辺に排水溝 ．雨水桝 ・スロー
プ・米客）l］駐車場 ・駐輪場などを設fi/｛する工事である。改修工事は、熊本大学の黙髪北地区に所在す

る文法学部本館周辺で実施された。本調在地点は、カタカナの「ヨ」の字のような形をした文法学部

本館のもっとも北に位附する校舎北側の緑地帯である（固2)。校舎に沿って排水溝を設箇と、駐車

場および歩道を設骰のために掘j!illした範囲において、辿物包含1料と辿梢而が検出された。掘削範囲の

ほぼ全面で追構面が検出されたが、辿梢の密度は非常に低かった（図3)。

本書では、一連の工事のうち辿構を検出した箇所について報告する。

b.調査の経過

2010年9月3日 立会調査開始。文法学部本館北恨llの排水溝設1府部分を、東から掘削する。

2010年9月6日 来客用駐車場部分で住届検出、発掘調査に切り替える。

2010年9月7日 発掘調査開始（台風接近I中）。撹乱除去、辿梢掘削。

2010年9月9日 来客用駐車場部分の全景写真撮影、測砒。11号住居の術処理。排水溝部分を並行

して掘j!jll、18号住店を検出、掘削、汎ll菌、写真。

2010年9月lOR 来客川駐車場迎路部分を並行して掘削、19号住居検出、掘削、測茄、写爽。謂介

終了。

C. 調査の組織

調壺員 ：小畑弘己 ・大坪志子

事務担当 ：村田知聖

発掘作業員 ：北村一成 ・庄村弘幸 ・丈Ill中儀介

整理作業員 ：井上裕美 ・江口 路 ・鬼塚美枝 ・小山正子 ・甲斐 郁 ・金子真タ ・柴田 亮 ・首藤似

子 ・ 末吉美紀 ・ 高松あゆみ ． i曽井弘子 ・ 宮崎大和 ・ 安田未来 • 山甜早苗 ・ 輿韻友紀也

(2)調査区の基本層序

黒髪北地区は数段にわたる河岸段丘上に位附し、県迫337号から北へ向かって次第に標裔が高くな

る。黒髪北地区梢内では、場所によっては段丘の名残を把握することができる。後述するが、文法学

部棟は段丘崖と高い方の段丘面の一部を削平した位附に造営されたようで、本調査地点は高い方の段

丘上に位附する。大学敷地として整地された際には、段丘面はfill平されたようで、本調査地点の土陪

は、植樹のための盛り土や部分的に砂利が敷かれるなどしている箇所もあるが、古代の辿物包含荊が

地表に表れている所もあった。このため、辿物包含｝Fiは削平されている場合は10~20cm、辿存の状態

が良ければ40cm程度の厚さである。表陪も含めて、50~70cmで追椛面に達する。ただし、今回の調究

地点の東側に位岡する19号器穴住居と西側に位仰する18号竪穴住｝凸では、辿梢面の深さに差がある。

辿構面は西に向かって低く傾斜していると考えられる。
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1. （黒嬰：It)文法学部本館ill期改修外構t1J1:に伴う発掘湖査 (1006調査地、1.¥)
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II 
黒嬰北地Iiの調査
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1. （焦嬰It)文法学部本館Ill期改修外構こl?ltに伴う発掘調査 (1006調査地、1!i.）

(3)検出迎構

検出した辿構は、住居が4基、溝状追構1条、ビットが10数個である。

く住居＞

11号住居（図4)

11号住居は、約7x7mの方形の駐車場設悩予定調査区の南側に位四する。調査区の南側は、幅約

lmで撹乱を受けており、またゴミ穴などのため、11号住居は北辺の中央、丁度硲部分を残した状態

である。現状では、南北約 lm、東西約1.9m、深さは0.2mで、主軸は南北でやや西に振れている。

粘土と焼土を除去すると、土器と砂岩製の袖石、支柱が検出された。

12号住居（図4)

調査区の南西隅で検出された。画側の大半が調査区外であり 、また南側は撹乱によりl)ilj平されてい

る。現状では、南北約2.lm、東西約1.2m、深さは0.35~0.4mで、主軸は南北でやや西に振れる。住

居の北東隅部分に相当すると考えられるが、硬化面や土器などは検出されなかった。

18号住居（図4)

文法学部本館北側を東西に掘削した溝設悩予定箇所の西部に位附するこれより東側は辿構面を検出

しても辿構が無い、もしくは撹乱である。当該箇所は桝設悩のため、約2.4X 1.8mの範囲を調究した。

住居は西墜と考えられる立ち上がりを検出したのみで、全体の規模は不明である。現状では深さは

0.15m程度である。これによると、住居の主軸は南北でやや西に振れるようである。*llj土と焼土の塊

が検出されたが、除去したあとからは瑚の痕跡は確認されなかった。住居の床は硬化面が広がってお

り、土器が数点出土した。

19号住居（図4)

駐車場設骰予定地の南東に位附する。駐車場への通路（スロープ）部分である。住居の北側は投乱

により破壊され、他は調査区外である。現状では南北約1.4m、東西約4.lm、深さ0.06mで、 主llilhは

南北である。住居の床には硬化而が広がっていた。確認範囲の北西角に、焼土が湖まった窪みがあり 、

西壁中央付近に術があったと考えられる。竪穴の深さがほとんど残されておらず、削平により術や辿

物は失われたと考えられる。

くピット＞

駐車場設間部分のピットは、掘立柱建物の柱のような配列は無•い。 また、 19号住居内のピットも、

住居に伴うものかは不明である。

(4) 出土遺物（図5)

逍物は古代土師器 ・須恵器が出土している。図5:1~2は11号住居出土である。いずれも土師器

の甕である。1の甕は口縁が歪んでいるが、片口のように恋図的に成形されたものではない。2は大

きく外反する、）厚手の甕である。3~4は12号住居出土である。3は土師器杯、 4は土師器甕である。

4の甕は薄手で上向きになっている。5は18号住居出土の土師器碗である。高台が低く大きく外に開

き、身は丸味を帯びて立ちあがっている。6~7は19号住居出土の須恵器杯と碗である。7は前線的

に大きく IJMき、高台と身の橙がほとんどなく一休化している。8~15は溝状のくぽみと包含陪出土の
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1. （黒嬰北） 文法学部本節ln期改修外構エll i•に伴う発掘調究 (1006潤究地点）

土師器の杯 ・碗 ．甕、須恵器碗 ・壷の頸部である。10は大きく外反するものの、薄手になっており、

2や12よりは新しく、 4よりは古手である。12は原手で屈曲部に明瞭な稜がある。11の土師器杯はや

や古く 、8世紀前半～中葉に、その他の追物は8世紀後葉～9世紀前半に属すると考えられる。

(5) まとめ

黒嬰北地区では、1994年のくすのき会館 (9407調査地点）と附J属屈1杏館南棟 (0425調査地点）を建

設する際に発掘調査を実施し古代の住居と多数の土器の出土を確認しているが、その他は五高記念館

前に外灯を設個する際に基礎部分の非常に狭い範囲で面の跡を確認した以外は、立会調査で追物包含

陪やピッ トなどを確認するのみであった。本地点は、黒髪北区において古代の住居を確認したもっと

も北の地点で、黒嬰北地区の北端付近まで、古代の秘落が広がっていたことが判明した。前述したが

黙髪北地区には東西に横切るかたちで段丘がいくつか存在しており 、キャンバスは階段状と言える。

少なくとも 3段の段丘上に立地していると考えられ、古代の集落も各段丘上に形成されていたようで

ある。0603調査地点 ．0604調査地点の報告の際に、西側に低く傾斜している可能性を指摘した。今回

の調査地点は一つ上の段丘に位岡するが、11号住居と19号住居の床のレベルと18号住居の床のレベル

を比較すると、西側に位置する18号住居の方が低く 、前の指摘を補強する成果となった。

本調査地点は、9407調査地点と同様の年代に所屈し一連の熊落であると考えられる。段丘の最下段

に位四する0425調査地点は7世紀末から集落が形成され、また、9407調査地点の成呆では梨落の中心

はさらに北側にあるのではないかと予想されることから、集落は次第に北側の邸い方へ拡大 ・移動し

たと考えられる。

黒髪北地区での調査事例は少なく 、ようやく集落の立地と形成1時期が分かってきたにすぎない。今

後は、段丘の中段の様子、7世紀代の辿構の有無などの解明が課題である。
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rr 黒髪北地1スの魂介
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表3 1006調査地点出土追物一覧表
図 番 号 遺 物 種類（器l!li) 法量(cm) 残存率 特 徴 色 綱 出土遺構 偏 考
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m 本荘北地区の調査





III 本荘北地区の調査

1. （医病）基幹・環境整備（曳き家・移動先）に伴う発掘調査
(0509調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

（医病）基幹 ・環境整伽 （曳き家 ・移動先）は、本荘北地区の熊本大学附屈病院敷地内にある山崎

記念館を移築する事業である。山崎記念館は、熊本大学医学部の前身である熊本医科大学の学長山崎

正旅の功船を記念して建設された旧熊本医科大学図杏館である。現在は国指定登録有形文化財となり 、

記念館として活用されている。病院敷地の環境整備に伴い、山崎記念館を中央診療棟の西側から敷地

南西隅へ移築することとなり、移築先の発掘調究を行った。

前年の2004年には、本調査地点の南恨llに近接する地点 (0411調査地点）において発掘調査を実施し、

本調査地点にかかる障害物の撤去等も行った。一1府はポンプ施設などがあったが、病棟などの大きな

建物の建設の来歴がなく 、駐車場として利用されていた。0411調査地点の調査成果とこのような棗境

から、辿跡の辿存状態は良好であることが予想された。0411調査地点および関係工事の調査成果をも

とに、地表下1.8mまでの土壌は重機により撤去して追物包含阿の上而を検出したのち、人力によっ

て調査した。

発掘調査は、樅乱を撤去したのち、古代の追物包含屁に掘り込まれた近世以降の辿樅の掘削から開

始した。本調査区を南西隅から北東隅に貰く大溝は、上部が近枇 ・下部が古代の溝であり、この掘削

に 3週間ほどを要した。 この古代の辿物包含陪上面を第一面として写真 ・ 視lj •靡を行ったのち 、 追物包

含居を除去し、古代及び古墳時代の辿構の調査を行った。

b.調査の経過

2005年7月13日 一次掘削開始。

2005年7月19日 作業員による調査開始。撹乱除去、第一而 （辿物包含陪）を検出 ，消掃し、近世

～近代の追構確認。

2005年7月21日 撹乱除去、遺物包含陪検出作業とともに、調査区西半の近世以降の土坑墓と思わ

れる辿梢、大溝などの追物包含／邑上而の追構掘削開始。

2005年7月28日 撹乱除去がほぼ終了。調査区束半の迫構包含屁上而の追梢掘削、机IJ址、写真記録

など開始。

2005年8月2日 大溝 (18号 ・33号溝）掘削開始 (~191:|)。その他の辿構掘削測砿、写真記録な

ど並行して実施。

2005年8月24日 第1面 （迫物包含翔上面）全体写真、調査終了。

2005年8月25日 西側から追物包含1酔掘削、第2面（辿梢面 ．地山）の古墳時代および古代の追構

調査開始。追構検出、掘削 ・記録など順次開始。

2005年9月30日 調査終了。

C. 調査の組織

調査員 ．大坪志子 ・小畑弘己

事務担 当 ：前田知聖

発掘作業員 ：今村明美 ・押方富江 ・川越キャゥ子 ・河野義勝 ・小細工洋子 ・児玉洋平 ・白石美智子 ・
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（医病）基幹 ・閃椛整備 （曳き家 ・移動先）に伴う発掘瀾査 (0509［凋布地点）
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図8 0509調査地点迫構配置実測図（溝） （1/200) 
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m 本荘北地区の潤査

早田咲百合 • 福田久美子 ・ 堀川貞子 ・前田和子・前田宏一郎 ・ 前田日出男 • 松井昭

子 ・松本和徳 ・桃井背夫 ・森川征子 ・森）II設 ・森田 登

賂理作業員 ．伊藤千代子 ・井上裕美 ・江lコ路 ・鬼塚美枝 ・小山正子 ・古賀敬子 ・洒水直子 ・首藤
優子 ・末吉美紀 ・溜渕俊子 ・長谷智子 ・増井弘子 ・山樹早苗

(2)調査区の基本層序（図9)

本調査の遂行にあたって、廃土1笠き場が調査区付近に確保できなかったが、調登期間の短縮のため

うって返しはせず調査区内の一部に廃土を仮り罹きしつつ、定期的に搬出することになった。また、

調査区北側 ・束恨llでは他の工事のために大型重機が稼働するため、調査区壁は矢板による土留めが必

要となった。このため、撹乱等を避け、もっとも基本的な土陪を観察できる場所が限られた。そこで、

本調査区では調査区北西隅から南側の西壁、西側に突出した部分の北壁までの土陪を記録した。

駐車場として利用されていた本調査区は、アスファルト (I厚さ 5cm)、バラス（採石） （）旱さ30cm)、

その下5恩までが現代埋土や撹乱である。5附はシルト質 (I-Iue10YR4/3)の肘で原さが30cmあり、

近代の白川氾濫に因って形成された可能性が考えられる。6J界は20cm前後の暗褐色土 (Huel0YR3/3)

で、近年の調査成果から近也 ・近代の文化）習である可能性がある。7屁以下は、古代の辿物包含層で

ある。9層は追構面（地山）との暗褐色の漸移陪 (Hue7.5YR3/4)である。10~161習は古珀時代の58

号住居の埋士、17~24附は古代の35号溝の埋土である。

(3)検出遺構

検出した主要な辿構は、5世紀前半の住居が8基、5世紀後半～6世紀の溝が1条、 7世紀～8世

紀後半の住居が11基、 8世紀後半～9世紀前半の溝が2条、 9世紀中葉～後半の土坑が1基、9世紀

後半～12世紀の溝が1条、近世 ・近代の溝が6条、墓と考えられる土坑7基である。なお、追構の位

置の説明にあたっては、調査区の白川側長辺を北壁、その反対が南壁、短辺を東壁 ・西壁と呼称する。

＜竪穴住居＞

古墳時代

46号竪穴住居（図10)

46号竪穴住居は、調査区中央にある大きな四角形の撹乱坑の北西開に位樅する。大半を投乱により

破壊され、住居の東側は18号溝に切られているため、住居の北西隅と北壁部分が残るのみである。現

状では、約4.5X 4.lm、深さは約0.5mである。住居の主軸は北北西ー南南東を向いており、白川の堤

防から低くなる傾斜に対して直行する向きである。北壁は途中に段がつき、階段状となっている。住

居からはわずかに土師器の高杯の杯部と甕の口縁部（図25:1 ~2)が出土した。

47号竪穴住居（図10)

47号竪穴住居は、調査区西壁中央に位岡する。この住居も大きな撹乱坑によって大半を破壊されて

おり、また、一部は調査区外に伸びる。現状では約2.1X 1.8m、深さは0.3mである。主軸はほぽ南北

方向を向いている。出土追物は無い。

50号竪穴住居（図11)

50号竪穴住居は、調査区北壁中央付近に位附する。住居の西側を破壊されている。現状では約4.6
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町 本斗［北地区の調ff:

46号竪穴住居
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((笈病）基幹 • 印税整備（曳き家 ・ 移動先）に伴う発掘調査 (0509調在地．ti.）
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図11 50号竪穴住居実測図 (1/50) 

x3.5m、深さは約0.2mで、長方形を呈している。北北西ー南南東を向いており 、46号竪穴住居と同

様に白川の流れに対して直行する向きであるが、 46号竪穴住居よりは北を向いている。北壁の西端は

住居の北西隅と思われるカーブを描いており 、本来もおおむねこの規模であったと考えられる。住居

の中央やや東からは、土師器の高江や小塑丸底壷、甕（図25:3~11)や石器（図44:454~455)が

集中して出土した。土器群の周辺の床では、硬化した床面が検出されたが、炉跡は確認されなかった。

58号竪穴住居（図12)

58号竪穴住居は、調査区の北西隅付近に位懺する。住居の北側は古代の35号溝によって切られてお

り、西側は調査区外へと伸びる。東壁には突出した箇所がある。58号竪穴住居と埋土が同様で区別が

無かったことと、出士辿物の時期差も無かったことから、58号住居の一部とした。現状では約7.2x

5.0m、深さは約0.2mである。主庫川は北北西-南南束を向いており、 50号竪穴住居とほぽ同じ向きで

ある。住居の南東隅と、突出部付け根の北側は後世の土坑などにより切られている。硬化した）未面は

確認されなかった。現状では住居のやや北側寄りで土師器が出土した（図25:12～図26:33、図38:

335)。また、突出部の南束隅に集められた状態で土師器の高杯や小型丸底壷が出土した。追物は、突

出部の丁度に西側に分布しており、突出部が住居東壁の中央に作られたものとすると 、辿物も住居の

中央付近に分布していると考えられる。それであれば、住居の東壁は6.6m程度と推定される。住居

の主軸とともに、東西方向に長い住居という点でも、 50号住居と同様である。石器は敲石（図44:

456~457)が出土した。
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58号竪穴住居実測図 (1/50)
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図12

97号竪穴住居（図13)

97号竪穴住居は、調査区の北、38号溝の北端の西側で18号溝との間に位・i在する。現状では約2.9X

2.5m、深さは約0.4mであり、長方形を呈する。住居の主軸は北北西ー南南東を向いており 、50号竪

穴住居や58号竪穴住居とほぼ同じである。炉の北側、住居の中央からは土器（図26:34～図27: 50) 

や石器（図44:459~462)が出土した。

100号竪穴住居（図13)

100号竪穴住居は、調査区のほぽ中央に位骰し、18号溝の東側に位骰する。調査区中央を北西・南

東に走る溝状の撹乱によって、住居の西側の大半は破壊されている。住居の南西隅はかろうじて残さ

れており 、おおよその形と規模は把握することができる。現状で約3.85X 3.2m、深さは約0.4mで、

長方形を呈する。住居の主軸は北北西ー南南束を向いているが、50・ 58 ・ 97号竪穴住居よりは北よ り
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l. (It術）i澤 ・棗税整備 （曳き家 ・移動先）に伴う発掘，調究 (0509,．品）介地点）
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図13 97 ・ 100号竪穴住居実測図 (1/50)
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UI 本荘北地区の調森

である。7世紀後半～8世紀後半と考えられる99号竪穴住居および101号竪穴住居により切られるが、

100号住居の掘り込みの方が深いため、おおよその追梢プランを把握することができた。炉などは検

出されなかった。住居からは土師器（図27:51 ~60)と石器 (I盛145:465)が少虻出土した。

103号竪穴住居（図14)

103号竪穴住居は、調査区中央、やや南壁寄りに位骰する。古代の77号溝と近世～近代の28号消に

より、十字に切られている。現状では約4.2X 3.6m、深さは約0.3mで、長方形を呈する。住居の主刺l

は北北西ー南南東を向いており、 100号竪穴住居と同じである。住居中央やや北壁寄りには炉穴と考

えられる浅い皿状の掘り込みが検出され、周囲からは土器（図27:61～図28:80)や石器（図45:

466~467)が出土した。

108号竪穴住居（図14)

108号竪穴住居は、調査区の東側に位憐する。近世～近代の38号溝と77号溝が交差する地点である。

このため、住居の北側半分はこれらの溝と、後世の102・ 107号竪穴住居に切られ、失われている。現

状では約4.3X 3.6m、深さは約0.4mで、長方形を呈する。住居の大きさは103号竪穴住居とほぼ同じ

である。住居の主軸は北北西ー南南東を向いており、古瑣時代の住居の中では46号竪穴住居と同じで

ある。住居中央やや南寄りでば炉穴と考えられる浅いillL状の掘り込みが検出され、周囲には硬化した

床面が広がっていた。炉の西側から集中して土器（屈128:81~90)や石器（図45:469~470)などの

追物が出土した。

古代 (7世紀前半～8世紀後半）

78号竪穴住居（図15)

78号竪穴住居は、調査区南壁の中央に位慨する。北側に直径4mほどの大きな円形の撹乱があり 、

この撹乱と調査区壁とのわずかな間にある。住居の大半は調査区外であり、撹乱による破壊も受けて

いる。現状では約2.2X 2.2m、深さは約0.15mである。住居の主庫lilは南北方向で、やや束に振れる。

調査区南壁に接して焼土と、龍の部材である砂岩プロックが検出された。本来は住居の西壁に砲が作

られていたと考えられる。追物は土器（図28:91)や石器（図44: 463~464)などが出土した。

79号竪穴住居（図15)

79号竪穴住居は、調査区南聖の中央に位樅する。投乱を挟んで78号竪穴住后の北側である。住居の

南西側1/4と北東隅付近は祝乱によって破壊を受けており、南東恨llは別の追構によって切られている。

現状では約4.2X 3.3mである。住居の主軸は南北方向で、やや束に振れ、78号竪穴住居とほぽ同じで

ある。住居の南側で硬化した床面と焼土を確認した。焼土は硲に伴うものと考えられ、78号住居と同

じく西壁に鼈が作られていたと考えられる。追物は土器（図28:92)が出土した。

80号竪穴住居（図16)

80号竪穴住居は、調査区の中央に位附する。北 ・東 ・南側の三方向を撹乱によって破壊され、近世

～近代の28・ 34号溝が住居を縦断しており 、残存状況はよくない。現状では約4.1X4.8mである。住

居の主軸は北北東ー南南西を向いており、79号竪穴住居よりさらに東に振れている。北壁で硲が検出

された。焼土や埋土を除去すると 、南西側、向かって左の袖石と中央の支柱は立った状態で出土した
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1. （l袋病）基幹 ・環境整備 （曳き家 ・移動先）に伴う発掘潤オt(0509，→凋究地点）
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l11 本壮北地区の調究

78号竪穴住居
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が、右側は後世の溝により破壊されていた。本住居の4つの柱穴を検出したが、配悩はいびつである。

30cm~50cmの深さである。住居の中央から南東側には、硬化した床面が広がっていた。追物は土器

（図29:93~96)が出土した。

94号竪穴住居（図17)

94号竪穴住居は、調査区南壁の中央に位骰する。79号竪穴住居の南側に隣接している。79号竪穴住

居と切り合っており 、78号竪穴住居のプランと位岡関係も含め、94号竪穴住居のプランを把握するの

が困難であった。このため、プランが不整形になっているが、本来は正方形に近い形であったと考え

られる。現状では約2.2X1.9m、深さは約0.2mである。主軸は東壁と南壁の向きから考えると、78・ 
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（医病）基幹 ・翡1悦整iiii（ 曳き家 ・ 移動先）に伴う 発掘~;I!,)1i. (0509潤査地点）
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川 本荘北地区の；品］介

79号竪穴住居とほぽ同じ向きで、南北を向いているが、わずかに東に振れている。東壁と南壁の関係

から南北は一辺2.2mと推定され、東西も詞様程度であろう。そうすると、住居としては琲常に小さく、

住居であるかは疑問も残るが、硬化した床面が一部確認されており、ここでは住居とした。遺物は石

器（図45:468)が出土した。

98号竪穴住居 （図18)

98号竪穴住居は、調査区の北束l偶付近に位罹する。住居の中央を樅乱が通っており西側の半分程度

が破壊を受けている。現状では約4.5X4.35m、深さ約0.45mである。住居の主軸は南北を向いている。

住居の北壁では砲が検出された。焼土や埋土を除去するとi11円形の掘り込みの両脇には、ネlll石が立っ

たまま検出された。硲内からは、術の部材や焼土と追物が出土した。本住居では4つの柱穴が検出さ

れた。柱穴はほぽ正方形に配協されており、深さは0.2~0.4mである。追物は土器（図28:97~103) 

や石器（固44:463~464)などが出土した。

99号竪穴住居 （図17)

99号竪穴住居は、調査区中央のやや北西寄りに位悩する。西側は18号溝と樅乱に切られ、南側は古

瑣時代の100号竪穴住居址と切り合っている。検出時は100号竪穴住居との前後関係が明確ではなく、

土壊の確認のために5cm程度を一紹に掘り下げた。しかし、 99号竪穴住居の掘り込みが浅く 、ほぽ99

号竪穴住居の床が検出され、より深く掘り込まれた100号のプランを確認した。このため、100号竪穴

住居との切り合い部分の99号の南壁立ち上がりは捉えられなかった。現状では4.6X 4.4mである。住

居の主軸は南北方向で、やや西に振れる。北壁中央で寵が検出された。焼土や埋土を除去すると、左

側の袖石の下部が原位間で検出された。瑚の前面では硬化した床而が検出された。柱穴は2つが確認

できた。追物は無い。

101号竪穴住居（図19)

101号竪穴住居は、99号竪穴住居の南東に位附し、99号竪穴住届に西側の一部を切られている。南

側は樅乱によって破壊され、西側南部は100号竪穴住居と切り合っている。現状では3.75X4.86mであ

る。住居の主軸は南北を向いており僅かに東に振れている。78・ 79号住居と同じである。北壁中央で

寵が検出された。焼土や粘土の上部は99号竪穴住居によりり）られていたが、下部の掘り込みは残され

ており、右側の袖石の一部は立ったままの状態で検出された。住居の中央には広く硬化した床面が9ム

がっていた。柱穴は3つ確認できた。西側の柱穴は術に近すぎる感があり 、99号の柱穴の可能性も考

えられる。追物は土器 （図29:107~112)が出土した。

102号竪穴住居（図20)

102号竪穴住居は、調査区の東側に位骰する。古代の77号溝と近机～近代の38号溝が交差する地点

の北側に位置する。住居の東側半分は攪乱によって破壊を受けており、南東隅は77号溝により切られ

ている。現状では3.9X 3.9mである。掘り込みの残りはほとんど無い。住居の主庫間は南北を向いてお

り佃かに東に振れている。78・ 79竪穴号住1舌と同じである 。 南 • 西・東の三方向の住居の壁には術が

無いことから、 99号や101竪穴号住居と同じく瑚は北墜に作られていたと考えられる。住居の中央で

は硬化した床面が検出された。辿物は土器（図29:113~ 115)が出土した。

45 



（阪術）基幹 ・印境整備（曳き家 ・移動先）に伴う発掘濶1i.(0509調究地点）
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図19 101号竪穴住居実測図 (1/50) 

104号竪穴住居（図20)

104号竪穴住居は、調査区中央のやや南に位四する。古代の77号i.i,Iiと近世～近代の28・ 34号溝が交

差する地点に位岡する。住居の北西隅は77号溝によって切られており、西側は28号溝と攪乱によって

一部が破壊されている。現状では4.35x3.85mである。掘り込みの残りはほとんど無い。住居の主軸

は南北を伯Jいておりわずかに東に振れている。101・ 102号竪穴号住居と同じである。西壁で寵が検出

された。樅乱などにより破壊されていたが、焼土などを除去すると支柱が立った状態で検出された。
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m 本荘北地区の調査

住居の中央には広く硬化した床面が広がっており 、住居の3か所で柱穴が確認できた。辿物は主に龍

付近から出土した。土器 （固30:116~ 121)や石器 （図45:468)などが1,91.,1:I．．した。

107号竪穴住居（図21)

107号竪穴住居は、調査区の東側に位置する。38号溝と77号溝が交差する地点で、102・ 108号竪穴

住居と重複している。住居の東側は古瑣時代の108号竪穴住居と切り合っていたが住居の埋土がほと

んど残されておらず、切り合い関係と南壁の立ち士がりを確認することができなかった。 108号竪穴

住居址は掘り込みが深く、全体のプランを把握することができた。現状では約4.5X 4.3mである。住

居の主軸は北西ー南東を向いており 、古代の住居としてはめずらしい。東壁付近で砲の残骸と考えら

れる焼土の塊が散乱しているのを検出した。本調壺区で検出される古代の住居では、砥は北壁か西壁

に作られており 、南壁に作られる可能性が低いことから、切り合う102号竪穴住居址のものではなく 、

また、108号竪穴住居址は明らかに古墳時代の住届で咆を持たないことから、これらの焼土は本住居

のものであり 、本住居では北壁に本来は砲が作られていたと考えられる。辿物は土器（図30:125~ 

126)が出土した。

121号竪穴住居（図22)

121号竪穴住居は、調査区南壁のI.ド央、やや東寄りに位仰する。住居の中を批乱坑が北東から南西

に走っており、また東側1/3ほどは調査区外に延びる。現状では約4.25X 3.6mである。住居の主軸は

北北東ー南南西を向いており、古代の住居の中では80号竪穴住居とともに大き く東に振れている。住

居の西壁に術が作られていた。焼こ卜などを除去すると、袖石と支柱が立ったままの状態で検出された。

寵の前面には硬化した床面が検出され、砲の両憫ljでは柱穴が二つ確認できた。追物は土器 （図30・

122~ 124)や石器 （図45:471)などが出土した。

＜溝＞

古墳時代

112号溝（図8・ 23) 

調査区の東壁中央から、調査区酌壁の中央付近にかけて南北に走る溝である。幅約0.6m、深さ約

0.35mの、断面が逆台形の溝である。辿物は土器（図30: 127~ 128)が出土した。南北に走っている

が、この溝が埋没した後に102号竪穴住届が営まれており 、それ以前に堀削 ・使用されたものである。

古代

33号溝（図8・ 23) 

調査区を南北にまっすぐに横断している。上部は同じルートを再度掘り返され、近机～近代の18号

溝として使用されている。上部での 111品約0.8~1.3rn、底部では約0.45mで非常に狭い。図23の土陪断

面では、20~26)丹までが18号溝の埋こ卜であり、 33号溝の西側の肩は削平された可能性が高い。東側の

府を参考にすると迫梢面 （地山）から底部までの深さは約2.2mである。原地表面からは4.6mに達す

る。部分的に、溝の壁を陪段状に掘り込んだ部分がある。8世紀後半～9世紀前半のものと考えられ

る。辿物は士器（図30:129～固33: 209)や石器 (I図43:449~450)などが出土した。
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1. （医病）基袢 ・玖＇t榜整備（曳き家 ・移動先）に伴う発掘，渕究 (0509調査地点）
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本荘北地区の調査
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図21 107号竪穴住居実測図 (1/50) 

35号溝（図8・ 23) 

調査区の北壁に沿って走る溝である。北西側の溝の肩は調介区外である。調究区北壁は、東壁恨llで

若干北西に突き出るが、ここでも北西側の溝の屑や立ち上がりは検出していない。現状では溝の幅は

約3.4m、深さは約0.9mである。33号溝よりは幅が広い、大きな溝である。33号溝と同じく 8世紀後

半～9世紀前半のものと考えられる。追物は土器 （屈33: 210～図35・254)や石器 （固44:451~ 

453)などが出土した。

77号溝（図8・ 23) 

調査区の南側を縦断する溝である。北東ー南西方向である。西側で18号 ・33号溝にぶつかる。その

先の西側は樅乱によって破壊されている。東側では2条に分かれていたが、途中からは1条しか確認

されなかった。現状では東壁側で二本あわせて1.9m、中央付近の 1条の部分で幅約1.2m、深さ約0.4

mである。33号溝や35号溝よ りは新しく 、近世の溝には切られている。古代の住居を切るが、中世の

追物は無い。9世紀前半～12世紀のものと考えられる。辿物は土器 （図35:255~261)などが出土し

近世～近代

13号溝（図8・ 23) 

調査区の中央やや西寄りを横断するii界である。攪乱の北側で流路がずれるため北側の細い溝を14号、

南側で西よりの溝を13号と して掘削したが、最終的に一連のものと判断した。南端は調査区南壁まで
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（朕柄）基幹 ・ 閉境整備（曳き家 ・ 移動先） に伴う発掘，J,~究 (0509,』謁杏地点）
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1. (I~病）基幹 ・ 環境整備（曳き家 ・ 移動先）に伴う発掘潤:l'l'(0509調在地点）

は到達せず、途中で切れている。現状では幅約0.7~1.9m、深さ0.8mである。追物は土器（図35:

262)や石器 （図43: 440)などが出土した。

18号溝 （図8・ 23) 

調査区の南西隅から北壁中央に向かって、南北にまっすぐに走る溝である。幅は約4~5.5mあり 、

深さは1.2m程である。33号溝を再度掘り直しており、33号溝の西側へ大きく幅を拡張している。溝

の底は、鉱物の沈着により硬化しており、燐富な水砿と長期間の利用がうかがえる。辿物は土器（図

36: 276~293)や石器 （固43:442~448)などが出土した。

25号溝（図8)

調査区の北壁中央やや西束寄りに、舌状に南に延びる溝状の辿構である。18号溝より南側では検出

されなかった。現状では幅約1.1~l.9m、深さは約0.5~0.6mである。追物は土器（図38: 326~ 327) 

のほか、古代～近世 ・近代までの土師器 ・陶磁器類が出土している。

28 ・ 34号溝（図8・ 23) 

調査区の中央を横断する溝である。13号溝の東側を平行して走っている。現状では28号は輻約0.7m、

深さ約0.8mで、 34号は幅約0.5m、深さは約0.3mである。調壺l区中央付近、80号竪穴住居付近では2

条の溝は近接して平行しているが、南に行くにしたがい一定の距離を持つ。28号は調査区南壁まで到

達しているが、 34号は次第に浅くなり途中で切れている。北側では続きを検出できなかったが、続い

ていたと考えられる。25号と繋がる可能性もある。追物は28号溝からは土器（図38:328~331)が、

34号溝からは土師器片 ・須恵器片 ・近世～近代陶磁器片が出土した。

38号溝 （図8)

調査区の東寄りをまっすぐ柚断する溝である。28・ 34号溝の東側を平行して走っている。18号溝よ

り南側では検出されなかった。現状では幅約I.Om、深さは約0.2~0.3mである。北端と南端は、途中

で切れているが、北側は延長線上に撹乱として掘り上げた箇所があり、溝の続きであった可能性があ

る。この撹乱は18号溝の上に形成されたものであるため、18号溝より新しい時期と推定される。13号

溝と28・ 34号溝と38号溝の3本の溝はほぼ等間隔で並んでいる。追物は土器（図37:294~295)など

が出土した。

く土坑＞

古代

12号土坑（図24)

調査区の西、 46号竪穴住居の北西隅の側に位骰する。すり鉢状の円形土坑で、現状では約2.18X 2.2 

m、深さ0.64mである。底から20cmほど浮いた埋士中から、土器片が出土した。住居としては狭く、

深さがある。類似する事例は、本荘南地区の9801地点で検出されている。深さのある土坑から、土師

器杯と鉄器（鎌）が出土し、祭祀行為を行ったのではないかと考えられている。本土坑も、同様の追

構と考えられる。9世紀前半以降のものと考えられる。追物は土器（図37:296~306)や石器（屈

43: 439)が出土した。
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図24 12 • 55号土坑実測図・近世～近代土坑墓群実測図 (1/50 ・ 1 /100) 

55号土坑（図24)

調査区の北西隅、58号竪穴住居の南東隅に位骰する。現状では約1.6X 1.48m、深さは0.3m前後で

ある。58号竪穴住居周辺を精査中、この部分の土壌が地山を掘削して埋め戻したような土であったた

め、追構と して掘削したが、追物は出土しなかった。追構の性格は不明である。

く近世～近代墓＞（図24)

調査区の北西隅、35号溝の南側にで、土坑群が検出された。0.7X 0.8~ 1.15 X 1.5の、円形～桁円形

の穴である。人骨は出土しなかったが、近世～近代の蒻堀の可能性が考えられる。9号墓からは土瓶

の蓋の破片（図38:310)が出土しているが、副葬品としての出土状態ではなく混入である。他の墓
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坑からの追物の出土は無かった。

(4)出土遺物（図25~45)

出土迫物は近世 ・近代の陶磁器類、古代土師器、須恵器、古式土師器、弥生土器、縄文土器、石器、

鉄器類が出土している。ここでは、圏化が可能であったものを主として記載する。

図25:1~2は46号竪穴住居出土の土師器の麻杯と甕である。甕の口縁はまっすぐに開く。古墳時

代中期前菜と考えられる。

図25:3~11は50号竪穴住居出土の土師器の高杯、小型丸底壷、甕である。3・4の高杯は浅く大

きく開く。6・7の小塑丸底壷の）胴部は球形ではなく扁平である。甕のなかでは11の口縁がやや内湾

して立ち上がる古相を呈している。全体としては古墳時代1―1=1期前葉と考えられる。

I翌125:12~25、図26:26~33は58号竪穴住居出土の土師器の高杯、小型丸底壷、甕である。13の杯

部はあまり開かず直線的に立ち上がり、下部には明瞭な段がある。12・ 14 ・ 15は緩やかに立ち上がる。

14は杯部の段が痕跡化しつつある。16~19は嵩杯の脚部である。 1・ 17は脚はスカートのように広が

るが、18・ 19は屈曲が明瞭である。21・ 22の小型丸底壷は胴部が若干扁平であるが、6・ 7と比較す

ると球体に近い。20はかなり罰平化している。23~25は直口壷である。26は屈曲が緩い二重口縁壷、

27は直口壷である。28は口縁が内湾しながら開き気味に立ち上がる甕で、古墳時代前期末葉のころと

考えられる。30の甕の口縁は立ち上がり、古培時代中期初頭のころと考えられる。58号竪穴住居出士

の辿物は、 50号竪穴住居出土の土ti|i器より、古相を呈するものがあり前期末葉～中期前業の範囲であ

る。

図26:34～図27:47~50は97号竪穴住居出土の土師器の沿j杯、小型丸底壷、甕である。34~36の高

坪は、杯部が緩やかな碗状で、段は沈線状で痕跡化しつつある。37は外反しながら立ち上がり、古相

の体もあるが脚部は屈訓がなく広がる。37と43以外の高切て）脚は屈曲している。大きく開き短脚化し

た傾向は見られない。45の小型丸底壷は、口縁は直立気味に立ち上がり、肩が張っている。胴部はや

や扁平である。47は二狐口縁壷の口縁部である。山陰系と考えられる。48の甕は、口縁が直線的に立

ち上がる。49の甕は外反気味に口縁が開く。これらの土師器は古墳時代前期末菜～中期初頭のころと

考えられる。

区127:51~60は100号竪穴住居出土の土師器の邸杯、甕である。51の高杯は坪部と脚部の接合部の

みで全体は不明であるが、杯部はやや立ち上がり気味と予想される。52~54の高杯の坪部は大きく浅

く広がり、口縁は如意形状に外反する。布留2式に相当すると考えられる。56は複合口縁の甕の口縁

部か、わずかな屈叫の跡がある。57は直口の甕。58は立ち上がった口縁を持つ甕で、肩が張らず、）洞

部下方に最大径があり洋梨のような形状である。59は甕の胴部と考えられ、長胴で平底気味の形状で、

時期はほかのものより下る。全体としては、古瑣時代前期末葉～中期初頭のころと考えられる。

I図27:61~73、区128:74~80は103号盛穴住居出土の土師器の高杯、小型丸底壷、甕である。61は

手捏ねの小製の鉢形をした土器である。 62は大きく斜めに開く高杯の杯部の口縁部、63は高杯杯部と

脚部の接合部分で、杯の下部に段が明瞭にある。 あまり I~月かないと思われる 。 64は高杯の杯部の一部

と脚部である。坪は横に広がり開くと予想される。）脚は太く開き気味で、裾は屈曲して1財く。65~67

は高坪の脚部である。65は直線的で裾では屈訓すると考えられる。66はやや太鼓状に膨らみを持つ。

67はあまり開かず細身で直線的な脚である。68~71の小型丸底壷はいずれも盾が張り尖底気味で、や

や扁平の胴部である。72は直行壷の胴部と考えられ、かなり扁平である。73の直口壷も、小型丸底壷

と同様の形態である。75の甕の口縁部は、頸部の屈rllがかなり緩やかで6世紀代と考えられる。76・ 
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77の甕の口縁は、直線的で立ち上がり気味、 78の甕の口縁はやや内湾しているがやはり立ち上がり気

味である。79の甕の胴部は、固27:59と同様に長）胴で平底気味になると予想される。他のものよりは

時期が下るため、重複する104号竪穴住居のものの可能性がある。これらは古墳時代前期末葉～中期

初頭のころと考えられる。

固28:81~90は、108号竪穴住居出土の土師器の高J不と甕である。81の高杯は、杯は碗状に丸く立

ち上がり、脚の裾は屈曲を持つものと考えられる。杯の下部には段がつく。5世紀前半のものか。83

の高杯は、杯部は屈曲して外反するやや深い坪で、杯部と脚部の接合部が非常に原くなっている。脚

は太く 、明瞭な屈曲は持たずに据が広がる。この高杯はかなり新しい形態で、 7世紀前半に屈すると

考えられる。84は小型丸底壷か、口縁は強く外反すると予想される。85・ 86は二重口縁壷のに1縁であ

る。85は屈lllIが緩やかになり内湾気味に開く 。86は直線的な口縁である。87は肩が張り尖底気味で、

猫の）胴部と考えられる。88~89の甕の口縁はl開かずにほぽ垂直に立ち上がる。90はやや内湾する口縁

である。これらは、83の高杯以外は5世紀代の古瑣時代中期にI，消すると考えられる。

図28:91は78号竪穴住居出土の土師器甕の口縁部片である。端部にはつまみ上げが見られ、古式土

師器の甕と考えられる。このほかにも古墳時代に屈すると考えられる甕や辿物が出土している。78号

竪穴住居は住居の主軸の向き、附／属施設（寵）などからは古代の住屁と椎定している。

図28:92は79号竪穴住居出土の土師器で、甑の「l縁部片と考えられる。匝さが均ーで頸部の屈曲が

ほとんどなく緩やかである。このほかにも、多くの土師器の破片が出土している。

図29:93~96は80号竪穴住居出土の土師器と須恵器である。93は土師器の移動式術の上部である。

94は須恵器の杯身で、深さがあり 、尖底気味の丸底である。底部外而には一筋の箆記号がある。95は

土師器の坪身で、 やや浅く屈 lIl•1部上半は直線的に立ち上がる。 96は甍の口縁である。 このほか、 甑の

把手等も出土している。7他紀中葉～8世紀代と考えられる。

図29:97~103は98号竪穴住居出土の土師器と須恵器である。97はこLIiiIi器の甕の1_J縁部、 100~103

は甑である。98は須恵器の杯蓋 99は肱の胴部で、球形に近いが底は平底である。6世紀後葉～7世

紀中葉と考えられる。102の甕の口縁は薄く、上l句きに外反しており9世紀代に下ると考えられる。

固29:104~106は99号竪穴住居出土の土師器である。104と106は甕、 105は甑である。このほか、

須恵器捩倣坪の影繹を受けたと考えられる士師器杯も出土している。7世紀前半～中葉のころと考え

られる。

固29:107~112は101号竪穴住居出土の土師器と須恵器である。107は手捏ねの鉢形土器である。

108は高杯の杯部か、内外面を丁寧に）赳いている。109は高杯の杯部で、わずかに段がついている。

110は須忠器の杯菟である。111と112は甕である。これらは7世紀前半のころと考えられる。

図29・113~115は102号竪穴住居出土の土師器である。113は杯、114と115は甕である。6世紀末葉

~7世紀前半のころと考えられる。

圏30:116~ 121は104号竪穴住居出土の土師悩である。116~118土師器の杯である。屈曲と口縁部

の肥原が残っている。119は須恵器の杯である。120は甑の口縁部、 121は甑の下部である。桟や多孔

の底は無いタイプである。711J：紀中葉～後半のころと考えられる。

図30:122~123は107号竪穴住居出土の土1・:ni器と須恵器である。125は土師器の甕の口縁部で、 1厚み

のある口縁である。126は須恵器の壷の胴部である。7・1仕紀後半～8世紀中業の頃と考えられる。

図30:124~126は121号竪穴住居出土の土師器である。122と123は邸坪、 124は小製丸底壷で古墳時

代中期後半である。このほか、図化しなかった古代の土師器や須恵器片が出土しており、住居は古代

と考えられる。
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固30: 127~ 128は112号溝出士の土師器と須恵器である。127は班く長い口縁が強く外反する斐であ

る。7世紀後半か。128は須恵器の甕の口縁部である。このほか、古墳時代の土師器も出土している。

脳30:129～図33:209は33号社1;:出土辿物である。このうち、医30:129～図31: 163は溝の上半の埋

土照出土、図31: 165～図32:187は溝の下半の埋土荊出土である。図32:188～図33:209は接合状態

などからどちらとも言えず、一括骰科とした。上半の埋土思出土の土師器は概ね8世紀後半～9世紀

後半に属すると考えられる杯 • IUl ・鉢 ・高杯 ・甕などが出土している。高台を持つ土師器の碗は無い。

須恵器は、坪蓋 ．．J-不身 ・高杯 ・鉢 ．甕 ・壷が出土している。坪蓋は器高が高く返りが長い146や147、

扁平で端部を折り返す149や150などがある。杯身は返りが付いたものから高台を持つ碗まである。

146 ・ 147 ・ 151はやや古く 7世紀中葉～後半であろう。155の碗の底には、「大」の字の刻むがある。

下半の埋土l邑出土の土師器は杯 ・碗 ・皿 ・甕 .i甑などである。概ね8世紀末菜～9世紀前半のころと

考えられる。175の高杯の脚部は5批紀代であろう。須恵器は杯盛 ・杯身 ．ml・壷 ．甕である。8世

紀後半のものと考えられる。溝の上下の層の出土破片が接合した一括の土師器と須恵器も上述と同様

の器種や、無頸壷と横瓶も出土している。192はいわゆるかわらけで、灯明JIUである。芯を受ける台

が中央にあり、口縁よりも低くなっているタイプで、これは近世の品である。18号溝の掘削時に混入

したと考えられる。33号溝の出土辿物は8世紀後半～9世紀前半を中心年としならが、 7世紀代のも

のも含まれる。

図33:210～図35:254は35号溝出土の土師器と須恵器である。土師器は蔭 ．杯 ・碗 ・皿 ・鉢 ・高

杯 ・甕 ．瓶（把手）等の器種がある。8世紀後葉～9世紀前半に属すると考えられる。216の坪の底

部には「 X」のヘラ記号がある。甕は厚手で横に屈曲するタイプから、悪手で上向きになるタイプま

でがある。須恵器は杯蓋 ・杯身 ・碗 ．漣 ・壷 ・器台 ・甕などの器種がある。33号溝とほぽ同じ8世紀

後半～9世紀前半を中心とする時期である。232の杯蓋は器高が高く返りが下方に伸びるタイプでや

や古い。244は台付肱の底部と考えられ、245の臨とともにやや時代は下がると考えられる。壷は248

や249のように長頸のものと、250や251のような長胴で小さな頸がつくものとがある。 252は大型器台

である。器台の0縁部は如意形に外反することが多いが、252は外反しない。6世紀中葉に屈するも

のと考えられる。

図35:255~261は77号溝出土の土師器と須恵器で、古墳時代中期末葉～後期前葉に属するものであ

る。77号溝は古墳時代の数基住居を切って掘削されていることから、本来はこれら古墳時代の住居に

伴うものであったと考えられる。

固35:262～図36:275は13号 ・14号溝出土の追物である。262は士師器の杯で底面には 「＃」のよ

うな細いヘラ器号がある。272は布目瓦である。ほか270や271の須恵器の碗やJITI.などの古代の辿物が

ある。263~269はいわゆるかわらけで、264~267は燈明Jlllである。J[[lの中央には芯を受ける台がある

が、口縁よりもだいぶ低い形態のものである。274は火鉢、275は焼炉である。図36:276～図37:293 

は18号溝出土辿物である。18号溝は古代の33号溝に沿って再掘削 ・拡張したi洲であるため、古代の造

物が多批に含まれ、土師器や須恵器、布目瓦などがある。278は、土師器の杯や碗の破損品の底部を

再加工したものかと考えたが、破損面に相当する周縁にも化粧土がかけられており、当初からこのよ

うに製作されたと考えられる。18号溝は近批以降の辿物は少なく、近世陶磁器のほか脊鋼製品 ・鉄製

品などが数点である。293は火鉢である。

図37:294~295は38号溝出土の土師器の高杯と近世の燈明」ILである。このほか、古墳時代 ・古代の

辿物と近世陶磁器類が出土している。

固37:296~306は12号土坑出土の土師器と須忠器である。296・ 297 ・ 299の土師器の杯は器高が高
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く大きく開き、9世紀後半に属すると考えられる。298・ 300はハの牛に開く高台で、底部から丸く立

ち上がる。301須恵器の碗は高台から一親きに直線的に立ち上がる。9世紀中葉のころと考えられる。

302は高く大きな高台が付く、大型の1lllと考えられる。303は鍋、305は鉢に近い形態の甕である。

304 ・ 306の甕は9世紀前半～中業にI，総すると考えられる。

図38:307は60号ピット出土の土師器の高杯脚部、 308は160号ピット出土の須恵器の杯蓋である。

309は168号ピット出土の須恵器の壷の肩部である。310は近世蒻群のなかの9号墓から出土した土瓶

の蘇である。

図38:311~335は、 13・ 14号溝、25号溝、28号溝、33号溝、35号溝、58号竪穴住屈から出土した近

世以降の陶磁器類である。碗、いわゆる湯のみ、鉢、JIil、花瓶、土瓶などが多撮に廃菓されていた。

312 ・ 314 ・ 328と撹乱出土の図42: 433 ・ 434 ・ 435は、 18世紀に広く用いられた文様で、433は熊本市

教育委員会が調査をおこなった古町追跡でも出土がある。これらは18・世紀～19世紀にかけての肥前窯

（佐賀県）のものと考えられるが、435は肥前窯のうち長崎県波佐見焼のなかに同例が確懃でき、335

もその可能性が高い。絵付けは節によっており、型刷りや転写は無い。

図38:336~346は金屈製品である。336は古瑣時代の鉄鏃、 337は刀子かと考えるが不明である。

338は鎌で右端が折り返されている。339~341は姪管の吸い口と雁首である。雁首は火皿が小さく首

も短く 、18世紀末葉～19世紀初頭のものではないかと考えられる。342は刀子である。343は一銭硬貨、

344 ・ 346は党永通野、 345は祥元通窮である。

固39:347~384は包含層出土の古墳時代 ・古代の追物である。365は士師器の歯釜、 372は木の葉猿

である。368は丸瓦で、玉縁の段差の部分である。

図40:385~397は0509調査地点出土の弥生土器である。385~389は弥生の甕の口縁部、 390~395は

壺形土器の底部である。390・ 391は縄文時代後期の土器底部の可能性もある。396は壷の頸部で、縦

方向に粗い磨きが施されている。397は甕の口縁部である。

固40:398～図41: 413は0509調査地点出士の縄文土器である。398は縄文時代後期後葉の御領式の

深鉢形士器の口縁部、 399と400は晩期の黒川式の壷形土器の口縁部、401は上菅生B式平行期の深鉢

形土器の口縁部である。402は御領式か天城式の深鉢形土器の胴部、 403は後期の終わり頃の深鉢形土

器の胴部、404は天城式の深鉢形土器の胴部である。405は天城式の浅鉢の口縁部、 406・ 407は御領式

の浅鉢の口縁部である。408・ 409は古閑2式の深鉢形土器の口縁部、410も古閑式の深鉢形土器のロ

縁部である。411は上菅生B式平行期の浅鉢形土器のIコ縁部である。412・ 413は後期の深鉢形土器の

胴部片と考えられる。

図41: 414～医42:437は撹乱出土の追物である。422・ 423 ・ 424は近世の焼炉、425は浅い鍋形で縁

の2か所に耳が付くタイプの焙烙、 426はフライパン形の焙烙の把手である。429は乗燭である。

固43:439～図45:473は0509調査地点出土の石器である。凹石 ・敲石 ・磨り石 ・砥石などである。

458は85号ピッ ト出土の管王で、緑色凝灰岩製である。古墳時代に屈するものである。445は軽石製の

ように非常に軽いが、表面 ・断面は土製品のようでもある。

このほか、写真のみであるが泥面子などを掲載している。図版31: 479~485 ・ 487~489は、陶磁器

片を面子状に加工した破片面子である。486は士製で、古代の碁石と考えられる。495~498は泥面子

で、オタフクや武士などがある。499~501は泥人形である。499は女性の頭部、500は烏居、501は獅

子の罹物である。
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l. （医病）基幹 ・棗境整備 （曳き家 ・移動先）に伴う発拙湖査 (0509調壺地点）
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m イゞ荘北地区の調森
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l. （医病）甚幹 • 閲境整備 （曳き家 ・ 移動先）に伴う発掘調査 (0509浪J査地点）
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nl 4吋・t北地区の湖杏
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m 本荘北地区の，凋査
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1. （医病）基幹 • 閲悦整備 （曳き家 ・ 移動先）に伴う発掘，凋査 (0509濶査地点）

9

.

＼‘ 

＇

｀

 

ヽ
ヽ

ヽ

ヽ

＼
 

’
 
ヽ
ヽ
9

,

 、

'

．`
 ，
 

ヽ
ヽ

｀

，
 

，
 

9

1

9

9

1

9

 

、’
,'
 

三]----=-----=
.A 161 ＝ 

¥ ， 

秦
171 

J□75 

/＝／: 
二--ノ(
叉

二 ．ッ

ヽ
▽ 

＼臼
;-------=--二:• 1 7 2 
□□--／3 
：―-―--=--ロ[174
□ LIO 
図31 0509調査地点出土迫物実測図7 (1/4) 

10cm 

66 



III 本荘北地区の，凋査
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1. （医病）甚幹 ・肉楼整備 （曳き家 ・移動先）に伴う発掘，凋杏 (0509潤介地点）
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111 本荘北地区の戯介
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1.（医術）基幹 ・肉橙整備（曳き家 ・移動先）に伴う発掘訓1f.(0509，凋杏地点）
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1. (I医病）基幹 ・珠災翌舒ii（曳き家 ・移動先）に伴う発掘瀾査 (0509;(r,j査J叫．Ii)
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Ill 本：ii；北地Iiの消査
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1.（医病）基幹 ・閑壌整備 （曳き家 ・移動先）に伴う発掘調査 (0509湖査地点）

4̀8. ’̀  ， . • 

. ．̀ 

. - t 
）只5ニニ／
---— つ ＼・ミ

I、III□ ¥fり1/iiミ―ー／
ヽ ； ・りク ふ7

、 ）／ 二□363158〗ーニ了[59
: ; 

二＼360 ・363 0 1  

362 

言い^啜翌、口［言・f、9、 `ヽ`

し

Jy 365夏66 疇t'口言。曇喜
／し／^‘~合『；’1;；；在こ 367 □/ 372 

こゞ 秘：挺y ”̀ : 369 -―：三三、配; --
□冒―- 叫，瓢．f

74 



皿 本荘北地区の渕杏
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1. (I戻病）基幹 ・f.%1培整fiiii（曳き家 ・移動先）に伴う発掘消1f:(0509,iHt地点）
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本荘北地区の調査
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1. （医病）基幹 ・環桜整伽（曳き家 ・移動先）に伴う発掘澗1i'(0509調査地点）
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IIl 木荘北地区の湖査
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図44 0509調査地点出土追物実測図20
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l （朕病）基幹 ・政't:I災整備（曳き家 ・移動先）に伴う発掘濶査 (0509湖査地点）
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Ill 本荘北地区の調査

(5) まとめ

0509調査地点は、冒頭述べたように本学医学部附属病院敷地の西南1則における、被も広い面和を持

つ調査区である。2004年に実施した0411調査地点の調査1成呆から、辿梢の追存状態は良好であると想

定されたが、その想定通り古墳時代と古代を中心に近世までの様々な迅構と追物が確認された。

古墳時代の住居としては、これまでも北側に位磁する9901調査地点や0006調査地点、 0104調査地点、

0119調査地点で確認されていた。それらは古瑣前期後葉と考えられていたが、近年各地点の土師器を

精査したところ、古墳時代前期末～古墳時代中期初頭という年代観が与えられた。本調査地点の古墳

時代の住居群も古培時代前期末葉～古墳時代1中期初頭にかけての住居が確認され、当該時期の住居は、

附屈病院敷地の北端から南までかなり広範囲に展開していたことが明らかとなった。また、古墳時代

中期の住居 (55号 ・108号竪穴住居）も確懃できた。0119地点では、タタキを持つ古墳時代前期の甕

が出土しており 、病院敷地内においては古瑣時代前期から中期にかけて、約200年の古墳時代の集落

変遷を具体的に把握できるようになった。古墳時代後期の様子は明確ではないが、98号竪穴住居や

102号竪穴住居は古瑣時代後期後菜に遡るならば、このころから、竪穴住居の主ililhは北を向くように

なったと考えられる。そうであるならば、造物は砕片で時期の特定は難しいが、古墳時代のものと考

えられる79号や78号は古墳時代後期の辿構で、既に竪穴住J舌の主軸が北に向くようになった頃のもの

と考えられる。このような現象は溝でも迫認できる。112号溝は多くの辿構と切り合っており、出土

遣物は古墳時代 ・古代のものを含むため時期の判定は1困難である。方向は南北を向いているが、 6世

紀末～7世紀前半と考えられる102号竪穴仕居は112号溝が埋没した後に梢築されていることから、古

墳時代後期頃に掘削 ・利用されたと考えられる。この時期に南北を意識して掘削され、後に西側に大

きな33号溝が掘削されたと考えられる。ただ、同じく古代の35号溝は荊北方向ではなく、白川に並行

する流れであり、北に位佃する9901調査地点でもやはり古代の大社It.は南北ではなく白川に並行してい

た。こうした大きな構は0101調壺地点、1423調杏地点でも確認されており、各地点の溝の関係や稼働

時期は、本追跡の集落変遷と水FEI化、染落内での建物梢成 ・配附に大きく関与すると考えられ、大き

な検討課題である。

本調査地点の古代の住居は、この33号滞よりF}j東側で検出されており、両北側には無い。西北側に

は9世紀の12号土坑があるのみで、土地の利用には何等かの規制があった可能性がある。また、本調

査地点では、掘立柱建物などの大型建物の跡は検出されなかった。9901調査地点は数棟の建物が確認

され、それより北側の地，点でも確認されていることからすれば、こうした公的な建物が建立される範

囲が限定されているようである。現段階では、 9901調壺地点を白川と並行にながれる大溝より南では

こうした建物が見られないといえる。これは敷地内の東側でも同様で、楳落や大型建物は白J11寄りに

展開しており 、白川から離れた位附では確認されない傾向にある。9901調壺地点と本調査地点との間

には未調査の空間があるが、古代において次第に白川沿いに公的施設が集約していくとともに、古代

の一般集落も白川寄りに展開する傾111」を考えておきたい。

医学部附属病院敷地内における発掘調壺は1996年から実施され、主に敷地の北側と西側をL字状に

調査してきた。敷地の中央は既に近代に建設された病柚により破壊されている場合がおおく 、調査の

機会には恵まれていないが、 J剖辺部となるL字状の調査地点では、多くの辿梢と迫物が確認され、敷

地の東西および南北の様相がある程度把握できたと言えよう。

これまで本センター (II]調査室）が行ってきた各調査地点の追物 ・辿構の考察が整いつつあり 、上

述した各地点の溝とそれらの繋がりや稼働時期、大型建物や住J古の配協が総合的に検討できるように

なってきており 、北落変遷、廃絶と水田化、周辺の大江辿跡群や古代託麻郡との関連について、近く
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1.（医病）媒辟 ・閑校整備 （曳き家 ・移動先）に伴う発掘；謁究 (0509，渕究地．’.'.0

総括したい。
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l11 本荘北地区の乱1介

表4 0509調査地点出土遺物一覧表

図 番号 遺 物 種類（雑撞） 法量(cm) 残存 量 特 徴 色 綱 出土遺9青 偉 考

口径
内．ナデ．ハケII 内． llueIOYR7/4 

25 I 」•9的器 店杯 底径 M；祁／¥・
外 回転•I・デ ，ハケ 11 外 ：llucIOYR6/4 

-16り竪穴住E
器I,r
口径 15.2 内回にナデ9/!lli)

内：HueIOYR512 
2 上邸恐 甕 成径 n1対濶9ヤ 外’回転ナーアナデ．

外： Hue5YR6'fi 
・16サ怒9t(E店ペルト 赤色化粧上

粒祁 ハケII
n径

内：阿転ナデ．ハケIi内： II即 7.5Y66 
3 上師器 窃μ,: 嵌往 杯部113 50りそ朽‘qu：店ぬ13

舒窃
外：回転1•デハケ I] 外： lluo7.5Y6l6 

口径 21.2 
内： ［n|転ナ・ア．削り．

•1 上師岱 窃杯 底径 nt}～胴池片 ハケ「I 内： llucIOYR6 6 
50サ竪火iEI＆滋

菩和
外：糾転ナデ．削り 外： HueIOYR6l6 
ハケrI

[Ji令 17.4 内：佃転ナデ． •I•デ
内： lluc10YR6/6 

5 士．師若 窃 ).f. 底径 口緑部片 外：肘転ナデ．ナデ、
外 'lluc7.5¥'RG/6 

5()ぅ；•?初<itI占•.床上

笞硲 削り

口往
内：ナデ，削り． l行➔·

6 l・・師器 小屯丸底屯 位大径10.。 桐部1/2
デ 内 •Jiu,· 10¥'Ri •4 50サ竪9計EIふ• 33り・i鼻

外：ナデ，削り．ハケ 外： llucIOYR616 」•• 58サ竪穴即＆北屯
器窃 l] 
I」往 内 ：ナデ，指ナデ．

内 !JueJOYR5 8 
7 .I:価諾 ,Jヽ”)L底社 般火径 底部1;• 削り

外 '!JueIOYRS/4 
50サ啜穴住居冷9

器硲 外'1•デ， Iヽケ II

口径 14.8 内 ．阿転ナデ．ヘラ削
内 Huc7.5YR5(6 50リ竪9.＜it}凸冷8.

8 上師啓 甕 底径 4I5 り 1J.1面コゲ．外1面にスス付れ
笞窃 23.6 外： 1,1転ナデ．ハケti

外． Hue7.5YR7 6 -1,t 

口径 15.6 
内阿転ナデ，りIIヽ） 内： HueIOYR6/4 so・!り,,竪穴t1：居．:.,7， 土鋭苔 甕 最大径2295 314 

器窃 25.2 
外回転•J-デ，ハケ I] 外 HueJOYR614 

LI径 15.4 内：ヨコナデ．指ナデ．
内 lill(、2.5Y7/4

lO 上閾器 甕 紋大径23.1 ほほ完影 削19. IヽケII
外： liucIOYR7 3 

5()サ竪穴iI:,.,；，池2．油3
おtr.25.6 外 3 コ-/·•，'.ハケ U

口径 17.5 内： !iii転ナデ．nljり．
内 ：lluei5YR64 

50サ竪9尺住居:,;,.1.ふ
II 上団答 甕 底径 約I2 指オサエ

外： llue7.5YR6/4
3・．:..16.一括． 14サ

器,i~ 外：屈転—)・デ．ハケ LI 沿

口径 li.2 内 ， 1u]転•I•デ ， ナテ，
内 Hue7.5YR6/6 沼り竪,,住届泣， 内外面にスス一部付沿

12 J・・師答 窃 lf 底径 M冷tl/2 ハケ1―.1
外： lluc7.5YR6l6 沃切竪穴住屈ペルト 内ilii2/3往渦雇している

器窃 外·回転•/·デ．ハケ 11

n径 16.4
内同転ナデハケII.

13 土的器 応杯 底径 u：部I2 /I}さ 内： lluc2.5Y5 6 54り楼 (5S令竪穴iEU

器窃
外：『］転ナデ，ハケ11,外： Hue5YR5/6 I人l)
If!き

「I径 18.4
内囲転•J•デハケ！］ 内． Hue7.5YR6I6 

1 4 j；邸器 15 杯 底径 u；部1／2
外． r，り転 •9•デ．ハケ 11 外 ：Hue7.5YR66 

58サ竪穴住9、引必2
器裔

口径
内外 ：伯］転ナデ p、I: Hue 5YR312 

15 七悶器 応床 底径 胴部｝¥・ 58りt:•K仕届 内面,MA!I.
路m; 阿転ナ・r 外： llue2.5YR5 6 

口径 内：岡転ナデ．ナデ．
的： HueIOYR7/4 

16 土邸器 在 H; 底径 12.6 即祁l/2 削I)
外 ：llucIOYR6 4 

58サ竪穴住1、,'PJ¥'7-6 内外1/Jj一部にスス1-t杓
笞窃 外皿転ナデ， 1•デ

ntを
内同転ナデ，ナデ．

1 7 i；鈷器 窃杯 底径 15.6 314 
削り 内： IIuじIOYR616

58サや六住I?}PN7-6 
指，J1圧I/!あり

外 . fn]転→・デ —)・デ． 外： HueIOYR7 6 圧痕（イネ）あり
器窃

削り

口径
内．ナデ．りIJI) 1勾： lluc7.5YR6/4 18 上話蛉 岱 H; 底径 脚のみ 58乃竪六住居A(3

拐高
外 •I•デ 外： flueIOYR613 

口径
内．削り v、I: Hue 7.5YR5t6 

19 土鯰器 窃杯 底径 12.9 脚部のみ
外．ナデ 外： IIuc 75YR6 6 58サ竪穴住I,~As 

器高

口径 内：ナテ，削I)．指オ v、)：llue N210 58サ翌7,；(1;18．邸分竪
20 I：鯰器 小咽丸底•,a 最大径10.6 1/3 サエ

器窃 外：回転ナ・r.9ヽ ケ11 外 ：HueN2/0 穴i1:}l’怜lllO

n径 92 内：恒I転ナデ．ナデ．
内： Hue7.5YR6/4 

58サ・竪穴住屈・ I. A 
21 上ほ呂 小型丸Ii!;返 底径 約I2 指オサエ j,_ ,¥'. 85り・ピット

跨窃 8.8 外：囲転i•デハケ u
外： fluei.5YR6 4 

尉辺． 103号竪穴住,.~
U径 9.'I

内：ナデ．削り 内 ：Hue7.5YR6/6 ⑱”`t火住居．茨p;•堅z: 土鉛器 小閉）LI約伍 底径 213 
器窃 I0.6 

外：ナデ． Iヽ'rIJ 外 ： llu,•7.5YR6l6 穴i·t},9:•池2

口径 12.6 内．阿転ナデ． •）・ デ．
9勺： Hue2.5 Y R5l6 

公｝ 上鯰器 壺 底径 約112 指ナデ．hllり 585；-堅六(t居北東
器祁 外：阿転ナデ．ハ'rI] 外： HueIOYR6 4 

24 t．師沿 必
底口径径 II.8 ロ粒、115~ 内：回転ナデ．削り 内： Hue5YR6'8 

58り内杓又住I＆:1¥:16
器窃

1J1,1部）¥・ 外：'"'転ナデ，ハケJI 外： Hue5YR6/8 

口径 24 1 
内：ナデ．ハケIj Iり： Hue7.5YR4/6 

お l：認若 必 底径 口は部約l16 58•サ竪’人住居t.lll
器高

外．回転ナ・ア． IヽケIJ 外： llue7.5YR4/4 

口径 18.8 
内．阿転ナデ．ハケ11 内； flueIOYR8 4 

26 26 上閾器 之9r(11柑屯 底径 口緑～胴部片 ⑱サ竪穴住居．己含層
器h 外・回転ナデ． 9ヽ ケ且 外： llue7.5YRS 3 

n径 21.0
ロ粒～胴祁I¥・

内：ナデ．削I)，ハケ
1人」：Hue7.5YR6/4 

切 J：幻器 白 底径
約1/3 ll 

外 ：HueIOYR714 
58サ竪穴住9、l・必 外面にスス付ft

器窃 外．ナデ．ハケLI
口径 18.、1 内・ョコナデ．削り．

内： IIuc 5Y4 2 581；9幻六住居幽． i吼
お 上鯰器 甕 虻大径お,I IJ松船約114 ハケII 金衣fiと1引閃5を含む

店為 外：ョコ・｝ーデ．ハケII 外： Hue25Y7’』1 上

29 1；師蕊 甕
底口径径 232 

口諒部約11,1
内：削り， 1/jさ 内： Hue7.5YR616 58サ竪穴tl:Ii}．包含Ki.

外［（1iiこス J..1•H't
器茄

外 しハケ11.1/jさ 外： llucIO¥'R6/1 授Al

「I径 159
内回転ナデ削I).

30 上師岱 売 底径 口柑部23 ハケII 内： HueIOYR5 3 
58り竪六住屈出西

外：同転・rテ，ナデ． 外： l-lueIOYR412 器店
ハケII 
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1, （医病）基幹 ・片切埠外iii（曳き家 ・移動先）に伴う発掘溝究 (0509f1-Ht地点）

図 番号 遺物 櫓類（器種） 法量(cm) 残存率 特 徴 色 詞 出土遺横 偏 考

口径
内：ハケ1_I 内： Hue邸YR4/426 31 上師器 亮 底径 胴部It 58P,-~穴tt居北東 ヘラ品り・ ( 1JJ;J/,~；明）

岱窃
外：削り 外： Hue2.5YR412 

口径
内：削り 内： Hue邸Y5/I32 上師岱 央 底径 胴11111¥・ 58乃竪9tit}，•;.It束 u:fi(（不明種');）あり

岱窃
外： IヽケII 外： lluc2.5Y2/I 

口径 15.8 内： [iii転1•テ ． 削 I)
内： Iluc IOYR6/•I 33 七師岱 亮 ht-）a径23A I/ヽI 外：回転・ナデ．ナデ． 邸り•Rも穴it}，伶Ill :,;,a 外面にスス1・riI

器窃 ハケ1.I 外 llucIOYR5/3 

II径 18.3 内回転ナデ． •I••ア
内 lluc5YR6t6 97り忍粉<it1取泊3.冷l.外面にスス i•t1f

31 土師若 存 v.: 底径 杯部のみ 外：固転ナデ．'/・デ． I人）面やや劣化
硲m; ハケH 外： Hue5YR6l6 滋．幽

赤色化粧士

口径 内： l!,J転ナデ．前9,
内'HueIOYR似I

茨 」:ll1i岱 1,r. 杯 底径 II.5 314 外：回転1•デハケ ll, 97サ竪ブ<itが；•ro19
器存 ill痕 外 llueIOYR6勺

II径 21.8
内： 1•1転ナデ ． 削 I) 内 llucIOYR6/1 97サ竪穴住h:.97号竪36 上師器 窃 I,{: 底径 13.0 はほ‘ん形

踪硲 141 外．囲転ナデ 外： HueIOYR6/4 穴91i1、叶油14

L1径
内・回転ナデ．削り．

37 土師器 高 J.j: 底径 2/3 
店き 内 lluc7.5YR716 

9i:P¥;(lt1片
註,rr, 13.5 外ナデ．ハケ「I.I/ぅ 外'Hue7.5YR7/6 

さ
n佳

内＇ヨコナデ，削 ’I 内． 1-iucIOYR6l6 38 土師岱 茄牙 底径 110 約112 97サ竪穴tEI,9；,鴎
岱窃

外．ョコナデナデ 外 llueIOYR716 

口径 内’ナデ
内 HueIOYR7/4 

咲） 土師笞 店杯 底径 脚部元形 外： I司転ナデ，ナデ，
外， llucIOYR7/4 97,尺翌穴rl'l/i

器店 ハケIJ
II径 内 f'il転•I• デ，ナデ，

内， Hue邸Y713 9il；・堅穴住1&．97サ竪
10 土師器 /.T, I,{: 底径 脚部2/3 削i) 焼さムラあり

岱岱 外： 1•1転ナデ．ナデ 外 llucIOYR7/4 
i,・,!tl,i}如 I

LI径 内回転ナデ．ナデ．
内 HueIOYRS/4 

97号竪穴t.t1,•}ぬI. ペル
4 l 上師荏 店 U• 底径 脚部34 工具によるナテ‘

外 HueIOYR81ヽI
ト．100サ竪穴住9合．10.1

2祁; 外．同転ナデ．ナデ ”・竪-;,(£1＆沿1
LI径

内：ナデ．削り 内 lluc7.5YR6l6 、12 上師岱 店 H 底径 脚部 97り・竪穴iEI＆泣
註窃

外ナデ 外 HueIOYR7/4 

口径 内ヨコナデ削’)
内， llucIOYR6/6 

、13 土師岱 店 u: 底径 13.2 約1/2 外’ヨコナデ．ナデ．
りf Hue IOYR7/6 

9il}竪穴tl;1占ぬ13
岱，岱 ハケn
口径 11.2 

内回転ナデ，削り 内 llue7.5YR6/6 97:；・竪穴住1,,怜h13,出44 土師答 小屯KI;（滋 底径 II松のみ
翌応

外’回転ナデ．ハケJj 外： Hue7.5YR6'6 3.'i．ペルト

口径 9.2 
内： r,,1転ナデ．ナデ．

45 ヤ．師芯 小吼Jし）；£故 底径 、I5 
削I) 内 Huei.5YR6/6 97l;・竪穴ft1,`怜hl5 泊．

外面にスス{."1
外：囮転ナデ．ナデ． 外 Hue7.5YR616 20.ペルト

甚窃 11.2 削I)
口径 18.15 内＇回転ナデ， 1tナデ，

1勺 Hue7.5YR6l6 46 l：師益 甕 底径 はぽ‘ん形 削り．指オサエ
外： HueIOYRS/4 9iサ竪穴u:I凸没ぶ｝

外碩iは胴邪 f~•.のみ
岱窃泣，6 外囲転ナデハケ11
I ltf 20.9 

内．同転・）・デ削1, V➔: Hue 7SYR6/4 27 47 土師芥 -．,RI IIれ必 底径 II粒部｝r 9i\;•竪火i.EJ凸泌16 IÌJI0jにコゲ ，外面にスス付れ
2告祁 外・回転ナデ 外： Hue7.5YR7/3 

niを 13.4
内 ：InI転ナデ．前19.

48 l：節答 甕 底i活 約)13 Iヽケ11 内 lluc5YRが6 97:；忍ザ<iE/＆翌
1勺面←9部剥離

埒応
外：回転ナデ．ナデ． 外'Hue5YR5hl v、]外血にスス付沿
ハケII

口径 1&I 
内・ョコナデナデ

49 :l：師笞 売 底往 はほ沿形
ハケ 内'Hue2.5YR5/6 97g-gも穴iKIぶ'1:¥30 外面にススi•t杵

外．ョコナデ．ナデ 夕I• Hue 5YR6/6 岱窃認0
削り．ハケ

I Itそ
内：削り 内： lluc7.5YR613 

50 土師岱 甕 底径 胴部It
外：ナデ 外： flue7.5YR5/3 

97サ竪穴化18• 「 I•」状のヘラ．i認•
岱窃

U径
内 ：ナデ 11; : Hue IOYR6/3 

51 上師窃 店 M、 底径 杯部～旧部1/8
外：ナデ．Ittさ 外： HueIOYRM2 

100り竪9尺住居
岱点

口径 19.6 ,勺 :[n1転ナデ r1;: Hue 7.5YR6/4 
52 土邸若 邸 11: 底径 杯怒l/8

外：回転ナデ．削り 外： llucIOYR7t•I 1()()r；烈を火{E9,.；池5
笞t5
n径 20.4

内：阿転ナデ．ハケ11 内： llucJOYR7/4 
53 1一鼠i岱 祁杯 底往 U粒～開部9i•

外・M転ナデ，ハケII 外 ：Hue7.5 Y R7/(i 100サ型9¥fIi/＆ペルト
窃応

111釜 19.4
内． 1司転ナデ．ナデ．

51 上師器 窃杯 底径 杯祁3'、1
ハケ[I l'-J : llue 7.5 Y R7/6 a100含サ厨堅9尺住居ペルト

苔硲
夕f:lal転ナデ，ナデ． 外・:Hue 75YR6'6 
オサエ．

II径 内 •I•デ削り 内： lluc5YR6•6 55 土認器 応杯 底往 脚邪116
外・ハケri."5さ 外 ：llue5YR6 6 

100り怒9ttl:K;
沼l,t
I Iii. 16.8 

内’l!!I転ナデ．ナデ 内： llue7.5YR6/1 56 土邸器 哭 底径 11討部1|・ 100サ竪穴1.F.9』
諮ぶ

外'1911転ナデ，削り 外； lluc7.5YR6/4 

n径 li.4 内， ナデ，ハケ11,
μ、I:Hue IOYR7/ ~ 

57 上師沿 甕 底径 I ll対部1/•I 指ナデ
外： !foe7.5YR7/6 100サ竪穴住居

硲窃 外 lnl転ナデハケLI
I l(t 15.3 

内 lμI転・トデ．削り 内． lluc7.5YR5 4 
58 土邸硲 史 it)こ径24.0 約1/4 100サ竪穴住／，s. 内外面にススf•バf

器窃
外：旧転ナデ．ハケU 外'Hue7,5YR6/6 

n径
内削り 内 lillC5YR5 6 

59 上師貯 斐 蚊大径25,3 1 /4 
外：ナデハケl] 外'HueJOYR6/3 

100り・竪穴住,;,; 内外面にスA．コゲ付4vi
器窃

n径
内ハケ「l 内 lluci.5YR6/4 

60 上師荏 央 底径 !H部）i
外'/Illり 外 Huei.5YR6/4 100サ竪穴it9̀ii

r t・J状のヘラ，4サ
器窃

U径＆I
内ナデ．指オサエ 内 llucIOYR613 

61 手捏ね上苔 鉢 底径 5.4 約1/6
外指ナデ指オサエ 外 llucIOYR7/4 

103り・竪穴9u,，；ぬ15
怨庇 4.1 
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lll 本荘北地1メの調究

図番母 遺物 種類（器種） 法量(cm)
I lff 19.4 

27 62 J：師笞 ぷ杯 底{f
ッ"9•ず99999 

&1 | t師答 1 ,％ 杯
I Itを
,,rn, 
辟店

64 I t師器
I llf 

ぶ杯 ~Ht 13.1 
器店

65 I :t:師路
I I t.t 

応杯 底往
答府

66 I J:暉器
I l i t: 

店材 底径
が"9',9,9.9,9 

I Itt 
67 | t：師岱 府杯 底往

苔1.r.

68 I tr.~1:1 1,1ヽ咆丸Ji綺
I lit 8.1 
府t・t
岱応 8.8 

69 I 土r,ijr, 1,1ヽ屯丸底壺
I lff 9.6 
底往
沿科 83 

iO I l:C面器 1,1”ん底社
I lfi¥ 9.6 
hHft 
答甜 995 

ii I Bili器 I小芍丸底g・:t
11佳
最大径102
岱窃

72 l i:tiii岱
い径

L’’:[1祉， h：（往
芯茄

i3 I I:師溢
I Iii¥ 116 

直口祉 i!ktfl2,O 
閤点

28 | 74 l k師硲
ni1¥ I 1.6 

llI:II面 底iせ
器窃

残存率 1 特 微 I色 顧

I'!/fllり．I｛fさ l'-l -ttuc ;>) Kり/1)
脚部I6 

りt.Iiiさ 外 ：Hue2.5Yl6 6 

内，ナプ．削り ~-I . Hue 7.5YR5 3 
脚祁116

外ー／・デ．1/lさ 外： IIue 7.5YR5I3 

内ナデ．削り 内・ Huo5Y3 I 
糊部I2 

外： In]転十デ 外 ：H皿 7.5YR73 

出土遺構

Ill点～門部／；一
内：阿＊吋•デ内 ： lluci.5YR7 3 
外：回転ナデ．ハケLi 外： lluc7.5YR7.1 

|103が登穴住居

内： ［9り転 ・i••ア ， 1•デ
り部2I3 外； lttl転・）ーデ，ナデ

内： lluc7.5YIし7I(i 103｝；-竪穴IIi1,9池 I(),
1暉 j．捐鱈

削り
・ クト： Hue7.5YR6'6 177号1昇

内：ナデ．nI)り
約13 外；ヨコナデ，ナデ．

内： Hue2.5YH6 ・3 1l03り怒9•·； it}，針必I .

ハケII
外 ：Hue7.5YR6'6 197り代：i；［tI丹

'". "・・．． 二，．＂‘：'‘・
103サ翌穴it}，il・・ 

1103り竪,'(即，9:.

偏 考

|77り精． 103号竪穴仕
恥

314 

はぽ完形

約3I、1ロ
れt
 

~
~
 スス

•i­
.n" 
n" ＇ 
クt
 

•• 
,
 

}
 

穴

ご
|103サ竪9く認，10:切
竪穴住1，内碑 ，泣 3

胴部1ヤ
f
 

り）
、
り
'
．． 

デ

デ-° 
4
9
4
'
 

．．

．．
 

内
外

I',4 : IIuc IOYR694 
外： llucIOYRti 3 

|103り竪穴lt1,．；泣

剛部I2 |103四叫・・滋．西
包含柑

I夕直I{f祁にススi.j~{f

-a -‘
 

i6 

77 i:tiii器

78 

I』3

IItゞ～11M部

内：ナデ 内： HueIOYR7'1 
外： InJ転ナデ．ナデ 外： Hue10¥'RB,、1

内：同転ナ・r.hIlり．
ハケII [IIJ:llue5YR66 

外：同釦•デ．ナデ． 外 ：llue5YR6 6 
削り．ハ'rfl 

内： l"I伝,.デ．fflJIJ.
ハケII 内： lluc5YR6 6 

外 ：I＂1転ナデ．ハケ~ I外 ： Iluc 5YR7 6 
内： I991転ナデ．削り．
ハケIl．指オサエ 1’1:Ilue25¥’6 2 

外： InI伝／・デ． 1•テ‘. I外 ： Iluc 25¥＇6 3 
ハケII 

内： 1991転ナデ．tillり

外門昇デナデ 闘．は：閑醤↓
内 ： 1"l伝／・デ．削II• 
ハケ11 内 ：lluc10rn6 6 

外： llll転/・デ．ナデ． 外： llueIOYR6 3 
ハケII

内： ［"I転ナデ．ハケ1i 内： llue5¥'R66 
外； ［"I転ナ・／‘.ハケll 外： Hue7.WR7 6 

79 

t．師呂

i：師器

l:tm§ 

J：師笞

11紺～財部片

約1、2

I IN～刷部l;

I• It計部1ヽI

|l(¥3吠舒：tt18|; 

饂望汽麟□外1面にスス(t4’i

| 103咋 9•.;fE9ふ邸・1
i/II．77から西包含Kサ内外[illにスス・コゲtt:I

3
 

|i’4: IIuc IOYR592 
外： lluci.5¥'Rti'ヽI

103り堅9ttt 1,i (77サ
溝ペルト）

口柄外1用し人人コゲf."i

80 K師お

1
1
6
1
1
9
1
8
0
1
9
0

牢

履
履
一
1

巴履一
nff

窒
員

翌

翌

甕

吏

吏

訊

約l/6 1
1
3
 

6

6

 

R
R
 

Y
Y
 

0

0

 

e
c
 

ー
l

l

 

．．．． 
内

外
I103渥輝I,S
103サ竪穴91:I心ol,(;

81 1：師笞 1,2 | 108匹•9ttI：屈
JO.~り翌穴ti:/，松•め14

82 I；師路 騨祁l18

83 」•h酎器 V2 

内： 削り．If}さ

ロ 三
＆ k師笞 約1hl |108り翌kit1古 1内外1紺刹離

85 

86 

S7 

91 

92 

上師岱

I・-t而苔

l:t甜器 約112 り
LI

削

ケ.‘ 
9
,.
 

I

9

.

 

ナ

デ
指
ナ

••
•• 
内

外
I内： IIt1{• 5YIi(； (; 
外： IIue 7.5YR7 (i 

S8 1:t面若 1 1位～加）t|内：如・・I’.hii i) |内:IIuc 7.5YIし6,4
外．回転.,.デ．ハケLI 外 ：llueIOYR6 3 

“り
h
>-
§
 
所ヶ3
 ，
 

力L
 
,' 
な
[[
[
 

89 I：暉荏 「1栢祁）ヤ 108り竪穴iEJ,．；ベルト

90 I••岡砕

.t．師器

1 -．師器

屁
＿1〗i
m -1〗-

n
l
f
[
5

-
1

款
＿
罰＿
暉
戸
攣
筐
：

竪

＂

立

し

甕

売

亮

杯

杯

杯

鰭

叩

叫

底

丸

点

ャ

9

店

問

煎

爪

＂

nt治213
尉祁一部

IItゞ部片

IIお祁）ヤ

UIt部）ヤ

□三

口 |108り竪刈諏

I 恥如J',• I内・ Id転げ．削り 1’り： IIuc 5YR6/6 
外： lei転 1•デ．ハケ 1」外 ： IIue IOYIi79、l

l78れ紐(KI,9}

|79りも松仕1,.｝焼 J••

I圧痕あり
内面，h；色化粧,.
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l. （医病）基幹 • 閲挽整備（曳き家 ・ 移動先）に伴う発掘濶査 (0509品l在地点）

図番号遺物種類（器種） 法量(cm) 残 存率特 徴 色 調 出土遺構 偏 考

口径 16.8 [IJ1: Iり1転ナデ削り
29 93 上師益 移動式韮底径 l―I松部)¥・ 指オサエ， ． 内： flueIOYR7/3 80号竪‘..{£I9し

器店 外 •(ii転1•デ Iヽケ fl 外： Hue7.5YR6/6'" '' 
口径 10.S 

9'1 がi．屯笞 杯／iEl活 約1/2 内 !iii転ナデナデ I人I• Hue !OYR4 2 . - -
器;il; 5.0 外： Iりl転ナデ．n11り 外： Hue7.5YR4/I 80号竪9、住1,f 底面にヘラ記・りあり

nl各 13.4
95 縄文土昏 鉢形上器底径 LI粒～尉部li• ji-J:,りさ 11・1 : Hue 7.5YR/4/2 0n_R~•· ヽトI 一•

器窃 外：削り ．靡き外： lluc7.5 Y R5/3 ""~ >Y. I、江9,i
口径 12.8 

96 須恵苔 甕 底径 n枯茄片． 内： I99It.祠ナデ 1勾： IIuc 5Y812 ＾ 
器高 外： I＂1転1•デ．削り外： Hue IOY6/I 80分竪＾化1＆ 内外面に自然袖It{f

口径 28.0 
97 :I；師店 央 底径 IIH～馴部）；• 内 1h1転1•デ．削り 1<1 : Hue 5YR6/6 ,. 

器祁 ー 外． I991転ナデ．ハケII 外： HueIOYR7/4 98号竪入11:It怜む1

9S 須思岱 n径 12.6 ～ 内 '1991転ナデ． •9•デ r).I : Hue 2.5Y5/I , 
li. I器i£窃径 Iコ緑天Jt,部9i・ 外： I991転ナデ．削＇） 外： HueIOYR5/I 98号竪9ヽ住居 外面に日然袖付沿

99 3/（恵砕 屈 底口径径 3,25 胴部～ 内： FI転ナデ，ナデ 内 ：llue1'5/0 ,. 
器硲 底部’元形 外阿ヘ転ラ削•I•デI) ．ナデ・タi: l luc 5Y5I I 98号竪9、ft18油6

口径 23.0 内 1"1転ナデ． •I•デ
100 J:llli苔 低底径 17緑～胴部）＼• 削り 内． Hue7.5YR616 • 

器窃 外岡転ナデ．ナデ．外・ Hue 7,5YR616 ⑱号竪9dtt1t竃池13
ハケII

口径祁0 98号竪穴tt／吊磁ぬ8,No.
IOI t師笞 甑 底径 11.0 1/4 内： I'」転ナデ・nllり 1人I: Hue 7 5YR6/6 9・ぬIO・Nol2・泌18158'""'本

笞莉 お．ヽI 外，ナデ， 9ヽケfl 外． Hue7.5YR7/6 り柱穴(98サ竪,・,住,居 1'‘』9ruu一部にスス1-tがt

口径 29.4 内）
102 J:.師笞 瓶 底径 約1/8 内：囮転・｝デ．削り内． liuc2.5Y7/3 98サ竪穴住居ぬ2.池

岱窃 外 1a1転ナデ．ハケn 外 'llue5YR6/6 15 ・ l¥016磁 一部黒斑あり

口径
103 士緬芥 甑 底径 15.8 底部約1/-1 内炉） 内 HueJOYR513 函号竪）対住屈ぬ1 ・ぬ8 •,,．―

特応 外．ハケLI 外： Hue7.5YR5l4 I冷17 ,... i籠一部にス入付ズt

口径 内・屈転j・j'削り
ゅ1 t・，緬硲 売底往 口け1/8～刷部指＊サエ 内 Hue2.5YR5/8 JOO号竪‘••u:IS

答在 外 '!iii転ナデハケB 外 'I-Jue5YR616 'A  ・ 

IJ径勿．0
1お 土緬器 低 9氏径 口i沿1/8 1/..I : fol転ナデ．削り内： Hue7.5YR6/4 99サ竪穴住1、(・.

器窃 外： Iヽ り転•I・デ 外 llue2.5YR6l6 JOO号竪六住,,.,

口径
l06 t師荏 甕 底tf， 尉til約1/8 内，/Illり 内 llue2.5YR5l6 櫛号竪穴住屈竃ぬ2・

沿窃 外：ナデ．ハケE1 外： llue2.5YR5/8 池3.包含泌

口径 3.8 
107 p捏ね土答鈴底往 約11,1 r勺：ナデ 内 'HueIOYR3/I 、''

荏窃 外：ナデ．指オサエ外． HuelOYR412 lOl号竪＾住厄

ロif．公．0
108 J:師笞 窃杯底径 LI~～胴部片 内： lnl転ナデ-It？き 内： Hue7.SYR6l4 lO I ユ.,,,_.ヽer.,-‘’̂0

荏店 外 ：I991転•/·デ ， I8さ外： Hue7.5YR6l4 ，，ゞ ＇^’’'“̀‘"コ

口径
109 上閾器 為杯底径 杯部It 1'1: l»I転•/·-r ,l!jさ内： HueIOYR7/6 I ゚I £1匹,,.、トI ●9 

器窃 外 ：I99l釦•デ ， 削 I) 外· Hue 7.5YR7/4 ，，て八99..,'；幽

口径 132 内： I司転ナデ．・｝デ．
110 m恵溢 ＆ ，氏往 はI?完形場、 ツマミ 内・ Hue IOCY6/I a. 

器店 4,5 外 ：［nl転ナデ，ヘラ削外： ［［uo IOBG6/I IOIサ貶＾it屈油3
り，ヘラ1,1｝り

n径 15.6 内：阿転ナデ指ナデ
111 土緬器 甕 9氏径 約l/3 削り ， ＇内： HueIOYR6/4 JOI分竪穴住1&．Nol・ ぬ

器な 外 ：囲転1•テ ， ハケ l」 外 llue7.5YR6l6 6 
0往 II.8 内： @I転ナデ，指•J・デ， ． 

112 土師器 壺底径 約1/3 削り 内． llue7.5YR616 IOI う’·竪,，·· I•EI ・幽
答窃 外： I99]転ナデ，ハケ11 外 'llue7.5YR7/8 9 9ヽ 占

n往 12.8 内：囲転ナデ，ナデ．

113 土師器 杯底径 約11,1 印さ 11、I: flue IOYR6l3 .. スベ.' -
答窃 4.7 外：回転・｝•デ削り． 外・ Hue IOYR613 102分エIヽ(t}ぶMl 焼きムフあり

J行さ

114 土師器 I―I径 15.0 内 ：I＂1転ナデ，ナデ 1勺． I•Iuc7.5YR5/4
甕 底＇)μ・-●ャ径999J 口討部/¥' bl 外・：~囲•~転>ナ- -デ= ,外,, "H・u・ e 5rnYnR5cl,. 4 11)2-サ竪f<i,tl凸 外luiにススi•t1i

口径 19,4 
115 上鯰器 占 底径 1―,.女～開部片 内： (iii転•I•デ，削り 1<1 Hue IOR5/8 1 nS9-g,．、トI -Cヽ，_＂ I'-］1釦i口栢～顎茄・外面1・赤色化粧

器窃 外： E9転ナデ，9ヽケII 外： IIuc IOR5(8VC?>Y.Iヽ,c,，'”上 」:

口径 Ill 
30 116 土鰤器 杯 底径 r:1紺～胴部J¥・ IA1 : （991転ナデ，磨き 内． llucIOYR5l3 1̂“"mr・ •99• L•2 

器窃 外：佃転ナデ18さ外・ H,oe IOYR5/3 ""'勺土9いE90

口径 13.0 
117 土幻硲 杯 底往 約1/4 内：囲転ナデ的さ 1勺： HueIOYR5/3 104~.,...ヽ9•m

笞店 外：削り．ii5さ外． HueIOYR5/2.,,泣＾‘E9“

口径 123 
118 」:．釦路 杯底径 約1/•I 内： lnl転ナデ庖さ内． Hl氏 IOYR5/3

器店 外 ：阿転ナデ．Iiiき外 llue7.5YR5/4 1().1-1}竪穴itJ，り 外1f11にススf•t牙i

口径 10.9 
119 須恵岱 坪 底径 Uば～胴部1/8内： K9l転ナデ．ナデ Iり． Hue7.5Y6IJ 1~•f:．．い、Sヽロ呼

荏応 外：阿転ナ・r.nj;)外． llueIOY6 I "''立八LE9が9ぶF

n径 3,1.0
120 -i.：臨器 恢 底往 I―IIt～剃部9t 内：'"'転ナデ，削り ,,、I:Hue7.5YRG/6 , ・ 

器沈 外：制転ナテ，IヽケII 外， Ihe5YR7/6 1().1号竪ヶ<itI,9i竃NllP

口径
121 土師器 甑 底径 15.2 iif.祁1/4 内：削I) l'-1: Hue 2.5YR5/6 77号溝と、,の.交，点'． 

器高 外：ハケ目 外 Hue7.5YR6/6 lag•緊＾ft1..；鼈内 a.

n 径往 I G.8 内c 
122 上師器 売 ／反 rI粒1/4~11H糀 内： l!!I転ナデ，削I) I'; : Hue 7.5YR5/2 I ＾ワぷ9..99’•99•I ―’ 

岱/,T, 外： l!'I転ナデ 外 ：llue7.5YR7/4 v,，，立八9E、S

口径
123 須恵器 壺 最大径16.8 .!ll邸1'I• 内：阿転ナデ 11, : Hue 5Y511 1071;•竪穴it1,•;-108サ

器窃 外： fnl転ナデ 外： Hue5Y4/I 貶穴釦I;1—．面
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m 本荘北地区の調査

図 番号 遺物種類（器種） 法量(cm) 残存率 特 徴 色 調 出土遺揖 偏 考
内： I9,1転ナデ，ナデ．II径
1わき 内 ：Hue5YR5 8 

121サ竪穴ftIA30 124 J：団苔 祁杯 9設往 u：部片
外 ・[991転ナデナデ． タ>: Hue 5YR5IS 器店
／れき

「l径
脚部約1/6 り．ナデ．fillり．II'.さ ,•1 : llue IOY R6/3 

121サ竪穴住居1あ 上師閤 窃杯 1氏径
削り りト：llueIOYR6/3 

岱森

口径
内 I≪!転ナデナデ．

: llue !OYR7•,,1 削I) 1’‘ 121う｝竪穴住居lkt. 126 上師器 ,J ヽ 屯丸I，'x祉： ~，大径7.8 胴部片
外 1ぃ1転ナデナデ． タ>: Hue IOYR7l4 

苔広i
削り

口径 19.0 
内： i"I転ナデ．Ii5き 内 Hue IOYRSl3 

11n・i鼻 外面にコゲ1•t^’t1切 l:t耐器 吏 底径 11柑 ， I i"I転ナデ，ハケII ク¥:Hue 7.5YR6/•I 硲応

II往 17.4
内． I991転・rデ．削り 内： Hue7.5Y51l 

112サi鼻128 須恵器 甕 底径 fl緑～』月部n・夕~ : lnl転ナデ．りIJり 外． IIuc 7.5Y5 2 器庇

n径 19.0
内：訊転ナデ．ナデ 内 'llucIOYR6 3 ぷ1:;•1昇包含層． i鼻底祁129 i.：師諾 在杯 底径 杯郎約I4 夕
ト：ll91転ナデ．hlJり り;. lluc IOYR6'3 鉱物沈応培岱，岱

LI径 8.6
II紺部1/8 I勾： I991転ナデ 内 ：IIuc 5¥'R616 

、旧り・溝J: 丹澄り130 上蒻器 杯 底径 6.0 
底部1/3欠 外 ：I99l転ナデ．ナデ タI llue 5YRG/6 り叶'tlw , .， 3A 

LI径
内 .・/・i', l[lさ 内 'lluc5¥R66 331;•溝上131 上甜笞 H; 底径 8.0 rj6祁1/4
外 ，ナデ削9），閉さ 外 ：Hue5YR6 l 拉応

U径 12.、1
内 ，Iヽ91転ナデナデ i<J ・ lluc 7.5YR6l4 33り・溝」；132 上師答 杯 底径 88 1/8 
外 [99l転ナデ 外 ：llue7.SYRi/4 

器応 3.2 
II径 132

内 [9り転 •I•デナデ 内 ：Hue2.5YR6 S 
33サj昇t 内外面赤色化粧上133 k師岱 /.j: 底径 8.8 112 

外・ I99J転ナデ．ナチ 外： JI訳,2.SYRi'8 
答窃 3.9 
口往 13.2 

内 '|"I転ナテ＇ 内 ：Huci.5YR66 33ザ溝． 33号溝也含N134 t；師器 u: 底径 7.2 約112
外 'i"I転ナデ．削I) 外： I•lue 7ふYR66 鈍物沈殿層

苔窃 3.2 
n往

内 'll99転—トデナデ 内． lluc5Yll5/6 
33サ溝上 内外iui赤色化粧—1▼1お 上師器 杯 ,，[cit 13.0 1/4 

外： JriJ転・トデ．ナデ 外 'lluc5YR5'6 岱応

口径 11.0 
内 ：I999,i.ナデ．ナデ 内 llucSYRS,6 

33サ溝上136 上邸器 u: 底径， 6.8 約113
外．'")會えナデ．ni)I) 外： llueSYRS 6 器窃 ．1.7 

I Ji¥'. 15.0 
l'-1 : 1°1転ナデ 内 ：lluc2.5YR5/6 &3ナ）•溝J: 内外面赤色化粧K1初＇ J••閲器 皿 底径 12.0 I―I粒～底邪）ヤ
外 ：［99l転ナデ．illIり 外 llue2.5¥ R6/6 蕊窃 1.6 

11径
内 ．1991転ナデ．ナテ 内 llue2.5YR6 6 

氾サ溝上
外面濶羅138 土誦器 皿 底径 rix祁片'

外 ・i"I転・rデ削I/ 外 ：Hue 7.5Y R1 6 内外面赤色化糀k器岱

口径 23.2 内囲転ナう‘ナデ
内 'llueIOYR6!6 33り・ir.l:.3313サ1り/f/消下＆. 33 

サi鼻上下． 33 含139 ..I:t沿若 鉢 底径 13.6 !13 外： I9,l転ナデ，ナデ，
外 ：llucIOYR6/6 

Kり．鋲物沈餃Kり器I,); 116 削り

33•:;•ipl.t.. ．'l.3り溝 卜'.J3 nt怜
内 1,,1転・r・r.ナデ 11;: lluo 7.SYl/6/4 

サ沿包含陪，飩物it貶外iiijスス？ f•t?t 1鉱物か）140 :t師岱 鉢 底径 95 113 
外， 1l]転ナデ削り 外 ：II皿 7.5YR6/4

層9"‘t '” ,,, 
rl径

内： 191転•I•デ 内： Hue7ふYR7KI
33サ溝上141 七師岱 鉢 底往 9.S 約118

外． 991転ナデ．削,, 外： Hue7.5YRi'4 
”・}'，W いJ

17径
内 ．hlJ91. f9さ 内 'Hue7.5YR6/6 

33り溝 I:142 土帥器 科 u: 底往 杯邪～朋部片
外・ h lJ I)．店さ 外 llueIOYR6/2 岱ねi

II径 18.0
内 ：I991転ナデ．iillり 内： Hue2.5Y7/3 

:l3り消tJ.:143 j・・認器 甕 底径 II松～,Ii部l14
外 ：I991転ナデ 外 'llue2.5Yi 3 器硲

LI径 24.0
内 ：阿転ナデ．削り 内 ：HueIOYR7 2 

33サ溝上 外面にコゲ？ i•バt （鉱物か）144 上晦器’ 哭 底往 II粒1/4～閉部
外・ l••I転ナデナデ 外 ：HueIOYR7/3 沿店

I ill 2'1.0 
内： I［91転ナデ，削り 内 l-lue5YR7/4 

33-t；-i舟．t145 土暉苫 甕 底径 ni＆一胴部片
外回転1•デ 外 ：lluc5YR7'4器府

n径 12.0
内阿転ナデ 内 ：H,ie公iG¥'5I 

33釈11/J-.146 が1恵岱 没 底往 約114
外回転ナデ．削り 外 ．llue5Y6 I 

がaf9ヤaI 
「Ii．令

内 1,;1転ナデ．一）・デ 内： Hue7.5Y6/l 
33り溝 I: 内面にへう氾サ• (fJJ説不可） ありl4i 須忠器 五 底往 11ヽI

外・ Illl転・,.，ヽ ．削I) 外 Iluc7.5Y6/1答ねj
U径

I人）： InI転ナデ 内 'Hue1-7 0 
33,；a溝上148 須患器 五 底径 約118

外 ：IOIt上ナデ．削り 外 'Hue2.5GYi I 硲ぶ

口径 17.4 
内 ：阿転ナデ．削り 内 ：HueIOYRS, 3 

3.3り・沿J.:149 須恵器 iヽ Ii(径 113 
外 ：I999転ナデ．削り 外 llucIOYR8/3 

II往 15.1
IA! (nl転ナ・I‘ 削り 内 ：IIue 7.5Y4/1 33:；utJ: 150 須忠答 社 底径 1/6 
外： I991転ナデ．削り 外． Hue7.5Y5tl 器1,~ し5

I lit 14,4 
内回転1•デ ， 削り 内 ：Hue5Y6 2 

331；•i鼻上 白然釉あり151 須恵苔 杯身 hそ径 8.0 約I5 外： ［991転ナデ，削I) 外 Hue5Y6I 答l?.[ 455 
r:1佳

底部1/5~ 内 ：I991転ナデ．削り 内 llue1'510 18り清． 33り消泡含M152 須恵沿 碗 底径 8.4
馴部li 外 19919i.ナデ．削り 外． llueN,110 鉱物沈粒K{岱応

I Ii沿
内 l"l転•J•テ 内 Hue!1:6 0 

18り溝．33り・溝1-.153 須恵沿 碗 9氏径 9.0 底部2,3
外 ．1［II転・トデ．ナデ 外 'Hue;>;6 0 荏応

n(t 132 
内：じ1転ナデ．ナデ 内． lluc5¥'5 I 

33l;•i糞J.:154 須患器 碗 底径 7.0 1/6 
外 ：h峠．そナデ 外 Hue5Y5IJ 器店 、12

II径
内 1991転ナテ‘ •I・デ l人I: lluc N7/0 氾り・ill/J:33サIII/俎含刻杏 「火」袖あり1茄 須恵器 碗 liHli 10.0 I 2 
外 1991転•I•デ．削 9) 外 ：IIuc.W6,0 K1 一部自然あり符窃
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l (I区病）基幹 • 閲悦整備 （曳 き家 ・ 移動先）に伴う発札l閑l脊 (0509』，Il望tj恥'·，:）

因番号遺物種類（器種）法量(cm) 残存率特 徴 色 調 出土遺1青 偽 考

II径 内 ・),f転ナデ．1・デ 内 'Hue5Y5/I ,, 内面( •IK土｝` 1•げt
30 156 須屯器 </:! I汲径 11.2 ,,:~部 1/2 外．ナデ．削り指オ 外 llucIOYIく,112 339,•iら上 - ' 

器祁 サエ

1.1径,. 1り：肘転ナデ 内： llucIOYR6l3 33サ溝 l••
157 須恵器 t〗灯・底径 り・部1/3 外： 1"1転ナデ 外 llue5Y6/l 

岱r.r,

U径 ,,、I:lnl転ナデ削I) 内． IIし1cIOYR-1/6 33{)-j鼻I・
158 須恵路 ぶ杯 i岱tt硲t 脚部3/.1 外：阿転ナデ．前1) 外： flueIOYR5/4 ・

□it l1・l ：ナデ ． 内： HueIOBGI 711 331;•溝．I; 内外面l'l.• !.，袖あり
159 須屯答 硲杯底径 脚茄片 外： I991や祠•デクン-j· 外： IIue IOllGI,7II 

器必 ず

1こ1紅 内 • M絃J•デ．削り l人1 : IIし107.5Y5/I 33サi//1上 l'.I然柚あり
160 須9じ路 硲杯 liJ':怪 脚部3/4 外 'l911転ナデ．削り外： lluc7.5Y5/2 

器窃
口径 15.0 内 l9tltぷ）ーデ 内． llucN6/0 33号溝上

31 161 須息沿 鉢 1，沼径 口粒約1/4 外： l"I転ナデ．削り 外 llucN1/0 
器高

口径． 11.2 内 lcl転·/•デ 内． lluc2.SY5t2 33り・i/IIL・・ 
162 l!i退岱 祉底径 n緑1/2 外： i"I転•,.デ．削 l) 外 llllC2.5Y4/l 

芯茄
、 内： l991転ナデ，削,,. 18サ溝． 33サi鼻I:.33 

• •P 口径→99 ー タタキ 内 lluc7.5Y4/2 号i/II．r, 18 り構 ・ゆり， ＂然釉1•I'ii
163 須.¥¥!.2；； l;9/i必最大f紐邸 約1/3 外 ' I991転•J•デ ． 削り ．外 Iluc7.5Y1/I ,叡の.., 能“”‘.I• 91• 

底径 122 ククキ '” "I Imc. 

内：囲転ナデ．削I). ,. .33 
ロ!ii2'1.4 ククキ 内： Hue7.5Y4/I 18号溝 33サi鼻J..

164 須必芥 甕底往 約114 外： Isl転1•デ，削 I) ．外： llue7.5¥'5/1 乃溝下． 33乃i貴，.:!含崩
岱店 45.1 クタキ

LI径 13.0 内 19919i.ナデ 1村： lluc7.5YR4/4 33サ溝下
165 土閾器 杯 ，i~径 8.0 約112 外・ I991転ナデ．削I) 外： lluc7.5YR,J/3 

硲窃 27 

11往 14,0 内 1りltえナデ 1人，． Hue5YR6/6 33サ沿 I•―
166 こt．師器 杯底径 90 1/4 外 ' lul転—J·デ タIlluc 5YR6l6 

益窃 23 

n．径， 11.0 内 lt19ぶJ・デ 内． lluc5YR6/6 33サ1鼻，，．
167 J:師芯 杯 l,J;i冷 8.8 1/4 外： l≪lti.・/-デ．削l) 外： llue5YR6,6 

器窃 2.7 

n径 135 内： lnl転ナデ，屈さ 内 'Hue5YR6l6 ISサ11111・ 3-1り溝下
168 j：師答 杯 底径 8.1 1/2 外： l'!I転ナデ削り 外． lluc5YR6l6 ,. 

器，岱 32

n径 13.0 l'・J: lul転ナデ 内 llut2.5YR5/6 189・i絆上 33サi9,f 焼きムラあり
169 J師岱 杯 ）氏径＆5 1/2 外： M転ナデ 外 ：lluo5YR6l6 

岱在 3.3 

I」ti2'/..0 内 ：I991転ナデ 内： Hue2.5YRS/6 33サ溝 I： 内外面赤色化粧上
170 J•師笞 碗 h引径 12.6 1/8 外＇阿転ナデ ．NilI) 外： Hue2.SYRS/6 

器高 4.8 

口径 153 r1,1 l≪I転ナデ．ナデ 内 'Hue5¥'ll6,G 14サ溝 (13サ溝）、33ヘラ記りーあり
Iii 上暉わ 益 底径 12.3 3/4 外 1川紐）・デ．削I) 外． Hue5YRi/6 -l}溝上 l‘•

硲(.:-, 2.0 

口径 23,0 ， 内＇、 ［9 ，]転—J• デ．削・り 内， Hue 7.5YR6/，1 ． 外I籠吹さこぽれ扱あり
172 上師岱 売 底径 lご1籍～刷祁J,· 外， 199]はI• デ． 1 デ 外， lluc7.5YRll/3 33サ・iIllF 

器窃 ハケI]

口径滋0 内·囲転•If’ 、 /1ljI) 内， lluc2.5Y5/2 33号i鼻r
173 :l•鯰i芯 甕 liHt nH～洞祁 外： I991転ナデハケIJ 外 llueIOYR7/1 

器硲

LI佳 320 内：ナデ．n1J11 Iり： llueIOYRS 2 33分i髯F
174 •U逼笞 甕底径 口9点～射部）ヤ外．．．rデ 外： IIuc IOYR6I4 

器窃

n径 l'l nilり JtJ: llue 5YR6/4 33サ溝下
175 J；緬硲 祁杯 liHt 脚1$1/』I 外： I9II転ナデ 外 ・lluc 5YR7/6 

器i:；
II径 内：ナデ．指頭U浦｛ l~J. lluc IOYR7/6 

r6 J・：臣器 甑底往 把•Fのみ外．）•デ，削 り．指頌 タ¥ lluc 7.5YR6/6 33り・i/IIド
I 器/,T, I暉

ntf 内：削り 内 lluc7.5YR713 33号溝t
177 J•閲荏 祇 底tt )r｛手のみ 外；指ナデ指オサエ外 Iluci.5YR6/4

荏応 ' 

1」ti 160 y.l : l991転ナデ，削I) Iii : Hu.--I0¥'6/1 33•f}i昇r
32 176 須屯答 社 底径 1/6 外：阿転ナデ．削り 外： Hue10¥'6/I 

閤岱

88 

Ill怜 15.6 内 ：Iり1転ナデ．削 り 1勺：llue7.5¥『5/1 33サ溝,.. 
179 須忠器 In 底l、t 6.0 1/4 外： II 91転—)・デ クl: lluc 7.5Y5/1 

器？~ 2.9 

I I t活 12.2 ． 内： ［991転ナデ 仏I.lluc 7,5\•7/1 33サis•F
180 須恵益 杯 底径 7.2 ・土形 外 I"1転ナデ．NIJI) 外： lluc7.5Y7/l 

沿応 43 

1_J径 12.4 内， I司転・J^ デ． •I・デ 内・ lluc 5YGII 33サ溝下． 338・iR K 
181 I饂岱 杯 底往 i2 1/2 外 l<il紐／・デ 外， lluc5Y6/l 卜..18り溝・Ii,¥上り’

器窃 ，1.0 

I.I径 12．ヽI 1'-1 liiJ転ナデ，ナデ 11i, Hue 5Y5/2 33り・i'1T
IS2 須必船 碗 !iW. 7.6 1/4 外 ：l991転ナデ 外． llucIOYR512 

符邸ヽI.4

Iii済 12.,1 内： h峠．でナデナデ 11•1 : Huo 5Y6/I 33号iJ//F 
183 珈g閤 碗 底径 6.0 l/3 外：v,,転ナデナデ外： llue5Y6/I 

器窃 4,6 - 18サ溝， 18サ溝ド， 33
n tせ ． 内： Iりl転ナデ．削I) 内 ：IIuc IOYoII り・溝 F 18サ溝 •33弓・

18-1 須恵器 屯 1汲径 128 胴部～底部J; 外．＇I991転ナデ．hl/I) 外： llueIOY5/I 溝の可能性1仕 l·,•I:
器lぶ

「Itを. 1 7.4 ll舷祁 IA! l"lt.砂・デ．削り 内： lluc2.5Y•l/3 33サi/IIF 
185 ,Ii必笞 壺 底岱径祁 1/4 外： ［"I転ナデ 外： lluc2.5Y4/2 

杯台付 口径 6.4 ほぽ紅形 内， l"I転•J-デ． りIJ り 内： llue51'B6!1 33号jm• 外1町1然釉f切
186 珈四 ．ヽ ', h:（it 5.5 1JI文部欠 外 ：I9り転ナデ、りIJI) 外： llue5YヽIll

”‘‘唸 陥硲 7.4

0径 I人1: ［99l転ナデクタキ内 llucIOYRがI 33:;•ill/-t・ 内外面に[19引釉あり
If!,; j碑岱 売 fiJ;径 尉部片 外：ナデタタキ クト― flueぷ70 

')9ぷ"・9ヤヽ99 



lll 本荘北地Ii.の，凋奇

図 番号 遺物 種類（器種） 法量(cm) 残存率 特 徴 色 謂 出土遺9青 儒 考

ntt 
内 1"1転1• デ． 1•デ 内 'Hue2.5Y7・132 188 上&,器 杯 1ifit 9.S 約18 33サ溝J.:ド

笞紅
外：削I) 外： llue10¥'R7 3 

lilt 138 内． 9991転・｝・デ．Iilさ
内： llue5YR66 

189 t師器 杯 r,Ht 8.4 約l/8 外 '!"I転ナデ．削') 33サ溝J:7・
答窃 2;1 IIfさ

外 lluc5Yll6,6 

I I t t 1 7.0 内． M転•I• デ． Iif き
IA1, l luc 2.5Yl{I; 96 

190 j.“柑；； 均： 底径 9.8 約1/2 ク'''"'+.1.,）・OI‘.nIIり
外 llue2.5YR6i6 

.13サ溝」・・下．3.3{｝柑／ 内外曲赤色化粧•L
岱[:i3.6 Ii1さ
n往 13.8

内： •,.デ．！i5 さ 内 ’llu(•25¥ R6 8 18サi青l: 181；•i青 l: ・ 191 上鯰沿 u; 底径 7.I ほぼた形
芥硲 3.S 

外 ：1う‘9/IIIり 外 Iluc 2.5YR6 8 ,・ 33サ溝 l••

r llf. 6.6 
内 ：M転ナテ．削り 内： lluc5YR6 6 底面糸切り192 I：緬路 灯1911lll 底往 4.5 は11-,;;形 33¥]・溝

庄硲 0.9 
外： I991転ナデ．ナ・ア 外． Hue5YR6 6 内面に’!＼苔 （や1品,r-,,r)あり

IItt a辺 内： r，91転ナデ．削り
内： llue2.5Y7 3 33号溝I.:.33サi/IIf.193 t硲器 甕 底ff. 約I5 外： ［UIれ：ナ・r.・）ーデ．

硲/,Y, Iヽケ「l 外： lluc2.5Y6.l 33サi/11.l••下

I Ifを 25,2 内・ I991転ナデ，削り
l'I : lluc IOYR8IヽI19・1 .t師硲 甕 底径 II松～胴祁It 外 I99IIl£ナデ．ナデ． 33サ溝l’．ぷ｝ぅ；．i/1/ド

:1&/,'r, ハケII
外： IIue IOYIi8fヽI

llit 25.0 内： I991転ナデ，削り．
1<1 : Hue 2.5Y7・・3 195 t師吝 売 底tt IItゞ113～胴部 ハケ1! 
外； lluc2、5Yi,3 33サ清L．エサi青ド

悩店 外 l̀'1転ナデ 9ヽケIJ
ni全 li.3

内： Iヽ91転ナデ削I) r'-1 : Hue 5Y7 I 
1.1サ・i鼻 113サiんと 1司

196 須忠器 必 ,,~径 約1、1 じ ）． 33サ溝 f••• 33サ
器，:~ 2.0 

外 'I991転ナデ，削り 外： lluo5Y5 I 
沼r

I lit 12.8 
内， l"i転ナデ，ナデ 内 llue5Y6I 19i 須！ぶお 外 ／k径 8,•I 1/3 33サ濤上． 33り・溝ド

苔硲 3.45 
外 ［991転•I•デ 外： llue5¥'611 

tltt 12A 内 1,,1転•I•デ 1•デ 内． lluc7.5Vヽ11198 牙園．湛； 均： 底岱tt 8.0 約1/•I 33り清」,.33り沿ド
~ 3.8 

外： I991転ナデ 外 11し1e7.5Y,III 

rliを 15.5
内 '99l"r.-J• テ‘ 内 llucIOYが1199 須えt岱 切 底it II松部118 33•り濤 1こ 33り・溝ド

・り“ヤヤ90j 外． I991転ナデ 外 Huei.5YS I 

n往 11.0
内・ 1991転—/·デ．.,.デ 内， llue5¥'6 I 200 須心器 即 底m 9.o 1,2 灯`り消:f:ぷlサ消下

器窃 1.8 
外 ：I99Hi.ナデ 外 lluc5Y6 I 

I I tt 
内： I991転ナデ．HIり 内． lluci.5¥’、1/1201 須懸硲 必 底径 約1/2 33り沿泌 I"19な釉あり

器ぷ
外： l"ltえ”I•デ．削り 外 ’llucN5/0 

ntf. 18サ滋． 33サ溝． 33サ

碑 須9g路 壺 I1i)<tもとi.5 約1/2 内：'"'転ナデ 内・ I・lue N6IO 溝l:,33[}i，tl：，氾ザ
内外面に1.1然袖あり

外： Iり1転1••r.nII 9J 外．・lluc:-14 0 溝:-..2.33サ溝飩物沈
底tt 130 

貶K¥i
I Itt 21.8 内：何屯：ナデ．ナデ

内： llue2.5¥'5'2 18サ溝． 33サ溝 1•••33
203 須恵器 鉗 ,~rn 11,、1 ]12 削り サi糞f.33号溝3．:V.I・

路府 '.!:I.0 外． I，il転・1・デ削り 外： lluc5YR.l3 池・I.35乃溝1...Ji
LI往 内 ・ I991転I•テ‘ ー／・デ．

11、I: Hue 5Y2 I ISl;•i/1/..18サ溝上． 33
33 邸 須屯岱 碑社 位）dft19.8 2 3 タタキ

外； lllIC2.5Y4 2 り—i青 I: . 33サi1/r. :i.1 外祁9：祁にtりの圧艇あり
,，Ht 11.6 外．ナデ．りIJり り—i青鉱物沈骰府
I 11.t 12.S I ll~l /5~ 内 1991加 •Iーデ削り 11; Hue IOYR5 2 205 須点硲 短類戒 底径

胴部片 外、 1991転•I’デ，削り 外 ，flueIOYR5'2 33サ溝上． 33り清ド
器屈

1 ltt 21．ヽI 内 lluc5Y5,'2 

幽 須．屯笞 甕 収it II象付部約1ヽI
内 19，1転•I•デタタキ 外 ：lluc5Y6 I 33り溝(・..33り•i脅卜〗

,,いか_9噌9,.，. 外 ‘l«I転•9·デ ， タタキ 5YR2 I 33り溝
5Y5 2 

I lit 内：ナデ，タタキ
内： llueN5 0 加 須恵器 交 底it 桝部It 外・J••ア．タタキ．ハ ．芍り社It.33り•清ド r1然柚あり

芯ぬ ケll 外 lluc1'5 0 

nif 
内：タタキ 内 HueN5 0 181}1/II 3-1 り•i9, 1••• 208 須恵器 売 底往 胴部］¥・

器邸
外：タタキ 外． HucN6‘(I :13り甘琵［＼包含K、i

11m 13.3 1-1り1/II（13サ）． 18サ

209 須氾岱 横瓶 蚊）＜t怜40.（l 約1/2
内： ｛nl転•J-デ．ククキ 内． IIuc 2,5YS I 溝 33分f;・ii/1/./1/J:. 3 .• ！ぅ；—i鼻

岱ぶ
外： ［99！転ナデ．タタキ 外： llue2.5Y7 I F. 33 1・9 ↑.. 33;｝ 

沿鉱物沈穀k1

II径 21.4 内 ． 1"1+1,-t・デ． •/-デ．

210 I••師お ；； 9使径 1/4 削り 内： Hue5YR6 6 
35t；•i昇」こ 赤色化粧上

器岱
外 1991転ナデ．ナテ． 外： IIuc 5Yr(6 6 
削り

II径 内： l991転ナデ，ナデ
内： HlI(•75¥'Ri 6 211 9：師岱 杯 底径 11.8 外 1991転ナデ，ナデ． 35サi鼻I・.

’99と9’9‘9j’ 削り
外 lluc7.5YR7/6 

I lit 12.-1 内 'lluc2.5Y6/2

212 J-．師芯 杯 rift€ 7.I はほ完形
内 l991転•I・デ ，ナデ 7.5¥'1((;!3 

没叫•i/Ti 1; 
岱邸 I.I クト： i"iゎ．ナウ’.1デ 外 Hue2.5¥6/2 

7J;YR6 3 

「Ht 13.6 内 ：Iil1転ー）・i'.1デ，

213 上邸器 杯 底径 ＆I I 3 
削IJ 内 Iluc IOYR7,1 

お~；`i糞ド
器応

外： I991+.<•J、デ．ナデ 外： llucIOYR;,4 
削'J

「I径 13.5
内 ： ［991＊ぷ）・・r.・／・デ 内 llue5YR6'6 214 I・，暉器 ;;i: 底径 7.8 3, 4 351;・i糞上 赤彩

岱ぶ 2.9 
外： ["Ifぷ：ナデ 外： lluc5YR6 6 

1m  133 内： l991転ナデ ． •J·デ
1<1 : lluc 7.5YR7 8 215 土師苔 杯 底ft 6.2 314 外 I999転ナデ．・J・デ． 35号清I. 赤彩

硲窃 3、I ヘフ削り
外： IIIIc 75¥’R7 8 

IJ径 13.2 内： 1991転1デ・J-デ
内， II91c 5YR6(； 「1-」状ヘラ品サあり216 i：師苫 杯 戒径 8.2 2'3 外． I"]転 •I•デナデ． 35り・i伶I:

芯料 2.8 削り
外 lluc5YR6 r, 赤色化粧上

忠色切研
LI径

内： I仔さ 内 llue7.5YRl.iI 217 j：芯 碗 底径 7.9 I 4 
外：削I) 外 'Hue7.5YR7 3 35リ沿お岱

II径 17.5
内・ 1991転ナデ．ナデ 内 IIしlC2.5YR5 1j 218 1．邸器 碗 底径 8.ヽI 293 泊り・溝 内外uii赤色化粧上

笞科 6．ヽI 外： l≪ltiナ・r.りIJり 外 Hue2.5YR5 6 
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l. (I医病）基幹 • 印挽整備 （曳き家 ・ 移動先）に伴う発掘調査 (0509;~\j究地点）

図 番号 遺物種類（器種） 法量(cm) 残存平 特 徴 色 謂 出土遺構 慌 考

U径 192 内：回転ナデ，ntさ 内
: Hue 2.5YR6/6 I 8サ溝． 35り・ii'/撹乱と 内

外1紺赤色化粧．土33 219 土認器 碗 底径 11.4 l/8 外： （日転ナデ，削り． 外
. lluc 2.SYR6/6 の接．点

岱科 9.1 朋さ
口径 14,4 

内:1a1転ナデ．ナデ 内: Hue 5YR6/6 35 
ザ溝J・・34 220 土話器 Ill 底径 II.I nt&～底部 外・111転ナデ．ー／・デ 外 Hue 7.5YR716 

諮窃 1,95 
II径 15.0

内 EI転ナデナデ 11'! llue 5YR6/6 
35サ溝」．： 赤彩221 土暉岱 皿 底径 12.2 1/2 

外． 1991転ナデ．ナデ タ>: lluc 5YRG/6 
器/,勺 1.4

II径
内 1il転ナデ．ナデ．
削り I人I: Hue IOYR7 /6 

おサ溝222 上師器 壺 底径 10.0 底部片
外阿転ナテ タ> • llue IOYRi/6 り99.“WJヽ •I
hlJり

II径
内： Iり1転ナデ．削り 内：HueIOYRG/4 

おサ溝中央部223 上師註 甕 麻径 rII軒部J¥・
外 !"I転ナデ．ナデ タ(: Hue IOYR4/I 999る“Wm) 

口径
内·阿転ナデ． 1•デ 内： lluc2.5YR6/8 35サ溝

脚部枯土片付杓
221 上師器 店杯 底径 1/3 

外． !"I転ナデ タI, lluc 2.5YR6l8 内外面赤色化糀J.:
溢祁

「l径 11.0
内：囮転ナテ．削り 内： HueIOYR6/6 

35サ溝J:東沿225 上師器 吏 底径 n粒部！ヤ
外囮転•I• デ． •I•デタI lluc !OYR6/4 

沿応

口径 25.0 
内 回転ナデ．．j・デ．
ハケ目 1 I.J : lluc IOYR4/ I 35り溝中央部 内面にスス{,t?I226 土師苔 売 底径 na～刷郎）ヤ

外回転ナデ．ナデ， 外 llueIOYR6/1 
岱応

削I)

「l径 26.6
内 囮転•Iーデ．ナデ．

35刃溝）．.t.35：構サベ溝ル(III 前り 内'HueIOYR7/6 
2切 上師器 売 底径 n緑～1i)l部片

外阿転ナデ．ナデ． 外． llucIOYRi/6 央祁． 35り・ ト
辟hi

ハケla.指オサエ

口径 29.4 
内．同転ナデ．ナデ．

内． llucIOYR7/6 削り 35サinIi央祁 外IIii一部にスス付1-i盆 土師岱 甕 Ji£径 LIN~IM郎）ヤ
外・回転ナデ．ナデ． 外'HueIOYR6/,l 

岱応
ハケH

口径 30.8
内：ョコナデ 内： HueIOYR7/4 

おサi青中央邪229 土師器 甕 底径 n柑部9ヤ
外：ヨコナデ，ハヶn クI:llue IOYRi/4 

苔窃

n往
内：削り 内： Hue5YR6/6 

35サi箕下230 土幻器 胚 底径 取手のみ
外：ナデ 外 ：Hue5YR6/6

苔応

口径 内：ナデ，削り
内 ：lluc7.5YR5/3 35I;•i魯↑・東溢231 土緬器 甑 底径 把fのみ 外：ナデ削り，指オ
外： lluc7.5YR5/3 

岱窃 サエ

n径
内：阿転ナテ 内： flue5Y7/2 

＆｛｝溝」・一232 須恵埒 と 紋大径16.4 I I I出部片
外・ (iil転ナデ．削り 外・ llue5Y7/2 

荏窃

r1径 16.4
内.(iii伝ナデ．削り 内・ Hue 5Y6/2 35り・溝中央部233 須恵器 社 底径 し／2
外 ：LNL転ナデ．削り 外 ：Hue5Y6/2 999●W 9••I 

n径 122 内： (ul転ナデ．ナデ
内 ：llue7.5¥'5/l 

おり廿：L 却I 須恵器 杯 底径 74 n緑～底部 外 Iil転ナデ．ナデ．
外'llue5Y5/l 

器l,'r, 4.2 ヘラナデ

11径 140
内 I〗転ナデ．削り 内 llue5Y6/2 

35り溝 I:235 須恵器 il: 底径 9.5 3/4 
外： f"I転ナデ．削り 外： Hue5Y6/2 

器窃 43 
口径

内，阿転ナテ’ 内． Hue7.5YR6/4 
35号i暑F ヘラ記号「 1・」あり236 須恵器 杯 底径 底部l,1•

外ナデ 外 Hue5YR6/6 
器窃

口径 12.8 
内＇回転ナデ．ナデ 内'Hue5Y6l1 35加鼻下東嬬237 須恵岱 り 底径 72 1/6 
外：阿転ナデ 外： liuc5Y6/l 

伍茄 32 
口径

底部1/3 内：回転ナデ．n1JI) 内： Hue7SY6/2 35サ溝中央茄 自然釉あり238 須恵器 碗 底径 112 
～刷部1;・ 外：同転ナデ．nりり 外： 1-luc 75Y6/1 

岱邸

口径訟0
内：回転ナデ，．）・テ‘ 内： Hue5Y6/l

35か溝中央邪239 須屯笛 碗 底往 70 1/2 
外：阿転ナデ 外： Hue5Y6/l 

符窃 48 
1ゴ径 123 

内；阿転ナデ，ナデ 内 ：Hue2.5Y6/I 
お＿i；•i糞―F240 須忠船 碗 底径 6,5 I'2 外：回転ナデナデ 外： llue2.5Y6/I 

器窃 43 
口径 14.5 内：回転ナデナデ 内： llue2.5Y6l1 

おサi付」こ241 須恵器 婉 底径 89 3/•I 
外： InI転ナデ．ナデ 外 ：llue2.5Y6/I 

沿窃 57 

口径
内 li'I転ナデ］・デ．
削り 内 llue7.5¥6/2 

おり・溝 I・.242 須恵岱 碗 底径 96 h,f部112
外： （aJ転ナデ．ナデ． 外： Hue7.5Y6/2 

澁窃
削り

17[を
内·皿転ナデ． 1•デ

内： Hlle5Y512 前9)
35サ溝243 須忠器 碗 底径 8.8 底部,t

外 回転・ナデ．ナデ， 外， lluc5Y5/2 
器応 削I)
口径

脚部2I3
内． If>!転ナデ．りllり

内 Hue5Y6/l 
35サi鼻ヒ244 須恵笞 台付臆 底往 9.0

～胴部片
外回転ナデ．ナデ，

外'llue5Y6/l 
岱窃 削り

ni済
内，同転ナデ．1・テ＇ 内'Huc7.5Y5/l

35り・i員2,15 須恵笛 剋 最大径93 1/6 
外．阿転ナデ．削り 外： Hue7.5Y5/I 

蹄窃

r:1径 146
内・皿転ナデ削り V.l ： Huc 5Y4/4 35サ溝， 18 り•i糞交点

ペ内面に自然釉i・げI2'16 須恵岱 一頂II粒di ht径 Llt}～胴部｝ヤ
外；同転ナデ，削り 外 ：lluc5Y6/I ルト (18サ・i鼻吸）

器店

II径
内：阿転ナデ，削り 内 ：Hue5Y5/l 35:｝i糞中央祁217 須恵牲 必 底径 9.6 底邪片
外：阿転ナデ9)llJI) 外 ：1-Iue 5Y5/2 

器1，r.
内．阿指転オナデ，削り．「1径

内： lluc2.5GY5l1 35f)・j/1/I:.35乃j髯下 削’)Iiiし高台248 須忠器 d:f 底径 112 胴部～底部片・ サエ．タクキ
外： Hue2,SGYS/1 

岱窃 外・(!!I転ナテ’.J'illり
18サ溝．ISり1月上．33',・, '・ n径 内'tl転ナデ．削り．

内： lluc5Y5/I 
溝上．F33号溝包含庖 rj然釉あり249 須恵若 艮9fi戒 底往 12.4 約1/5 タタキ

外． lluc5Y4/I 
好物i:t取糾．35刃・i/II..t.答1,¥, 外．回転ナデ．削り

90 



m 本荘北地区の調査

図 番母 遺物 種類（器種） 法量(cm) 残存率 特 微 色 訊 出土遺構 漏 考

niせ 内 'lnl転ナデ削り
内 11uc7.5y5・2 34 250 須恵岱 滋 底往 98 朋茄～Ii(部片 外， I司転ナデ，削り． 35り·i鼻r•東端

器窃 クシナデ
外 ・Hue7.5Y5/I 

「lt各
内 'I9ll転・トデ，rillり．

251 須恵苔 壺 政大径17.0 胴部1ヤ
タタキ 内 ：Huei.5Y511 35り溝上 外liliにU然釉あり

器為
外 liiJ転ナデ．削り． 外 llue7ふY5'2
タタキ

I Itも 40.4
内： ［"]転ナデ，削り 内 ：IIし(eN6IO 

252 須患岱 器台 底径 nlゞ～馴部Jヤ 35号il'IF東嬬 外I籠1こ文様あり
')‘’g"•,W 999 外 !iii*~』;·/·デ削り 外． llueN4/0 

I―I径
内ナデタタキ 内 Huc7.5Y6,235 253 須恵答 甕 底径 胴祁）ヤ 35サ溝中央部

諮店
外：ナデ．タクキ 外 ：Hue7.5Y5 I 

nit 
内 '1•デ．タクキ 内 ．Hue7.5Y512 254 須恵召 甕 底径 胴部）ヤ 35号i/II中央部

答店 外ナデ．タタキ 外・ lluc IOYK7/6 

「I往 17.2
「l紺部)/2欠 内 ：I991転—I•デ ． ナデ 内： Hue7.5YR6/6 255 土師器 窃杯 底往 77サ溝

答店
脚部欠 外 9•デ．ハケ目 外． Hue7.5YR6i4 

0径 19.0
内． ［,ij転ナデ．ハケH 内 ：Iluc益YR5I6256 土師岱 窃杯 底径 り：部約lhl 77り溝

答店
外回転•J•デ 外・ Hue IOR5 8 

ui.t 
内 IlII令云J・デ．ナデ，

257 土師器 店 a: 底径 脚部ぶJが3 削り 内 HueIOYR6l4 77り消t
答窃 外 1"転ナデナデ 外 HueIO) R61、1

削I)

ni怜
内 ヨコ・／・デ指•Iげ',

蕊 t師岱 小型丸底壺 れ大径IO.I 胴部)¥・
指オサエ 内． llucIOYRi!6 

77り溝
岱窃

外ヨコナデナデ， 外 llucIOYR5l4 
ハケ1j

口往 II.3 
内 ： f•ltr.-)・デ．削り 内 !JueIOYR6l4 お9 土師諾 甕 骰大径143 約1/3 T'，}溝

笞r.i; 外． Iii!転ナデ．ハケII 外： Hue5YR6/6 

n径 14.6 内：阿転ゞrデ“ナデ
内． lluc7.SY6/I 

260 須恵硲 窃 v,: 底径 10.8 1/2 外： l"iti.·/• デ． 1,1転へ 77サ溝，西間包含附
芥窃 5.4 ラ削り

外 !foe7.5Y6/l 

「I径 18.0 的：阿転i•デ．ナデ
内， llue5B5 I 祁I 須患註 壺 底径 I―ih¥I/4 削り i7サ溝

荏窃 外:(iiJtf.ナテ．ハケH 外 'llue10YR5 1 

口径 132 1<1: (,oj転ナデ．ナデ．
内 'llueIOYR7/6 焼さムラあり262 土師諾 u: 底径 7.6 314 ,1,さ 14サ溝 (13サ沿）

器応 2.9 外：佃転ナデ．削り
外： lluclOYR6l6 底部外面にヘラ記号•あり

ミニチュア
口径 3.5 

内 ：（99J転ナデ 1J..J: Hue SYRi/6 
邸 杯 /i.（径 2.9 213 131}溝ペルト下 底lfii糸切り

土器
器祁 1.9 

外 ：fol転ナデ．ナデ 外： Hue5YR7 6 

111を 6.4
内： r991転ナデ 内・ flue 7.5YR7 /.f 底面糸切り杖 上師答 l!ll Ii.(径 3.-1 は1化る形 Mり切 (13サt鼻）

器窃 1.0 
外肘転•J•デ 外 ：Hue7.5YR7/4 口牡邸に 9、ス i•閲f

口径 6.6 Vi h9l屯;-j・テ,n11り
内： llue5YR7/6 

臨 上鉦器 1111 底径 1ヽ.0 314 外 ：阿転ナデ，ナデ． 14号·i貴 ( 13り•i昂） 底,fii糸切り
器高 1.0 削り

外 ．IIlIC5YR6 6 

「）径 64
内 1;,1転ナデ 杓 ：Hue5YR6'6 底面糸り）I)函 土的器 II!l 底径 1ヽ.0 約112 14号ill/(13サ溝）

tふ(IS 1.0 
外： lnJ転•I•デ 、 ナデ 外 ：Hue5YR6/6 「IV予邪にスス（寸It

口径
内 l"l転・/・デ 内 'Huc7.5YR7/6267 土的啓 皿 底径 47 底祁1/:l 1 4サ•i胄 ( 13•サi鼻） 底［葡糸りJI)

器店
外， l≪I転ナデ 外 1！郎7；；YR7J6

r I径
内： ［t1転ナデ 内 Hue7.5YR7'4 268 土師岱 杯 底径 5,8 1 12 1 •I・り清 (13りサr鼻） In斑あり

器窃
外 1り転ナデ，It-Iり 外： llue7.5YR7l4 

口径 140 
内 l"I転ー／・デ 内： Hue5YR6/6 269 土師諾 u: 底径 73 I/ヽI )4f;-i費 (13:;-i倅） 底1liiIごlI斑あり

器窃 2.6 外：同転ナデ9/1llり 外 lluc5YR616 

い径往 18.0 内： InJ転ナデ．ナテ・ 内 llue2,5Y7/32i0 須）↓［器 llll 底 144 I 6 1ヽIサ溝 (13り・j農）
荏応 2,5 外． l"lff.ナ・ア 外 Hue5Y8II 

ni€ 13A 
内 ：'"'転・）・デ．ナデ 内 llue5Y6/I 271 須恵器 碗 嵌径 7.4 l/2 14り構 (13サ消）

岱硲 3.9 
外： 1,怜砂•デ．ナデ 外 'Hue5Y6/I 

及さ 6.5 
内： Ain 内 'HueIOY5 I 272 瓦 布目瓦 ほ 4.3 敲）t 14 9・i糞 (13”}i/II）

印さ 1.6 
外 ：ナデ 外 flueIOY5/I 

nt歪
内：ナデ 内 lluc 2,5Y7/2 141；” ・i昇 (13う｝i鼻）．273 弥生士鉦器 亮じi 嵌径 胴部）t i,llif,11)濯

器硲
外 ：ナデ 外 'Hue2.5Y4バ 33 溝

n径は8
内： i"I転ナデ 内： llue2.5Y5 I 14サ溝 (139・溝）．36 Z'4 瓦費土器 小型火鉢 底径 9.0 113 脚部芝本牌の可能性あり

路応
外 ：・,.デ．削り 外 ：Hue5Y5l1 撹乱

口径
内・馴転ナデ削り 内 ：Hue7.5Y5/I 切'5 瓦器 煤炉 底fを 22.2 脚部～刷郊片 14分溝 (13り清） 脚祁1こ快I)5~6ヶ所あり

999a99,,.. ,、9 外 ：（"（転ナデ．削り 外： lluc7.5Y4/I 

口径 13.6 
内 ・i..1転ナデ削り 1'-1 : Hue 5YR6'6 18り溝上． 33サ溝上勿6 上師帯 杯 底径 10.0 415 

器r.li3.0 外：阿転ナデ，削り 外 ：flue5YR616 33サ溝下

口径
内 i"]転ナデ，ナデ 内 ：Huei.5YR6 6 切7 土的答 碗 底径 90 脚部）心 18サ・i髯

器窃
外 l«I転•I•デ ， 削 I) 外 Huei.SYR6/ヽI

長さ 65 
内・ナテ’ 内． lluc5YR6t8 

切8 上製品 円盤状製品ば 63 完影 18号溝 因柑にも化柁七あり
肛さ 7.0 外ナデ 外・ Hue 5YR618 

口径
内同転ナデ，ナデ 内： Hue7.5Y7/I 29 須恵．器 坪 咲径 7.0 113 18り・i賣．祁サ溝I・.

答店 外 'l≪l転ナデ，罰I) 外． llue7.5Y7, I 

口l.t I I.5 
内： I991転ナデ．指ナデ．

280 須恵硲 杯 底径 7.1 315 
ツマミナデ 内： llueIOGY6 I 

18号清
器応 3.6 外： Iり1転1• デ．削', . 外 'HueIOBG5. I 

ツマミナデ．
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l. （医病）基悴 ・政"t対珠猜ii（曳き家 ・移動先）に伴う発柑ゆI究 (0509調杏地点）

図番号遺物極類（器種） 法量(cm) 残存平 特 徴 色 覇 出土遺携 fil 考

内． r，9]転ナデ，ナテ．

II径 削り 内 'llue7.5YR5/4 8；対糞 11然釉i•t:i
36 281 Iii恵器 碗 底岱径窃 10.8 li)i部のみ 外： I削991転りナデ，ナデ， 外： lluc7.5YR4/ヽI l 

1’、I: In]転ナデ，削り ，
口径 21.5 ハケII 内 Ilue IOYR7/iI 溝

寧 上緬符 甕 庇径 liiが部n・ 外：回転ナデ，ナデ，外.Hue IOYR7 /4 18サ
器窃 ハケl―I

「l径切．0 内： U転ナデ，削I). 内 Hue7.5YR6l6 
283 土師路 甕 底径 口粒～胴部片 ハケ1―I 外 ：llue7.5YR7/6 ISりi昇I.

若在 外 :(iii転ナ・アハケ日

I勺： ［991転ナデ．ナデ．
II(洛 27.6 削り 内 llucIOYR6/3 溝

お4 土誦硲 甍 底径 lJ縁～財部片 外 ：［99I転ナデナデ．外： 11,ieIOYR6/2 ISサ
辟応 ハケ11

内： Inl転ナデFII)． 
口径 22.0 nt汝1/4 クタキ 1<1 : Hue 7.W6/I 8ぅ；•i/IIl:

285 須息岱 完 底径 ～胴部）ヤ 外： I可転ナデ，削IJ．外： lluc7.5Y5/1 1 
符窃 タタキ

な 内．ナデ．nい）．タタ
II....，キ JAJ: Hue N5/0 :;• iit 

お6 須恵器 甕 9IH往 II粒～胴部/-¥' 外．ナデ削I) タタ外： lluc25GY5/I IS 
9叫’1W9999 キ

LIt昼 内： Iill令祠ナデ-．ククキ l,.J • lluo 7.5YR3/J IS r;•溝 lこ氾り•i,1」
2印 須恵岱 売 底ff JJll邸｝ヤ クト・'"'転ナデ．ナデ 外 llucN710 33り溝ド． 35サ溝下

岱l'｛ タクキ

内 '(I919甜・デ．ナデ．
口径 タクキ 内： lluc2.5Y5/2 18サ溝 I]然偽あり

蕊 須恵芯 甕 Iif.tt 胴部片 外回転ナデ．ナデ，外： IIue 2,5Y5/2 
器ぶ ククキ

仕さ Ill 内布1.I IAJ I•Iue IOYR814 溝',I,¥ l••N 
お9 瓦 布ll瓦船 6.1 破片 外：ナデクタキ 外・ lluc IOYRS/4 18り色

1以さ 2 1 ' 

長さ 12,5 内 'A¥il」 内 'llue2.5Y5/I :；,i鼻
290 J( 布U瓦似 119 破片 外、ナデタタキ 外： lluc25Y512 18 

99,1さ 3.9 ・

口径 し 内， M転・J-デタクキ内： lluc7.5Y6/I 8サ1鼻上貨色粘廿土
37 291 須恵器 甕 底許困径； 胴部）， 外同転1•デ・．タタキ外． lluc7.5Y5l1 1 ・

n'tt "'' 部r・ 内・トテ．タタキ 内．lluc2.5Yが1 18分溝 U然釉あり
292 iii.，ど器 甕 底往 m』 1 外，ナデタクキ 外 llue2.5Y5/2 

器応 ・ 

口径 、122 内・ •J• テ‘,I~-/• デ． 内 'Hue5Y613 18サ溝t．東闊 （包含
塗氏ttt；硲火鉾 1，[tf． 約1/5 削り 外： Hue2.5Y3/J ~,i 上附）

器邸 外：ョコナデ

n径 内：ナデ削り 11l : llue IOYR7 /6 38乃渭
牢 上師岱 科杯,,.,_径 脚部約1/3,夕.,疇:・}・デ．削り 外． llucIOYR7/4 

苔応 ' . 

mt  s_9 内・ I991転ナデ 1勺・Hue IOYR7/3 38-”•i魯 底面糸切り
蕊 上師岱 夕flJIJIIII l1°£if 4_0 ほぼ完形 外・；佃転ナデ 外： llue!OYR7/3 U粒1ごスス{J:i

答茄 1.5 

n径 10.6 IIい部 1勺：ナデ l'l lluc 7.5YR7/4 12り1；坑池19
296 土緬器 杯 底t.t. 4(） 1/4欠 外 1,;1転ナデナデ外： lluc7.5YR7/6 

器店 5.1 ' 
内 1り1転ナデ．ナデ

n fそ 11.6 nlJり 1人I:lluc5YR6/6 り土坑
297 上師器 坪 底径 5.8 2/3 外 'I991転ヤr.ナデタI:Hue 5YR6/4 12 

器~ 5.6 削I/

II往 rA I991転ナデ．削り 内 ・Hue i.5YR7/6 赤 糀＿tf・tがt
298 j：麺器 碗 9氏径 7ヽI 底部1「 外， 1111転ナデ，ナデ， クt＇ liue 7.5YR7/8 12り9.l力＇（ 色化

沿1，T. I'lllり
I,,~ 114|)~ • lluc 5YR5/6 

'"' ' 1I ,HuI , 2 I―I枯部 J'l i"I転・rデ．ナデ 5YR6/6 12サ・・I'.IJぶ硲
299 I：閾，；• 碗 器茄 65.3 一部欠 外： 1991転ナデ．nIIり 外 lluc7.5YR6/6 

n径 ロ粒部全て 1勺 '199l転•9•デ．ナテ‘内： Hue5YR7/ヽI 1 2ぅ；•1-.~'(No6
300 土師器 碗 l器ift窃や 7.0 欠底部た全 外．阿転•I•デ ， 削 t) 外： llucIOYRS/3 

「l往 11!-lヽ 9I転•Iーデ 内＿ llue N5 0 2号上坑ぬ2
301 須恵苔 碗 底径 55 1/2 外：佃転ナデ削,, 外： llue2.SY5/l I 

苔応
口往 I勾：削り 1’1 11ue 7ふYl{6/4 12り・J；坑池l2.

302 土緬岱 脚f;l•1111 99,"t谷 23.6 Ii(祁11:1 外： I991転ナデ 外： llue7$YR6/6 12-r,--1：坑東
器芯

17径 13.8 内： I991転ナデ． 1•デ 1勺： Hue7.5YR6/4 12 り•J：坑． 内外面にスス コゲ14沿
303 土涵岱 鍋 9氏径 8.6 1/2 外• M転ナデ 外 lluc5YR6/4 12r;•±坑ペルト 1こ

答窃 8.4 

IJ径 18.1 I,.J:ナデ削I/ 内 ：Hue5YR5/4 12り・-f：坑， 内面rスス1.J'lf
紐 上幻笞 甕 底径 1/6 外： I991転ナデ．ナデ・タ[ flue 5YR6l6 12サ土坑応9，池17 ― 

器森 ハケrl

I ll't 23-0 内 '1991転ナデ．削り． 内 lluc IOYR7/4 
鴎 j・糾l路 央 1妓11: I―I緑～胴部片 ハケII 外 llucIOYR7/G 12：：：ーj:坑

路硲 外 1"1転•I• テ＇．ハケ 11

II径 32.6 内 Iり1転ナデ月llり i!.J lluc 75YR7/6 2刃・-j•:tj(幽
306 I-．師器 受 底店径窃 「l緑～胴邪Ji'外 ：I991転ナデ・．ハケU 外 'lluc7.5YR7/6 I 

口径 内： Ii9)転ナデ，ナデ＇内， lluc7.5YR6l6 
38 307 ・t:師岱 硲杯底径 閲部112 削り 外 lluc7.5YR7/6 60サビット

笞茄 外 1iiJ転•J-デハケn

口’径i冷 li.5 l~l様部n· 内： 1,,1転ナデ．削I) 内． llucN6 I 160,；・ピット 外面にIJ然袖あり
露 が池岱 必 底呪•}ャ9• •J 外： ［99l転ナデ 外・ lluc N4/I 

1’̀] ： I991転ナデ，削I).
「11.t クタキ fll : lluc 25Y5 3 1681；・ビット 日9A釉あり

309 須恵益 ，＆ iと大lt2!S 呪部片 外： lI999iナデ，削り． 外： llucIOYR5/2 
器応 タタキ

ntt l1,l II粒～胴部 IA):!iii転ナデ 内・ llue IOYR3,2 9サ上坑硲
310 困岱 上瓶必底径 約1/6 外： Iりl転・｝・デ削I) 外： IIしIC5Y311 

器窃 ・ 
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図 番号 遺物 種類（器種） 法量(cm) 残存率 特 徴 色 関 出土還構 偏 考

n径 18.0
内：削l)後後柏格楡 内： I・IlIC 2恥 Y71 

38 311 磁溢 鉾 底rt7．ヽI I 3 
外：削り 檎 外： llue2.5GY7 I 13 :;•i* 白磁

器窃邸

口径 6.9 
内 ：お伯 内： Iluc l‘1磁肝；にり↓tfiで文様を1；；；＜

312 磁む 碗 IKi洛 32 1,2 
外：捻禎 外： IIlIC 

14,.;•i/11 (13り1貴）
18世紀後’I'-

怨祁 1.8 
ntを 63

内：お柚 l’'1 : I•Iuc 白磁胎に:t1fiで必様を描＇＜
313 磁硲 碗 吸径む: I 2 

外：権袖 外： lluc
14 ;；•I鵞 ( 13サilll

1780-1810年代 (Kigv削）
註応 53 
「ltt 7A 

内：施植 内 lluc 白磁飴にり¥1/iで文様を1；；；＜
31~ 磁硲 碗 底径 16 1/2 

外：扁釉 外： 1•Iuc 
M\;-j〗 ( 13:;-i青）

liSO~ 1810年頃
器(.!, 5.6 
口径 S.9 

内 ：帷袖 内 I•Iue
315 磁溢 碗 底径 •I.4 は1:

外．栓釉 外． lluc
Mり廿r;113サ・i1/) 白磁柑；に，:1e須で文＂｝を iヽ＜

評窃 5..I 
17i'ls 11.5 

内：捻積 内 'lluc
316 磁器 碗 底径訟 3/4 IIり沿 （ 13り•i昇） fllill胎Iご几須で文様をl；；；＜

岱窃 63 
外：施fヽ 外． lluc 

碗
口径 l02 

内 ：給紬 内． Hue 白磁胎1こ{,"9よがかる送[91伯あり
3 1 7 磁溢 Ji,径 5.S Iヽ2 1 4リ・；名 ( 13サ•i昇）

直：収）
諾応 6.1 

外： 品柚 外 lluc コパルトitで染付

ntf. 13.0 
内 施施柚 内 lluc

318 磁岱 1111 底径 4A 3.1,1 
外：釉 外 'Hue5GYが1

14り消 (13・l;・i/II）
2,9Bi ,1 1 

内， Hucl(）YR612 
[l(i 15.0 

内施袖
75¥'212 

319 印器 鉢 底径紅 IヽI5 外， HueIOYR6'2 14 r；ー！杵 ( 13り—i魯） 内外J・・・ド部にビンク色の袖が入る
荏,:':i9.0 外：雄釉，ヘラ削’I 7.5Y~6 3 

7.5Y212 
口径 13.9 

内袖 内 11uc7.5(;Y8 1 14 l；-tk (13サ消）． 白磁
320 磁溢 llll 底径 8.0 はばん形 胎上Hあり

若窃 M 
外袖 外 Iluc 7.5GY8 I 1•I り沿ベルト

;：恥ft/illり出し
I lrf. 7.6 

内 i"i転•I•デ 内 Hu(• IOYI<3/2 1 ヽI り•i,'1/ （ 13:;•i/II） ，
321 (.l.J.:; 上瓶 底径 5.0 約5/6

答高 8.9 
外： l9919KI•デ削 II 外 'Hue5Y3, 2 撹乱J・・

r1佳 7.3
内 'l"I転ナデ 内 'lluc7.5YR5 3 1,1乱り・；＄ ( 133•iE). 

322 均岱 t 秋 底径 7.0 はほ完影
苔窃 9.4 

外、削り 外， Hut10¥'Rl.i I 撹 I:

口径 7.4 
内、ナプ．9911 内， lluc2.5Y8'2 底~lIhiの内外1,i布1J

323 凶む 花ガ．て 底if.6S は(2完形
外 Aifl．誨袖 外 IIue l(）＼'8 1 

I•1 サ沿 ( 13ぷ店） 部松の染付

笞ぶ 13.1 分I!/.し、1・1の袖

iとさ 3.7 
内 内 Hue if(沢9IH2i釉g 

324 磁む 破片曲 f• 村 3,45 ・ん 影 1 •I サiぶ ( 13サi,'II） 友哀 ・ゑあり
1,tさ 0.5 外： 外 ：IIue 

磁器破片＋AIl
iとさ 5,05 

内： 内： Hue 屯派3面9.袖2gあ
325 困 岱 破）¥・tlii了・紺 5 3 完影

外 外 IIしle
14り・i鼻 113サ社り 内外 I) 

Uさ 1・缶 淘啓破片転III
口径 5、5

内．総付I 内 l-luc326 磁岱 碗 底i活 24 ・え 形 2.うり沿 内［紺1'.JJ!f;｛こ色絵付
ぶ杖5 3,0 

外施袖 外 lIuc 

口径 9.8 
内 紬施袖 内 lluc

327 磁器 碗 底径 3,8 定形 25り溝 白磁胎1:~須で文Hを憐＜
苔t; 57 

クi, i,i 外 ．Hue

口径 6、8
内：』勧II 内： lluc 1打磁胎に，，＼須で文様を茄＜

328 磁岱 碗 底径 3曹、1 112 おり・i/4
辟芯 G.l 

外施AII 外 llue li80~ 1810年代か

I―I往 9.7
内＇施伯 内 llue

329 磁芥 碗 底径 3.6 9る 影 公りポ I'-1磁胎に!杉須で文様を描く
笞硲 5.0 

外．施袖 外 ：Hue

「I往 9.6 内 ，施•（前 内， Hue
令1uiに細かなJ't入

匹 磁岱 碗 底径 4.4 1、、2
外施柚 外． lluc

お/り沿 1.阜j胎1:やや,'i味を帯ぴる辿Iり）柚あ
笞窃 5.0 り

口径 9.5 
内．施柚 内， Hue7$Y5'2 

331 磁器 碗 底t危 3・6 1,2 おり沿
符r.:;5,8 外施hII 往飴部分，HueIOYR3 I 

EI径 9.8
内 ．施釉 内． IIue 14サ沿1113り・i/t;).

332 磁岱 必 底径 38 3,4 白磁胎に内外コパルトで丸付
荏窃 2,9 外他社1 外 Hu~ 心り沿

IH IOO 
内紬柚のたのイ；ljll 内： flue5GYi'I 

333 ＇’/磁 Iヽヽ 11a 底径 5、I 415 
りi: ／9kftLinljり11iし 外： lluc5(;¥'7 /1 

灰因・itl:（堕） 虻のIJl111台
器邸 2.5 
n径

内，施偵 内． Hue7.5(;Y6 I 
334 ,'i磁 SK rii:径 1 6l1 F 絋含Ki上面西開i9,1位

器応 6.6 外紬袖 外・ Hue i.5GY6 I 

「l径 12.6
見込みは蛇の11釉はざ

335 磁茄 1111 底径 4,6 11ばた影
内施柑I V•l: IIllC 

28:；-iR 
やや貨J夭9Kを常びた袖で染付部は

器窃 36 外 ’槌釉 外 ：Hue 緑色に兌色
18世紀9iij’I屯iか(li3()-1i,10年代）

長さ 11 i5 
内 内： Hue ＆切・j/11のn［能性）＜，

336 鉄 鉄汲紺 3,95 尖濱欠iil
外： 外： Hue 吃I:

,r(it心92g
”さ 130
iとさ 63 

内 内： IIUC 
337 鉄器 刀{-ー：紺 1,6 →部残{i

外： 外： Hue
50り竪穴住屈 布,~ll2g

I、/.さ(）2

iとさ 5.15 
内 ： 1<1: Hue 

338 鉄答 鎌

'“ 
22 月祁欠1ll

外： 外 ：lluc 50サ竪穴(iiki ，K虻9.0g
「＇！さ 0.25
長さ 5.15 

内 ： 内 ：IIU(・ 屯紐I.l様g ふ39 鉗閃品 洒行幅 115 吸IIのみ a含妍
1,,1さ 1.15 外： 外： llue 'li‘,'文あり

長さ 、l.i
内 ： I)・). Iluc 

3<10 鉗焚，II, 煙秤 Oi,I I.I 雁r1ーのみ
外 ： 外：I•Iuc 4渭I JGi6.9g 

似さ 1.6 
長さ 5,9

内 ： fAJ: Hue a含M
311 鉗製品 恒行吸いIJI月 1.5 ・る 形

外 ： 外 ：Iiuc i 18り・i青-13り・i長11Il)
重：J4.6g

f,tさ ()6
艮さ 19.9 

内 ： 内： Hue
初2 汰 JJ (・ 幅 1.95 ー1，1,Kui

外 ： 外 ：lluc ISサi/11 "(i、¥22Sg
収さ 1.0 
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1. （医柄）基幹 ・閑税整備（曳き家 ・移動先）に伴う発掘；凋査 (0509調査地点）

図 番号 遺物 種類（器種） 法量(cm) 残存平 特 徴 色 綱 出土遺構 偏 考

虻さ 29 
内： 内 lluc 咽一銭凪6貨.6g 38 343 l't鉗製品 銭 9月 2 9 た形 包含層

収さ 0.2 外 外 Hue

長さ 235 内， 内 Hue 飛黛2通.0g賣314 -/t銹製品 銭 幅 2,3 ほぼ定形 包含層
mさ 01 外＇ 外： Hue 寛水

艮さ 3.05 
内 内 ：Hue )ri紐3元.3賣g 345 ,'r絹製品 毀 船 2.53 光形 a含M

r.！さ 0.15 外： 外・ llue 祥符 （Jそ崎貿易銭）

長さ 2.915 
内： 内・ llue lfば伝3通2賓g 346 lれ消閑品 銭 糾 245 とん 形
り(. 外： Hue

包含kst
寛水Ir/-さ 0,1

口径 12.4 
内'lul転ナデ，ナデ l'J : lluc 2.5YR5/6 39 347 土師器 均 底径 7,0 3/4 
外 1991転・トデ．ナ・ア 外： Hue2.5YR5/6 

東聞包含附上位 内外面赤色化粧±
岱窃 3.3 
n径 12.4

内． r01転ナデ 内： HueIOYR7/4 318 土邸溢 杯 底径 7,6 約1/3
外 11;1転ナテ’ 外： HueIOYR7/4 西測赤色上陪

器窃 3.05 
口往 11.0 

内 ヨコナデ 内： llue7.5 Y R7 /6 349 土邸器 り： 底径 約1/4 tl!i11ll~含陪
が99叶＇ヤ99』j 外：ョコナデ 外： lluci.SYRi/6 

口径
内："''転ナデ．ナデ 内： Jluc5YR6/6 350 土鯰註 杯 底径 6.9 底部片
外 f,if転ナデ．ナテ’ タト： Hue5YR6/8 西間包含K1

器店

LI径
fAJ ·/•デ ， 削り 内： Hue7.5YR6/4 IOIサ竪穴住I＆一括．351 J:鯰器 5k 底径 肘部1/6
外：ナデ，ハケll 外： HueIOYR6/3 東1lll包含附

外面にスス1•i ズt
器窃

口径
内：ナデ，削り，mさ 内 ：Hue7.5YR6/4 352 土師器 店杯 底径 郭茄約112
外削り 外： Huo7.5YR6/4 包含Ki

器応

LI往
内： •I•デ ， 削り I勺： llucIOYR6/6 353 上幻器 裔杯 底径 脚邪／5
外.・/、デ削’) 外： HueIOYR6/6 包含K9i

沿店

「I径
内・ (iii転ナデナデ

茨1 上節器 窃杯 底径 脚部213
削り ，ハケ[1 内 ：lfoe5YR5l4 

東包含崩
外 foil転ナデ，ハケH.外： Hue7.5YR5/4 

器硲
窮さ

「I径
内ナデ削りハケ
iJ 内： lluc7.5 Y R7 /6 355 土師器 応坪 底径 牌部1/2

外阿転ナデ．ハケH.外： 1-lue7.5YR7/6 包含附西囮遺f'集中部
器高

指オサエ

II径
内：阿転ナデ，削り 内： lluc2.5 Y R5l6 356 土紬器 窃杯 底径 脚部1/3
外 l≪I転ナデ．削り タ>: Hue 2.5YR5/6 包含k-!J.:面

内外面赤色化粧上
器高

口径 23,3 内 指ナテ， IヽケU
内： Hue7.5YR5/2 外面一部にスス付舒

ぷ7 土幻器 売 底径 114 指頭圧棋
外： Hue7.5YR5/4 包含層PNH・ PN7-9 焼きムラあり岱店 外．ナテ＇ ．ハケIi

nt至 18.1 内 ヨコナデ．指ナデ．I勾： HueIOYR6/6 
358 土師器 吏 底径 n粒部約1/4 削り ，ハケI]

外： HueJOYR6/4 西閲包含K1
器高 外 ヨコナデ．ハケH
ntそ 188

内 ヨコナデ．削り 内 •Hue IOYR6/4 359 土師器 甕 底径 II籍部約l/5
外 ヨコナデ．ハケ[I 外： HueIOYR6/4 州北遺情群

益窃

口径 18.0 内：ヨコナデ．指ナデ．
内 ：Hue7.5YR6/4 

360 t師笞 甕 底径 LI粒部約1/6 削り 、指オサエ 111jl¥lll(;.含培
器店 外 ヨコナデ．ハ'ru外； llucJOYR6t4 

n径 16.0
内‘(iii転ナデ．ナデ．

361 土師蕊 -.9fil―It汝涵 底径 II枯祁片
ハケ目 内・ Hue IOYRG/6 

西関包含層遺情集中部
岱窃

外： 1991転ナテ‘.1・デ． 外， llueIOYR6l6 
ハヶg

顎部径l2,S 内＇ l!!I転ナデ．削り，
内 HueIOYR6/4 362 上鯰器 二頂lコ緑9迂底径 II粒祁片 ハケ目
外． HueIOYR6/4 

包含Ki上面消掃
器店 外 El転ナデハヶn
口径 内：削り

内 •Hue7.5YR6/6 363 土師益 甑 底径 把手のみ 外ナデ，指ナデ，
夕lllue i.SYR5/6 

l"i饒a含層．西包含附
器祁 ハケ目

nt至
内：ナデ 内 Huei.5YR7/6 

及1 土師沿 瓶 底径 取予のみ
外ナデ．ハケll タf• Hue 7.5YR6/6 

包含凶上面
径高

口径
内ナデ，指オサエ 内・ Hue IOYR7l3 365 土師苫 羽釜 底径 破片
外，ナデ，ハケI.I 外 llucJOYR7/3 

1"ill!l,i,色土層
器窃

長さ 4.7 
内，布n 内 Huei.5YR7/4 366 布目瓦 平瓦輻 45 破片
外タタキ 外 •Hue IOYRi/3 内北包含層下

印さ 2.15
iとさ 9.2 

内 Ain 内・ Hue 2.5Y8/2 367 布目瓦 丸瓦 ，；，l 6.7 敲片
外タタキ 外： HueIOYR7/3 

a含柑l涌ii.. i掃
似さ 2.7
艮さ 6．缶

内布H 内 HueIOYR8/2 368 布目瓦 丸瓦 輻 4.0 破,;・ 包含層上面

'”さ 19
外：ナデ 外 HueIOYR7/4 

長さ 45
1AJ: 内：Hue369 -1:師器 土錘 9晶 1.5 元形
外．ナデ 外 llucIOYRG/4 也含附上1面 前さ9.0g

印さ I 3 
口径 6,3 

内，'"'転ナデ，削り 内 lluc7.SYR6/4 底面糸切り370 土邸岱 灯明llll 底径 3.3 完形
外 LTTL転ナデ ク>:Hue 5YR6/6 

包含M」；層
口粒にスス付芍器姦 16 

nl各 12.0
内： lul転ナテ’ 内： Hue5YRG/6 371 七師蕊 Jill 底径 約1/4
外，阿転ナデ 外： llue5YR6/6 

包含附」：面ilりfふ 底面に丸＼斑あり
器店

此さ 7.5 内：ナデ．削,,
内： Hue7.5YR512 旗益i9．紐372 土製品 木硝猿紐 5.l はぽ完形 ，，i. ナデ ， 削り．指•I• イ項IJ

l／さ 4.6 デ
外 ：J-Juc7.5YR6/6 近代

口径 18,7 
内 ヨコナデ 内： llue7.5YR6/6 初'3 須忠邪 壺 底径 n粒部約1/4
外． ョコナデ タ>:Hue 7.5YR6/6 西11l1包含陪 外面に放状文あり

沿窃

口径 l7,8 内 EI転ナデナデ
内： llueN5l0 181;·(~. 

374 須恵荏 杯 底径＆8 1/4 外： 1°1転ナデ．ナデ．
外： llueN5/0 a含附上面情掃 外面口様付近に自然釉あり

お祁 5.7 阿転ヘラ削I)
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IU 本荘北地区の湖奔

図 番号 遺物 種類（器種） 法量(cm) 残存率 特 微 色 謂 出土遺構 偏 考

口径
内：阿fi.ナデ．ナデ 内： llue2,5Y4/I 

39 375 上師澁 杯
底辟径祁 82 hそ邸113

外． Iり［転ナデ．削'1 外： Hue5YR4/3 
包含陪」・且i

口径 内： ~l♦i:ナデ． •I•プ 内： Hue2.5Y7/2 376 須恵器 碗 底rn7.4 底部I3 
外： [i,J転•J••r.nlり 外： Hue5Y6/I 

包含肘上面
路窃

n径
内：阿転ナデ．ナデ 内： lluc5Y7-2 3万' 須恵i；； 碗 底径 92 底部It
外：回転ナデ．削IJ 外： Hue7.5Y7 I 

束開包含層2
踏邸

Ilit 223 II粒～hl祁 内： lei令云ナデ．タタキ 内’llueN5 0 包含射PN7-3
378 須忠笞 史 底径

約l/4 外： M転・Jーデ．削り 外． llucIOY51I 西包含府 l―I絃内面・外1目hi部に1'I然袖あり
岱為

l」径
内：阿転•/f‘.OI) り 内． llucIOFIG5/I 

379 須忠器 甕 底径 ，i部約1/4 外： ［i9l転ナ・ア．削り 外： llucIOBGS I 
tり＆含/l-l28サ溝より東

益岱

「l径
内：阿會えナデ．削り 内： HueN4/0 ヘラ品サあり

380 須恵芯 も 底往 胴部）ヤ
外：阿転ナデ．削り 外： Hue2』5GY・II 

柑a含暦 （内収）
I1然袖あり

沿店

口径 内： Iり1転ナデ．削り
内 Jluc7.5Y5 I 381 須恵器 壺 底径 rI粒～桐絋片 クタキ
外： Hue7.5Y5'1 

西包含恥 白然袖あり
む応 外： 1a1転ナ・r.削り
口径 内： H転ナデ．•/·デ

内・ 1-lue 7.5Y6/I .l82 須恵t；； lとin屯： 底径 煩祁1/4 指オサエ
外・ Hue 7.5 Y5/I 

包含附 I一屈i
器硲 外： .. 1転．）・デ
I I t t 内 ：l"I転ナデ．削り．

内： Hue7.5Y5/I 
寧 須恵笞 ． 底径 「l給一刷祁片 タタキ

外 ：I•Iue 7.5Y5 I 屯包含肘 外面に文様あり
器高 外：糾転ナデ．削り

嗅
内 ： Ibl會訂·デ ． ~I) り ， 

38<1 須恵沿 艮類必 虻径33.0 肘部9ヤ タタキ 内： HueSYS/I 
西 （北）包含N

器裔
外：阿転ナデ．削り 外： IJuc5Y5 I 
タクキ

I Iif. 20.I μ・J ： ー／・デ 内： HueIOYR(i/4 40 38.5 弥牛t器 売形 I•悩 底径 II紺祁Ir
外： ＋デ 外： HueIOYH6'ヽI

酉闘は含桝
器祁

II往 36.0
内 ：ナデ 内 ：HueIOYR7 I 

汲沿 弥生土笞 甕 底径 11殺～尉祁片 柑訓包含培 内iliiに'!¥斑あり
四祁

外 ：ナデ 外： HueIOYRi13 

rH歪 内 ：ナデ 内： llue 7.5YIW4 外面に条痕あり
38i 弥生土笞 翌形上話 底径 r1tit-胴祁片

外：ナデ 外： Hue7.5YR6'4 
撹乱

外面にスス付れ
器高

n径
，，;:ナデ 内： HueIOYR7 l•I 刻LI突佑あり

蕊 弥生上器 甕形i：器 底径 Ill，奸祁片 包含厨上面
迷硲

外：ー／ヴ‘ 外： Hue7.5YR7/6 外面に条根あり

rm 
内：ナデ．指オサエ 内： flueIOYR613 刻[I突岱

お9 弥生土笞 甕形上器 底径 ni~部片 西関a含凶
路高

外：ナデ指オサエ 外： HueIOYR7 3 外血1こスス付,{t

口径
内．ナデ．Iiiさ 内： IIuc5Y4 1 390 弥生土若 甕形上岱 底径 5J 底部）ヤ 包含層

器高 外’ナデ．店さ 外 ：Hue5Y513 

口径
内ナデ．I｛1さ 内： HueIOYR6 3 

ぶ91 縄文上笞 壺形J:辟 底径 6.0 底郎片 包含層
路ぶ

外ナデ．I/]さ 外 ：HueIOYR6ヽI

口径
内ナデ．I［9さ 11,: Hue邸Y6/4

ぶ92 弥生上荏 i蕊形土答 底径 6.6 底陥片 H [；・！髯 (13号溝）
荘芯

外：ナデ．lflさ 外 IIlle2.5Y6,1 

nt各
内：ナデ 内： HueIOYRヽIIl393 体生．土悶 社形上苔 底径 7,0 底部片
外ナデ 外.Hue IOYR6/・I 

107り竪穴住1、slll田i
器応

II¥呑
内ナ・r_lfjさ 内 HueIOYR4/I 内1(ij黒色店1iJ1394 弥生土器 せ形上硲 底径 10.2 胴祁 底ヽ部）t jlljlJ!I包含kV

笞ぶ
外’ナう‘ 外'HueIOYR5/4 内外1•iに条艇あり

「l径
内ナデ 内'HueIOYRS/2 395 弥生上骰 必形上答 底径 10.6 底郎112 I~北包含層下 外面に条叙文あり

岱窃
外：ナ・ア 外 HueIOYR7/3 

口径
内・ 1• テ‘．切さ 内： lluc2.5Yi 3 1町1111包含粕，396 弥生上お 深鉢形•t沿 底往 刷部I・t 圧痕か？

苔高
外，ナデ，りiさ 外 Hue2.5Yi'2 西北包含層下

口径 22.6 
内'InI転ナデ 内， HueIOYR712 ゆ7 弥生上器 売形j：器 盟 11,点部のみ
外． M転・rデ 外 llucIOYRS/3 

よ｝サi/11」：下

口ii41.6 
内：ナデ，Iiiさ 内 liuc2.5 Y6t3 

煎色JBru1上岱
398 縄文十＿器 浅f＊形l；岱底佳 II粒部）¥・

外ナデ，liiさ 外 Hue2.5Y6/3 
18サ溝． 33分i昇下 u紺部にl"I点 ・1’り綿を施す

岱応 頻部に1•J線を施す
口佳 29.8 

内： If9さ 内 Hue2.5Y6/2 399 縄文土器 深鉢形上器 底径 n粒～柑邪／i む開包含駅
岱窃 外・Jl.lさ 外 lluc 2.5Y6/2 

口径切．9
l'•J : ナデ，,eささ 内： lluc2.5Y5 2 、100 縄文土答 深鉢形t諾底径 EI紅部9r 西北包含肘下

蛉応
外：ナデ，Ii'. 外 llue2.5Y4/2 

口径 33.0 
内：ナデ，1/jきさ 内： llue2.5Y6':l 401 縄文上答 深SK形；t器 底径 u枯祁9r 西北a含l;lT

お硲
外：ナデ，Ii,; 外： llue2.5Y6/3 

r.:1径
内：ナデ．Iiiさ 内； 11ue 2.5¥'6I4 、102 縄文土器 深鉢形＿t．器 蚊大径25,2 胴部片 35サ溝L．包含屑 胴111!1じ1部に凹線を柑す

器府
外：ナデ．Ii1さ 外： HueIOYR6t4 

ti径
内・ナテ‘}t1さ 内 ：HueIOYR614 403 縄文上苔 深体形上答 底径 訊邪片 i!!illlle!.含屠

路府
外．ナデ．Ittさ 外： I•ItIC IOYR61.i 

口径
内：ナデ．Ii5さ 内： HueJOYR6/3 西憫包含厨 （ペルトコ91()1 縄文土硲 深鉢形j；蹄 底径 胴部／ヤ :).¥色Ii1研上若

器店
外．店き 外： Hue邸Y3l1 ン付近）．清掻一括

nt呈 19.6
内 ＇ー／•'f'.IO さ 内． IIlle2.5Yti/3 405 縄文土器 深鉢形七器 底径 I IR部片 99り竪穴（f.l;}竃No.I n枯部に沈粒 (2条）を誨す

笞応
外ナ・r.lfjさ 外 Hue邸＼＇614

nt径 28.0
内：屈さ 内 HueIOYR4 2 ，，06 縄文土器 没鉢形t．店底往 U縁-桐部片 西問包含Ki 9!．＼色I｛仕研上岱

諾r.; 外 Iiiさ 外'HueIOYRS 2 
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l. （朕病）基幹 ・棗境整備（曳き家 ・移動先）に伴う発掘調査 (0509瀾斉地点）

図 番号 遺物 種類（諾種） 法量(cm) 残存 平 特 徴 色 詞 出土遺構 偏 考

L Jtt'l'/.4 ロt.；～胴部 内：J/!さ 内 'Hue25Y2fl40 407 縄文土苔 浅SK形j：路 底径 屯餅包含恥 ,II色1/j,舟t．諾
器応

約l/4 外： Jtぅさ 外 lluc公;y311

II径
内：屈さ 内 'lluc2.5Y7i2 41 408 縄文上若 浅鉢影土硲 底径 口粒部片
外：ナデ．＂iき 外 lluc2..5Y71•1 a含陪l・・面

註ぶ
「l径

内け1き 内 Ilue 2.5Y7/2 
409 縄文土器 深鉾形:J’器 底径 I―I粒部1ヤ

外・ -）・デ．府さ 外： HueIOYR8/2 阿飼包含N
器窃

n径 30.0 内：ナデ．庖さ ．指オ
内 'llueJOYRS/4 

410 縄文土器 深鉢Jf紅土溢 底往 U討～財部片 •J•エ
外． llucIOYRS/3 洒北包含附下 外面にスス付if

苔泊i 外： ー／・デ

ut消お2
内：ナデ．店さ 内 'Hue25Y7/3 

411 縄文土苔 浅鉢形土芦 底径 口ti一胴部片 101号竪7<it居 波状n緑を施す
器窃

外 ：ナデ．閉さ 外． Hue2.SY713 

[1径
内 ：ナデ 内： Hue2.5Y6/3 内外面に条痕あり

、112 縄文上器 深鉢形上屈 底径 阿部/¥・
外．ナデ 外． Huc2.5Y412 a含k'I 外面にスス1•tがt

器窃

n往
11i:ナデ 内： lluc2.5Y6/4 413 縄文土若 深鉢形上2；； liffl' 胴部片
外··/•デ 外 liue25Y7/4 

＆ぅサ溝下 外r!riに条艇あり
岱岱

nit 
内：回転ナデ 内． llucIOYR6,J 

4 1 4 土師諾 窃杯 底往 脚部片
外： Iul転ナデ 外 llucIOYR6/3 

撹乱 ヘラ品り'「+」あり
荏衣；

II!祖
1勾•ナデ指ナデ 内： IIlle 5Y4/1 

』115 J:師爵 小”丸{“:!最大径10.35 崩部約2'3
外 ：ョコナデ，板ナデ 外： llue7.5YR5/6 東1111撹乱 底部に内面からのなfLが誨される

苔応

口径
内 ：阿転ナデ 11・1 : Hue IOYR6t3 底面糸切り

、116 土師荏 llil hHf. 6.8 底部約1/2 撹乱（近代i"25サ沿）
悶沿；

外阿転ナデ 外： llucIOYR713 外面底邸に黒斑あり

ni洛 内・ [i>l転ナデナデ

117 上邸器 詐 府径 12.0 底部片
削り 内： Hue7.5Y6/4 

撹乱北憫

器窃
外． fttl転ナデ．・J-デ． 外： llue7.5Y6/4 
削り

II径 76
内・ InI転ナデ 内： Hue2.5Y6/2 

418 須忠器 必 庇径 213 
外． I999転ナデ 外： lfoc2.5 Y712 

撹乱
器高 30 
rJ径 27.4 11'1 -l~I転ナデナデ． 内 ：lluc7.5YR6l4 包含約」；面．世問撹乱

1!9 土紀器 恢 底径 II縁酪1/4 削り
外： llue7.5YR6/4 iii !I.I斑あり

芯店 外：じ1転ナデ，ハケH
及さ 12.o 

内・ Aj n 内： Ilue N7IO 
420 布H瓦 丸 I£ 糾 5.8 破 I¥・

外： •I•デ ， ククキ 外： llucNi/0 
撹乱

19lさ 1.5
長さ 58 

内： AirI I人I: llt1c IOYR6/3 
421 布rl瓦 , I'， Ji'乱 5.2 破片

外タタキ 外 llucIOYR5l2 
投乱

"さ 1.9
I:I t t 内 1'，1転ナデ．ナデ

内， lluoJOYRi/4 外1f1j一部に，'l¥斑あり
422 土函硲 煤炉 底径 20.4 脚部のみ 外 'i"I転ナデ．ナデ．

外 HueIOYR6IヽI
撹{;L

脚部に袂'94ヶ所あり
悩ぶ 削I)
11ft 

内団転ナデ．削り 内 Hue7.5YR6l •I 
423 t師岱 悦炉 底径 24.9 底部約I2 

外 lul転ナテ・ 外： I•Iuc i.5YR6'ヽI 撹乱 内外Iii渕隠
器応

42•1 瓦打上笞 説炉
底「li径t 18.S 

1 11~-IJli!祁J，'・
内阿転ナデ．ナデ 内、 Hue2.5Y5'2 

撹乱
苫次i

外： i"I転•I・デりIJ り 外 Hue7.5YSんI

n径 33.0

4公 上邸器 焙烙
餃火径お．I

は1:完If>
内 ・[ii]転ナデ 内． Hue7.5YR6/6 

投乱l'<tlNo2 
r,rit 30.9 外 '|991転ナデ削り 外 llue7,5YR6/6 
苔窃 72 
Kさ 9.7

内．ナデ 内： llue7.5YRG/4 
426 土師器 焙 烙紺 5.7 把手のみ

外 ：ー／・デ 外： Hue7.5YR6l-1 
撹乱北峡中央 外面にススttズf

1，/.さ 3.1
r lit 6.I 内： ［ヽ，l転•I•デ 内： Huci.5YR76 底帷i糸切り

Iヽ27 j：師諾 l1ll 旺往 4.1 llぽた形
外 ：［991転ナデ．ナデ 外• H皿 7.5YR7/6

撹it
I I~和祁にススi•tがi

苔科 LI 
II往 5.9

内 liiJ転ナデ 内： lluc5YRGl4 底面糸切り
428 上話席 1111 底径 3.0 3侑

外： Iヽtl転ナデ．ナデ 外： Hue5YIU/6 
撹乱．It東部

口け部に7-ス付府
器/.T, 14 
n径 6.4

内 ：削り l'J : Huo 2.5YRl.7/I 
429 印沿 Jt燭 底ff_ 3.9 213 

外.・I・デ'Iiiり ク>: lluc 2.5YR5/fi 
撹乱北憫 内Ilfiと外面1-．部に胞釉

器硲 5,1 
II径 82 l勾，格楡 内 ：Hue7.5 Y R312 

4、初 肉器 小 llll 底径 4,0 はIf'え影
外 I!’lf.?.1•デ 外 11ucIOYR5/2 

復乱北マス東開
器科 24 
艮さ 2.4 

内 内． lluc7.5YR7l4 
131 t製品 泥面i→

似"1さ 2I.4I 
ほぼ正形

外＇ ク[ lluc 7.5YR7/4 
東11l撹乱 ,f漢 5.5g

Lill¥ 30.0 内ナデ 内， lluc
42 、132 磁芯 k Jill 底径 17,7 約114

外：ナデ，削り 外 lluc
撹乱東 り1須で松竹柑を描く

岱約 4.6 
II径 6.9

内：施釉 内 lluc I'I磁胎13只須で文屈を描く
433 磁岱 碗 底径 3.8 完形

外施釉 外， lluc
撹乱

1780~18!0年代 （大は編年＼1期）
岱窃 4.8 
II径 9.7

内．施釉 内： llue
431 磁啓 碗 I氏径 3.8 4 5 

外’施袖 外． lluc
投乱 白磁1こコパルト{fで染tl

切r.r.6.0 
l」if9A 

内 ：施釉 内． Hue 白磁胎に共須で文9浪を描く
,135 磁答 碗 底往 3.8 I、2

外；抱釉 外： IIm 
撹乱

波佐兄焼
器窃 4.8 
rIt伶 9.0

内 ：施袖 内： llue
436 磁 器 碗 底ft3.0 3/,1 

外 ：論柚 外 ：llue
束撹f,1. 赤絵

硲高 5.0 
11径

内'1991転削り r•J : llue IOY1<513 
437 均器 ！i木鉢 底ff,208 1/3 外： 1•デ 外： lluc5Y3/I 

撹乱．Iじマス束横 外面に柚あり

岱窃

LI径 16.4
内 l991転9•デ

内： Hue5YR4/I 
9138 困笞 憐外 底径 ＆6 3/4 

外 'l"I転—トデ，ナデ
外 ：lluc2.5YR1/J 撹乱

荏岱 6.0 IOYR7/4 
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m 本荘北地区の調査

図番号 遺物 種類（器種） 法量(cm) 残存牢 特 徴 色 詞 出土遺構 偏 考

長さ 1&5.5 
内： 内： Hue ）r虚 IISlg

43 •I$) 打 t; 凹 fi 紺 12.9 約I2 12り1；坑ふII
＂！さ 6.9

外： 外． IIuc 軽／i

幅Jfさ 5.5 I1、J: IA) ： IIlIC i[で35砥.86g 440 打棧品 砥石 、1.8 破）r 139;•i/II 
fl/さ 1.3

外： 外： I ItIC 点
長さ 3.1

内： 内： IIlIC •f\iil15.0g 
14 1 石器 石枝 ほ 29 破 I¥ 1ヽIり沿、13号溝）

＂iさ 15
外． 外： IIuc チャート

長さ＆I
＇勾： 内 ：Huc "(”2 .. 28. g 4,12 fi 器 砥 (5 ¢;1 4.15 破 n・ 14サ溝 (13乃溝）

以さ 42 
外： 外： IIuc 安!I“ll-1,-

口径 6.95 
内： 内： IIuc ,泥r!;t訟:9.0g 443 石拉 祇 6 麻ff 、1.2 破）r ISサi1/

諮応 I.I 
外： 外・ lluc 

長さ 5.2 1•1: 内 lluc ＂（即 11位/l而444 石器 砥石 紺 1ヽ.5 破）｝ 18サ溝
w．さ 3.0 外 ： 外令 ｝Jue •llniに あり天'・'：Bt石

艮さ 4.4 
内：ナデ 夷tfti: llue 5YR6t6 

'145 l:~品？ 円盤状閃品 幅 &9 元形 18ゆ柑 非常に軽い． ,f(Iりl

"•さ 1.0
外：ナデ ｝と直i: lluc 5YR5'6 

及：：： 19.15
内： 内 •Hue fはti総8g

446 石器 敲 6 9』 1&4 完形 18サ溝I・.
1'1,さ 4.8

外： 外： llue 安llI?f

艮さ ＆9 Iり： 内 ：lluc "（iit606g 447 石器 lii (； 屈 &3 ＇え形 18サi9il; 
！＇Iさ 7.0 外： 外•. lluc イ；Iり1

長さ I0.2.5 1/..I : 内・ llue I(ht59― 148 石器 門石 ほ 915 完形 18サ1お1:
,..1さ 6.7

外： 外： liuc 4面に凹1gあり．凝灰界

iとさ 6.5 内： 内 ・lluc 令if各(i11t238g l-19 "器 沿―l, 紐 7.7 約112 おり沿1-.
l'l-さ 5.1

外： 外： lluo

幅lとさ なげ I勺： 内． llue ＇r（社215-lg
450 石器 台石 21.0 3 ・4 岱サ1/1/}―

”さ 7.2
外・ 外： I・Iue 庄灰t;? 

及さ 10.2 I勺： 内 'lluc "（政37.1gー・44 151 fi 器 砥 i; 耕 7.8 破 9'，・ おり—i/f/
似さ 5.6 

外： 外． lluc 天卒砥石

f~さ 7.8 1’•J : 内： IIul. ＂（益4lig 152 石器 li: a ほ 6.7 約I2 35’}溝東餌
99iさ 5.0

外： 外 'llue 安Illt;

長さ 10 .• I 
内： 内 ：lluc •Tlul l 105g •153 I―j 路 In石偏 IO.O 完形 おり1昇中央部

Ir;!さ 9.9
外： 外： IIuc 凝灰む

此さ 11.65 Iり： 内 ：IIIIC ＂は 364g•1;,I 石器 kl(i 屈 7.15 尤形 50り・竪火(L居泣10
ばさ 2.75 

外： 外： llue 安山沿

fとさ 11.0 
内： 内： IIuc 咽'1•9222g 4お 1 I うm‘9し すりか6 1d 1295 破 H 50り-~~)'((t-.1,•i~62

11/.t・ i.iO 
外： 外： IItIC 安J1“l1r, 

l↓さ 10,3
内： 内 ：IIlIC ＂（蚊綴 gt56 fi 器 1/l Ii 幅 93 “ん形 祁t;•略穴（r．I；；；.碑

収さ 7.0 
外： 外： llue 砂冶

艮さ 12.0 
内： IAJ : IIuc ＂伍l36!g•157 “路 I/; fi I甘 8.45 2 3 5Sサ竪9'＜i[I8滋

I'／さ 28-5
外： 外： l・h-, 安Iht;

iとさ 1.8 
内： I人I:lluc ,fti,l05g ．． 

458 •II製品 ぅf li 幅 0.5 、必形 85サビット
収さ 0.4 

外ナデ 外： lilIC 粒色厄灰汗

長さ 3,0 
内 I勺： IIlIC ,rrn!9.2g •159 /:i 諾 ”"]9 祖 3 7 11益1,t・ 9il,'翌穴U:1、9;

1,1さ 13,'; 外 外． IIuc 不明

長さ 835 
内 1勾： IIし,o 船.:Iおg460 (i 答 9t ri 紺 13 破／＇,・ 197り竪穴U:I、り

旺さ 2,（） 外＇ 外： llu~ 鈷t}

lとさ 11.8 
内 内 Huc ,rばt1124g461 6 苔 1朽 {i ¢出 10.；； ・元 影 197り竪';'(U;I,(・l'-.18

[1/.さ 82 外・ 外： H皿 安Ill'，1•

長さ 8.3 
内 内： I•Iuc 船i:49lg

462 Ii 苔 g5 石紺 ;,1 完影 防が登,,住1.朴09
収さ 60 外 外 IIuc 安IU岩

Rさ 15.1 内， 内， Hue 喰ht玲岩463 {i 辟 ~, ii 叫 5.25 完影 梱り·竪,\:{!；糾鼈t-.il•I
1,1さ 4.9 外 外： Hue 安III

長さ 18.9 
内 内 Hue I心：2575g464 ＂苔 店行桜 10.S 完影 梱り竪穴fJ澤．咄9

以さ 9,6 外 外 'Huc 安III'f;

長さ 12.:!5 
内 内・ flue •T（炊 1077g45 465 ii 芥 1/'i 打幅 10.3 破片 IOOり^”引<it1；；

＂iさ 8.55
外： 外： llue 安III'む

！とさ 28.0 
内 内 11t1C 屯欣91ヽlg

4面 石岱 砥打 ki i.O 嬬部欠i［し 10.,リ竪穴化9ふl'-140
収さ 32 外 外 Hue '“tit; 

長さ 9.2 
内 内 lluc 船~3'i切)g 467 什器 店 ii ば 7.1 約I2 103り竪穴t1ヵ居泊幻

厚さ 4.0
，，[. 外： I•luc 安Ill

lとさ 12.55 
内 内： Hue 屯貨531g468 石沿 tt石幅 6&3 完形 10-1；が登穴住店竃池6

JI/.さ 4I 外： 外： Huc 4渭I

長さ 2.4 
内： 内： lluc "（fKI .. 2g 469 .(i 益 ,Ill r,・ 桜 Iふ3 ＇元形 108り怒,¥ft居

I,iさ 0.35 外： 外 lluc 黒醗ィ，

iとさ 11.6 
内． 内 'lluc "（汰&12g470 石器 敲／i ほ &8 完形 IOI¥リ翌穴住居池15

げさ II 
外： 外： II訳 安IlIt:

艮さ 10.5 
内： 内 lluc 'い、t373g47 1 {i 器 砥 6 9乱 6.0 敵）t 121；が登穴fI14叩

「＇iさ 5.8.';
外： 外 'llue 安Ill'i;
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1. （医病）悲幹 • 印淡整備 （火 き家 ・ 移動先）に伴 う発掘調布 (0509澁査地点）

図 番号 遺物 種類（器種） 法量(cm) 残存 率 特 徴 色 飼 出土遺構 備 考
Kさ 4．お I人1: 内： tIlIC 45 472 石焚品 砥石紺 585 破 Ji 外： 外： llue

包含111l:lidi,'i船 飛泣16.0g
／9{さ 0.15
Kさ 142

内： 内： llue
瓜安~I Ut 399岩 g 473 石沿 ＂9石紐 8.0 完影 外． 外： Huc 

包含，，，，1(PN7-5J 
iqさ 28
ltさ 6.1 内： 内： Hue 泥貨t此;-86.5g 474 -11製品 砥石紺 3.4 破片 外： 外； 11uc 撹乱北東添
L'1-さ 2.5
J~さ 6.65 I勺： 内： II9IC ikさ1,i5-｝.2g 475 石製品 砥石幅 3.2 破 Jr 東側挽乱L
Iヽ／さ 0.7

外： 外： Hue 粘板

i:さ 5.4 内． 内： Hue if!址い5g476 石製品 砥 6 ば 435 破）t 伐乱
肛さ 1.55 外・ 外： Hue 粘ik府

艮さ i.8 1村： 内： Hue 重li229砥石g 477 {j•製品 砥 6 狐 7.0 破 Jヤ 外： 外： Hue
撹乱B

天1：，：収さ 6.8 
艮さ 112 1J.」: 内： I•Iue 政砂砿岩328g 478 行沿 庖石 1l1 10.2 9え 影

外： 外： Hue
撹乱北東部

I・/.さ 2,4
長径 3.9 内： 夷1, : Hue 5YR4/3 46 479 j；閃品 破片直jチ 糾径 3,09 完影 外； : llue 5YR3l4 

束側包含層 頂tt14.0g
l'tさ 0.93
仕径 3.38 内： le : llue 5YR312 480 上閃品 破片面了・ 短径 3.29 完影

外： 窪： Hue5YR3/2 
14号i覧(13；；甘『と同じ）. .if(iitl6.2g 

Piさ 0.95
長径 4.32 内． 夷I< : Hue 5Y5/4 481 上閃品 破片面子 短径 3.93 元影 外： : l-luo5Y5/2 13乃湛 霞泣14.2g
B1さ 0.73
北径 3.、16

内： I/.: Hue 7.5YR2/2 
項｝と泣夷面17.釉6g渕あり482 上閃品 破1ヤ面子 剋径 2.9 ；；；形 13サi倅

「91さ 1,15 外： 衷： Hue7.5 YR2/2 

長径 3.59 
1/.J: 及： Hue2.5Y3/3

483 上閃品 破片阻if_ 剋径 3,28 完影 外： 哀： HueIOYR3l3 
13号溝 貨址11.8g

収さ 0.77 
及径 3.19 

内・ i<: llue 7.5YR7/6 Iヽ割 上科品 破片面-f 短径 2.97 完形 外： 夷： Hue7.5YR7/6
求閲包含附上位 fは8,5g

p/.さ 0.99
長径 2,66 

内・ P. Hue 7.5YR2/3 
貨}＆釦表面．S袖g妬あり485 -J；製品 破1れ計f— 規径 2.59 ；；；形

外： 褒： Hue7.5YR213 攪乱
収さ 0.66
長径 2,02 

内： t< : Hue 5YR5/6 
486 土閃品 碁 6 短径 1.9 完形 外： 夷． llue5YR5t6 

ll!測a含屈上位 iR:ii2.3g 
ヮさ 0.63
艮径 1.59 内 ， l<. lluc 5GYS/l 敢凪面1.7柚g 4切 J.:'l'!品 破片I籠子 短径 IAI 完形

外 表 Hue5GY7/1 ＆含K1上面 }8衷 薬あり似さ 0.52
長径 2.05 

内． 夷｝< lluc !OGY7/I 1fiと(iit裏3面.2袖g妬あり488 t製品 破片面ー(‘ 紅径 1.86 完形
外． Hue 7.5GY8/l 

攪乱
1,1さ 0.53
艮径 2.?i 内： ・/< llue 7.5¥'4/3 

貨4及景衷5面.8袖g楽あり489 上製品 破片面子・ 短径 2.0 完形 束11!攪乱
,,,_さ 0.76

外： 褒 HueIOY3/I 

艮さ 2.W 
内 ・ 内： HueIOYR2/2 

490 上製品？ 不明糾 139 外 ． 外 ，Hue10Yll713 
4;191 項紐1.5g

似さ 0.78
艮さ 2.36 内． 内， llucJOYR4/I 

491 -I：呪品？ 不朋帽 1.92 
外 外 HueIOYR613 

33サ溝下 fil!il:3.3g 
臥さ 1.0 
長さ 、1.39

内． 内 Hue75YR714 -192 土製品 土鈴？ t」 3,57 一部
外 外 HueIOYR7/3 108サ竪穴仕駈 煎証29.8g

liさ 3斑
長さ 7.53

内 内 lluc493 上製品 土人形？ t1,I 2.51 
クト・ 外‘Hue2.5Y7/4 

33サi鼻L j[(lJ25.6g 
叫さ泣

i:さ 6.92
内・ 内'Hue49-1 上製品9 不明 ば 4.47 外： 外． HueIOYR7/3 

33,;溝 F 屯丑26.4g
J'f.さ 1.＂
長さ 4.01 I勺： }i; Hue 5Y~5/8 

•195 上製品 泥面了・ 幅 2.57 尤影
外

Hue 5YR7/4 攪乱北墜中央 猿益邸g
,,,.さ 0.i6 寅： Hoc5VR6/6 
Rさ 3.19

1'1 J<. Hue 5Yll7/4 496 土閃品 泥面子• 糾 2.39 完形
外 哀． Hue5YR7/4 

8分 lJ坑絡 ir(lil:8.2g 
Iヽtさ 126
長さ 276 

I勾 I< : llue IOYRi/4 497 七閃品 泥面←f 船 215 光形 外： 哀： Hue10YR7/•1 撹吼北壁中央 lT（!i'(5.9g 
阻さ 1,01 
長さ I 74 

内： J寅, : Hue 2.5YR5/4 
49S i：閃品 泥面子 幅 134 ；；；形

外・ : Hue 2.5 Y R3/2 
,t；•上坑硲 1]"（仄1.7g

1，/.さ 0,69
妖さ 2.19 

内： 1< : Hue IOYR7/6 頂女址性4頭.2部g 499 上製品 土人影 船 I883 一 部 外： 衷： lluclOYR7/6 
8~•上坑g

収さ 191 
艮さ 3.65 内： 1< : flue IOYR6/4 

J•(} 漢1,•;直9.2g 500 上閃品 J.:人形 幅 2.91 一部 外： 喪： HueIOYR6/4 8サ土坑硲f'/.さ 1.02
長さ 2.64 

内・ i< ： Ifuc 5YR4/8 ,I漢 18.2g
501 土製品 土人形 Oii 3,35 はぽ元形 外： 衷： Hue5YR4/8 

攪乱北1111（大きい）
狛子

F1さ 2!13
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旧 本荘北地区の調査

2. （医病）東病棟新営機械設備（衛生） 工事 （変更）に伴う発掘調査
(0923調査地点）・（医病）東病棟新営機械設備 （衛生）工事追加そ
の2に伴う発掘調査 (0924調査地点） ・（医病）東病棟新営機械設
備（衛生）工事追加その 1に伴う発掘調査 (0925調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

本地点は白川左岸の河岸段堤防上に位盟する本庄追跡内にある。調査地点の標麻は13m前後である。

本荘北地区である熊本大学医学部附屈病院の敷地内の、北西に位悩する。

本荘北地区では、基礎医学研究棟建設に伴う発掘調査 (9601調査地点）をかわきりに、西病棟

(9901調壺地点）、医学部総合研究棟 (0101調査地点）、共同溝 (0104調査地点）、医学教育図書棟

(0707調査地点）の建設工事に伴い発掘調癒を実施してきた。その結果、古墳時代前期～古代にかけ

ての集落や古代寺院の存在を示す成果が確認されている。本地点は匝病棟 (9901調査地点）、共同溝

(0104調壷地点）に隣接しており、旧第5病棟跡地から外れる範囲では、古墳時代～古代の追構が検

出されると予想された。

本調査は、東病棟の新常に伴い雨水桝 ・排水桝およびこれら繋ぐ配管工事に先立って実施された。

着工にあたり 、工事箇所 ・範囲に変更が生じ93条1項の届出が追加となった。本センターでは届出 1

件につき一つの調壺番号を付すことから、本事業全体工事に対し0923・ 0924 ・ 0925の調査番号が付さ

れている。一連の工事であるため、て事の都合上に合わせた掘削の単位でエ区を設定している（図

46)。エ区の番号は0923・ 0924 ・ 0925の調査番号に1具］係なく通し番号である。

b.調査の経過

2009年10月27日 調査開始。⑨工区から一次掘削開始。一部追梢検出。⑦工区掘削。

2009年10月28日 ⑨工区掘削継読、辿構確認、掘削、il!IJ批開始。⑦J-．区の記録終了。

2009年10月29日 ⑨工区調査終了。

2009年11月18日 ⑪ユ区の一次掘削開始。住居とピットを検出。住居の掘削、測拡、写真。⑪工区

調究終了。

2009年11月24日 ⑧工区の一次掘削開始。

2009年11月25日 ⑧工区、包含陪掘削、住居とピットを検出。

2009年11月26日 辿構掘削、全体写真、測砒等、 ⑧工区調査終了。

2009年12月1日 ⑩工区の一次掘削開始。包含庖掘削。

2009年12月2日 遺構掘削、全体写真、測料等、⑩工区調査終了。全調査終了。

C. 調査の組織

調査貝 ．大坪志子

事務担当 ：村田知塑

発掘作業貝 ：今村明美 ・河野義勝 ・後藤マヤ ・笹野ヌイ子 ・柴田道子 ・白石美狩子 ・庄村弘幸 ・溜

渕俊子 ・ 中村良一 ・ 畑中低介 ・ 早 III咲百合 • 松永一代 ・ 松本晋治 ・ 森田 餞 ・建薪豊

美
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2
 
（医病）束病棟新酋機械設備 （術LI5.）工事 （変更）に伴うり翡Ii，沿!ft(0923訓査地点）・（医病）求病棟新営機械設伽 （衛生）
工事追加その2に伴う発掘調在 (0924潤ft地点）・（医1/ii)束病棟新＇政機械設備 （衛生）工事追）Jllその 1に伴う発掘調査
(0925揺l企地点）
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図46 0923 • 0924 • 0925調査地点道構配置実測図 (1/200)
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m 4吋・I：北地区の調査

整理作業員 ：井上裕美 ・江lコ路 ・鬼塚美枝 ・小山正子 ・神川めぐみ ・首藤優子 ・末吉美紀 ・高濱
美来 ・133上 炭 ・ 谷川優子 ・ 増井弘子 • 宮崎大和 ・ 長谷秤子 ・ 早川 翔 ・山薪早苗 ・

典徹友紀也

(2)調査区の基本層序

本荘北地区の旧地形は、白川側は北から南に向かって低く傾斜し、東西方向では、敷地の北側中央

付近が包含層 ・辿構面ともにもっとも高く 、西に向かって低く傾斜するこ とが判明している。敷地北

側の中央付近では、アスファル ト舗装の直下が包含陪や辿構面の場合がある。本調査地点は、敷地西

側に位脱しやや包含屑や追構面は低くなっている。

l区147の⑧工区の土層断面実測図および⑪工区の土思柱のように、地表下0.5mで辿物包含序が検出

され、lm前後で辿構面となる。⑧工区の土陪断而実測図では、1庖から3陀までが現代埋土であり、

4陪以下が辿物包含陪である。4陪と 5／苦では、5層の方が若干色調はII音い。6層は10号住居址の埋

土である。

(3)検出遺構

検出した辿構について、エ区ごとにのべていくことにする。

⑧工区

⑧工区は、東病棟の北1Illlに東西に長く設定された工事範囲の西端部に位置する。⑧工区の両端には

既設の人孔があり 、周囲は撹乱を受けている。⑧ユ：区では、ピットと竪穴住居を確懃した。

く住居＞

10号住居（図47)

10号住居は、⑧工区の西端に位四する。東壁のプラ ンが検出されたが、大半が調査区外で現況では

南北約0.9m、東西約2.9m、深さはO.lmが確認できるのみである。住居の西側半分では硬化面を確認

した。今回確認した範囲内では、炉または術等は検出されなかった。出土造物からは、古代の住居と

考えられる。

⑨工区

⑨工区は、東病棟の北側に東西に長く設定された工事範囲から、北に逆「くの字状」に延びる区間

である。部分的に撹乱を受けていた。南東端部では、辿構而を確認しビットを一つ検出した。調査区

が血がる部分では、溝を 1条検出した。西端部でも辿梢面を確認したが辿構は検出されなかった。

く3号溝＞（図47)

3号溝は、⑨工区がくの字状にllIIがる箇所に位岡する。北東一rfj西方向に流れる溝で、南西側の立

ち上がりと肩の一部を検出した。これ以外の範囲は調査Ii外や拉乱により不明である。現況では、長

さ約2.5m、幅約0.75m、深さは1.0~1.lmである。出土辿物から、古墳1時代の溝と考えられる。

⑩工区

⑩工区は最も西に位骰し、南北に長い調査区である。⑩工区の北側3mは、前年に別の事業に伴い

101 



2. （医病）東病棟新‘営機械設備（衛4:.)工事（変更）に伴う発掘溝究 (0923湖ィt地点） ・（阪術）東甜棟新営機械設備 （衛生）
←tli追加その2に伴う発掘調究 (0924調査地．＇！i）・（医病） 凍病柚新営機械設備 （衛生）工事追加その1に伴う発掘調査
(0925調査地点）

⑧工区

｀ ) I 2 
11 、
0¥ ¥_ 

l
―
 □④ 

Aし 10号竪穴住居址 _jA' 

ーロ こ50m

澤：黒褐色J::(IIueIOYR2/3)、1hi：黙渇色J:(l!ue101’R2/2)
2杓 ；糾褐色ヒ(Hucl0YR2/3)5/M: 1.i1迅色」：（HueIOYR2/2) 
3桝：黒褐色：t（IIucIOYR2/2)6吊；黙褐色I;(lluc IOYR2/2) 

⑨工区

> ヒ
r-LH= 12. JOm 

＼／ ク•
/' 

・' 1恥：9音褐色土(lluclOYR3/4) 5111 : /!.¥Ill色上(llucI OYR2/2) 
2焙：黙褐色J:(lluc I OYR2/2) 6脳 ：黒褐色士(llucI OYR2/2) 
3M :黒褐色上(llucI OYR2/3) 7厨 ；黒褐色t(lluc I OYR2/3) 
4a~: 黒褐色土(lluclOYR2/2-lluclOYR2/3) 8屈 ：！II褐色ヒ(llucI OYR2/3) —暗褐色土(lluclOYRJ/,1)
4b屈：黒褐色土(HueI O¥'R2/2 -Hue I OYR2/3) 

⑪工区

へ

ペ
-
.
2
1

‘
 

3号溝 n》

⑩工区

c18 

壇土

贔褐色土IOYR2/2

、、
黒褐色土IOYR2/2

゜
2m 

図47 ⑧ ・⑨ ・⑩ ・⑪工区迫構実測図および土層柱状図（1/50・ 1/25) 
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In 本荘北地区の瀾査

調査 (0835調壺地点）が終了している範囲である。東側はほぽ重複するように既設の配管がある。こ

のため、追物包含／罰は大半が既に破壊され、南西隅にわずかに残るのみであった。辿梢面は、ぎりぎ

り工事の影響をまぬがれており、ビッ トを数個検出した。

⑪工区

⑪工区は、⑧工区と並行に南側10mの地点に位附する。エ区全面で辿構面を確認したが、西半分で

は追構は検出されず、東佃lに広がる住居を確認した。

7号住居 （図47)

⑪工区の東側に位悩する。大半が調査区外であり、全体の規模は不明である。現況では南北0.7m、

束西2.5m、深さは約0.l~0.2mである。本調査区は、辿物包含阿から徐々に掘削して辿構を検出した

が、土がやや砂質で迫構のプランは明瞭ではなかった。また、住居の壁の立ち上がりは非常になだら

かで住居としては疑問な点もあるが、i翡とするには深さが浅すぎ、硬化而は確認できたため住居とし

て報告する。今回の調査範囲で、炉や寵、柱穴など住居に付随する設備は検出されなかった。

その他のエ区

⑦工区は、⑧工区に隣接する西側の一部で迫構面を確認したが、辿梢は検出されなかった。また、

⑪工区の東に位阻する⑤工区は、⑪工区で検出した7号住居が存在したはずであるが、撹乱により削

平されていた。ピッ トを1つ確眩したのみである。その他のエ区では、それぞれ撹乱をまぬがれた辿

構面を確認したがわずかであり 、その範囲において辿構は確認されなかった。

(4)出土遺物 （図48)

出土迫物は古式土師器、古代土師器 ・須恵器と縄文土悩が出土している。

図48:1は⑤工区の撹乱から出土した土師器の杯である。2~8は⑧工区から出土した。2・3は

10号住居出土の土師器甕と鍋である。2は強く外反し、内側に明瞭な稜があり古相を呈する。4~8

は包含層出土辿物である。4は手程ねの碗状の土器である。5は土師器坪、6・7は須恵器の碗と杯

である。5は大きく直線的に開き、やや端部は如意形気味である。高台と身が一体化しつつあり 、9

世紀前半の頃と考えられる。6は器高が低く 、高台が内側につく。8世紀前葉～1中葉に屈すると考え

られる。8は純文時代後期後葉の御領式の浅鉢の口縁部である。

9~22は⑨工区から出土した。9~15は3号溝出土である。9・ 10は小型丸底壷、 11~13は高坪の

杯部 ・脚部である。11の杯部は段が残っており、反らずに立ち上がる。13の脚部は裾との境が明瞭で、

わずかに太鼓状に膨む。14・ 15は甕である。14の甕の口縁はつまみ上げがあり 、肩は張らない。波状

の沈線が施される。16~22は⑨工区の包含陪出土追物である。16の高杯は、段をわずかに持っており

直線的に大き く開く。l1;:]外面ともに細かな磨きが施されている。17は甍の底部、18は直口壷の頸部、

19は小型鉢である。20は二瓜口縁壷の口縁部である。口縁部が高く立ち上がり、下端には突出する稜

がつく。下部には竹管文が施されている。山陰系と考えられる。21・ 22は須恵器の坪である。これら

古式土師器は布留 1~2式のころと考えられる。23~39は⑩工区から出土した。23は14号ピット出土

の土師器蓋である。端部を丸く 』lげている。24・ 25は15号ビットから出土した土師器蓋と杯の口縁部

片である。26は16号ピット出土の須恵器杯である。27~31は包含際出土辿物、 32~39は撹乱出土辿物

である。27は底部に細い十字の箆記号状のものがある。屈lでは十字にみえるが、太い方は発掘時のい
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2, （医術）東紺棟新‘政機械設備（衛生） r．事 （変更）に伴う発掘，凋査 (0923調究地点）・(I欠術）束病棟新常機械，設備（衛生）
工{li追加その 2に伴う発掘凋査 (0924瀾究地点）・（l哭病） 東射棟新‘;:;・機械設備（衛生）エljf追加その 1に伴う発掘溝査
(0925調杢地点）

わゆるガジリである。34も同様に細い箆記号状のものがある。29の須恵器碗は身が丸味を帯びて立ち

上がる。30は高台が低く、身は開き気味に立ち上がる。31の碗の高台はほぼ無いに等しい程小さい。

36の土師器杯には、内外面ともに丁寧な磨きが施されている。37の杯は平底ではなく 、やや緩やかに

膨らむ。3の杯は直線的削き、高台が高いのが特徴的である。これらは概ね8世紀後半～9世紀前葉

のころと考えられる。39は古式土師器の直LI壷で、布留式掛1中業であろう。40~44は⑪工区から出土

した。40~41は7号住居から出：l:.した。移動式術の底部片と須恵器甕の口縁部片である。42~45は包

含居出土辿物である。土師器甕のIコ縁部と杯、須恵器蓋である。44の土師器杯には、内外面ともに丁

寧な磨きが施されている。8世紀後築～9世紀前業のころと考えられる。

(5)まとめ

1999年西病棟建設に伴う発掘調査で、本荘北地区の北西部に古培時代と古代の辿梢が濠密に分布す

ることが判明した。その後2000年 ・2001年 ・2008年と西病棟周辺において小規模ながら発掘調森を実

施し、古墳時代と古代の追構が本荘北地区の敷地一杯に広がっていることを確認してきた。本調査地

点も、そうした調査の一つである。旧第5病棟に隣接する0924-調査地点はほぽ、病棟の掘り方等で破

壊されていたが、病棟から北側や北西側に離れた0923・ 0925調究地点では辿梢が残されていた。ただ

し、隣接する0104-調査地点の調査成果と比較すると、辿梢の密度は低いようである。また、 0104調査

地点で確認した追樅 （溝）のなかには、本調査地点でも確惚できるはずのものもあったが、実際には

確認をしていない。0104調査地点では、S字にH1]がり流路の方向や性格が不明な溝が検出されている

ため、想定外の辿梢の配附や方向性についての検討が必要である。

本調査地点周辺における発掘調査は、次年度報告予定の0835調査地点が一つの区切りとなる。モザ

イク状になった調査成果を総括して、本地点の疑問点をiiJ?（消したい。
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[lI 本荘北地区の関査
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図48 0923 ・ 0925調査地点出土遺物実測図 (1/4) 
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2. (I哭病）東病棟新裳機械設備（衛生）工事（変更）に伴う発掘調森 (0923，-叫査地点） ・(I戻術）束紺棟新裳機械設1iii（衛生）
工事追加その2に伴う発掘調査 (0924;'0/.j査 地、1.Ji)．（I笈病）東病棟新‘i的機械設備（衛生）工事追加その 1に伴う発掘潤査
(0925潤在地点）

表5 0923 • 0925調査地点出土追物一覧表

図 番号 還 物 種類（器種） 法量(cm) 残存率 特 徴 色 調 出土遺構 備 考

nrn 内 囮転・）・デ．ナデ
内： Hue7.5YR7/6 

48 l :l．．閾器 杯 底径 112 底祁／ヤ 外＇囮転—J•テ’．ナデ，
外 lluc5YR6/6 

⑤ IIス地1J1ji'f．上 外i(jjA；色化粧」：
器窃 削I)

II径 内： Iヽ9]転ナデ，ナデ，
内 Hue5Y6/3 ⑧.T.Iス 10サ竪‘;J恥•.

2 上師若 虫... 底径 Cl紺郊片 削り 内外面に赤色化粧土
岱為 外：囮転ー／・デ削り

外： Hue5Y7/3 四

口径 26.0 
内・回転ナデ，削り．

3 上緬器 銚 底径 口様～胴部）t
店さ Vl Hue 7.5YR6/4 ⑧工区10サ竪穴住1;;;

器名
外，同転ナデ，削I)． 外： Hue7.5YR4/I 包含料 ・撹乱
ハケ11

口径 4.0 内：ナデ．指オサエ 内： Hue!OYR613 
4 千捏ね土器 鈴形 底径 l/3 管エr,(包含層

？；；硲
外：ナデ．指オサエ 外： HueIOYR512 

CI径 14.6
内： Pl転ナデ．ナデ．

5 土師笞 碗 底径 8.7 1/5 削り I1、IHue 5YR6l6 
Rエ区包含層 赤色化粧土

若応 5.4 
外：阿転ナデ、ナデ． 外： Hue5YR6l6 
削り

n径 15.0
内：回転ナデ 内． lluc7.SYS/1 

6 須忠器 碗 hH径 nR部片
外： （り1転ナデ．削り 外・ llue lOY2/I 

R工区包含駁
器高

口径 16,0 
内 ・(ij1転ナ・r.ナデ 内 llucIOBGVJ 

7 須忠苔 碗， 底径 uほ部Jヤ R工r,(_a含ii
姑窃

外： Iり1転ナデ．削り 外 ‘Hue5BG211 

口径
内ナデ削り 内 'HueN3/0 

8 縄文 I：岱 し父 tt 底径 口枯部片 ⑧]]ヌ包含附

岱ぶ
外同転1•テ．りIJ り 外： HueIOY4/I 

底LI径径 10. 5 内回転ナデ．hIlり，
内： Huc 7.5YR6/4 ， 上輝答 小芍九底g,:i Ill．ゞ ～胴部片 ハケll
りf lluc 7.5YR6/4 

⑨:r」を3サi//i 外面一部に赤色化粧上

器窃 外回転ナデ．削り

口径
内：ナデ．削り 内 Hue5YR616 

10 上邸器 小型）L底滋 底径 底部片 Rエl><'.3り沿 外面一部にスス付<i
岱窃

外ナデ．削I) タト： lluc 7.5YR6/6 

U径 内：回転1•デ hll り
内： HueIOYR6/4 内面やや渕陰

II 上師謡 硲杯 底径 杯部片 外： I991転ナデ削IJ. ⑨:.e［Z.3サ構
答窃 ハケH

外： HueJOYR6/3 内外1fJiに一部ススiat消

LI径
内：阿転ナデ，削り，

12 t師岱 窃杯 底径 12.4 開部）ヤ
ハケ目．指オサエ 内： llucIOYR6/6 

R..([メ.3サ溝
笞窃

外： tl転ナデ．削り． 外・ llue7.5YR6/6 
”5さ

n径 内• Iil転ナデ．ナデ 内］lucIOYR7/1 
13 t師答 ・ぷ u: 底径 脚部1/3 ⑨エ143・¥}溝 P2

岱高
外： Inl転ナデ．削り 外 'lluc2.5Y7/3 

口径 16.8 
内・阿転ナデ．ナデ．

14 t師器 甕 底径 口枯～胴部｝ヤ
ハヶn 内 llucIOYR7/2 

⑨エ113り揖P3 外面にスス付It
外：『I転ナデ．ナデ． 外 'HueIOYR6/3 

路窃
削1).1ヽケ1,

11径 内囮転1•デ．ナテ．

15 上師器 売 底径 胴邪片
前l)．ハケロ 内 HueIOYR6/4 

⑨T．区3・り溝 外ffii一部にスス付ズi
岱応

外， !iii転・トデ，ナテ‘, 外： llucIOYR7/4 
ハ'rI] 

rj径 内：I可転ナデ．ハケII.

16 土師峙 t'｛坪 底径 16.0 II粒部片 Jiiさ 内 Huc7.5YR7/6
⑨,T.Iス1妍

吝窃
外： ［991転ナデ，削り． 外： llue7.5YR7/6 
"1き

I―I径 内：ナデ．hllり．

17 上師器 売 底径 底部9ヤ
指ォ••J•エ 内： 1-iuc7.5YR6l6 

⑨エ[,(3釈糞P3 内外面にススi•tれ
器芯

外：ナデ．削’)．ハ’ru. 外： lluc2.5Y5/2 
窮さ

II径 18.0
内：回転ナデ・ナデ．

lS 上師器 ii:i 底径 LI緑部片
ハ'rII 内： Hue7.5YR5/4 

⑨:cr,;:2厨 µ•Ji(1]にススH:/'i
外：阿転ナデ，ナデ． 外・ lluc 7.5YR5l4 ”99し19•O9 
削りハケ目

II径
内： i"I転•I・デ．削り．

19 上師答 小J¥'！鉢 胴部径9.6 胴部）ヤ
ハケl」．指オサエ 内： Hue7.5YR6/6 ⑨..[周［双包含N （バイプ

外面にスス1J・,Vt
沿店

外：阿転ナデ．ナデ． ,,~ lluc 7.SY RG/4 辺）
Jヽ ケり ．指オサエ

口径 18.6 
内 ：ナデ，店きき 内： llucIOYR6/6 20 上師荏 二j[（口穀壺 底径 口栢部片 ⑨:rn: I層 「l松部外面に竹管文を施す

器，c: 外・ナデ，I/,i 外 llucIOYRG/4 

口径 11.8 
内．阿転ナデ．削り 内． HueIOYS/1 21 須恵笞 杯 底径 n＊釘部I¥・ @II双包含培

溢窃
外囲転ナデ．削り 外 HueIOY5/I 

E9径
内阿転ナデ．削り 内 llt1e7.5Y6/I 22 須恵器 杯 底径 7.2 底部1ヤ ⑨:r:1引撹乱

路高 外’じ）転ナデ．削り 外 'Hue7.5¥'612 

U径
内， i"I転ナデ，削り 内 Hue5YR6/6 23 上鉛器 必 底径 口1汝部）ヤ R.[1ス14サ・ビッ ト 赤色化粧上

器窃
外岡転ナデ．削り 外 lluc5YRが6

日径 18.6 
内 1川転ナデ．削り 内 Hue5YR616 

24 上邸晋 苫 底径 口討部）ヤ ⑩ l-．I{ 15号ビ・1ト 赤色化粧上
岱硲

外： i"I転ナデ．りIJり りI: Hue 5YR6/6 

EI径 10.8
内・回転ナデ．削り 内 'Hue7.5YR6/6 

25 土師器 均 底径 nlゑ部）ヤ RJ:．区15り・ピ・1ト 赤色化粧上
岱硲

外’柑I會云ナデ．削り 夕t'liuc7.5YR6/6 

口往：
内·回転ナデ． 1•デ 内 'Hue7.5Y6'2 

26 須氾器 坪 底径 吸邪片 ⑩J:．区16号ピット
符硲

外： I991転 •I·デ．削 1I 外： Huef>GY6tl 

n径
内． I司転ナデ．削り ，

” 
土問器 均； 底径 5.4 底都片 “iき 内 lluc5YR6/6 JQ工1-<a含悩 内外面にヘラ記9あり

荏茄
外回転ナデ削り． 外 llu•5YR616 赤色化粧土
尼さ

I lf令 内 ． 厄1転•I•デ．前り 内． lluc5YR6/8 
28 上師節 盤 底径 底部片

外 ·[nJ転•I•デ削り 外・ I-Jue 5YR618 
⑯エ1,(_＆含崩 内外面赤色化抗土

苔窃
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I11 本荘北地区の調脊

図 番今 遺 物 種類（器種） 法量(cm) 残存率 特 微 色 関 出土遺構 偏 考
口径 内， 1，"転ナデ，ナデ

内： Hue513G6tl 48 29 須氾若 碗 底径 8.0 底部I¥・ 外 101転・rテ．ナデ． l(9T→1iん↓含層 外面に自然伯あり
益窃 削I) 外： lluc513311 

n径
内 I991転ナデ．削り 内 lluc7.5Y5/I 箕） 須恵益 碗 底径 7.6 底部9¥＇ fIOT→l<＆含柑

若苅
外 lり1転ナデhい） 外： Hue7.5Y5 I 

口往
内． 9991転ナデ．間1, 内： llue5Y7/I 31 須忠器 碗 底径 8.0 底部片 0(lT.lメla含hi

笞窃
外： Il』1転ナデ．「111り 外． lluc5Y7l2 

nit 12.2 内 1iI .. a・デ．ナテ'
内 t1ueIOYR7'91 32 I．．緬器 坪 吸径 n緑部片 外令 II91転ナデ・ナデ， ,llltl4撹乱

荏窃 削り
外 'llucIOYR7l4 

口径
内： I991転ナデ••I• デ，

33 上師苔 碗 底径 93 底都片
削り 内． !foe5¥'R6t6 

＇い［：区撹：乱 赤色化陀」・・外： Iり1転ナデ．．9デ 外： Hue5YR6t6 
器硲

削り

口径
内：阿転ナデ．・/・デ

31 上師粒 J:i'? 底往 底部片 "iさ 内： llue5YR6 6 IOT-L;(．撹乱 底部1人1面にヘラ襦さあり外： I991転ナテナデ 外 Hue5YR6t4 器応
削り

17径 内： ［；91転ナデf1llり
内 •Hue7.5¥'R616 35 上師吝 杯 底径 ＆4 底部片 外 ：1°1転ナデ・トデ． J99 Crl撹乱 赤色化柱土

器茄 削り
外 ：I・Iuc IOYR6I4 

1111: 
内： Iヽ9l転ナデ．削り．

36 I:話諾 杯 底径 10,8 底部J¥・ /iiさ 内 ・Huc5YR6/6 )99工区撹乱 ＊色化粧：I外 Iヽ,J転ナテ‘fillり． 外：llue5YR6l6 
器店

恥さ

口径
内 .,,i転—,.デ．ナデ．

37 .I澤5答 杯 底径 142 底部片 削り 内 lluc7ふYR6/6
IO I:Iを撹乱 赤色化粧 t:

若芯
外圃転十デナデ． 外： Hue5YR6'8 
削1,

nt各 18.0
内．伯1転ナデ．ナデ 内 HueIOG6/I 38 須忠答 浣 底径 12,0 J/3 Jllj:(<_撲哉

諾窃 7.4 外囲転ナデ．削＇） 外： HueIOBG5 I 

口径 14.8 内： IIlI転ナデ．ナデ，

39 上師器 屯 底径 n縁部）ヤ 削り IAJ llue JOY RG/3 10 [：区撹乱．
辟応

外： Mitナデ．ナデ， 外 ：llucIOYR6 3 
削り

11径
内：ナデ削り 1'-l : llue IOYR6l4 40 上師岱 竃 底径 脚部片 II工[.(7サ竪9tit}8 一部ススi・t芯

器窃
外 ：ナデ．削り 外； llue!OYR6,,1 

口径
内： ［991転•Jテ八削り 内： lluc5Yil2 41 狛恵器 全t 底径 II粒部）t (II)l147 9・竪9.'住居

硲沿；
外： I:9(転1う」削り 外． llue5Y5/3 

口径
内；回転1•デ ， ナテ 内 lluo7.5YR7/6 42 土紐岱 甕 底径 II枯部片 tt l：区包含泌

'，99●＂W '"' 
外，阿転ナデナデ 外 'Huei,5YR7 4 

口径 14.4 
内 Iii)転・／・デ剤り 内 llueIOYR816 43 J.:鯰菩 杯 底径 10.2 l/5 lLI:Ii.＆含層

荏l.r.3.55
外 [991會KI•デ．削り 外： llucIOYR8 6 

口径 13』6
内 I'」転•J•デ削,,.

44 土臼岱 芥 底径 9.0 I 2 
I9ll転店さ 内・llue 5YR6t6 1ピエli.＆含培｝．り上げ

召窃 3,0 外囮転・／・テ前I) 外 'lluc5YR7 6 P3 
1991♦i.店さ

U径 16.7 ，W !：L{包含K、l,.'.U:.IJ'
45 須恵岱 凶 底径 12 1<1: M転ナデ．削り 内 lluc2.5Y71! Pl 

器窃 1.5 外： l"I會2ナデ．hllり 外 ’lluc2.5¥'7/3 ,11エ1i.a含"'1.,!i.tげ
P2 
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IV 京町地区の調査

1. （京町）教育学部附属小中学校校舎改修工事に伴う発掘調査
(0719調査地点）

(1)調査の目的と経過

a.調査地と調査経緯

熊本大学教育学部附屈小中学校は、熊本市の北側中央に位懺する京町台地上に立地する。京町台地

は南北約15km、標高は約20~95mの舌状の台地で南端には名城熊本城が築かれており 、1｛付属小中学

校は、熊本城の北側約 1kmに位四する。附屈小中学校の敷地は、旧肥後藩家老澤村家の屋敷跡であ

り、1994年に附屈中学校コンビューター教育施設建設に伴い実施した発掘調査 (9405調査地点）では、

江戸時代の辿構を確認しているほか、弥生時代後期の竪穴住居も確認されている。また、2000年に実

施した体育器具倉庫改築工事 (o007調究地点）に伴う発掘調査の際にも古代の追梢と、弥生時代後期

の造物が検出されている。

（京町）教育学部附屁小中学校校舎改修工事は、附・属中学校校舎 ・体育館 ・附屈小学校校舎におい

て、建物基礎 ・耐旋補弛基礎 ・フェンス設四 ・外フレーム ・スロープ撤去および新設 ・階段の撤去

および新設などの工事である。本書で報告する調杏地点は、附屈小中学校敷地の中央、中学校用グ

ラウン ドに面する附屈中学校校舎の北側に位悩し、建物基礎と外フレームを設置するための工事で

ある（因49）。このため、校舎に沿って東西に長く掘削した。南側も同様に調査しており 、追物はそ

れぞれ0719-N、0719-Sとして分けた。校舎内部（床下）で実施した部分的な立会調査においては、

既に基礎工事などで撹乱を受けていたが、埋め戻し土は包含陪であり多散の土器細片が含まれていた。

0007調査地点は、対象校舎の西に位附する。既往の調査成果や立会調査により、校舎周囲において

校舎建設時の掘り方より外側に相当する部分では、迎梢 ・追物の検出が想定された。なお、校舎南

側における調査成果については、熊本大学構内追跡発掘調査報告Vにて報告しており、そちらを参

照されたい。

本調査区は大坪志子が担当したが、後半体調不良により急返江頭俊介と交代した。引き継苔が万全

ではな く、土陪屈l綽の記録に不備が生じたことをお断りしておく 。

b.調査の経過

2007年10月25日 一次掘削開始。

2007年10月30日 1区 ・2区 ・3区の包含｝苔掘削 ．辿梢検出測始。

2007年11月2日 1区の辿構掘削完了。21号住居の掘削開始。3区 ・4区の包含恩掘削 ・迫構検出。

2007年11月8日 23号住居、柱穴等を掘削。追構測醤、記録写真など。

2007年11月14日 38号長方形土坑、ピットなど掘削。追梢．測菰、記録写真など。

2007年11月16日 23号住居辿物 ・土屁実測。追構測虻、記録写真など。

2007年11月28日 調査終了。

C. 調査の組織

調壺員 ’大坪志子 ・江頭俊介

事務担当 ：中）1|木綿子

発掘作業員 ．井手春代 ・大越忠ー ・大越貞子 ・川元敬子 ・建菩此美 ・笹野ヌイ子 ・成瀬好子 ・林田

恵子 • 福島 実 ・松井昭子
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IV 京町地区の閣査

整理作業員 ＇ 伊藤千代子 • 井上裕美 • 江口 路 ・鬼塚美枝 ・小山正子 ・古質敬子 ・首藤條子 ・末吉

美紀 ・溜渕俊子 ・長谷智子 ・増井弘子 ・山薪早苗

(2)調査区の基本府序

附属小中学校は、先辿のとおり南北に長い舌状の台地上に位附している。昔から、緩やかな丘陵状

の台地を平らに造成しながら、現在のような宅地となったと考えられる。附屈小中学校敷地は台地の

ほぼ中央に位阻しており 、本調査地点は敷地内ではやや四1llllとなる。敷地中央付近を丘陵の頂部と考

えた場合には、西側斜面に位骰する。これを裂付けるように、東西に長い本調査地点では、西側にい

くほど造物包含膀および地山 （造梢面）の検出深度が深くなり 、東西両端の遣構検出面の比高差は1.1

mである。2区では、現代埋土の下が黒色の古代の辿物包含層である。その下は上阿より少し赤味の

ある黒色土であり、その下はブロックが入る粘性の高い土陪である。その下は地山 （辿枯面）であり、

薄い遷移屑が間に挟まる。3区と 4区の檄付近では、現代埋土が約60cm、古代の辿物包含恩が約40cm、

赤味のある黒色土層が約30cmの原さで堆梢していた。

(3)検出遺構（図50)

検出した追構は、古代の住届が1基、前3条、長方形土坑状逍梢1基、不定形土坑 1基、柱穴 ．

ビット等である。

く住居＞

23号住居（図51)

23号住居は、 4区中央に位附する。現状は2.4X 2.0m、深さは0.lmで主軸は南北方向である。北側

は調査区外であり 、本来は2.4m四方の竪穴住居であったと考えられる。西側の不整形な部分は、追

構検出時に設定したトレンチのためである。出土辿物から古代の住居と考えられるが、住居に伴うは

ずの硲は検出されなかった。 トレンチを掘削する際には焼土や粘土などは検出しなかったため、調査

区外の住居北壁にあったと拙定される。住l国からは土師器 ・須忠器が多枯に出土した。

＜溝＞

1号溝（図50)

2区の西側に位四する。調査区を南北に横断する、幅約3m、深さは約0.8~0.9mの溝である。東

岸は階段状の掘り込みで、西岸は緩やかに立ち上がる。南北方向の流路であるため、古代の溝と考え

られる。追物は土師器 ・須慰器 ・陶磁器 ・弥生土器 ・縄文土器が出土している。

2号溝（図50)

2区のほぽ中央、1号溝の東側に位晋する。1号溝と並行して調査区を南北に横断しており 、幅約

2.5m、深さは約0.25mである。 1号溝と同様に、東岸がやや段状となり 1捐き気味である。古代の溝と

考えられ、 土師器 ・須恵器が出土している。

21号溝（図51)

3区の東端に位置する。調査区を南北に柚断しているが、流路の軸は 1号溝、 2号溝と異なり南北

方向から若干東に振れている。東側は撹乱によって破壊されてお り、現状では幅0.8m、深さ約1.25m

である。当初は住居と考えていたが、深さが深く東壁が検出できないことから、社1;:であると判断した。
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（京町）教脊学部附｝／氏小中学校校舎改修工事に伴う発掘調介 (0719濁森地点）
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IV 京lllf地区の，J'~1t

＜柱穴？＞

3区 ，4区の境付近に位附する。同程度の大きさのビットが並んでおり、検出時は掘立柱建物の跡

の可能性があると考え、記録した。実際に掘ili1Jを行うと深さがかなり不揃いであり、東端の26号ピッ

トは若干間が広いため、掘立柱建物とするには疑間もある。仮に掘立柱建物として主ililIをみると、 21

号溝と同様に北から東に振れている。掘り込み面が確懃できなかったため、本来は相応の深さのある

柱穴だった可能性もある。

く土坑＞

38号長方形土坑（図50)

3区の両側に位四する。長さ約4.8m、幅約1.2m、深さは約0.2mの長方形の浅い掘り込みである。

長軸は北東ー南西方向である。埋土は黒色の古代辿物包含屁と同様の土であり 、焼土を含むなどの特

徴は無い。また、追物は土師器片が10点程度出土しているのみであり、性格は不明である。

その他（図50)

3区の38号長方形土坑の西側に隣接する60号土坑は深さ約0.lm、その西仰lに位悩する68号土坑は

深さ約O.lmで、いずれも不定形の浅い掘り込みである。60号土坑からは土師器の砕片が出土している。

68号からの辿物の出土は無い。

(4)出土遺物（図52~54)

出土辿物は古代土師器、須恵器、弥生土器、縄文土器、石器が出土している。1及152:1 ~26は23号

住居出土である。 1~10は土師器の恥 ・碗 ・鉢 ．甕 ・甑？である。甕のl1縁部は厚手のものである。

図52:11~26は須恵器の蓋 ・坪 ．碗 ．壺である。これらは8世紀後葉～9世紀初頭に属すると考えら

れる。

図52:27~28は3区の追物包含陪出土である。27は土師器杯で、9世紀前葉以降と考えられ、ほか

の辿物群よりはやや新しい。28は須悲器杯である。図52:29~49は4区の造物包含／苦出土である。29

は土fili器蓋、30~39は土師器杯 ・碗である。34・ 35 ・ 39は9世紀前葉以降に屈すると考えられる。40

は土師器甕である。41~44は須恵器坪 ・碗で、45・ 46は盗である。47は壷（甕？）の口縁部、48は壷

の屑である。これらは概ね8世紀後葉から9世紀初頭に1函すると考えられる。 49は布目瓦である。図

52: 50~53は批乱 ・包含陪一括の辿物である。土師器杯 ・碗、須恵器碗 ．皿がある。

図53:54~78は弥生土器である。高杯 ・鉢 ．甕などの器種がある。全体としては弥生時代後期中菜

～終末にかけての時期のもので、後期後業が中心時期と考えられる。図53:54~55は高坪である。図

53: 56は脚付鉢の脚部である。図53:57~61は鉢である。57~60の丸底鉢はEI縁が若干すぽまり、最・

大径が胴部の中位少し下にある。61の半球状鉢は）ll詞部の張りは無いが屈Itllはまだ無い。後期後業の範

囲に収まるであろう。1区153:62~73は甕である。65・ 66は直線的に口縁が開き、肩は張らずに下方に

伸びており、長胴甕の口縁～肩部である。 66の口縁端部はつまみ上げており 、外面にはタタキ痕があ

る。後期末～終末の所産であろう。図53:67~74は脚付甕の底部および脚部である。72は底部が簿＜

なっており、後期末頃と考えられる。屈175~78は壷である。75は如意形の口縁で、最大径が底部近く

にある悩形である。76は丹塗りで丁寧に磨かれた長頸壷の頚部と考えられる。77は複合口縁壷で、ロ

縁部に半円の装飾を施す。類部は長大化しておらず、後期前葉のころと考えられる。78は壷の口縁部

であろうか。ヘラ描きの半円を繰り返した波状文がLI縁下とさらにその下の2か所にある。その間に
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l. （京町）教脊学部附屈小中学校校舎改修工事に伴う発掘瀾1£ (0719調介地点）
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図51 23号竪穴住居・ 21号溝・掘立柱建物実測図 (1/50) 

は、円点が貼り付けられている。図79~90は縄文土器である。79は格子状の沈線の文様帯の下に円弧

文がある。円弧文の間には磨消縄文が施されている。縄文時代後期前葉か。図53:80~84は太郎迫式

である。85・ 86は屈曲を持つ、鉢形土器の口縁部と考えられる。 86・ 87は口縁端部に刻みが施されて

いる。88・ 89 ・ 90は鉢劉土器の口縁部か。90は大きく外反している。85~90は器形は縄文時代後期に

屈すると考えられるが詳細は不明である。屈54:91は敲き石、 92~93は砥石、 94~95は石皿である。

92は上下両面が滑らかにすり減っており砥石の可能性もあるが、砥石としては石材がやや粗粒であり

石皿とした。 96~97は打製石鏃、98・ 99は使用痕のある剥片、 100は小石核である。いずれも黒曜石

製である。

(5) 

京町地区では、先述したように1994年と2000年の調査が主要な調査であり、その成果からは本調査

地点でも近世と弥生時代の追構 ・造物の検出が予想された。実際の成果では、近世 ・弥生時代の辿構

は検出されず、古代の住居と溝が確認された。溝は本調査地点の北へと延びており、遺構群はさらに

北へと展開していると考えられる。辿構が検出される深さを勘案すれば、本調査地点の北側に広がる

運動場の下に辿されている可能があろう。本調査地点では、弥生時代後期の辿物は多品に出土したが、

まとめ
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IV 京町地区の閣究

住居などの追構は確認されなかった。校舎'f!(iilII」の調査地点においても、弥生時代の辿梢は確認されて

いない。これらのことから弥生時代の追構の分布範囲の北限が、弥生時代の追構が確認された9405調

査地点から、 0719調査地点（南側）までの間にある可能性が考えられる。また、 9405調壺地点では確

認されていない古代の追構が存在することも判明した。本調査地点で確認した溝の続きは、校舎南側

の地点では確認されていない。2地点間で方向が変化したのか南側で検出ができなかったのか、いず

れかの原因が考えられるが、古代の辿構の分布範囲も確認する必要がでてきたといえる。

本調査地点の23号住居の北西部に設定したトレンチでは、地山 （辿梢面）が西側に深く傾斜するこ

とを確認した。後任も 4区西半を緩やかにi):l!fjl)して謂壺を終えている。先述したように、 立地条件か

ら地山 （辿構面）は四側に向かって低く｛煩斜するが、 トレンチでは急激に深くなっており、自然地形

ではなく辿構の可能性があると考えている。2000年に実施した0007調査地点は、校舎の西側に位懺し、

本調査地点の4区に近接する。0007調査地点では、現状で9X3mある半楕1:r1形の掘り込みが確認さ

れている。1号檄とされたこの大きな掘り込みは、東側 （本調査地点側）に続きがあると考えられる。

1号城の復元は安易には考えられないが、本調査地点の西側の窪み （傾斜）は、 1号城の一部、ある

いは同様の大きな掘り込みであった可能性があるのではないかと考える。

本調査地点の成果により 、京町地区で検出される追構とその時代、分布について新たな知見を得る

ことができた。弥生時代の追構および古代の辿樅は、その分布範囲の想定に手掛かりを得ることがで

きた。今回は附屈小中学校敷地の洒側における様相の端緒を得たが、東側は依然として不明な点が多

い。今後は、今回得られた）成果を念頭におきながら調査に臨みたい。また、敷地束側における調査の

機会があれば、その成果をあわせて、京町地区の構内辿跡の解明に努めたい。
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l. （京町）教脊学部附属小中学校校令改修Jー：事に伴う発掘瀾1f-.(0719調査地．I，li)

△ • 一
こニニご‘:¥ ニク：l ＝口←:¥wロロ
ご」． > .-—->

8 

《6n
/i121 

•- ＇こ―•.13

ー→一ー14
JO 三 15

,'9 

＼．口l-ノ6¥7  \ —-丁- /8 こ二~9

戸。＼ピノ921ロニー2ロニーl
□ □ 三 /6
¥7  、＼→2,8 /―-三二、へ、29、こ二ニ各。

¥- t一ーグ31 -i ―— 《・ニ3 —:： • •こ34
戸二ニ＼ニニ/6二 7/38

、「三39¥---1 [ 、こ4]-42

、こ93 ¥4

ニヽ二、48
ヽ •:：：` 51 

・ーニグ52 ——:3 0 1.0cmーロニ
10cm 

図52 0719調査地点出土追物実測図 1(1/4 ・ 1/3) 
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1. （京町）教ff学部附属小中学校校令改修工:Jtに伴う発掘濶査 (0719,J,~杏地点）

✓- : 
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図54 0719調査地点出土遺物実測図3(1/4・1/3) 
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lV 京町地区の，凋査

表6 0719調査地点出土迫物一覧表

図 番号 遺物 種類（器種） 法量(cm) 残存準 特 徴 色 罰 出土ift情 饂 考

I Itt 
内：回転-/・デ．ナデ．

: llue IOYR8'•1 削/J 11; 
23り・[EI廿焼i:2 内面1校部にヘラ，，；さあり52 I 土師苔 杯 底往 麻邸片

外回転•I•デ， 1·デ．ク>: lluc IOYR8•4 
答店

削り

I Itt 内 1,A転ナデ・J•デ 内
:11し107.5YR7/6

23り•iliI凸汝462 ttiii芦 碗 底径 10.4 底祁片 外 '[99l転・／・デ，1・デ． り
ト：lluc5YR6/6

笞/.li 削I)

11径 内： r，91転ナデ，ナデ．
削l) 内 : llue 7.5YR6 6 

23サ(H-:・M:39 内1&i一部に赤色化粧1・.3 土師器 碗 底径 102 胴郊ー底部片 りi: i"i転ナデ，ナデ． りf:11し1c7.5YR66 が".＼ヤ
’‘“ 削り

内 9 [iil転 •I··i', •I・デ． ねり•Uが1因rl径 削I) Vi・ Iluc 7.5YR7'6 231;-(r,1＆蝠4 土師器 鈴 底tf.II.6 底部Ji•
外：囮転ナテ．ナデ． 外： Iluc i.5YRit6 23りU山怜涵I笞応
削I)．ハケ[J ねり・仕Ii・碑

1 1i怜 内： Inl転ナデ．ナデ．
内： lluc5YR6/6 23り(lci.，;5 土師岱 吏 底径 II粒部l; 削I)
外． llue7.5YR5心

辟窃 外 1991転—J•デナデ

「lti'16.8 I 人） ： Iii転・J•デ．ナデ
内 lluci.5YR8'・1 23サ住屈泣芍

内面にスス1•f了t6 _1こ鈷i器 甕 底径 Ill点ー胴部片 外： Iil転ナデ． 1•デ
外 Hue7.5¥ R7/6 23り・ftIん焼j..I 

器窃 削り

II径 18.0 I勾： I999転•J-デ．ナデ ，
内： HueI0¥'114/1 23サfI:I心冷,187 l:鉦器 史 底径 II紺部Ji 削り
外 lluc5YR6 6 23サU'屈碑器邸 外： 1l91転ナテ‘.1寸‘

v、I: (nJ転ナデ．ナテ＇ 23り・{l:lllMIIItt 22.8 
削り ．ハケII 内 llueJOYR7 3 ね別J：店泣2

内面一部にスス1•fズt8 j：師笞 売 ,,t径 II柑～111!部）ヤ
外：阿転ナデ． •J·デ 外 'llueIOYR7'4 23 " fl、1: ）区＆冷包4含7 器応
ハケLL 91 I北” 妍

頚部径18.6
11-1:[ii1転ナデ． •J• デ．

削り 内． llueJOYR5l4 231}"：屈焼 1:2， 上師店 甕 底径 I llt-胴部Ji•
外・ [ii1転ナデ．ナデ 外． llue!OYR6 4 硲店
ハケU

LI径 20.0
内・ (iil転ナ・r-1・デ

23 9} i I;J,9:No20 削りハケII 内 ：lluc7.5YR7/6 IO 」：師器 煎？ 底径 I IIゞ～胴部片 外： !iii転ナデ ． •/·デ． 外 IIuc7.5YR7/6 23り・1E11;,泣 I岱店
ハケU．タタキ

1711'16.0 内：阿転ナデ．ナデ
内， IIし10108G611 

23り住9、•it,o.5II 須恵岱 返 I,'f径 I 6 外・r,1転ナデ］・デ
外 llue5Y4 I 

器応 22 削り

I llt 14.0 
内， lnl転ナデ ， ナテ’• 231;-11°1,,;. ~-
削り 内 Hue5¥'7/2 23 :;• i l;1，針02612 須氾岱 必 底径 I 2 

外回転ナデ， 1•デ． 外： HueIOBG6!l 
23サil：居焼1:2岱窃 2,5 

削り

「li．令 内： In]転ナデ， 1•デ
内： H皿 5Y72 23り・(E1,i・汝'4213 須慰益 五 ,,r_往 114 外 岡転•Iー・ア，ナデ．
外． llue5Y611 

芯在 削り

llli'i I(;O 
内 I")転 •J•デナデ．

23サ9t1,9;削り 内： Hue5Y5 2 
14 須患益 必 底往 I 2 

外，阿転ナデ，ナデ． 外： llue2.5Y5 3 23 り•9 1; 1,i潟 7
答/.~ 1.7 

削り

LI往 15、6 内 同転・／・デ，・)・デ
~i: llue 2.5Y7/3 

23 り・住1,]:•ぬふ115 須忠沿 必 底径 ほぼ元lfi 外回転•I・デナデ．
外： llue2.5Y8 6 

辟硲 3.7 [9919研1)り

I 111! 13.0 
内 'lu]転ナデナデ 内： HueIOBC7 I 23りiJ;I廿16 須忠笞 碗 底径 口栢部/¥・
外阿転ナデ，削り 外． llueIOBG511 

閤窃

I lh¥ 
内 1"1転ー／・デー／・デ 内 lluc7.5YRi/S 23サil:I,＇iぬ41 赤焼け17 須忠益 杯 底佳 8,0 底部1「
外＇囲転 ・トデナデ 外 'Hue25Yll618 

苔店

II径 15、0
内，［"]転ナデ，ナテ‘ 内： llue7.5Y6 2 23サfli/}i焼J:I 18 須恵岱 碗 底径 口,~部)\·
外，同転ナデ，ナデ 外： IIし1eIOY6l1 

岱店

I Itt 内回転ナデ 1•デ
内 llucIOY7/I 23サfl'/,':-19 須••ぶ岱 碗 底往 10.4 底祁片 外 [9り転ナデ．ナデ．
外 llueIOllG-1 I 

器窃 削り

LI径 内，阿転ナデ，ナデ
1勾'IIIIC7.5Y6 2 

23サ9EI，心ぷ3720 須忠芥 碗 底径 9,7 I 2 外同転ナデナデ．
外： HueIOBC511 

岱/,Y, 剤り

niを 内回転・）・デナデ
内 11lIC5郎 ill 23!;-it!；，沿36021 須恵岱 碗 底径 74 底部片 外： ［991転ナデナデ．
外 'Hue!OBG6 I 

岱窃 削り

1 rm 14.4 
内• [ii]転ナデ．ナデ．

23サit居
削り 内・ llue IO郎611 23サitl,9;&27 22 頚恵器 碗 底径 9,6 はほ完形

外 ：I991転ナテ‘.•/·デ ． 外： HueIOGY6/I 
23ぅ；•IEI!；泌3路店 ，14 

削り

II径 13.6
内． Iヽ91転ナデ．ナデ

内 11uc5Yi’3 削り 23:HI9)）； 23 須屯2；； 碗 底径 10.0 114 
外．囲転ナデ． 1•デ 外． lluc5GY6 I 

岱f.r. 3,9 
削り

I Itf l43 V・1: I991転1’デ，ー／・デ
内． IIuc7,5Y7/2 23 9;f， ’・itl,'； 

23 it1iha2 24 須屯苔 碗 底往 9.0 I 2 外： Inl転ナデ． •I• テ＇
外 Huei.5Y8 2 

中．lt4区包含射岱店 ，1.8 削り

「l径 142
1’蛤1: [99]転ナデ．ナデ

内， lluei.5Y6 2 23サfI:I,9;削り
お 須恵笞 碗 底径 IO.O l/2 

外 ：l"I転ナデ．ー／・デ 外 llucJOIJG7/I おり・ft.)，'；泣5
む窃 、1.5

削り

17径 18.0 I1、1:阿転ナテ 内： lluc586'1 おり・{Elli
内面に1.1然il11あり26 須屯答 壺 底行 nI対部）ヤ

外：糾転ナデ．削り 外 Hue5GYi I ＇l•jt,I 区包含Kヽ
沿応

ll径 14.0 v、J: 阿転ナデ．•)·•，’ 内 Hue2.5Y6 3 9 1 l」tl)．1 2 27 ttiii岱 皿 底径 ＆I 2/3 
外 ：し1転ナデ．削り 外 'llucl.5Y6/4 ,1,.lt3区包含K9i（赤）

器ぶ 2,6 
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1. （点町）教有学部〖it屈小巾学校校舎改り多T.Jli•に伴う発掘，．J/,l究 (0719，祖l1t地点）

図 番母 遺物 種類（器種） 法量(cm) 残存甲 特 徴 色 調 出土遺構 偏 考

I It伶 内．帥l口•I・デ ， ナデ
内： flue2.5GY711 

S2 28 須必器 Jィ 底往 7.7 底部)¥・ 外·肘転—I•デ 1•デ． 小北31<.．包含K、i（赤）
.,99●．,^..’ , 削り

外 I•Iuc7,5¥’7 2 

I I tを 16.2
内：阿転ナデ、ナデ 内 I・Iuc5¥'6 8 29 1．閲器 必 底tt U柑部片 中北911{ P5 

器r.:;2.2 外： lnl転1ヴ』削り 外： llue5Y7, 8 

I Ii£ 
内： ［991転•Iーデ，ナデ ，

30 I・緬器 杯 ，，て径 &.6 底部1/2
削り 内 lluc5YR6/6 

中．lt4I~ 内 内外面に赤色化粧ゴ’.
'）＂蒼＇’9'9ヤ99 

外：佃転ナデ．ナテ． 外： Hue7.5YR7/6 
削り

II径
内． Ii19ふナデ．ナデ，

31 I．．師笞 u、 底径 102 底祁片
削り 内 lluc5YR6 8 

屯lt•I l~it'i悩 ,J,色化粧J・.
岱応

外． 1991會云ナデ．ナデ． 外： Hue5YR6 8 
削り

u往 132 内． IiII♦えナデ． •i•デ ．

ぶ： J：師岱 u•• ,,:~径 zん 形 削り 内． lluc7が’R7/6
中．lt4I,(P2 ク［明皿に転JII

答庇 4.2 
外 i"l♦i.· ナデ 外 llueIOYR814 
削,,

I lb¥ 13.2 内 '[991転ナデナデ
内． llucIOYR7 6 

33 l：帥荏 杯 底径 10.0 !12 削り
外 llucIOYR7/8 中北a:~M P7 

沿高 3.8 外 ［9，1,よー／・デ．ナデ

nrt. 内， ［991転ナデ，ナデ 内： llue5YR6 6 
34 l：師器 杯 底往 9.0 Ii~部）；•

外＇囮転•I•デ削り 外 IIし105YR616 
IhitヽI［え包含M 赤色化粧J.:

器窃

I li全 13、0
,,,.削転•I・デ ， ナ・ア．

35 I'．緬器 H: 底径 92 約1、5 削り 1/..I. flue i.5 YRS/4 999.lt49{U含kV
溢窃 25 

外 ：Inl転ナデ，ナデ． 外： llue7.5YR8/6 
削り

r:1径 1勺：阿転ナデ．ナデ
内： llucIOYRS 4 巾北Iな

•16 1．鎚器 碗 底径 9.8 3 9• I 外： fiil阜け•デナデ．
外： llucIOYRS 4 巾．lt4Iダ止含K1

岱窃 削り

17lf 13.6 
内．'"'転ナデ．ナデ I人I.llue 5135/ I 37 l：師器 碗 底径 10.0 1/5 巾北4I{ 1'8 

岱窃 4.4 
外 (99l転・）ーデ．削り クI lluc 58G7tl 

「lit 内．（I91転ナデ．ナデ
内 Hue5YR6 6 

38 I:t和岱 碗 底径 7.6 底邪片 外 1,1♦,;-1·デ．ナデ ，
外： lluc5YR6 6 

中北4区包含層 赤色化粧I.
芯窃 削り

! ! if. 
内 [991転ナデ．ナデ

39 1師苔 碗 底It8.1 底部のみ
削り 内： lluc 75YI16 6 

中北4(,{ Pl 外面にスス付{i

了ふ窃
外 i"I転•I•デ．ナデ 外 lluc2.5YR6/6 赤色化tti:
削1,

I―1ft 202 内 i"I転ナデ．ナデ
内 llucIOYR816 •10 1、師岱 甕 底往 1 1粒綿）i• 削り
外： llue7.5YR6 6 

91『北4[4包含駁
岱店 外 l«I転ナデ ． •J·デ

rlff 内 !iii転ナデ．ナデ
内： Hue2SY6'4 

4 1 須必苔 碗 底径 8.0 底部片 外岡転•/·デ •J• デ． 中北4「“出含Kii
芯邸 削1, 外： lluc2.5Y614 

I―l径
内， I；；II転•I•デ，ナデ 内： IIlIC 2,5GY7/1 •12 須患器 碗 底径 7.9 底部）｝ 999」t4 1,(.i,H•A 

、＂9.•，,".. , 外 I'’1転ナデ，削l) 外・ lluc 7.5¥'712 

I It怜
内， Iヽ91転•I•デ ，ナデ．

43 ill.•!!.硲 杯 ，，矧往 i.0 113 削り ~外1 • 11ぽ,5Y6 2 Iヽ9北41,．包含附 外1面底部に＇り芥あり
器1,Y, 外： ［991転ナデ．ナデ． • lluc5Y6 2 泣含Ki

削り

11往 14.3 内外 liil転•/·デ，ナデ
杓 lluci.5Yil2 ,t,it l’4 4•1 1/i忠器 碗 ,1℃径 9.0 1/3 : I991転•I• デ，ナデ．

枯1(54.2 削り
外'lluc1013G6/I 小北911i. 

1 11怜
内 ' 1’’1転—I•デナデ <1 • Hue 5Y7/2 45 iii：どお 沿 1』ttt ［」iゞ部）i 中北41;{:!l含附

沿店
ト.lnJ転1う』削I) 外： Hue5Y6'1 

1 11t 勺 阿転ナデ，ナデ
~-I , lluc 5BG5 I •16 須忍む 五； ,K径 胴部片 肌ナデ佃転ヘラ削 小北ヽ II,(包含M

器窃 り
外 lluoIOBG1 I 

I It至 Iii liil転•Iアナテ k'-J lluo IOBG6/l 、Ii 須忠器 ，，伍 底径 II松部1i 中北4l“包含K•i
沿/.:

叫.I991転·/•デ削’) 外・llue5B4 I 

II径 h r，91転ナデ，ナデ
勺： llue2.5GY6 I 48 姐恵路 壺 旺径 刷部｝¥・ 肌趾転ナデ，ナデ． 919北ヽ II,(包含kV

沿府 削り
外 llue5BG6 I 

J~さ 8.2
ぃ介i「I l-1 • Hue 5B5 I •19 瓦 紺ll瓦 hl 6.5 数）； 中北ヽ ＂

"/.さ 2.2
肌．縄II 外． IIlIC5BG7 1 

LI往
!りL• Iヽ91転ナデ．ナデ 内外 ll u o 5 Y R 6 6 50 上緬器 杯 /if往 8.0 lif部片 91•北西包含k‘i 赤色化粧t

沿店
ト l«J転•I•デ削り Hue 5YR6/6 

II径 内外 ：卜り転ナデ，ナデ 1l Hue 2.5Y6'4 
51 ，，II恵硲 碗 底径 7 4 底部11・ '［ヽ91転ナデ，ナデ．

外 •Hue IOBG6l1 
919北西包含k1

'）99S'’"'ヤ＂ 削り

I lff 
内・ l≪l転／・デナデ ~t卜 : Hue 7.5Y7/2 53 52 I・閾硲 碗 LIF佳 8.8 底部）t 919北西憫撹乱

器9::
外： lnl転ナデ，削り : I•Iし,e7.5Y8/2 

[[径 16.0 i, Iヽ9]転•I•デ ， ナデ I1 : I Iuc 75Y7 2 
筍 須．，i(器 Ill '，沼径 13.2 IIH-底部9ヤ 中北撹itimヽ一括

濫店 1.2 
卜 阿転ナデ，ナデ 外 llue7.5¥＇8 I 

ntt 
内ナデ ぃ． IIl9C2.5Y8 6 

5 弥’tI：答 科杯 9芍往 脚部）t
りト ナデ 外． II皿 IOYR7l4 9卜it3区包含K1（赤）

沿，:r.
II径

内外・.）・デ．削り ハケ1」内外・ H u e IO Y R 8 / I お 弥ltl:t& 翡杯 'ift全 脚部1:・ ,,,~と 2 区包含悩
閾硲

:．)・デ．削り ．ハケ11 : llue IOYR8/l 

お 弥'1：上路 府 坪 FI芯I径径1，t 10」 脚部片
柘 I991転ナデ．削り ~i 卜・ Hue 7.5YR6 6 ,hlt3[4a(9州
例.: [nl転ナデ．LLLLり • Hue 7.5YR6 6 
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IV 京町地区の湖1t

因 番号 遺物 種類（器種） 法量(cm) 残存叩 特 微 色 謂 出土遺栴 漏 考

I llt IO.O 
勾： !iii転・)-デ，ナデ，

53 57 弥‘KI：硲 鉢 底径 ¥/4 削り i!.J llue IOYRi/4 
,1’-It2 1{a含M

岱店
外：訓転ナデ． •I·-r. クト 'llucJOYR6'4 
ハケfl

II径 11.0
•1, 1.i転—Jデ．削り

58 弥’i,• 1：笞 釣 底径 n緑部9t
指オサエ 内 'llueIOYR7勺1

a含Ki
沿，岱

外： l991転・J-デ．ナデ． 外， llueIOYRi Iう
ハケII

11径 12.8
勺： •I· デ． 1\11 り 内， Hue5¥'714 

59 弥tti：器 絆 1,Ht II柑部lt 919」t2区は含k，i
i,応 外ナデ 9ヽケII 外 HueIOYi, I 

l l lt 人J. ナ・r.,ヽ',•II.
内： llucIOYR7'/4 

60 弥生J;：!:; fK r,~rn 朋部1ヤ 指オサエ
外 II91c IOYR7 94 

,1,,t21を＆含層 内外lfli. 底部にスス i•バt
岱硲 外・ナデ．ffljりハケIj

圏氾径17.4
内、ナデ．削り 内， IIしICIOYRi'4 12り・ピット61 弥'1・1•．路 袢 底it 鴨部I¥・

岱応
タト ナデ IヽケI―I 外 llueIOYRi 3 91ut21<包含k1

| It令 112
勾ナデ削り ~t i lluc IOYR6 A Vilfli一部にスス1•I•{i62 弥’Iii沿 甕 1Hi'. 11柑点ー胴部!¥' •l'at31~;,i,含柑

む応
ク..ナデ．nlIり 'lluc 5YR6 6 

l lif 
勺． IRさ 内： llueIOYR5'4 63 J_••紀器 甕 ,,~if II粒部/¥・ 91ut4区a:5k1

岱窃
外 1月き 外 llueIOYR I 2 

II径 17.6
内： I99ltぷー／・デ，ナデ．

6-1 」••閲笞 甕 底tt I II~-阻部J\·
ハケll 内 IJue JOYRi 14 

中．lt31x.a含層 （赤） 外1Hi-fるにスス9•t:t
岱ぶ；

外 'lnJ転ナデナデ． 外： llucIOYR6'4 
ハケli

I Jtt. 16.0 
内＇ l!'I転•I•デ前,, り卜’llue IOYR8'4 65 弥’tI:硲 売 1,fit 11緑部）i＇ 屯lt21:{:,i含M

岱窃
外， 1991転•J·•i' 9ヽケI―l • flue IOYRS/4 

II径 18.2
内 1hl転—J•デり1)1) .

66 古式上的芯 甕 9(it nt点部）t ハケII クタキ りi'Hue IOYRS 3 91、北Il~l:L~,I汁
む硲

外阿転・rテ’、ハ'r11, llu< IOYRS 3 中北21,:a含柑
指オサエ．タタキ

111消
内＇ナデ，削り り卜 ＇lluc IOYR6l4 67 弥’t.L岱 脚付史 1，知it 145 脚部I¥・ 訟含kィ μ]外面祁1こスス1バi

む硲
外， lnlkl—デ，ハケ 1] IIし1(• IOYRi 94 

II径
内ナデ．削りハケU内 11ul• IOYR7 1 

V・I外1f1i一祁にススi・t:tliS 弥’I:1：苔 脚f•I売 l1~it 附部1;・ I :;•i鼻1·1;!

お祁
外＇ナデ．ハケ II 外： lluc2.5YR7'、1

| l i消
内．ナデ．h1jl) 外内 ， ll u<' IO Y R i ' 4 69 弥生＿I：器 脚付甕 底径 阻1r.t)¥・ ）サi鼻

9m'. ~9^ 999 外ナデ． Iヽケ[I llue 7.5YRi 6 

l lit 
内ナデ．削り 内 llucIOYR6'4 70 弥‘Isl:硲 脚fJ甕 r,rif 関部i;・ 中北313'.撹~l

器祁
ク~ :ナテ‘ハケII 外： llucIOYR7l4 

l l t f 
内ナデ．り11り 外内 ： I I 9 1c 邸 Y i 3 7 1 弥生．L答 脚付甕 底径 脚部片 91•北 21>\ill.含k1

岱応
外ナデ．ハクII llu,・ 2.5Y6 ・3 

I lit 内ナデ．fii)I) 外内 1 1 91L• 25 ¥' 6 ’3 72 弥牛 1沿 脚i•I売 l1rif, i,部I¥・ 中北撹乱
と'it; クト ナテ＇．削り． Iヽケ1」 '11uc 2.5Y6 3 

I I If 
内．阿転・トデ．ナデ．

73 弥4:1••芯 脚tt売 ri!lt 閲部g- ハケII 外内 1 1 lI (• 7ふYR 6 6 中北・114 Pl l 
外： l『,1転•I• デ， 1•デ． : Hue 7-5YR6 6 

岱祁
ハケ11

I I it 
内＇ナデ 外内 ' ll uc 2.5 Y 7 i6 74 弥,u：沿 脚i•I央 IKit 脚部片 9札lt111ill!I撹乱

匹応
外，ナデ • lluc IOYRi Ii 

II径 8.8
内， 1,;1'紅•デ，ナデ 勺． II91し• 7.5\•Ri 6 

75 弥91;．t器 小型・,i,, 引t；；径10.4 I 3 91'」と21,e_a含州 µ]外1ui一部にスス9•R'i
料科

クf 1,,1転1•デ・）・デ 外 lluc7.5YR7 6 

1111¥ 
内 '1•-I‘ 削りハケ IJ『卜 'II91c 7.5YR6 6 76 iが1,•I：沿 lと類函？ り針往 頭部？ 中北tL含層？ 片液り

岱応
外：ナデ．削り，ハケ11 : llue 7.5¥'R6 6 

I J(t 162 
内，ナデ．ハ'rII 『卜 '1[91c 75¥'R69ヽI77 弥生l:硲 袋状口1t屯脈径 I II~～頸部J\· 巾北4l'l: P12 

器為
外ナデ．ハケII 1[lIc 7.5¥'R6 6 

「ltf
内ナデ．ハケII 『卜 '’llC 7.5YR66 波状文を施す

78 弥’tI忍 壺 1,ru 頚部I¥・ ,hlt3区泣含K‘i
岱窃

外，ナデ．削IJ，ハケII • llu~ i.5YR6 6 l'I点文貼り付け

口径
内 『卜 IIllC IOYR5 1 79 縄文上硲 鉾形土岱 l1Hf. 削部It 巾．It4 1< i,’tt,｝ 

i:；ti 外 'li.'iさ : flue IOYR6•ヽI

l l if. 
内 '1/5さ 『卜 :llue IOYR6んI 91'」と31{U含N （赤）g 紐文1.t:; 鉢型土岱 IKlt II柑部片

岱応
クf,lilさ．1mr1縄文 • llue IOYR4 2 中北清紺

11往
内，庖き 〖1卜. I I91t• IOY Ri 6 81 縄文．i：岱 詐型Jこ岱 底it II様部1;・ 13サt1:Ii;•必3

四，＇,＼ 外 Ii5さ．lfllN縄文 I IlIC IOYRI I 

ntt 
内 1月ささ 内 llueIOYR7 6 82 縄文t岱 鉢型1沿； 底tt ;11部I¥・ 919」t,1区包含M

岱応
外： li1 外： IIしIC10¥'Ri"I 

I Itt 
内，ナデ ~卜. flue 2.5Y714 83 縄文 1；器 鉢形土岱 '，Iit 胴部J¥・ 巾lt4Ha含柑

岱窃
クf.ナデ , flue 2.5Y7 6 

11往
内， 1/jさ 内， IIlIC25\•7 6 S.I 縄文上硲 鉢型上器 IK径 頸部I¥' 'i•.lt31<.a含1(1 (,Ai) 

岱岱
外 Iiりさ 外 llu<・2.5¥'7、1

深SK形 「Itf 人II月さ ~i卜 'llue IOYRヽ1185 縄文l：岱 ittt 頭部片 ,1,」t4区U含屈
上窃？

岱1,r, 外． If1さ , llue IOYR4 2 

121 



l. （京町）教行学部附屈小巾学校校舎改り笙l:？li·に伴う発掘J,lj杏 (0719，凋究地，＇•Ii)

図 番号 遺物 種類（器種） 法量(cm) 残存平 特 徴 色 調 出土遺構 偉 考

深鉢形
II径

内'!I_tさ 内： HueIOY!l7/4 
53 約 縄文'J:i:;

上器？
底径 II粒部J;•

外：窮さ 外： llueIOYR7/3 ぬり住店ぬI
器窃

深詐形
II径

内，”jき 勺： llueIOYR3 I 87 縄文1沿；
上答？
IJutt II松部H•

外 J/jさ 外： Hue2.5¥"1 2 
,i•北 4l<ll!含N

器窃

深鉢形
II径

内外，内さ 1・1 : Hue IOYR7 6 
88 縄文こI：沿 上岱？

!iHf. I I i i部9ヤ
"iき 外： HueIOYR5l3 

四号住屈池19
路府

深鉢形
I Itそ

内ナデ "I : lluc 2.5Y6/3 89 縄文上器
士器’

底径 I I柑部Ji•
外'•J・デ 外： Hue7.5Y7 6 

,PIt31,/上↓含料
器応

深fい形
II径

勺：ナデ '-I Hue 2.5Y5 I 
90 縄文J:荏 底径 I I t及部9i • 67り・ビット

土認？ 註店
外：ナデ 外： HueIOYR5 2 

54 91 “岱 敲 7, Fl，1 i:さ 98..85 ・必 形
内： 内 lluc I刃・i鼻下層 政五4i4g

さ 5.8
外： 外 Hue

92 石沿 砥 {i
由'/.貯 破片

内： 内 Hue ,hlt3区包含M if(hl239g 
さ 22

外： 外、 Hue

占＇りささ 112 
内： 内 Hue 2P3l2乃)住1、}（中北 、1区93 {；j 器 砥 {j 5.15 破 i:・
外： 外： Hue

屈址500g
7.0 

9-1 石器 石 0ll ¢Ii さ翌 破 J:・ 内 内 、liuc
2分溝 姐.:I-17g

さ 3.6 外 外 Hue

且19i ささ IO.8 
内 内 Hue

95 ｛｛器 -1:i Ill 15.0 破片 外． 外： Hue
中北 1ヽ区包含N 面泣356g

2.4 

％ 石辟 石鏃 見1~さ i2.9i 片脚欠ill 内 ． ~卜 : Hue 中北3区S1 ,，り(．（I瑾益0石.9g 
外 • lluc 

長さ 2.45 
内 内・ Hue 政1il:石1.0g 97 Ii 怨 石汲船 1,55 )i.＂欠 lIl 外： 外： Hue

9卜it4 1{ S7 
.'.I.¥曜

「＇iさ 0.4

且ヮさ 2.35 ¢ 勺： IIuc 穣址5.4g l史91Hiiあり98 石器 剥片 3▼ l 外： Hue
,I9北3区S2

淋曜石
さ 1.0

旦,'/.さ 1,9 悶 <1: Hue 頂砿1.1g i史Ill痕あり
99 “荏 剥片 1.7 中北4li<'.SI 

さ 0.4
外： Hue 1,1.¥BV,石

100 石器 石 1及 戸,1 t:} Ii 内： lluc
巾北41zS6 jf限(j曜it7石.8g 

さ 1.6
外 クト 11uc 
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写真図版





図版1 1006調査地点

写真 1 調査区全景（南より）

写真2 11号竪穴住居焼土検出状況 （南より） 写真3 11号竪穴住居躍土庖断面 （南西より）

写真4 11号竪穴住居菰内迎物出土状況（南東より） 写真5 11号竪穴住居鼈掘削状況 （南より）
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図版2 1006調査地点

写真6 18号竪穴住居掘削状況（東より） 写真7 18号竪穴住居焼土検出状況（東より）

写真8 18号竪穴住居焼土土府断面（南より） 写真9 18号竪穴住居迅物出土状況（南より）

写真10 19号竪穴住居完掘状況（東より） 写真11 19号竪穴住居焼土土層断面（西より）
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図版3 1006調査地点出土遺物
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図版4 0509調査地点

c
 "3

↑
 T
 ヽ

写真12 調査区全景（東より）

写真13 18号 ・33号溝完掘状況 （南より）
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写真14 46号竪穴住居土層断面（南より）

写真16 47号竪穴住居土府断面（南より）

写真18 50号竪穴住居追物出土状況（西より）

写真20 58号竪穴住居掘削状況 （東より）

図版5 0509調査地点

写真15 46号竪穴住居追物出土状況（南東より）

,~ . 
， 

j A ,• 、、 9

•̂ a.`汰

写真17 47号竪穴住居完掘状況（南より）

写真19 50号竪穴住居迅物出土状況（南西より）

写真21 58号竪穴住居逍物出土状況（北より）
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図版6 0509調査地点

写真22 58号竪穴住居追物出土状況（東より） 写真23 58号竪穴住居突出部掘削状況（西より）

写真24 58号竪穴住居突出部迫物出土状況（北西より） 写真25 97号竪穴住居土附断面（北西より）

妖

写真26 97号竪穴住居迎物出土状況 （南より） 写真27 97号竪穴住居逍物出土状況（南西より）

'己•ヽ ’.n’‘
----・し~-

写真28 100号竪穴住居土府断面（西より） 写真29 100号竪穴住居掘削状況（南より）
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図版7 0509調査地点

写真30 103号竪穴住居土屈断面（南より） 写真31 103号竪穴住居掘削状況（南より）

写真32 103号竪穴住居迅物出土状況（西より） 写真33 103号竪穴住居完掘状況（南より）

写真34 108号竪穴住居土層断面（北西より） 写真35 108号竪穴住居逍物出土状況（北より）

写真36 108号竪穴住居完掘状況（南東より） 写真37 78号竪穴住居完掘状況（南東より）
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図版8 0509調査地点

写真38 79号竪穴住居完掘状況 （北より）

写真40 80号竪穴住居焼土 ・晦検出状況 （東より）

写真42 98号竪穴住居土層断面 （東より）

写真44 98号竪穴住居焼土・鼈検出状況（南より）
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写真39 80号竪穴住居完掘状況 （東より）

写真41 80号竪穴住居窟裁ち割り状況（東より）

写真43 98号竪穴住居掘削状況（南より）

写真45 98号竪穴住居鼈裁ち割り状況（南より）



写真46 98号竪穴住居鼈裁ち割り状況 （南より）
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写真48 99号竪穴住居焼土・鼈検出状況（南より）

写真50 101号竪穴住居掘削状況（南より）

．` ". "'  .. アペ巧i
...― 

こ ‘̀ 鴫ン

写真52 101号竪穴住居箭裁ち割り状況（南より）

図版9 0509調査地点

写真47 99号竪穴住居掘削状況（南より）

写真49 99号竪穴住居瑠裁ち割り状況（西より）

写真51 101号竪穴住居焼土・鼈検出状況（南より）

写真53 102号竪穴住居掘削状況（東より）
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図版10 0509調査地点

写真54 104号竪穴住居掘削状況（東より）

写真56 107号竪穴住居掘削状況（南東より）

写真58 121号竪穴住居焼土・窟検出状況（東より）

写真60 121号竪穴住居鼈裁ち割り状況（東より）

132 

写真55 104号竪穴住居鼈裁ち割り状況（東より）

写真57 121号竪穴住居掘削状況（南東より）

写真59 121号竪穴住居鼈裁ち割り状況（北より）

写真61 112号溝土屈断面（南より）



図版11 0509調査地点

写真62 18号 ・33号溝掘削状況（南西より） 写真63 18号・ 33号溝土屑断面（北より）

写真64 35号溝掘削状況（西より） 写真65 35号溝土屈断面（西より）

？： 

写真66 77号溝掘削状況 （東より） 写真67 77号溝土府断面 （西より）

写真68 13号溝完掘状況 （北より） 写真69 13号溝 （北側）土層断面（南より）
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図版12 0509調査地点

写真70 13号溝（南側）土層断面（南より） 写頁71 調査区北西部土坑群（東より）

-

写真72 12号土坑士層断面 （西より） 写真73 12号土坑追物出土状況（北より）

写真74 55号土坑土層断面 （北より） 写真75 55号土坑完掘状況 （東より）
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図版13 0509調査地点出土遺物 1
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図版14 0509調査地点出土遺物2
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図版15 0509調査地点出土遺物3
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図版16 0509調査地点出土遺物4
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図版17 0509調査地点出土遺物5
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図版18 0509調査地点出土遺物6

156 157 158 

159 159 

｀ 
160 

｀ 
161 

、9

162 165 

166 167 168 169 

170 171 172 

173 174 175 176 

177 178 179 

181 1 82 183 184 

140 



図版19 0509調査地点出土遺物7
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図版20 0509調査地点出土遺物8
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図版21 0509鯛査地点出土遺物9
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図版22 0509調査地点出土追物10
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図版23 0509調査地点出土遺物11
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図版24 0509調査地点出土遺物12
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図版25 0509調査地点出土過物13
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図版26 0509調査地点出土追物14
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図版27 0509調査地点出土遺物15
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図版28 0509調査地点出土遺物16
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図版29 0509調査地点出土逍物17
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図版30 0509調査地点出土逍物18
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図版31 0509調査地点出土遺物19
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図版32 0923 ・ 0924 ・ 0925調査地点

• 9.，、 i -̀  iす吋
写真76 ⑤工区全景（南より） 写真77 ⑤工区追横検出状況（北東より）

、し

写真78 ⑤工区追構掘削状況 （北東より） 写真80 10号住居掘削状況（南西より）

写真81 ⑧工区東側迎構掘削状況（北より）

写真79 ⑧工区全最（南西より） 写真82 ⑧工区南壁土府断面（南西より）
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図版33 0923 ・ 0924 ・ 0925調査地点

写真83 ⑨工区追構掘削状況（西より） 写真84 ⑨工区3号溝掘削状況（南西より）

写真85 ⑨工区3号溝逍物出土状況（西より） 写真86 ⑨工区3号溝土層断面（西より）

写真87 ⑩工区遠景（北より）

写真89 ⑩工区全景 （北より） 写真88 ⑩工区全景 （南より）
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図版34 0923 ・ 0924 • 0925調査地点

写真90 ⑩工区西壁土陪断面（東より）

写真92 ⑪工区西半全最（西より）

写真91 ⑪工区東半全最（東より）
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写真93 7号住居追物出土状況（西より）
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rヽ
-

写真94 7号住居完掘状況（東より）
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図版35 0923 ・ 0924 ・ 0925調査地点出土遺物 1
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図版36 0923 ・ 0924 ・ 0925調査地点出土遺物2
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図版37 0719調査地点

写真95 1区全景（南西より） 写真96 3区掘削状況 （南西より）

写真97 4区掘削状況（北より） 写真98 4区掘削状況（西より）

写真100 21号溝掘削状況（南より）

写真99 3 ・ 4区掘削状況 （西より） 写真101 21号溝土層断面（北より）
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図版38 0719調査地点

写真102 23号住居泣物出土状況（東より）

写真104 23号住居完掘状況（東より）

写真106 1号溝土屈断面（南より）

写真108 38号長方形土坑土屈断面（南東より）
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写真103 23号住居土府断面（北東より）

写真105 1号溝完掘状況（南より）

写真107 2号溝完掘状況（南より）

写真109 38号長方形土坑完掘状況（西より）



図版39 0719調査地点出土遺物 1
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図版40 0719調査地点出土遺物2
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図版41 0719調査地点出土遺物3
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図版42 0719調査地点出土遺物4
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閲(9.. 嬰f，町J,'逍跡群 熊本県 32° 130' 20100903 学校敷地内の1開発•:lt
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